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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　娘むすめの部屋には暖かな日差しが満ちていた。


　長い冬が終わり──僅わずかに開かれた窓から、風が春の気配を運んでくる。


　遠くから響ひびく鳥達の囀さえずり。


　濃のう厚こうさを増す草木の匂におい。


　陽ひの光の柔やわらかな温ぬくもり。


　それらはいずれも瑞みず々みずしさに満ち溢あふれ、ひとつひとつがようやく訪おとずれた生命の季節を象しよう徴ちようしている。窓の外の風景は何もかもが微笑ほほえみを誘さそう程ほどに穏おだやかで、しかし五感を澄すましてみれば春を謳おう歌かする者達の嬉き々きとした気配で騒そう々ぞうしい程であった。


　それ故ゆえにこそ──


「……ヴィオラ……？」


　ベッドの上にわだかまる虚きよ無むの気配はくっきりと浮うかび上がる。


　こんなにも生命の息い吹ぶきに満ち溢れた世界の中で……彼の娘だけがそれらとは全く無む縁えんの物体に成り果てていた。


「……ヴィオラ……！」


　不思議と涙なみだは出ない。出なかった。


　何い時つかこの日が来るのは分かっていたからかもしれない。妻が三十過ぎの若さでこの世を去り──二年後まるで後を追う様にして全く同じ病を娘が発はつ症しようした時点で、それなりの覚かく悟ごは出来ていた筈はずだった。


　彼も医者の端はしくれだ。治なおせる病と治せない病の区別はつく。


　妻を殺し、更さらには娘をも蝕むしばんでいたのは単一遺伝子病だった。


　その名めい称しよう故ゆえに誤解を生じ易やすいが、俗ぞくに『遺伝病』と総称される疾しつ病ぺい──正式には遺伝子病と呼称される──には大きく分けて二種類が存在する。


　一方は複数の要因が重なって発症する多た因いん子し遺伝子病。


　一方は一種類の遺伝子異常により発症する単一遺伝子病。


　前者は単に『ある種の病気に掛かかり易い体質が遺伝する』というだけの事である。糖とう尿によう病びようや高血圧等などもこれに含ふくまれる。当然ながらこれらの多くは、生活習慣の見直しや投薬治ち療りようによって病状の改かい善ぜんが可能だ。


　だが後者──単一遺伝子病には『発病してしまえば最も早はや手の打ち様が無い』という難病が少なくない。それはある種の呪のろいだ。全身の細さい胞ぼうのひとつひとつに──二に重じゆう螺ら旋せんの遺伝暗号コドンに組み込まれた呪じゆ詛そである。解除する事は出来ない。それは生まれた時から一定確率で定められていた運命であり、遺伝子そのものを入れ替かえる事が出来ない以上、完かん治ちさせる事は出来ない。発症した病種が致ち命めい的てきなものであった場合──ただ対症療法で死を先延のばしにするしか方法が無いのだ。


　娘の病気はその典型──致命的な『不ふ治じの病やまい』だった。


　少なくない金を払はらっても出来る事と言えば限られた──しかも著いちじるしく不自由な──時間を買う事だけだった。病状の悪化を食い止める事さえ出来ない。それを緩ゆるめる事が出来るだけだった。あるいはそれを徒と労ろうと呼ぶ者さえ居るだろう。


　だが彼は躊躇ためらわなかった。


　彼の娘は未まだ十二歳さいだった。死ぬにはあまりに幼い──彼はそう思った。


　まして妻を喪うしなって以来、残された一人娘こそが彼にとって文字通りに愛情を注そそぐ『全すべて』だった。金銭など惜おしいとは思わなかった。娘の未来を一秒でも延ばせるのならば彼は湯水の如ごとく金を費やしても顧かえりみなかった。


　少しでも良いと思われる薬品や機材は躊躇いも無く購こう入にゆうした。新型の機材が開発されたと聞けば、先まず資料を取り寄せて娘の治療に使えるかどうかを検討した。購入できなければ借り出した。無理を言って使用許可を取った。


　だが……大たい概がいの医薬品や医療機材は驚おどろく程に高価である。医師としての職業的特権を最大限に活用してもそれらは決して安い買い物ではなかった。まして何かと無理を通す為ためには購入費や使用料以外の金銭も必要になってくる。交際費や賄わい賂ろの類たぐいだ。


　だから彼は働いた。がむしゃらに働いて金を稼かせいだ。


　勤務先の病院では積極的に当直役を買って出た。無む駄だな出費と時間の浪ろう費ひを削けずる為に趣しゆ味みだった釣つりも止やめた。更には寸すん暇かを惜おしんで医い療りよう魔ま法ほう士しの国家資格を取得するべく勉強もした。単なる医者よりも医療魔法士の方が収入が一桁けた多いからだ。


　それでも足りなければ貯ちよ蓄ちくを切り崩くずした。貯蓄が底をつけば家屋や土地を抵てい当とうに入れて借金した。日増しに負ふ債さい額は膨ふくれ上がっていったが──しかし彼にとってそんな事はわざわざ気に掛けるにも値あたいしない様な些さ末まつ事ごとであった。


　少しでも娘に良い治療を施ほどこしてやる……その事しか彼の頭には無かった。


　ただ娘を生き長らえさせる事。残ざん酷こくな死の運命から一いつ瞬しゆんでも永く娘を遠ざける事。


　その為だけに彼は生きていた。躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも感じなかった。他の事になど興味は無かった。他人と会えば、先ずその者が娘むすめの延えん命めいに役立つかどうかを考えた。無駄だと思えば容よう赦しやなく関係を切り捨てた。意味もなく他人と馴なれ合っている暇ひまは無い。逆に有益だと思えば媚こびへつらってでも人脈を維い持じする為の努力を払った。上司も同どう僚りようも友人も患かん者じやも隣りん人じんも全ては『その存在がどれだけ娘の延命に役立つか』だけで一元的に価値順列が決められていった。


　全て良かれと思ってした事だった。


　いや──良いも悪いも無い。親が娘の為に最善を尽つくすのは当然の事ではないか。彼にとってそれは全く当たり前の事だった。自分の行動に彼は一片の疑問さえ感じていなかった。


　しかし……


「……ヴィオラ……おお……ヴィオラ……！」


　その甲か斐い無なく彼の娘はベッドの上で冷たくなっていた。


　少女の口元からは呼吸器が外はずれて、ベッドの脇わきに垂たれ下がっている。他ほかにも少女の身体からだに繫つながれ、辛かろうじて彼女の生命を維い持じしていた点てん滴てきのチューブや医療機器のコードといった諸もろ々もろのものが、全て彼女の身体から取り払われていた。


　誰だれの仕し業わざでもない。


　彼以外の人間が娘の部屋に出入りした形けい跡せきは無いし──何よりそれらのチューブやコードはまとめて娘本人の手に握にぎられていたからだ。彼女が自分で外したのであろう。それらが文字通り自分の生命線である事は──それを外せば、自分はもう死ぬしかないのだという事は、娘自身も知っていた筈はずなのに。


「……ヴィオラ……何な故ぜだ……何故……？」


　熱に浮うかされたかの様な口調で彼は娘の亡なき骸がらに問うた。


　だが物言わぬ死体にいくら尋たずねても答えが得られる筈は無い。娘の代わりに彼の問いに答えたのは──枕まくら元もとに置かれていた彼女の遺品だった。


「……これは……？」


　それは一冊の日記帳だった。


　実の処ところ……彼は娘が日記を付けていたという事を知らなかった。もう自分で食事を採とる事さえ困こん難なんになりつつあった彼女が、日記を付けているなどとは想像の外であった。娘の枕元に置かれた見み慣なれぬ装そう丁ていの書物を手にとって──ようやく彼はそれが娘の日記なのだと知ったのである。


「……ヴィオラ……」


　いけない──心の片かた隅すみでぼんやりとそう思った。


　見てはいけない。見るべきではない。どうしてそんな風に思ったのかは彼自身にも分からない。娘に気き兼がねした訳ではない。ある種の予感でも働いたのかもしれなかった──世の中には知らずに居た方が良い事実も在あるのだと。


　だが恐おそらく此こ処こには真相が記しるされている──そんな直感が彼にページをめくらせた。


　たどたどしい文字で埋うめ尽くされた紙面。


　記されているのは、殆ほとんどが文章とさえ言えない様な断片的な言葉の羅ら列れつだった。恐らく本人以外が見ても半ば意味不明だろう。落書きと大差無い。思い付くままに、ただ言葉を書き付けているだけの様にも見えた。


　だがそれだけに、虚きよ飾しよくの全てを剝はぎ取られた生の感情が其そ処こには記録されている。


　日記をめくる手が止まらない。止められなかった。


　灯火に引き寄せられる羽虫の如ごとく、彼は日記の中に埋められた真実へと誘いざなわれてゆく。


　そして──


「……えっ……？」


　何ページ目であっただろうか。


　思いもよらなかった言葉が彼の眼めに焼き付いた。





　──『憎にくい』





　一瞬だが彼は言葉の意味が分からなかった。


　次に──意味を理解した後は何かの間ま違ちがいだと思った。


「……ヴィオラ……？」


　優やさしい娘だった。大人しい娘だった。誰かを罵ののしっている様など見た事も無い。ちょっと拗すねる事はあっても、誰かを憎んだり恨うらんだりはしない娘だった。出来ない娘だった。亡なき妻からそのまま受け継ついだかの様な、思い遣やり深く穏おだやかな娘の性格を彼は誇ほこりにさえ思っていた。


　まして……





　──『あいつ。あいつ。憎い。偉えらそうに父親面づらをするな』





　これは何かの間違いだ。娘がこんな事を書く筈が無い。


　まして……こんなにも娘を愛し、全すべてを捧ささげてきた自分が娘から憎まれる筈など無いではないか。これは間違いだ。間違いでないとしたら一時の気の迷いだ。本気の言葉である筈が無い──


　彼は自分の想像を確かめる為ために更さらにページをめくった。


　しかし。


「……馬ば鹿かな……そんな……」


　日記を読み進めれば進める程ほどに彼は多くの──随ずい所しよに散りばめられた怨えん嗟さの言葉を眼にする事になった。後半に至っては、もう彼に対する恨み言しか書かれていなかった。


　永い闘とう病びよう生活は娘むすめの身体からだと精神を疲ひ弊へいさせていた。


　ただ生きて在る──その事自体が彼女には苦痛である程に、病状は悪化していたのだ。度たび重なる投薬の副作用も加わって、深い痛みと重い苦しみが少女の身体を休む事無く苛さいなんでいたのであろう。


　彼女にとって延命とは苦痛の追加でしかなかった。


　治る見込みの在る病ならば、未まだ歯を食いしばって耐たえる事も出来たかもしれない。だが母の衰すい弱じやくと死亡を間近で見てきた娘は、自分の身体を蝕むしばんでいるものの正体を知っていた。それが現代医学では──たとえ魔法医療を用いたとしても──治療不可能な致ち死しの病である事を充分過ぎる程に理解していた。


　希望は何ど処こにも無い。ただ底知れぬ絶望と辛しん苦くだけが在った。


　だから──彼女は憎んだのだろう。


　何かを必死に憎む事で、自分の上にのしかかるものから眼を逸そらそうとしたのだ。


　先まずまともに生きる力さえ無い自分自身を憎んだ。次にそんな自分をこの世に生み出した両親を憎んだ。治療する力の無い医者を憎んだ。口先だけの励はげましを言う見み舞まい客きやくを憎んだ。同じ血ち筋すじでありながら病やまいに冒おかされる事も無くのうのうと生きている親しん戚せきを憎んだ。


　やがて彼女は世界そのものを恨む様になった。


　健すこやかな者を恨んだ。幸せな者を恨んだ。笑っている者を恨んだ。爽さわやかな風を恨み、暖かな光を恨んだ。自分の苦痛も知らずに平然と存在する空を恨み、海を恨んだ。自分の絶望を理解しない森しん羅ら万ばん象しようの全てを憎ぞう悪おした。


　憎んで憎んで憎みきった末に──少女は再び父を恨んだ。


　自己満足の為に自分を無理矢理生かし続けている父親を、何よりも深く強く憎んだ。苦痛と絶望に満ちた日々を徒いたずらに長引かせる彼を心の底から呪のろった。


　恐おそらくそうする事でしか彼女は耐えられなかったのだ。


　何かを呪う事に集中する間だけ、彼女は苦痛と絶望を意識しないで済んだのだろう。


　だが……それとて所しよ詮せんは一時の誤ご魔ま化かしでしかない。


　いかに何かを憎み、誰かを恨んだ処ところで、現実が変わる訳ではない。苦痛と絶望が減る訳でもない。いつまでも自分を誤魔化し続ける事など出来ない。いつかは必ず限界が来る。薬も使い続ければ効こう能のうが薄うすれてくる様に──繰くり返される自じ己こ欺ぎ瞞まんそのものに人は慣れてしまう。自分が意味も無く同じ処をぐるぐると回っているだけなのだと気付いてしまう。


　そうなればもう耐えられない。


　だから……


「……ヴィオラ……おお……ヴィオラ……！」


　わずか十二歳さいの少女は憎悪と怨嗟にまみれて自らの命を絶ったのだ。


　日記の言葉を詳しよう細さいに辿たどっていけば、そこに至るまでの変へん遷せんを読み取る事が出来た。


　恐らく娘にとっては鉛えん筆ぴつを握にぎる事も文字一つを書き記しるす事も、相当な疲ひ労ろうと苦痛を伴ともなう作業であった筈はずだ。それなのに彼女は幾いくつも幾つも執しつ拗ような程に呪いの文句をそこに遺のこしていた。一見すれば支し離り滅めつ裂れつとも見える言葉の群れではあったが──意識して見れば、読む者を戦せん慄りつさせずにはおかない執拗さで呪じゆ詛その文句が並べられている。父に対する恨み辛つらみが狂きよう気きにも近い濃のう度どで白い紙面に刻みつけられている。


　娘は──むしろ満足げな表情さえ浮うかべて事切れていた。


「……ヴィオラ…………」


　ぼんやりと呻うめく彼の手から日記が滑すべり落ちる。


　やはり涙なみだは出ない。ただ──全身が腐くさり落ちていくかの様な虚きよ脱だつ感かんだけが在あった。


　良かれと思ってした事なのだ。娘を愛するが故ゆえにした事なのだ。この世に生まれてわずか十と二年──人生と呼ぶにはあまりに短すぎると思ったからこそ、彼は全てを投げ打って一日でも永く娘を生かそうとした。


　だがそれは、娘からすれば単なる自己満足でしかなかったらしい。


　娘は健けな気げに病びよう魔まと闘たたかう素そ振ぶりを示しながら、その胸の奥おくで父に対する暗い憎悪を育はぐくんでいた。そして自分と娘は何よりも強い親子の絆きずなで結ばれていると信じていた彼は──その事に気付きもしなかった。自分の気持ちは娘も分かってくれていると思っていた。自分は娘の気持ちを余あます所ところ無く理解していると思っていた。


「……ヴィオラ……ヴィオラ……おお……私の娘……」


　彼はベッドの傍かたわらに膝ひざをついて呻いた。


　何という残ざん酷こくな結末か。


　それが運命や偶ぐう然ぜんの結果であればまだ耐える事が出来る。神を憎む事で気を紛まぎらわせる事も出来る。不運を嘆なげく事で己おのれを慰なぐさめる事も出来る。だが──この無む慈じ悲ひな現実を示して見せたのは娘の意志だった。彼女がそれまで隠かくしていた日記をわざわざ枕まくら元もとに出してから逝いったのは、それが父に対する最も効果的な復ふく讐しゆうになると考えたからだろう。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、十二歳の娘は父に対する憎しみだけを胸に抱だいて死んでいったのだ。


「……ヴィオラッ……！」


　何がいけなかったのか。何が間ま違ちがっていたのか。


　働き過ぎで娘との会話が減っていた事か？　薬品や機械に頼たより過ぎた事か？　自分が医者であった事か？　医療魔法士の資格を取ろうとした事か？　娘を自宅療養させた事か？　妻が死んでしまった事か？　あるいは娘がこの世に生まれた事それ自体か？


「……どうすれば……どうすれば良かったのだ……？」


　祈いのるかの様に組んだ手と額をベッドの縁ふちに押おしつけ、神の前で懺ざん悔げする敬けい虔けんな信徒の様に、彼は震ふるえながら娘の亡なき骸がらに尋たずねた。


「……私は御お前まえに何をしてやれば良かったのだ？　いっそ……苦しませずにさっさと殺せば良かったとでも言うのか……!?」


　何がいけなかったのか。何が間違っていたのか。


　思考が空から回まわりする。


　病魔。死。自己満足。憎ぞう悪お。父親。娘。怨えん嗟さ。苦痛。絶望。妻。遺伝子。誤解。


　砕くだけた思考の断片が脳のう裏りを漂ただようばかりで、意味の在る思考が組み立てられない。


「……おお……ヴィオラ……ヴィオラッ……！……私はどうすれば良かったのだ……？」


　無論──いくら問うてもベッドの上に横たわる骸むくろは沈ちん黙もくするのみだ。


　ただ彼の足あし下もとに転がる日記だけが、声も無く彼を嘲ちよう笑しようしている。空から滑すべりした挙あげ句くに娘から憎悪と怨嗟を浴びせかけられる事になった、父親の愚おろかな愛情を蔑さげすんでいる。


「……答えてくれ……ヴィオラ……私は何をすれば……何を……」


　だがそれでも彼はただ問い続けた。


　今いま更さら他ほかにする事など思い付かなかった。泣く事さえ出来ない父親には、他に出来る事など何も無かった。何ど処こまでも白く暖かな早春の日差しに包まれて──彼はただただ答えの得られない問いを虚むなしく繰くり返していた。


　そして……


「……私は……私はどうすれば…………？」


　北歴一九四八年三月十日。


　娘が十三の誕生日を迎むかえる筈はずだった日。


「……私はッ…………！」


　その日──ドルフ・レオンハルトは狂くるった。
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　激しい雨と風が、世界を凄せい惨さんな斑まだら模も様ように塗ぬり潰つぶしている。


　まるで雲上の存在が、地を這はうものを憎にくんでいるかの様な空模様であった。ただでさえ視界を奪うばい足あし下もとを泥ぬ濘かるませる大量の滴しずくが──斜ななめに突つき刺ささってくる。強きよう烈れつな風はその中を行く者の身を押おし戻もどすばかりか、冷たい空気と雨あま粒つぶを叩たたき付けて、容よう赦しやなく体温を奪っていく。


　暴風雨である。


　雨あま傘がさなどでは到とう底てい用を為なさない。レインコートを着てぴったりと袖そで口ぐちや襟えり元もとを閉じていても、僅わずかな隙すき間まから雨粒が侵しん入にゆうして全身を濡ぬらしていく。この様な日にわざわざ外に出るのは頭のいかれた人間か──さもなくば止やむに止まれぬ事情がある者だけだろう。


　ガイル・コヴェントとザイン・コヴェントの兄弟は後者だった。


　彼かれ等らは管理人だ。施し設せつの保全の為ために──つまりはこうした日の為に雇やとわれているのだから流石さすがに小屋の中に引き籠こもっている訳にもゆくまい。既すでに五四と五二──老境の一歩手前という年ねん齢れいでは少々きつい仕事であるが、兄弟揃そろって指名手配されている身としては職業を選えり好みしている余よ裕ゆうなど在ある筈はずも無かった。今の彼等にはもう若い頃ころの様に強請ゆすりや強盗たたきをやって稼かせぐだけの体力や度ど胸きようは無い。


「たまんねえなあ──兄貴！」


「愚ぐ痴ちるんじゃねえよ！　余よ計けいにたまんなくなるだろうが！」


　風の唸うなりに負けぬ様に大声で叫さけび合いながら二人は船着き場へと向かって歩いていく。


　彼等の仕事とは、この島に設けられた倉庫と桟さん橋ばしの管理であった。


　この島の南側の海岸は、近くの海上に壁かべの様な岩が数枚立ち並んでいるせいで外部からはひどく見通しが悪くなっている。此こ処こに秘密の船着き場──具体的には木材を組んで造られた桟橋と、洞どう窟くつを利用して造られた倉庫が在る。きちんとしたコンクリートや鉄骨の構造体になっていないのは、当局にこの施設の存在がばれそうになった場合、簡単に証しよう拠こ隠いん滅めつ出来るようにとの用心からだ。桟橋の規模も大きくない。排はい水すい量りよう二十トン前後の小型船せん舶ぱく──せいぜい大型船舶備え付けの連れん絡らく艇ていか小型貨物船が何とか入ってこられる程度の構造だ。これも船着き場としての機能や効率よりも、隠いん蔽ぺい性せいを重視した結果である。大々的に建設工事なんぞをして、この島の設備が明るみに出ては元も子も無いからだ。


　だが──それだけに海が荒あれている際などは、桟橋の一部ないし全部が破は損そんする事も珍めずらしくない。過去には暴風雨の後に見に行くと桟橋が丸ごと無くなっていた──などという事も在った。また波が高くなると、倉庫内に収められた品物が水浸びたしになってしまう可能性もある。


　コヴェント兄弟に言わせればこうした出来事は不ふ可か抗こう力りよくなのだが、彼等の雇やとい主ぬしはそうは考えていないらしい。事情がどうあれ常に桟橋は使える様にしておかないと雇い主はくどくどと文句を言ってくるし、倉庫内の商品が水を被かぶって売り物にならなくなった日には二度と想おもい出したくも無い様な仕置きが待っている。彼等の雇い主はコヴェント兄弟の様な人間の扱あつかい方をよく心得ていて──それ専門の人材スタツフまでが用意されているのだ。彼等は人体の何ど処こをどの様に扱えば、最小限の労力で最大限の苦痛を相手に与あたえられるかを実によく知っている。


　そういう訳で……コヴェント兄弟は嫌いや々いやながらもこの暴風の中、わざわざ小屋から出て船着き場を調べに行く事にしたのである。あまり波が高いようならば洞どう窟くつの入り口に土ど囊のうを積んで浸しん水すいを食い止め、桟橋には補強用のロープを掛かけてやらねばならない。


「ああ……くそっ！　たまんねえなあ！」


「だから黙だまれつってんだろが！」


　実はコヴェント兄弟の小屋から船着き場までの距きよ離りは百メルトルも無い。


　だが暴風雨のお陰かげで視界は利きかず、二人にはそのたった百メルトルがやたらと長く感じられた。おまけに船着き場付近は岩いわ肌はだ剝むき出しの下り坂である。注意して歩かなければ、三歩毎ごとに転んで体中に打だ撲ぼく傷しようをこしらえる事になる。運が悪ければ骨折だ。


「たまんねえ！　たまんねえたまんねえ！」


「分かったから黙って歩け！」


　愚ぐ痴ちを投げ合いながら歩くコヴェント兄弟。


　やがて──波と風に翻ほん弄ろうされ上下左右に激しく揺ゆれる桟橋の姿が見えてきた。


　桟橋はドラム缶かんを並べた浮うきの上に木材で足場を組んだものを、数本の縄なわと針金で繫つなぎ止めた構造になっている。完全に岸辺に固定されていないのは、前記の通り非常時の証拠隠滅が簡単という理由も在るが、その方がむしろ柔じゆう軟なん性せいに富んで壊こわれにくく、船の大きさや形に合わせて融ゆう通ずうも利くからだった。


「……問題ねえかな」


「……問題ねえよな」


　二人は側そばに行きもしないでそう結論付ける。


　早く小屋に帰りたいという考えが二人とも露ろ骨こつに顔に出ていた。彼等に言わせれば、こんな日は外に出る等などという愚おろかな真ま似ねなどせず、部屋の中で酒でも飲んで寝ねているに限るのだ。後々の不都合を恐おそれて小屋から出てきたのは良いが──数十メルトル歩くだけで元々少ない勤きん労ろう意い欲よくを彼等はすっかり失っていた。今見た限り、思った程ほどには波も高くなっていない。無論、桟橋の損そん壊かいの危険性は在るが、どうせこの雨と風の中ではろくな作業も出来ない訳で──何をするにしても晴れた方が効率が良いのではないだろうか。もっとも効率云うん々ぬんは彼等が仕事を怠なまける際に愛用するお得意の台詞フレーズであったが。


「帰るか」


「帰ろう」


　二人は頷うなずき合ってさっさと踵きびすを返した。


　だが──


「…………」


「…………」


　何なに故ゆえに立ち止まり──あまつさえ振ふり返りまでしたのか、彼等自身にも理由は分からなかった。普ふ段だんなら一度さぼると決めた以上は躊ちゆう躇ちよを感じる様な二人ではない。脇わき目めもふらずにさっさと小屋まで戻もどり、コートを脱ぬぐ間も惜おしんで酒さか瓶びんの栓せんを開けただろう。


　しかし彼等は立ち止まった。振り返りさえした。


　何か予感めいたものでもあったのかもしれない。持ち主に似て怠け癖ぐせのついている彼等の勘かんも、生存本能に促うながされて働く事を想いだしたのかもしれなかった。


「なんだ……？」


　怪け訝げんそうにガイルが呟つぶやいた。


　何か居る。何かが動いているのが見える。


　無論──この暴風雨の中では色々なものが動いている。桟橋が上下に揺れているのは無論だが、その周囲でも波が岩がん壁ぺきに打ち寄せ弾はじけているし、側に生えた木々は枝を大きくしならせ、ざわざわと葉を撒まき散らしながら震ふるえている。雨は古びた映画フィルムの様に大量の線を視界の中に刻み込み、濡れた岩肌には雨あま粒つぶの描えがき出す波は紋もんが幾いくつも幾つも顕あらわれては消えていく。


　だが──それらには一定の『型パターン』が在った。


　詰つまる所それらは全すべてこの暴風雨が巻き起こしている現象に過ぎない。自ら動いている訳ではないので、突き詰めていけばその動きの調子リズムは暴風雨のそれに一元化されてしまうのだ。


　だが……兄弟の見た『何か』はそれらとは全く別の動きを示していた。


　何かが桟橋の側で動いている。


　桟さん橋ばしに手を掛けて海の中から何かが這はい上がろうとしている。


　……一体何が？　いや誰だれが？


　この島にはコヴェント兄弟以外には誰も住んでいない。故にそこに誰か居るのだとすれば、他ほかから流されてきた遭そう難なん者しやという可能性が最も高かった。


　この付近の海域は大小五十以上もの島が点在しており、そのせいで海流はやや複雑な動きを示している。普段はそれでもさしたる危険は無いのだが、今日の様に海が荒れれば途と端たんに熟じゆく練れんの漁師でも航行不可能な難所へと変へん貌ぼうする。地元で海に関係する仕事に就ついている人間ならば、誰でも知っている事だが……それを知らずに海に出た素人しろうとが、乗っていた船を転てん覆ぷくさせられて流れ着いたのかもしれなかった。


「……兄貴」


「おう。分かってら」


　二人は頷うなずき合って桟橋へと歩き出した。


　ガイルもザインも共に、濡ぬれるのも構わずコートのボタンを幾つか外し、その内から鈍にぶい銀色の塊かたまりを引っ張り出した。


　長銃身型ロング・ヴアレルの回転弾倉式拳銃リヴオルヴアである。サーカム社製Ｔ６６〈シルヴァー・スピア〉。三八口径。六連発。ステンレス製。コヴェント兄弟の私物ではなく雇い主からの支給品である。兄弟は主にこの銃じゆうをちょっとした狩かり──この島には野鳥や野の兎うさぎの類たぐいが結構居る──に使っているが、元々は『機密保持』を名目に用意されたものだった。部外者がこの島に在ある施し設せつの存在を知っては困るからだ。そしてそれは指名手配されている兄弟の利害とも一いつ致ちしていた。


　二人は無む造ぞう作さにその『遭難者』に向かって歩み寄って行く。


　本当に遭難者ならば人間の姿を見れば、助かったとばかりに近寄って来る筈だ。勘かんの鋭するどい者ならば兄弟の銃や表情から危険を察さつ知ちする事も在るかもしれないが、まさか陸に這い上がったばかりで抵てい抗こうしたり逃とう亡ぼうしたりする様な体力は残っていないだろう。男ならばその場で射殺して海に棄すてれば事は済むし、女なら小屋に連れ込んで楽しんだ後で同じ様に処理すれば良い。何にせよコヴェント兄弟が警けい戒かいする理由は特に無い。


　だが──


「……え？」


　そのひどく間の抜ぬけた声を漏もらしたのはどちらなのか……これまた彼等自身にも分からなかった。どちらでも大差は無い。頭の中で回っていた思考はガイルもザインもほぼ同じであったからだ。


　二人は思わずその場に立ち止まる。


　網もう膜まくに映る光景に理解力が追い付くには、若じやつ干かんの間が必要だった。


　嵐あらしの海から這い上がりつつあるもの。


　それは──人間ではなかった。


「……メ…………」


　人間に似てはいた。


　いや──正確に言えば人間とよく似た輪りん郭かくをしてはいた。頭が在る。腕うでが在る。脚あしが在る。遠目には人間と見み紛まごう者もいるかも知れない。


　だがそれは断じて人間ではなかった。


　それを人間と認めるにはあまりに異常な箇か所しよが多すぎた。


　先まず体が歪ゆがんでいる。


　まるで幼児のこね上げた粘ねん土ど細ざい工くの様だった。長さや関かん節せつの位置がいびつに狂くるった手足が、やはり狂った位置から狂った角度で生えているのだ。人間の似に姿すがたと言われればその通りではあるが、断じて人間ではない。類るい人じん猿えんの類でもない。そもそも生物としては当然に備そなわる筈の形状的な均衡バランスが全く見られないのだ。


　更さらに──それは在って然しかるべき幾いくつもの部位が欠けつ落らくしている。


　眼めの在るべき位置に眼が無い。耳の在るべき位置に耳が無い。鼻も無ければ口も髪かみも無い。乳ち首くびも生せい殖しよく器きも見あたらない。のっぺりした肉色の表面にはそれらに該がい当とうする器官が何一つ備わってはいなかった。後から欠けつ損そんしたのではない。それこそ手抜きの粘土人形の如ごとく、最初から備わっていないのだ。


　代わりに体表を飾かざり立てるのは複雑怪かい奇きな紋もん様ようだ。


　恐おそらくは血管であろう。亀き裂れつの様な紋様が全身を覆おおっており──しかもそれらは刻一刻と形状と位置を変えていた。単に収しゆう縮しゆくしているのではない。まるでそういう形の線虫が何千何百と皮ひ膚ふの下を這い回っているかの様に、赤黒い線が体中で蠢うごめいているのだ。


「……メ……メ……」


　悪夢の産物かと見紛う様な姿形である。


　だがそれは現実だった。現実に暴風雨の中を奇怪な身体からだを動かして海から這い上がってくるのだ。見る者の正気を侵しん食しよくする醜しゆう悪あくな光景ではあるが──それは厳げん然ぜんとした事実としてコヴェント兄弟の前に在った。


「メ……メレ…………」


　それは現存する悪夢。それは徘はい徊かいする狂きよう気き。


　条理を、常識を、文化を、科学を──人間の築きずき上げてきた諸もろ々もろのものを其そ処こに存在するだけで蹂じゆう躙りん破は壊かいする最強最悪の怪物。万物の霊れい長ちようたる人間の上に君くん臨りんする情容よう赦しや無い天敵。不用意に魔法を使い、その呪じゆ素そに精神と肉体を冒おかされた人間の成れの果て。


　正式名めい称しよう──魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト。


　通称……


「魔族メレヴエレント……っ!?」


　コヴェント兄弟は半ば無意識の内に銃口をその怪物に向けていた。


　無論……魔族に対して拳けん銃じゆうなどは殆ほとんど役に立たない。たとえ大口径のマグナム拳銃であろうとも、真正面から撃うち込んだのではほぼ完全に無力化されてしまう。不意を突ついて撃ち込む事が出来たにしても、急所を──脳を破壊しなければ、異常な復元再生能力を持つ魔族を殺す事は出来ない。


　魔族の前では銃器など、せいぜいがお守り程度の意味しか無いのだ。それはコヴェント兄弟も知っている。当然、銃など構えている暇ひまが在れば一いつ瞬しゆんでも早く逃にげた方が良い──と意識の底では考えているのだが、『天敵』を前にした恐きよう怖ふと驚きよう愕がくの為ために思考と行動が嚙かみ合わなくなっているのだ。


　故ゆえに──


「う……ううう……うううううおおおおおおおおおおっ!?」


　腹の底から絞しぼり出した様な声でザインが吼ほえる。


　彼は殆ど錯さく乱らん寸すん前ぜんの形ぎよう相そうで右手を突き出すと〈シルヴァー・スピア〉の引き金を引いた。


　ろくに狙ねらいも定めず、ただ恐怖に背中を押おされるがままに撃ったのだろう。わずか十メルトル程度の距きよ離りであるにもかかわらず銃じゆう撃げきは魔族から外れ、その足あし下もと──桟さん橋ばしを構成している木材に着ちやく弾だんした。


「うううううああああああああああああっ!?」


　ガイルも悲鳴じみた咆ほう哮こうを放ちながら引き金を引く。


　轟ごう音おん。轟音。轟音。轟音。轟音。轟音。


　暴風雨の音に銃声が絡からんで響ひびく。兄弟は恐怖を誤ご魔ま化かす為に大声で叫さけびながら引き金を引き続ける。それぞれ六発──総計十二発の銃弾は瞬またたく間に消費され尽つくした。彼等は勢い余って何度か引き金を引き続け……雨に濡ぬれた銀色の拳銃は銃身や弾だん倉そうから湯ゆ気げを漂ただよわせながら、カチンカチンと虚むなしい金属音を立てた。


「……はあ……はあっ……はあっ……」


「ひはっ……ひはあっ……ひはっ……」


　それでもなお──二人は荒あらい息を吐はきながら拳銃を構えていた。


　予備の弾丸を持ち歩く様な習慣は彼等には無い。最も早はや〈シルヴァー・スピア〉は単なる鈍どん器きでしかなかった。だがそんな細かい事実は彼等の頭から吹ふき飛んでいる。銃口を向けている限りは魔族が自分達の方へ寄って来ない──とでも言う様に、二人は揃そろって拳銃を怪物に向け続けていた。


　──逃げなければ。


　理性が何ど処こかで金切り声を上げている。


　──今からでも遅おそくない。逃げなければ殺される。当たったのは一発か。それとも十発か。とにかく拳銃ごときで魔族を殺す事は出来ない。役立たずの拳銃など今すぐ投げ捨てて、即そく座ざに踵きびすを返し、全力でこの場から走り去らねばならない。さもないと魔族はこの上も無く惨むごたらしい死に様を自分達に与あたえる事だろう──


　頭では分かっているのだ。だが激しく焦あせる気持ちとは裏腹に彼等の脚あしは地面に縫ぬいつけられたかの様に動こうとしなかった。背中を向けたら──いや僅わずかでも銃口を逸そらせば、その瞬間に魔族が襲おそい掛かかって来る様な気がして動けない。


　しかし……


「…………え？」


　ガイルが間の抜ぬけた声を漏もらす。


　魔族が──あっさりと桟橋の上に倒たおれ込んだからである。


　放射状に跳はねる飛沫しぶきには赤黒いものが混じっていた。血だ。


「…………」


　ガイルとザインは眼めを瞬しばたたかせながらしばしその様子を眺ながめていた。


　倒した──と単純に喜べる程ほど、彼等は素す直なおでもなければ迂う闊かつでもなかった。


　魔族がそう簡単に拳銃で殺せるものなら、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなど要いらない筈はずだ。魔族は脳組織さえ無事なら肉体の殆ほとんどを失ってもその場で復ふく元げんしてのける異常生物である。逆に言えば脳組織に当たらない限りは銃弾など何万発撃ち込んでも魔族を殺す事は出来ない。


　無論、乱射した銃弾がたまたま脳に当たったという事も考えられるが──


「…………し……死んだ……？」


　どれ位の時間が経過しただろうか。


　轟ごう々ごうと雨と風が唸うなる中──コヴェント兄弟はじっと魔族を眺めているのだが、それが起きあがってくる気配は無い。それどころか雨に洗われながら横たわる奇き怪かいな身体からだは、復元を始める様子も無く……だらだらと心臓の停止した骸むくろに特有の緩かん慢まんさで血を流し続けていた。全身で蠢うごめいていた奇怪な模様も既すでに動きを止めている。


「あ……兄貴？」


　恐おそる恐るとではあるが魔族に近付いていく兄に、ザインが困こん惑わくした声を掛けた。


　詳しよう細さい不明の状じよう況きように晒さらされ続ける事に耐たえられなくなったのだろう。


　だが──常識の埒らち外がいに棲すむのが魔族である。その程度は素人しろうとの彼等も知っている。動かなくなったからといって死んだとは限らない。血を流し続けているからといって動けないとも限らないのだ。迂闊に近付くのはあまりにも危険だった。


　なおも弾だん倉そうが空の銃をお守りの様に構えたまま魔族に近付いていくと……ガイルはブーツの爪つま先さきでだらしなく延のびたままの魔族の脚を蹴けった。蹴って素す早ばやく飛び退のいた。


　だが──魔族は動かない。


　再び近付いて今度は踏ふんでみる。


　やはり魔族は動かない。その醜しゆう悪あくな体たい軀くは弛し緩かんしたまま何の反応も示さなかった。


「……死んでる……のか？」


　呟つぶやきながらガイルは更さらに魔族の身体の下に爪先を突つっ込んでひっくり返す。


　その頃ころになるとようやくザインも拳銃をコートの内に仕し舞まい込んで近付いてきた。


　そして──


「ザイン……こいつを見ろよ」


　ガイルが引きつった表情で言った。


　魔族の後頭部。


　それが──無かった。


　どちらが表か裏かも分からない様な魔族の身体であるが……とにかく人間であれば後頭部に相当するであろう部分がごっそりと失われているのだ。無論、これは目鼻等などと違ちがって最初から無かった訳ではないのだろう。その証しよう拠こに凄せい惨さんな傷きず跡あとが残っていた。破は壊かいされた脳組織の一部や頭ず蓋がい骨こつの断面も見える。何かに抉えぐり取られたのか。あるいは自ら爆はぜ割れたのか。何にしてもこれが魔族の致ち命めい傷しようであった事は間違いない。


　個体差が異常に激はげしく、頭部に相当する部位に脳組織の全すべてが収まっているとは限らない──これが魔族という存在の出で鱈たら目めな部分の一つであるが、この個体に限って言えば人間と同様の場所に脳が収まっていたらしい。


「うげ……」


　ザインが口元を押おさえる。


　いくら怪物とはいえ……この脳組織に限って言えば、頭部は人間のそれと同じ形状や構造をしている。それが無惨に破壊された状態を子し細さいに見せつけられればザインでなくても大たい抵ていの人間が嘔おう吐と感かんを催もよおすだろう。


「魔族が……死んだ？」


　ガイルが理解不能の怪現象でも見たかの様な口調で呟く。


　やはり魔族は死んでいるのだ──脳の半分以上を失って。


　魔族の死亡条件はただ一つ、脳細胞の五割以上が破壊され失われる事である。


　それ以下であるのならば、魔族はたとえ首だけになろうと魔法の力で自らの肉体を復元してのける。だが脳という魔ま法ほう駆く動どう機き関かんが機能保全出来ない位に損そん傷しようすれば魔族は死ぬ。それでも魔族の魔法は脳を含ふくめて肉体を再構成しようとはするのだが──それが肉体の上を広がっていく『死』に追い付かなくなる。その限界線が『五割』なのである。


　しかし……


　魔族は殺されない限り死なない。少なくとも魔族が自然死した例が確かく認にんされた事は一度も無い。殲せん滅めつされない限り無限に存在を続ける究極の怪物──それが魔族だ。


「…………」


　ガイルはもう一度魔族の身体を爪先でひっくり返して眺ながめた。


　コヴェント兄弟の銃じゆう弾だんがたまたまこの魔族の脳を吹ふっ飛ばしたのだとすれば、頭部の正面に射しや入にゆう孔こうが空いている筈である。だが頭部前面には傷らしい傷も無い。


　という事は──この魔族は何者かに既すでに殺されていたのだ。


　魔族の強大な生命力が、それでもしばらくはこの身体を動かし続けていたのだろう。だが桟さん橋ばしに這はい上がった時点で、この魔族は既に力尽つきていたに違いない。


　だが──


「……誰だれが一体？」


　この魔族は何い時つ、何ど処こで発生し、どうやって誰に殺されたのか。


　もし警察の依い頼らいを受けた戦術魔法士が倒たおしたのであれば、こんな処ところに流れ着くのはおかしい。完全殲せん滅めつが対魔族戦せん闘とうの基本である。まともな戦術魔法士ならば殺しきっていない魔族を放置する様な杜ず撰さんな真ま似ねはすまい。また警察や魔法管理局も魔族の遺体を回収しようとするだろう。


「兄貴……し……死んでるよな……これ……」


「それは分かってるが……どうするよ……これ……？」


　ガイルは呻うめく様に言った。


　彼等の立場からすれば当局に届け出る訳にもいくまい。かといってこのまま放置しておくには不ぶ気き味みに過ぎる存在であった。


　しばし逡しゆん巡じゆんした後──ザインの提案で、二人は魔族の死体にガソリンを掛かけて焼く事にした。下へ手たに海に棄すてたり土にそのまま埋うめたりしたら、理り不ふ尽じんにも復活してきそうな気がしたからだ。完全に『無くなった』状態にしてしまわなければ安心できなかった。


　幸いガソリンも灯油も充じゆう分ぶんに備び蓄ちくが在ある。


　二人は来る時とは段違いの速さで一いつ端たん小屋に戻もどると、ガソリン入りの油缶かんとボロ布を手に戻ってきた。ボロ布を魔族の上に被かぶせ、油缶の栓せんをもどかしげな手つきで開けると中身を振ふり掛ける。


　雨の中で火を点つけるのには大層手間取ったが──ガソリンの染しみ込んだぼろ布に一いつ端たん火がつくと、瞬またたく間に炎ほのおは成長し、雨と風を熱風で押おし退のけながら激しく踊おどり狂くるった。


「…………」


「…………」


　ガイルとザインは無む言ごんでその様を見守っている。


　さっさと燃もえ尽つきるのを確認して早々にこの出来事を忘れてしまいたかった。


　雇やとい主ぬしに報告する積もりも無い。彼等の雇い主はどれだけ無茶な事でも、金儲もうけに結び付くと思えば躊躇ためらいも無く現場の人間にそれを強要する。下手にこの出来事を報告しようものならば『どうして死体を保存しておかなかったのか』と言い出しかねない。一部の好こう事ず家かやある種の研究機関が魔族の肉体組織を高い金額で買い取ってくれるという噂うわさは以前から在った。


　今回の事は悪い夢と思って酒でも飲んで忘れるのが一番だろう。それでこの一件は終わる。無かった事になる。コヴェント兄弟はそう考えながら魔族が完全に燃え尽きてしまうのを待った。


　だが……生あい憎にくとこれは始まりでしかなかった。


「……あ……兄貴……」


　ザインが震ふるえる声でガイルを呼ぶ。


　振り返った彼は弟が指し示す方向へと視線を向けて──そして愕がく然ぜんと硬こう直ちよくした。


　暴風雨で荒あれる黒々とした海うな原ばら。


　そこに幾いくつもの異い形ぎようが浮ういている。


　大きく幾いく重えにもうねる海面に浮かんでは沈しずみ浮かんでは沈み──そうして波は濤とうに運ばれたそれらは兄弟の立つ桟橋の方へと近付いてきた。


「……うああ……あああ……」


　ガイルが震えながら呻く。


　漂ただよってくる異形は先の怪かい物ぶつとよく似ていた。


　いっそ同種と言っても良いだろう。波なみ間まに見えるそれらは、大まかな形状はやはり四し肢しと頭部を備そなえた人間の似姿であったが──人間と呼ぶにはあまりに多くの点で異質に過ぎた。均きん整せいと様々な器官の欠けた身体からだ。全身を覆おおう異様な紋もん様よう。細かい部分ではそれぞれ個体差の様なものが見えるが──付ふ随ずいする異様な雰ふん囲い気きは明らかに共通していた。


　しかも──


「み……みんな……死んで……？」


　それらのいずれもが──死体だった。


　引き上げて調べてみない事には断言できないが……異形の者達は明らかにもう死んでいる。力無く奇き怪かいな手や足を揺ゆらしながら波に翻ほん弄ろうされているばかりであった。ただ海面の動きに合わせて浮き沈みを繰くり返すその姿には、何ら意志在る動きは見られない。


　魔族の死体はゆらゆらと波間を揺れながら兄弟の足あし下もとへと漂ってきた。


「……なんだよ……」


　ザインが譫うわ言ごとの様な口調で言った。


「……一体何なんだよ……何なんだよこれはっ……!?」


　悪夢は終わってなどいなかった。


　事実を忘れようとしたコヴェント兄弟を嘲あざ笑わらうかの様に──魔族の死体が幾つも幾つも島に流れ着いてくる。起き上がって襲おそってくる個体は皆かい無むであったが、それらはいずれも兄弟の側そばに漂ひよう着ちやくすると、その奇怪な体たい軀くを揺らして存在を主張している。


　魔族の死体は見ている間に一体二体と増えていき……やがて小さな桟橋は異形の骸むくろに取り囲まれてしまった。


「何が起こって居るんだ……!?」


　悲鳴じみたザインの問いであったが……無論ガイルにも答えられる筈はずが無い。事態は既すでに彼等の理解を遥はるかに超こえていた。もう無視できる様な数ではない。まさか全すべてを陸に揚あげて焼き払はらい、『無かった』事にする訳にもいくまい。


　魔族の死体に囲まれて、呆ぼう然ぜんと暴風雨の中に立ち尽くすコヴェント兄弟。


「なあ兄貴……一体何が……何が起こってるんだよ!?　これどうすんだよ!?」


「知らねえよ！……俺が知るかよっ！　知っててたまるかよっ！」


　泣き出しそうな表情で喚わめき合うガイルとザイン。


　半ば錯さく乱らんする彼等の周りで……海の向こうからやって来た怪物達の死し骸がいは、いつまでもいつまでも恨うらめしげに揺れていた。





　　　　●　　●　　●





　いつもの様に呼よび鈴りんを押して──待つ。


　この家に通う様になってもう一年余り。何かと反応が鈍にぶいのにはもう慣れた。怒おこらず焦あせらず気長に待つ事──それがこの家の住人と付き合う為ためのコツなのだと彼女は理解していた。苛いら立だって腹を立てた方が負けだ。


　だが……


「…………？」


　時計の秒針が一周しても扉とびらは開かれなかった。


　耳を澄すまして扉の向こうの様子を探さぐってみるが、誰だれかが近付いてくる音も気配も感じられない。念の為にともう一度呼び鈴を押して待ってみるが──やはり同じである。虚むなしい沈ちん黙もくだけが扉越ごしに伝わってくる。


　ネリン・シモンズ労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよく二級監かん督とく官かんは溜ため息いきをついてうなだれた。


　自じ慢まんの長い栗くり色の髪かみが、糊のりの利きいた制服の肩かたからするりと滑すべり落ちる。二は十た歳ちを過ぎているのに何ど処こか子供っぽい部分を残している顔が、基本仕様である社交辞令用の笑え顔がおから、微び妙みような本音のそれへと変化した。


「……まったく！」


　本人としては心しん底そこ忌いま々いましげに呟つぶやいた積もりなのだが……もし側に他人が居れば別の感想を持っただろう。彼女の口調には年の離はなれた弟の奇き行こうや無茶に呆あきれる姉の様な、ある種の包容力が在った。呆れつつも微笑ほほえんでそれを許きよ容ようする者の柔やわらかな余よ裕ゆうだ。


　ネリンは玄げん関かんを離れた。


　どうせまたこの家の主あるじは居間で昼ひる寝ねでもしているのだろう。同居人の少女が反応しないのは珍めずらしいが、この旧ふるい耐たい火か煉れん瓦が造りの──実は少し前に半はん壊かいして大おお幅はばに改かい築ちくされているのだが──建物は、部屋によっては呼び鈴の音が殆ほとんど届かない事が在る。


　だが既すでに通い続ける事百回近く──勝手知ったる他人の家である。それならそれで採とるべき行動をネリンは心得ていた。裏庭の方に回り込んでそこに面している居間の硝子ガラス戸どを叩たたけばいいのだ。あの自じ堕だ落らくの見本の様な男は大たい抵てい、居間のソファに寝っ転ころがっているからである。寝るのならベッドに行けば良いものを、わざわざソファで昼寝したがるおかしな癖くせがこの家の主には在った。


「……あれ？」


　眼鏡めがねの奥おくで眼を瞬しばたたかせ──ネリンは首を傾かしげた。


　目当ての人物の姿は居間の中に居なかった。少なくとも硝子戸越しに見える室内は無人だ。同居人の方も姿が見えない。しかも不用心というか何というか──よく見れば硝子戸には鍵かぎもかかっておらず、わずかな隙すき間まが空いていた。


　そして──


「シャロン？」


　住人の代わりにネリンの姿を認めて近寄ってきたのは、彼女も見慣れた小さな黒くろ猫ねこであった。黒といってもそれ一色ではなく、足の先だけは靴くつ下したを履はいているかの様に白くなっているのがその猫の特とく徴ちようだ。


　ネリンが硝子戸に手を掛かけて少し隙間を広げてやると、黒猫はするりと出てきて彼女の脚あしにすり寄って来る。単に退たい屈くつだったのか、それとも猫にあるまじき律りち儀ぎな性格なのか、猫は──シャロンはネリンを出で迎むかえるかの如ごとく、短く甘あまえる様な声を上げた。


「御主人様はどうしたの？」


　ネリンはシャロンを抱だき上げてその金色の瞳ひとみを覗のぞき込む。


「貴女あなただけがお留守番ってのも珍しいわね」


　──みあ。


　同意するかの様にシャロンが啼なく。


　本当に留守なら勝手に上がり込むのもまずいだろう。だが単に車庫だの食料庫だの、二人して呼び鈴の音が届きにくい処ところに居るだけなら、待つなり、上がり込んで探すなりした方が良い訳で。ネリンは胸むな元もとにシャロンを抱いたまま、さてどうしたものかとその場に立って思し案あんしていたが──


「──おや。いらっしゃい」


　と彼女の背中に声が掛かった。


　ネリンにとってそれは既に馴な染じみの声ではあるが──この家の住人のものではなかった。


「あ……どうも、こんにちは」


　ネリンはシャロンを胸に抱いたまま慌あわてて振ふり返り一礼する。


　声の主は小太りの──太っているという事が、醜しゆう悪あくさではなく愛あい嬌きようと風ふう格かくになっている様な中年女性だった。名はエレナ・シェリング。隣りん家か──といっても雑木林を挟はさんだ向こうだが──の主婦である。


　彼女は週に一度、やる気というものが壊かい滅めつ的てきに不足している家主の代わりに日給百ドルクで掃そう除じにやってくる。この為、しょっちゅうこの家に通っているネリンも何度か彼女と顔を合わせていた。


「スタインバーグの兄ちゃんなら居ないよ？　カペちゃんもね」


　とエレナは言った。


　頭には三さん角かく巾きん、服の上には雑務用のくたびれたエプロンといった、いつもの──ネリンも何度か見ている掃除用の衣装スタイルに加え、今日のエレナは脚にゴム長なが靴ぐつまで装備している。どうやら奥の車庫兼けん倉庫を掃除していたらしい。それで呼び鈴が聞こえなかったのだろう。


「あ……そうでしたか。でもこの子が」


　とネリンは胸に抱いたシャロンを示す。


「ああ。その子は私がしばらく預あずかる事になっているんだよ」


　と言うエレナ。


　元々この家にシャロンを連れてきたのは彼女なので、これは別に不思議な事でも何でもないのだが──


「預かるって……」


　一度この家屋が半はん壊かいし、補ほ修しゆうする為にしばらくホテル住まいを余よ儀ぎなくされていた時期がこの家の住人には在あるが、その際も彼かれ等らはこの黒猫を連れて歩いていた。そんな彼等が猫を預けていくというのは、一体どういう理由からか。


「長期の旅行か何かですか？」


　それならそうと一言連れん絡らくを入れてくれれば良いのに──と思いつつネリンは尋たずねる。もっともこの家の住人、特に家主の方に細かな気配りだの何だのを期待するのは、猫に忠ちゆう誠せい心しんを求める位に無む駄だな事であろうが。


「いや、長期かどうかは知らないけどね。なんでも海に行くから猫はちょっと……って事みたいだけど」


「……海ですか？」


　ネリンは首を傾かしげて呟く。


　休養バカンスにわざわざ海に出掛ける様な連中ではない。特に家主の方はそんな暇ひまが在るのならば雑誌を顔の上に被かぶせて自宅で寝ている方を選ぶ性格だ。もっとも突とつ発ぱつ的てきに意味不明の事をしたりもするので、絶対に無い──とも言い切れないが。


「……仕事でしょうか？」


「特に聞かなかったけどね──どうだろう？　まあ車は乗って出ているけども」


　エレナは車庫の方を振り返りながら言った。


　商売道具一式を積んだ車で出掛けたのなら仕事──と簡単に判断できないのがこの家の主のややこしい処ところだ。積み降ろしが面めん倒どうだからと、装そう甲こう車しやじみた蒸じよう気き式しきトラックで、武装一式を積んだままキャット・フードを買いに行ったりする様な、ものぐさな男である。目的が旅行だろうが知り合いの結けつ婚こん式しきだろうが、気にせずそのまま乗って出掛けるだろう。


「うーん……」


　ネリンは腕うでを組んで唸うなった。


　仕事だったとすれば、ネリンを通さないそれは非合法のものという可能性が高い。そもそもこの家の主は無資格の戦術魔法士で、その存在自体が違い法ほうの塊かたまりの様なものなのだが、それだけに労務省魔法管理局を通さない──通せない様な非合法の依い頼らいが舞まい込む事もしばしば在る様だった。


　彼の更こう正せい──具ぐ体たい的てきには正規の戦術魔法士資格取得と、それに伴ともなう生活態度の改かい善ぜんを目もつ下かの課題としている魔法監督官としては、彼がそういった非合法の仕事に手を染めるのを見過ごす訳にはいかない。


　しかし……


「何ど処この海に行ったかは分かります？」


「さあ。そこまではちょっと」


　とエレナは肩かたを竦すくめる。


　のっけから手て掛がかり無しで躓つまずいてしまった。まあ本当に違法な仕事に出掛けたのなら、ネリンに手掛かりを残していく様な間ま抜ぬけな真ま似ねはすまいが。


「もう……」


　溜ため息いきをついて肩を落とすネリン。


　違法な仕事に就つく彼を止められなかったという事も在るのだが……黙だまって居なくなられると、何やら自分が置き去りにされた様な気分になる。それが非合法な仕事なら尚なお更さらだ。仕事の上でも知人としても随ずい分ぶんと親交が深まった様な気がしていたのだが、それでも『御お前まえは別の世界の住人だ』と言われている様で──なにかもどかしい。無論、魔法監督官であるネリンに、非合法な戦術魔法士としての仕事を報告する筈はずが無いのは承しよう知ちしているが……


「何だか釈しやく然ぜんとしないのよね」


　──みあ。


　呟つぶやく彼女を慰なぐさめる様に──腕の中で黒猫が小さく啼ないた。
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　世界の在あり方はおよそ六十年前──北歴一八九九年のある日を境さかいに大きく変わった。


　後の世の者達はその日の出来事をこう呼んでいる。


〈聖シューマンの実験〉。


　一人の碩せき学がくが多数の有ゆう識しき者しやを招まねいて行った公開実験である。ホルスト教の教会にて行われた為にこの名が冠かんされている。わざわざ教会などという伝統と因いん習しゆうの牙が城じようを借りてその実験を行った碩学の意い図とが、何ど処こに在ったのかは最も早はや分からない。ある種の外け連れんか皮ひ肉にくであったのだとする説が強いが、確かめる術すべはもう無い。彼は実験後、程ほどなくして行方ゆくえ不明となってしまったからだ。


　だが──彼の見いだしたそれは残った。残って世界を変え始めた。


　それが魔法ソーサリイである。


　それはかつて迷めい信しんと幻げん想そうの中にのみ存在するものだった。人類が営々と築き上げてきた諸もろ々もろのものとは明らかに異ことなるものだった。他の諸々の術や技わざと異なり、それは既き存そんの如い何かなるものにも依い存ぞんせず、それ自体で完全に独立した何かであり──それ故ゆえにこそ現実の世界に持ち込まれ社会に組み込まれても、何物にも縛しばられる事無く、ただ奔ほん放ぽうに全すべてを塗ぬり替かえていった。


　わずか数年で世界は余す所無く魔法技術の恩おん恵けいに浴する事になった。


　医い療りよう。工業。芸術。農業。そして──軍事。


　ありとあらゆる分野の常識を魔法は変えていった。物理学の大だい前ぜん提ていをも覆くつがえしかねない新技術は次々と既存の技術を放ほう逐ちくし、幾いくつもの限界や不可能を過去のものとした。


　多くの人々は何の疑問も無く新時代の到とう来らいに酔よった。


　しかし……


　破は綻たんは巨きよ大だいな顎あぎとを開いて彼等の足あし下もとに待ちかまえていたのだ。


　北歴一九二四年──冬。


〈イエルネフェルト事変〉と呼ばれる大だい災さい厄やくは人類社会に多大なる損害を与あたえた。


　人間の魔族化。


　即すなわち──魔法を使い過ぎた人間は『人間としての在り様』を冒おかされて魔族化する。魔法が行こう使しされる度たびに発生するある種の汚お染せん要素『呪じゆ素そ』が人間の心と体の形を崩くずしてしまうのである。


　だがその事が分かった時には……もう人類は引き返せない処ところにまで来ていた。魔法技術隆りゆう盛せいの陰かげで幾いくつもの伝統的技術が失われ、二度と取り戻もどす事は出来なかった。また一度魔法の力を手にした人類はそれを完全に捨て去る事も出来なかった。何より〈イエルネフェルト事変〉の傷きず跡あとは魔法でも使わない限り癒いやせる様なものではなかった。


　こうして──人類はそれが危険なものであると知りつつも再び魔法を使い始める。


　ただし怪かい物ぶつになってしまわない様に幾つもの安全策を施ほどこし、厳重な管理の下、効率よく使う事で危険性を減らそうと考えたのである。


　魔法拘こう束そく服ふく〈モールド〉。魔法増ぞう幅ふく器き〈スタッフ〉。


　今は魔法士に必ひつ須すとされるこれらの装備も、魔族化の危険性を少しでも減らす為ためにと実用化されたものである。人を人の形に固定する為の鋳い型がたたるモールドと、呪じゆ文もん詠えい唱しようや脳のう内ない魔力回かい路ろ構こう築ちくの負ふ担たんを減らし精度を高める為の定型化装置であるスタッフによって、呪素が蔓まん延えんしきったこの世界でも人間は魔族化せずに魔法を使う事が出来る様になった。呪素もモールド内に設もうけられた封ふう呪じゆ素そ筒とうに封じ込められて拡かく散さんする事は無くなった。


　だが……


　事故というものは常に起こり得る。人間が管理するものに絶対は無い。どれだけ制度や技術を充じゆう実じつさせようと魔法関連の事故は起こり、また魔法を悪用しようとする者も後を絶たたない。その結果──魔族メレヴエレントの脅きよう威いも決してこの世から消え去る事は無い。


　故ゆえに人々は更さらにもう一つの安全策を講じた。


　魔族は人間の成れの果てである以上、その発生はやはり都市部に多い。広こう域いき殲せん滅めつ型がたの爆ばく弾だんを絨じゆう毯たん爆ばく撃げきすれば通常兵器でも辛かろうじて魔族を倒たおせるのだが……まさか一いつ般ぱん市民も大量に居る場所でその様な戦法を使う訳にもいくまい。


　必要とされたのは爆撃機でも重戦車でもなく──一個人でその能力を発揮し得る存在であり、周辺地域ごと『殺さつ菌きん』してしまうのではなく、魔族そのものを狙ねらって狩かり殺す事の出来る戦士であった。


　その為には強力な攻こう撃げき魔法が必要だ。


　魔族の絶対防衛領域である処の魔力圏ドメインは処理能力の及およぶ限りにありとあらゆる物理攻撃を無効化する。銃じゆう弾だんも刃は物ものも殆ほとんど通用しない。したとしても魔族の強力な再生復元能力はその傷を瞬しゆん時じに消してしまう。


　だが魔法攻撃は違ちがう。元々魔力によって支えられたその超常現象は、同じ魔力の支配域である魔力圏と親和性が高く、魔力圏の自動防衛反応が働きにくい。また魔法攻撃は個人運用が可能な攻撃手段の中では最大の力を発揮する事が出来る。


　こうして──強力な攻撃魔法を武器に魔族狩りを生なり業わいとする者達が生まれた。


　魔法使いの成れの果てを狩る魔法使い。人間の身でありながら重戦車をも凌りよう駕がする力を発揮して魔法の怪物共を殲滅する最強無比の猟りよう犬けん。


　彼等は──戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと呼ばれた。


　だが彼等自身も魔族化する可能性を常に背負っている。人々の生活を護まもる筈はずの者達はある日突とつ然ぜんに人々の脅きよう威いへと転身してしまうかもしれないのである。むしろ戦せん闘とうの現場に身を置く彼等は、他の魔法士に比べても魔族化の危険は桁けた違ちがいに高かった。


　故にこそ、戦術魔法士達は畏おそれられる事はあっても、決して親しまれる事は無い。多くの人々は彼等を正式名めい称しようではなくある種の畏い怖ふと僅わずかな蔑べつ意いを込めてこう呼ぶのだ。


『ストレイト・ジャケット』──と。
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　厄やつ介かい事ごとは大たい抵ていが雨上がりの午後にやって来る。


　それがレイオット・スタインバーグの二十数年に及およぶ人生から導みちびき出された経験則の一つであった。元より戦術魔法士を──それも無資格で──営いとなむ彼の日常生活は平へい穏おんとは言い難がたいものではあるのだが、何な故ぜか雨や雪の降った後には常にも増して面めん倒どうな事件や事故が起こる事が多い。無論、正確に計はかった結果ではなく、レイオットが漠ばく然ぜんとそうした印象を抱いだいているだけの事ではあるが。


　もっとも……では彼が雨上がりの午後を嫌きらっているかというと別にそうでもない。


　厄介事が来たら来たでそれと馴なれ合ってしまうのがレイオット・スタインバーグという男である。好き嫌いの問題ではなく──彼は基本的に安あん穏のんとした生活や堅けん実じつな人生を送る事に然さしたる関心を持っていないだけの事だった。


　レイオット・スタインバーグ。


　本名不ふ詳しよう。年ねん齢れい不詳。出身不詳。家族不詳。


　こんな素す性じようの怪あやしい人間が大手を振ふって生きていられるのは、このアルマデウス帝てい国こくの戸こ籍せき制度が約三十年前に壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受けているからである。忌いまわしき大だい災さい害がいである〈イエルネフェルト事変〉は人類社会の様々な分野で未まだ尚なお生々しい爪つめ痕あとを残しており、急きゆう遽きよ復旧された幾いくつかの社会制度は、どうしても杜ず撰さんなものにならざるを得なかった。


　レイオットの場合、戸籍の杜撰さ云うん々ぬん以前に、元々が孤こ児じであった事から、彼自身が自分の出生についての情報を殆ほとんど持ってはいないのであるが。


　ちなみに──レイオットは書類上だけでなく外見も見るからに胡う散さん臭くさい。


　肩かた口ぐち辺りまで伸のびた髪かみ。端たん正せいだが覇は気きに欠ける物もの憂うげな顔。鼻の先に引っかけた丸レンズのサングラス。更に普ふ段だん着ているものと言えば何ど処こかくたびれたシャツやコートで──一見すればそこらのチンピラやゴロツキと大差無い。実際、戦術魔法士であるという点を除のぞけば彼はただの社会不ふ適てき合ごう者──その一歩手前に過ぎなかった。


　それはさておき……


「…………」


　レイオットの経験則に違たがわず──女は雨上がりの午後にやって来た。


　日時としてはネリン・シモンズ監かん督とく官かんがスタインバーグ邸ていを訪おとずれた時から、遡さかのぼる事約一日──正確には二十二時間と十七分前の事である。


　執しつ拗ように鳴り続ける呼び鈴りんの音に急せき立てられて玄げん関かんに向かい、欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ扉とびらを開いたレイオットは……そこに立つ若い女と対面する事になった。


「レイオット・スタインバーグ氏は御在宅ですか？」


　女は柔やわらかな微び笑しようを浮うかべてそう尋たずねてきた。


「……あんたは？」


　レイオットは答えず無ぶ愛あい想そうに質問を返す。


　相手の素す性じようを確かく認にんする前に迂う闊かつな受け答えはしない事にしている。特に彼を名指しで訪ねてくる相手は要注意であった。訪問者にいきなり銃じゆうで撃うたれるという経験を三度も積めば、彼でなくても慎しん重ちようにもなろうというものだ。


「申し遅おくれました」


　女は特に気分を害した様子も見せず──上品な微笑を示して言った。


「私、テリサ・フィデリオと申します」


　年齢はレイオットと同じ位……恐おそらくは二十代半なかばであろう。


　オールバックにした髪は褐色ブルネツト。かなり伸ばしている様だが今は後頭部で結ゆっている為ために正確な長さは分からない。瞳ひとみの色も同じく褐色。女にしては長身の部類に入る身体からだは白いブラウスと、そして暗あん褐かつ色しよくのジャケット及およびタイトスカートに包まれている。靴くつはローヒール。目立つ装そう身しん具ぐは一いつ切さい無し。化け粧しようはしているが全体的にその色は薄うすい。


　容よう姿しは──どちらかと言えば美人の範はん疇ちゆうに入るだろう。


　穏おだやかな微笑がよく似合う。注目される程ほどに派は手でではないが、無視される程に地味でもない。若者にありがちな浮うわついた様子は皆かい無むで──観みる者に積極的に訴うつたえるものが無い分、静せい謐ひつで上品な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。好意的な言葉で表せば『慎つつましい』印象の女性という事になるのだろう。


　無論──レイオットには見覚えの無い相手である。


「ヴェリズモ物産の法務部に勤きん務むしております。今回は社用で参りました」


　社名の方にも特に聞き覚えは無い。


　わざわざ法務部を設もうけている事からすれば、それなりの規き模ぼを持った会社ではある様だが──だからといってまともな会社であるとは限らない。


「レイオット・スタインバーグは俺おれだよ」


　言ってレイオットはその女性──テリサの反応を見る。


　大抵の場合、レイオットの容姿を知らず噂うわさだけを耳にしてやって来た客は、彼が目当ての人物だと知ると表情が変わる。良くも悪くも『無資格であるにもかかわらずアルマデウス帝国では屈くつ指しの実力を持つ戦術魔法士』という評判だけが先行しているので、そこらのチンピラと大差ない外見のレイオットを見ると、露ろ骨こつに失望や不安の表情を浮かべる者が少なくない。


　だがテリサの表情には何の変化も表れなかった。


　ただ上品な──まるで規格品の如ごとき微笑を浮かべているだけだ。あまりにも型通りの表情は仮面じみていて、その奥おくで何を考えているのか今一つ分かり辛づらい感じだった。互たがいに腹を探さぐり合う様な駆かけ引きには役立つであろうが──どうにも作り物じみていて相手に真しん摯しな対応を望むに相応ふさわしい物もの腰ごしとは言い難がたい。


　何にしても普通の娘むすめではないのだろう。それだけは分かる。


「予ア約ポもとらずに訪おとずれた事をお詫わび致いたします」


　テリサは言って頭を下げる。


　これまた型通りの言葉と角度である。写真に撮とれば『御お辞じ儀ぎ』の模も範はん例としてそのまま礼儀作法の解説書に使う事が出来るだろう。


「……で？」


　レイオットは半眼でテリサを眺ながめながら先を促うながした。


「取り急ぎお願いしたい事が御ご座ざいます。つきましては今から少々御時間を割さいて頂けませんでしょうか？」


「言っておくが訪問販はん売ばいの類たぐいなら粘ねばるだけ無む駄だだぞ。俺は定収入が無いんでね。月賦ローン契けい約やくは出来ない身なんだ」


　少し皮肉げな口調でそう言ってやる。


「存じ上げております」


　だがテリサの微笑はやはり微み塵じんも揺ゆらがず──彼女は交こう渉しよう術じゆつの見本の如き落ち着いた口調で言った。一いつ瞬しゆん、レイオットは思いっきりぶん殴なぐるか、脇わきの下でもくすぐってやりたい衝しよう動どうに駆られたが、後がややこしくなりそうなので思い留とどまった。


「そりゃ結構」


「言葉が足りませんでしたか。当社は戦術魔法士である処ところの貴方あなたに依い頼らいさせて頂きたいと考えている仕事が御座います。その件に関して御相談申し上げたいのです」


　テリサは『戦術魔法士』の一語に微び妙みような強調を込める。


　だがレイオットは肩かたを竦すくめて見せた。


「戦術魔法士が必要なら労務省魔法管理局に出向いた方が良いんじゃないか？」


「無論──貴方が無資格の戦術魔法士である事を踏ふまえた上でのお話です」


　要するに──労務省魔法管理局には知られたくない内容の依頼だという事である。『取り急ぎ』と言いつつも妙に持って回った言い方をするのはそのせいだろう。未まだ引き受けるかどうかも分からない相手に、玄関先でぺらぺらと内容を喋しやべれる様な仕事ではないという事だ。


　レイオットはしばし黙もつ考こうし──


「俺の流りゆう儀ぎは御存知？」


　と尋たずねた。


　無資格の戦術魔法士と言っても色々居る。


　それこそ金さえ支し払はらわれれば何の躊躇ためらいも無く女子供を殺してのける様な者から、ただ単に放ほう蕩とうが祟たたって資格を取り上げられただけの者まで様々だ。だが当然ながら彼等が魔法を行使すればそれは一様に違い法ほう行こう為いに該がい当とうし──逮たい捕ほ原因になり得る。


　これはレイオットも同じだ。


　ただ彼の場合は戦術魔法士としての力量が並なみ外はずれている事と『魔族狩がり』専門だという事がよく知られている為ために、当局のお目こぼしを頂いている身分である。元々優ゆう秀しゆうな戦術魔法士は数が少ない為、その仕事内容が刑けい法ほう犯罪に属さない限りは、見て見ぬ振ふりをした方が誰だれにとっても良いという事なのだろう。


「貴方が『魔族狩り』専門であるという事、そして対魔族戦においてはこの国でも屈くつ指しの経験と実績を持っておられる事も存じ上げております」


「……然さ様ようで」


　レイオットは肩を竦すくめ──そして玄関口から脇わきに退ひいた。


「お邪じや魔まします」


　テリサは一礼しスタインバーグ邸ていに脚あしを踏ふみ入れた。


　玄関の扉とびらを閉めて彼女を居間へと案内しながら……ふと思い付いてレイオットは尋たずねた。


「ちなみに俺の事は何ど処こで？」


「お噂うわさは以前から。御住所はサリアル氏に伺うかがいました」


「ああ……あのおっさんか」


　戦術魔法士として独立した際によく仕事を回して貰もらっていた周しゆう旋せん屋やである。


　最近は良くも悪くも魔法管理局を経由した正規の依頼が多く、非合法の仕事の依頼であっても周旋屋を通さずに直接彼の家を探し出してやって来る客も多い。それだけ『レイオット・スタインバーグ』の名が売れてきているという事だろう。この為にサリアルとは多少疎そ遠えんにはなっているが……どうやらあの老人も変わらず商売を続けているらしい。


　レイオット達が居間に入ると──二つの影かげが揃そろって振ふり返った。


　少女が一人と黒くろ猫ねこが一匹ぴき。


　少女の名はカペルテータ・フェルナンデス。


　レイオットの同居人である。年ねん齢れいは十代半なかばである筈はずだが、レイオットも彼女の正確な年齢は知らない。両親は既すでに死亡しており、レイオットの知る限り係けい累るいも居ない。要するにレイオットと同じく天てん涯がい孤こ独どくの身である。もっとも……たとえ親しん戚せきが居たとしても、この少女の保護者として名乗り出る様な奇き特とくな者はまず居ないだろうが。


　顔立ちそのものは可か憐れんとも典てん雅がとも言える少女だ。


　だがカペルテータの容姿を眼めにした人間の多くは表情を強こわ張ばらせる。


　彼女の顔に備わる幾いくつかの要素が、彼女の素す性じようをはっきりと物語っているからだ。


　肩かた口ぐちで切り揃そろえられた髪かみは鮮せん血けつの様に紅あかいが──これは染めているのではなく生まれつきのものだ。大きな双そう眸ぼうもやはり鮮あざやかな血の色をしている。眉まゆ毛げは無く、代わりに額ひたいの下か端たんには一いつ対ついの紅く小さな球面が備わっていて、独特の──暗い場所で眼にすればまるで四つの眼球が在あるかの様な異様な容よう貌ぼうを成していた。


　しかも……この異相に加えて、そこにわだかまる透とう明めいな無表情がこの少女の雰ふん囲い気きを人間離ばなれしたものに見せていた。人間ならば当然備わってしかるべき表情の『濁にごり』が──感情の色が綺き麗れいさっぱりと欠けつ落らくしているのである。


　これは殊こと更さらに感情を押おし殺そうとしている訳ではなく──そもそもこの少女の中では人間的な感情が働いていない様にも見える。良くも悪くも彼女は人形的だった。まるでそういう風に生まれたかの様に、ごく自然にカペルテータには表情が無い。最近はたまに年とし頃ごろの少女らしい行動を示す時も在るが──日記を付けたり猫を飼ったり──それとて普ふ通つうの少女のそれを模も倣ほうしているだけの様にも見える。


「カペル。済まないが茶を頼たのむ」


「──はい」


　素す直なおにカペルテータは席を立って台所の方へと歩いていく。


　何の前まえ触ぶれも無く居間に入ってきたテリサの姿を見ても『その女性は誰だれか』──などとカペルテータは問わない。怪け訝げんな表情さえ示さない。関心の埒らち外がいに在るのだろう。そういう少女だからこそレイオットもさして問題を感じるでもなく一いつ緒しよに暮らしているのだ。


　一緒に居た黒い小さな猫──彼女の飼い猫シャロンも彼女の後を追う様にして居間から出て行った。普通は猫は気き紛まぐれで身勝手と相場が決まっているものだが、シャロンに関してはまるでカペルテータの従じゆう卒そつを自認しているかの様にいつも彼女の側そばについている。


「ＣＳＡですか」


　部屋を出て行くカペルテータの後ろ姿を見送って──テリサは言った。


「そうだよ。別に俺が後見人って訳でもないがね」


　レイオットはソファに腰こしを下ろし、対面の席をテリサに勧すすめながら言った。


　ＣＳＡ。先天性魔法中毒患者。


　通つう称しよう──『半魔族ハーフ・ブルート』


　魔法を使う怪かい物ぶつに性的暴行を受けた女性が産み落とす特とく異いな存在である。受精卵の状態から魔法の影えい響きよう下かにあった為に、その肉体には通常の人間と異なった特とく徴ちようが備わる事が多い。彼等はその異い形ぎよう故ゆえに『魔族の出来損そこない』『半魔族』などと呼ばれているが、魔族ほどの出で鱈たら目めな能力や生理現象は無く──外見的な異常を除けば、肉体構造やその能力は人間と大差無い。


　だがその外見的な特とく殊しゆ性せいと魔族に対する嫌けん悪お感かんから、半魔族達に向けられる視線は独特のものにならざるを得ない。法的にもＣＳＡは各種権利関係が大おお幅はばに制限されるし、迂う闊かつに街を歩けば憎にくむべき怪物の血脈として集団暴行リンチの対象になりかねない。


　しかし……


「初めて見ました」


　普通はＣＳＡを眼にすれば好こう奇きかあるいは嫌悪の表情を示すものだが──テリサは穏おだやかな微び笑しようを維い持じしたままだ。


　無論その笑え顔がおの下で彼女が何を思っているのかは分からない。だがそれを殊こと更さらに知りたいとはレイオットは思わなかった。本音を表面に出さないという事は──つまり相手が自分に対して一定の友好的な関係を望んでいるという事である。信しん頼らいは出来なくとも交こう渉しようは出来る。正直なだけではむしろ嫌きらわれるのが世よの常つねというものだ。


「で──改めて話を聞かせて貰もらおうか」


「はい」


　ソファに座すわりつつテリサは頷うなずく。


　微笑の仮面を維持したまま、彼女はレイオットを真正面から見み据すえて言った。


「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げます。とある島の調査をお願いしたいのです」


「のっけからこう言うのも悪いんだがね……相手を間ま違ちがえてないか？」


　レイオットは苦く笑しようを浮うかべた。


　通常──戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは『目標』の『排はい除じよ』を目的として現場に投入される。


　相手が犯罪者であれ、魔族メレヴエレントであれ、戦術魔法士達は既すでに『戦場』として出来上がった場所に出で掛かけていって相手を殲せん滅めつするだけの事だ。調査や捜そう査さの類たぐいは彼等の業務内容には入っていない。その手の活動に関してはもっと適てきした専門家が別に居る。


　しかし──


「いいえ」


　テリサははっきりと首を振ふった。


「これは戦術魔法士の方にお願いせねばなりません」


「……というと？」


「その島には魔族が大量発生している可能性が在あるからです」


　テリサは平然とそう言った。





　　　　●　　●　　●





　事の起こりは約一か月前だという。


　ある嵐あらしの晩、ヴェリズモ社の──正しくは株式会社ヴェリズモ物産の所しよ有ゆうする島の一つに流れ着いたものを島の管理人達が発見した。


　魔族である。正確にはその死体だった。


　それも複数──総計六体。


　その内の一体には、漂ひよう着ちやく当時未まだ息が在ったと管理人達は主張しているらしいが、これについては確かく認にんがとれていない。とにかく──魔族は何者かの手によって脳のう髄ずいの殆ほとんどを破は壊かいされて死亡しており、幸さいわいにも人的な被ひ害がいは皆かい無むだったという。


　管理人達から報告を受けたヴェリズモ社は即そく座ざに調査員を派は遣けん。最初の一体は管理人達が焼しよう却きやく処しよ分ぶんしていたが、残りの五体分の遺い骸がいを回収。管理人達には秘密厳げん守しゆを命めいじた上で問題の島から一時退去させた。


　調査員達は続いて付近の海図を調べた。


　まさか何百キロ何千キロも魔族の死体が流されてきたとは考えにくい。付近の海域には同規模の無人島が幾いくつも散さん在ざいしており──魔族はそこから流れてきたのだと考えるのが妥だ当とうだった。海流の動きを詳しよう細さいに追っていけば問題の死体が何ど処こから流れて来たのかを割り出すのは不可能ではない筈はずだった。


　だが──





　　　　●　　●　　●





　陶とう器きの触ふれ合う涼すずやかな音が響ひびく。


　大まかにではあるが、テリサが事の経けい緯いを丁度語り終えた時──カペルテータが台所からキッチン・ワゴンを押おしてシャロン共々戻もどってきた。


　ワゴンには香こう茶ちやのポットとカップ、それに茶ちや請うけのクッキーを盛もった皿が載のせられている。カペルテータは相あい変かわらずレイオット達の話の内容にはまるで興味がない様子で淡たん々たんとワゴンの上で香茶の用意をしていた。


　ちらりとそちらに視線を向けてから──レイオットはテリサに言った。


「どうして魔法管理局か警察に連れん絡らくしない？」


「…………」


　テリサは微笑を浮かべたまま沈ちん黙もくしている。


　無論──レイオットにはテリサが自分の処ところに来た理由について幾つかの推すい測そくは既すでに立っていた。伊だ達てに無資格の戦術魔法士を何年もしてきた訳ではない。依い頼らい人にんの背景事情は多種多様ではあるが、正せい規きの戦術魔法士ではなく、わざわざレイオットの様な無資格の戦術魔法士を選ぶ理由は限られている。


　だが──


「それで事は済むだろう。たとえ死体とはいえ魔族が六体ともなれば連中だって無視は出来ない。わざわざ自じ腹ばらを割さいて、しかも無資格の戦術魔法士を雇やとう必要が何処に在る？」


「お察しくださいませ」


　微笑という名の無表情を盾たてにしてテリサはそう言った。


「俺は頭が悪くてね」


　カペルテータから香茶のカップを受け取りながらレイオットは薄うすく笑った。


「俺に分かる事と言えば、ヴェリズモ社にとって、今回の事件そのものを隠いん蔽ぺいせざるを得ない理由が在るって事だけだな。だが具ぐ体たい的てきにその理由が何なのかまでは分からない」


「理由そのものは依頼内容と関係ないと思われますが」


「悪いが周辺状況の分からない仕事は受けない事にしている。都つ合ごう良く踊おどらされる事に関しては別に構わない。あんたらの望み通りに踊ってやるさ。だが──それを自覚出来ていないのは嫌きらいなんだよ」


「…………」


　仮面の如ごとき微笑を維い持じしたままテリサは再び沈ちん黙もくする。


　そんな彼女の前に──


「どうぞ」


　カペルテータが香茶のカップを置いた。


「……ありがとう」


　微笑をほんの少しだけ深めてテリサは言う。


「ダルセーニア産ですね。Ｓ＆Ｇ？　それともプリムローズ？」


「──プリムローズです」


　カペルテータは言った。


　ダルセーニア産の葉は癖くせが強い為ために好みが分かれるが──『通』を自じ認にんする者達にはいかにも香茶らしいその薫くん香こうが人気の品だ。Ｓ＆Ｇとプリムローズは共にダルセーニア産の葉を扱あつかう業者の銘柄ブランドで──特に後者はアルマデウス帝てい室しつにも納品されている高級品らしい。


　あまり物事にはこだわらないカペルテータであるが……何な故ぜか香茶に関しては妙みように熱心な処ところが在ある。レイオットには香茶の善し悪あしなどよく分からないが、知人のジャック・ローランドに言わせるとカペルテータの香茶を煎いれる腕うではかなりのものなのだそうだ。


　白い陶器から舞まい上がる微かすかな湯気が緩ゆるやかな螺ら旋せんを描えがいて空中に溶とけていく。


　その様子をテリサはしばし眼めで追っていたが──


「問題の島にはヴェリズモ社の隠かくし倉庫が在ります」


　やがてふと思い付いたかの様に言った。


「やはりそんな処か」


　レイオットは微び苦く笑しようを浮うかべて言った。


　つまりその倉庫には、本来掛かけられるべき関税が掛かっていない品か──あるいは、そもそも税ぜい関かんを通る事の出来ない禁制の品が保管されているのだろう。


「取扱商品は？」


　武器。麻ま薬やく。盗とう難なん美術品。あるいは単に関税を通していない酒類や煙草たばこ。国際条約で取引を禁止された希き少しよう動物という可能性もある。異国では子供の小こ遣づかいでも買える様な品が法律の違ちがう国では数百倍あるいは数千倍の高値を呼ぶ場合も珍めずらしくない。禁制品ならば尚なお更さらの事だ。


「御客様の御要望しだいです」


　テリサは平然とそう言った。


　要するに金になりさえすれば何でも扱あつかうという事だろう。


「最近は医い療りよう関係の輸入が多いかと」


「なるほど」


　確かにそれならばとても警察沙ざ汰たには出来ないだろう。


　麻薬や、国内では使用許可の下りていない新開発の薬やく剤ざいは言うに及およばず──最近は移植手術用の臓ぞう器きや輸血用血液等も密輸入されてくる事が在る。臓器や血液それ自体はアルマデウス国内でも確保は出来るし、決して輸入不可という訳ではない。だが、大たい抵ていの場合には煩はん雑ざつな手続きと莫ばく大だいな補ほ償しよう金きんを要するのだ。密輸血液や臓器は正規の手続きに依よらず、貧困な国の子供を誘ゆう拐かいし『解体』する事で確保されたものが殆ほとんどで……そうした方が圧あつ倒とう的てきに簡単で安上がりなのである。


　ヴェリズモ物産が実際にそうした品を扱っているのかどうかは分からないが──とにかくその島は密輸貿易の中ちゆう継けい基き地ちなのだ。大型船で港に入れば嫌いやでも目に付くが、一いつ旦たん小型船に積み替かえてその島へ荷に揚あげし、そこからまた別の小型船で本土へ運び込むという手順を踏ふめば自由度が高く──管理の眼めを誤ご魔ま化かし易やすい日時や場所を選んで荷揚げ出来る。運うん搬ぱんという面から見れば非効率極きわまりないが、密輸である以上それはさして問題にはならない。隠おん密みつ性せいが最大の懸けん案あん事じ項こうであるし──何より通常の貿易より遥はるかに高い利益率を思えば、多少の手間を掛けても充じゆう分ぶん引き合う仕事だ。


　だが……その中継基地に魔族の死体が流れ着いた。


　それも複数だ。


　ヴェリズモ社としては既すでに隠し倉庫の中に眠ねむっている密貿易品は無論、便利な中継基地を守る為に原因究明が必要だと判断したのであろう。


「で……近くの島に魔族が居ると？」


「我わが社ではそう判断しています」


　テリサは頷うなずいた。


「元々、その海域の島々は旧世紀には貴族の別べつ荘そう地ちとして流は行やった事も在るようです。その為に細かな航路図や海流図が残っていて、魔族の漂ひよう着ちやく経けい路ろを辿たどるのは比ひ較かく的てき簡単でした。もっとも一いつ般ぱん的てきには利用価値は低く、現在はいずれの島も無人島ばかりとの事ですが」


「ふむ……」


　レイオットは腕うでを組んで思し案あんする。


　魔族は──魔法を使い過ぎた人間のなれの果てだ。少なくとも虚こ空くうからいきなり出現する訳わけではない。だが一体、その無人島ばかりが散らばる海域で、一体、誰だれが、何の目的を以もつて魔法を行こう使ししたのか……？


「今のところ七体目は発見されていませんが、放置しておける状じよう況きようでもありません。そこで我が社は独自に調査を行うべく、調査班を編成、問題の群ぐん島とう海かい域いきへと送り出しました」


「……無茶をする」


　とレイオット。


　もし彼かれ等らが想像したとおりに何らかの理由で魔族が大量発生している島が在るとすれば、普ふ通つうの人間が近付くのは危険極きわまりない。自じ殺さつ行こう為いと言っても良いだろう。


「無論、実際に島に上陸するのは危険なので、航空機による写真撮さつ影えいを行っただけです」


「なるほど。で──そこに魔族が写ってた訳か？」


「はい」


　テリサは頷うなずいて手にしていたバッグから数枚の写真を取りだした。


「……ふむ」


　レイオットはテーブルの上に置かれた写真に手を伸のばして引き寄せる。


　倍率の高い望遠レンズを使って撮影した写真を、更に可能な限り引き伸ばして現像したのか──かなり粒りゆう子しの粗あらい写真ではある。だがそこには異い形ぎようの物体らしきものが二つ写っていた。輪りん郭かくだけを見ると人間の様にも見えるが……明らかに手足の長さや位置がおかしい。恐おそらく子し細さいに眺ながめていけば他にも色々と奇き怪かいな部分が見つかるだろう。


　人間に似ているが人間ではない。無論──猿さるの類たぐいでもない。


「存在を確かく認にんされたのは現在その二体のみです」


　とテリサ。


　実のところ──この写真に写っている物体が魔族であるという確証は無い。


　魔族の形態に統一性や法則性は殆ほとんど無いので、特定個体を『魔族』と断定できる様な外見的特とく徴ちようは存在しないのだ。魔族の肉体は生物学や物理学に必ずしも従わない。故ゆえに生態の必然から導みちびき出される固定的な器官が外見上見あたらないのだ。中級魔族ともなれば恒こう常じよう呪じゆ文もん詠えい唱しよう用よう副ふく顔がん──通つう称しよう『謡シうンもガのー』が備そなわるが、〈子爵ヴイスコント〉級や〈男爵バロネージ〉級といった下級の魔族にはそれも無い。故に魔族事件の現場で魔族の存在を確認する最終的な手段は厳げん密みつに言えば目視ではなく魔力計である。


　だが逆に言えば──魔族はその特徴の無さが特徴なのだとも言える。


　魔族の肉体形状は合理性や整せい合ごう性に欠ける。生物である以上は当然の如ごとく備わる機能美が魔族には無い。まるで狂人の描えがく絵の様な出で鱈たら目めさ加か減げんこそが魔族の特徴とも言えた。


　ただ……


「…………」


「何か？」


　眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんで写真を眺ながめるレイオットの様子を訝いぶかしんでテリサが尋たずねてくる。


「いや……」


　前ぜん述じゆつの様に──個体それぞれの外見にはあまり共通性や統一性が無い事が魔族の特徴であるとも言える。魔族の形態形成には元となる人間の肉体的及および精神的資質が色濃こく反はん映えいするとも言われているが──とにかくレイオットが見てきた魔族はそれぞれが実に個性的で似に通かよっている個体はあまり無かった。


　だがテリサの提てい示じしてきた写真に写っている二体はよく似ていた──同じ種類の生物ではないかと思える位くらいに。無論その生物としてのいびつさは望遠写真からも明らかなので、これが魔族ではなく未発見の生物である可能性は低い。やはり魔族ではあるのだろう。


　ではこの二体が似ているのはどういう理由でか。


　偶ぐう然ぜん似た様な形状を備えた魔族が居たのか。


　あるいは──


「多分気のせいだろう。続けてくれ」


「はい。この写真と調査班の報告から、本社は事態を重く見て──この島を魔族の生息地と判断、隠かくし倉庫や付ふ随ずい施し設せつに本格的な被ひ害がいが及ぶ前に、そこに生息する魔族を完全殲せん滅めつする為ために、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを雇やとう事を決定致いたしました」


「……なるほどな」


　非合法の仕事を請うけ負おう戦術魔法士は質さえ問わなければかなりの数が存在するが、その中でヴェリズモ社がわざわざレイオットの処ところに依い頼らいを持ち込んだ理由にもこれで納なつ得とくが行く。


　対魔族戦は多対一──つまりは複数の戦術魔法士による魔族一個体の徹てつ底てい殲滅という形態を採とる事が多い。魔族という『局きよく地ち災さい害がい』の生み出す被害の大きさから、何よりも確実性を求められるという事であるが……逆に言えば一人で敵地に潜せん入にゆうして複数の敵を殲滅するという戦せん闘とうの経験が在る戦術魔法士は皆かい無むに近いだろう。


　だがレイオットは幸か不幸か──何度かそういう状況を経験している。


　実力の他ほかにこうした実績こそがヴェリズモ社がレイオットを選んだ理由だろう。複数の戦術魔法士を投とう入にゆうするのも方法の一つではあるが──その場合は機密保持や報ほう酬しゆう交渉の面で面めん倒どうな手続きが増える。一人や二人で済すむのならばこれに越こした事は無いという判断なのだろう。


　もっともそれ以前に──合法非合法を問わず常識的な戦術魔法士ならば魔族の数も等級もはっきりしていない様な依頼はまず受けないだろうが。


「依頼内容は当とう該がい無人島の実地調査。無論これにはそこに居る魔族の完全殲滅を含ふくみます。報ほう酬しゆうは四十万ドルク──必要経費別。前金で二十。調査終了後に二十をお支し払はらいする事になります」


　そう言ってテリサはジャケットの懐ふところに手を入れ──そこから一枚の封ふう筒とうを取り出してテーブルの上に置いた。恐らく中には二十万ドルクの金額が記き載さいされた小切手が入っているのだろう。


　四十万ドルクが高いか安いかという事を論じれば──安いと断じる者も多いだろう。


　確かに四十万ドルクは大金だ。無意味な散さん財ざいさえしなければ十年は楽に──多少の贅ぜい沢たくも込みで──暮らせる金額である。


　しかし場合によっては何体もの魔族を一度に相手にせねばならない訳で、労働条件としてはこれ以上は無いという位に過か酷こくである。文字通りに命いのち懸がけだ。まして元々戦術魔法士は特とく殊しゆ技能である。以上の事を思えば百万ドルクでも安いと言う人間は居る筈はずだ。


　レイオットは──


「……悪くない」


　そう言って獰どう猛もうな微び笑しようを浮うかべた。


　結局の処──戦術魔法士に限らずこうした危険な仕事の報酬に関して、それが妥だ当とうか否いなかを決めるのは個々人の価値観だ。自分の命に幾いくらの値段を付つけるかによる。レイオットのそれは元々そう高くない上に──随ずい分ぶんと値引きが利きくのだった。


「引き受けよう」


「ありがとうございます」


　テリサは深々と頭を垂たれた。


「では今晩の午前三時──こちらに来て頂けますか。船を用意しておきますので」


　先さき程ほどの小切手とはまた別に一通の封筒を取り出してテリサはテーブルの上に置く。レイオットがそれをつまんでひっくり返すと、中からは三つ折りにされた紙が二枚出てきた。


　一枚は契けい約やく条件を記載した紙。


　もう一枚は簡単な地図だった。港らしき場所に赤い丸が書き込まれている。


　やけに性急な話ではあるが……これはレイオットも予想の内だ。


　魔族は魔法を行こう使しすればする程に強大に成長する。特に〈伯爵カウント〉級以上に成長した魔族は成長速度そのものが加速度的に上じよう昇しようするとも言われている。個体それぞれに成長限界が在り、必ずしも全すべてが上級魔族やその究きゆう極きよく形けい態たいである〈魔王ルシフエル〉級に達する訳ではないが、倒たおすのならば早いに越した事は無い。


「船にはモールド・キャリアも積めるのか？」


「トレーラー等は無理ですが……中型トラックまでならば二台は積せき載さい出来ます」


　とテリサ。


「なお……水や食料はこちらで御用意致しますが、他にも何か必要な品が御ご座ざいましたらお申し付けください。可能な限り御用意させていただきます」


「合法非合法を問わず？」


「──はい」


　皮肉げな問いに微笑を刻んだ仮面が頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　支局に戻もどってくると時刻は既すでに夕方の五時を回っていた。


「ああもう……半日無む駄だにしたって感じ」


　ぶつぶつと独ひとり愚ぐ痴ちりながら労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくトリスタン支局の駐ちゆう車しや場じように公用車を停とめると、ネリンは支局の四階に在る執務室オフイスに向かった。


　ちなみにトリスタン支局からスタインバーグ邸ていまでは車で約一時間の距きよ離りである。以前は列車を利用して通かよっていたのだが──行き帰りの時間で書類の一つ二つに眼めを通せるからだ──駅からスタインバーグ邸まで更さらに田舎いなか道を徒歩で一時間という不便さに辟へき易えきして最近は公用車を使っている。時間はともかく肉体的な疲ひ労ろうが蓄ちく積せきすると他の仕事にまで影えい響きようを及およぼしかねないからである。


　まあそういう訳で、往復で約二時間、実際には半日も無駄にはなっていないのであるが……どうもスタインバーグ邸に行く際は色々と気き負おってしまうというか、身構えてしまうというか、とにかくネリンは朝から落ち着かない事が多い。で──これが無駄足だったとなると何やら半日分も損そんをした様な気になるのである。


「出で不ぶ精しようの癖くせにいきなり居なくなるんだから……」


　ネリンは顔見知りの事務員や同どう僚りようの監かん督とく官かん達とすれ違ちがいざまに軽く会え釈しやくを交かわしつつ廊ろう下かを歩いていく。


　彼女達の使う共同執務室オフイスは廊下の突つき当たりに在あった。


　ちなみに魔法監督官には一級二級を問わず執しつ務む用の個室も与あたえられてはいるのだが、ネリンはこの共同執務室で──大部屋で仕事をしている事が多い。執務中は個室に閉じこもって滅めつ多たに出てこない監督官も居るが、ネリンに言わせれば個室よりはこの大部屋の方が仕事をする上では何かと都合が良かった。一人狭せま苦くるしい執務室に引きこもっているよりは、大部屋で人の気配を間近に感じながらの方が仕事がはかどるし、何か分からない事が在れば先せん輩ぱいに尋たずね易やすい。


「おや。お帰り」


　共同執務室の一画に衝つい立たてで区切って確保された彼女の席に辿たどり着くと、衝立の上じよう端たんに両手を掛かけて──猫ねこの子が塀へいにぶら下がる様な格かつ好こうで──隣となりの席の監督官が声を掛けてくる。


「随ずい分ぶん早かったね？」


「ええ──行ったら留守で」


　ネリンは苦く笑しようを浮うかべて応じた。


　隣の監督官の名はアラン・コラールという。


　ネリンと同じく二級監督官ではあるが、彼女から見れば五年ばかり先輩である。年ねん齢れいは確か三十代半なかばで──いつも家族の写真を机の上の一番目立つ所に飾かざっている二児の父である。もっとも小こ柄がらで童どう顔がんな為ためか、あるいは屈くつ託たくの無い言げん動どうのせいか、時とき折おり少年の様に見える事が在って、当初は一体この先輩監督官が何なん歳さいなのかネリンも悩なやんだものだ。監督官は資格職なので先輩が歳とし上うえとは限らないのである。


　仕事ぶりは可もなく不可も無しといった感じで地じ味みなのだが──それはつまり事務処理能力がそれだけ高いという事である。役人という職業は有能であればある程ほどに目立たなくなるものだ。少なくともネリンが知る限り、この一年余りアランは大小を問わず仕事上の失敗をした事が無い。派は手でさは無いが、求められたものを求められた形で過不足無く提示できる──熟じゆく練れんの職人の様なその仕事ぶりをネリンは密ひそかに尊そん敬けいしていた。


「どうも旅行か何かに出掛けちゃったみたいで」


「うーん……まあ彼は正規の魔法士ソーサリストじゃないからねえ」


　苦笑してアランは言った。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストや救急魔法士といった一部の魔法士は、旅行等などに出掛ける際には必ず行き先と期間を魔法管理局に報告する事が義務づけられている。戦術魔法士や救急魔法士に関しては、万が一の事を考えると常に出動できる者が必ず一支局に一人は確保されているのが理想であり──これはそうした調整の為に置かれている制度だ。


　もっともケースＳＡ、即すなわち魔族メレヴエレント事件が増加している昨さつ今こん、どう調整しても出動可能な戦術魔法士を常に確保しておくのは不可能に近い。だからこそレイオットの様な無資格戦術魔法士の存在を不本意ながらも認めざるを得ないのである。


「まあ昨日申しん請せいの来ていた戦術魔法士二名の登録書類も無事受じゆ理りされたみたいだし。少しは彼に頼たよる回数も減らす事は出来るんだろうけどね」


「そもそも彼がきちんと資格申請してくれれば何も問題無いんですけどね」


「まあねえ」


　と苦笑を深めてアランが言う。


「でもまあ彼はいくら言っても資格は取らない様な気がするね」


「……ですか？」


「シモンズさんがこの支局に来る前──僕も前に何度か会った事があるんだけどね。なんて言うか彼は魔法士がしたくてしてるんじゃないみたいだね。それしか出来ないからしてるというか……ちょっと違ちがうかな」


　アランは首を傾かしげた。


「なんて言うか……心底『どうでもいい』んじゃないかな。何もかも。他人にどう見られても構わない。自分が不利になっても構わない。誰だれがどうなっても構わない。だからわざわざ資格を取ったりしない。無資格である事で自分が被こうむる不ふ都つ合ごうも、将来設計も彼にはあんまり意味が無いというか。そんな感じがするんだよね」


「そんな事は無いですよ」


　ネリンは言った。


　アランの分ぶん析せきは確かに的まとを射ている。担当官でもないのによくレイオットの事を把は握あくしているとも思う。だがアランはレイオットの全すべてをきちんと理解している訳ではない──ともネリンは思うのだ。


「彼はそう思いこんでいるだけですよ」


「……そうなの？」


　眼を瞬しばたたかせてアランが言う。


「彼は……そうですね、コラール先輩のおっしゃる様な『形』に自分を塡はめ込もうとしてるだけだと思います。本当はもっと──」


　言いかけて──ネリンは口ごもった。


　自分でも説得力の無い発言だと思ったからだ──『本当はもっと真ま面じ目めで責任感の強い人なんです』というのは。正直、自分でもそんな言葉が出掛かったのは意外だった。たまたま会話の流れで彼の弁護側に回ったからこそ出てきた発想であって、普ふ段だんならば絶対に彼をそんな風には思わなかっただろう。


「そうか……まあそういう場合もあるかな」


　特に自説に拘こう泥でいもせずアランは頷うなずいた。


　相手の意見が正しいと思えば、相手の年齢や立場に拘泥する事無くそれを素す直なおに受け容いれる──簡単な様でいて実はとても難むずかしい事である。『節せつ操そうが無い』だの『主体性が無い』だのと評する者も居るが、この柔じゆう軟なん性せいがアラン・コラール監督官の仕事ぶりを支えているのではないかとネリンは思っていた。


「まあ話は戻もどるけど……旅行に出で掛かけたってのは確かなのかな？」


「隣となりの家の人に『海に行く』と言っていた様ですが。娯ご楽らくか仕事かは分かりませんけど」


「まだ海水浴には早いと思うけどね」


　アランはそう言って顔をしかめる。


「……どうかしたんですか？」


「ああ──まだ『新聞』見てないかな」


「これですか？」


　ネリンは自分の机の上に置かれていた書類の一つをつまんだ。


　労務省魔法管理局の本局が編集している書類の一つで『通つう達たつ』の形式で回ってくるものの、内容は魔法士関係の業界に関する各種情報を記き載さいしたものだ。監督官達の間では慣習的に『魔法局新聞』あるいは単に『新聞』と呼ばれている。公文書としてはかなり異例の代しろ物ものだが──時には噂うわさや未み確かく認にん情報が載のっている事もある──現場で働く監督官達には『情報が早い』と比ひ較かく的てき評判が良かった。最近は『新式の魔法書式開発一いち覧らん』や『魔法士資格試験の動どう向こう』等などといった公式情報に混じって密みつ造ぞうモールド〈シェル〉や『黒本』関係の未確認情報も参考資料として記載されている。


　ネリンの机の上に置いてあったという事は、彼女がスタインバーグ邸ていに出掛けている間に配はい布ふされたのであろう。


「その四ページ目」


　アランの言葉に従って『新聞』をめくる。


　そこには──


『マノン共和国陸軍で魔法兵器実験の噂』


「……またですか」


　呆あきれた様な口く調ちようでネリンは言った。


　この手の噂はマノン共和国に限らず絶たえた例ためしが無い。


　マノン共和国はアルマデウス帝てい国こくと国土を隣りん接せつする国家である。アルマデウス帝国に比べると国土は狭せまく他国と比べて特に発展している産業も無い。基本的に政治経済は安定しているので住み易やすい国とは言われているが──それだけに危機管理意識が薄うすく、そんな現状に反発するかの様にして軍の一部の動きが先せん鋭えい化かしてきているという話も聞く。


　特定の国家が軍ぐん備び拡かく張ちよう政せい策さくを採れば必ず出てくるのが『魔法兵器』の噂だ。


　現在──魔法の軍事利用は国際条約で禁止されている。


〈イエルネフェルト事変〉は厳密に言えばアルマデウス国内の事件だが、当時、魔法技術発はつ祥しようの地として──そして魔法技術先進国として、経済的にも軍事的にも大国の一つとして数えられていたこの国が、わずか数日でその国力を半はん減げんさせた事件は国際社会にも大きな衝しよう撃げきを与あたえた。


　当然の事ながら殆ほとんどの国がアルマデウスと同様に魔法技術の国家的管理制度を敷しき、同様の災さい害がいを防ふせごうとした。それでも間に合わず幾いくつかの国では規き模ぼこそ小さいものの〈イエルネフェルト事変〉と同様の事態が連鎖的に発生し、全世界で億単位の死傷者が出た。広義ではこの一連の魔族災害全てを指して〈イエルネフェルト事変〉と呼ぶ事もある。


　そんな状じよう況きようで魔法の軍事利用が国際的に禁じられたのは当然の帰き結けつではあったろう。


　産業や医い療りようはともかく、軍事ともなると競争原理が強く働くのは自じ明めいの理りであり、結果として魔法使用の歯止めが利きかなくなる可能性が強かったからだ。一方が使えばもう一方も対たい抗こう上使わざるを得ない。魔法の使用量が爆ばく発はつ的てきに増え──その結果として遠からず第二第三の〈イエルネフェルト事変〉に繫つながるのは眼めに見えていた。


　だが──


「まあどうしても発はつ展てん途と上じよう国こくが手っ取り早く国力を増強しようとすると魔法に頼たよらざるを得ないし……そういう意味では至し極ごく平へい凡ぼんな発想ではあるね」


　とアランは言った。


　国力の増強に関して最も簡単な方法は侵しん略りやく戦争だ。


　侵略に成功すれば極きわめて短期間で土地や資源や技術──それに労働力を手に入れる事が出来る。当然ある種の危険は伴ともなうのだが……地道に産業や経済を発展させるよりもむしろ確実で効こう率りつが良い方法だとする識者達も居る。


　無論、戦争をするには大だい前ぜん提ていとして軍事力の拡かく充じゆうが不ふ可か欠けつである。


　だが元々国力に乏とぼしい小国が、周まわりの国に喧けん嘩かを売るだけの軍事力を手に入れるのは並なみ大たい抵ていの事ではない。兵器も兵隊もその整備と維い持じには莫ばく大だいな時間と費用がかかる。また迂う闊かつな軍備力増強はむしろ周辺諸国の政治的及および軍事的干かん渉しようを招まねく結果にもなりかねない。


　だが──魔法の軍事利用はこれを一気に解決できる。


　重戦車一台を製造しこれを操あやつる戦車兵を訓練して配はい備びするよりも、モールドとスタッフを製造して魔法士ソーサリストを一人仕立て上げる方が、遥はるかに初期投とう資しも維持費も安い。また〈シェル〉の例を見るまでもなく、モールドやスタッフの製造には戦車や航空機の様な大規模製造施し設せつは必要ないので、事を秘ひ密みつ裏りに進めやすい。手っ取り早くそして秘密裏に軍事力を増強するには確かに魅み力りよく的てきな方ほう策さくではあるのだ。


　故ゆえに以前から様々な国で国際条約違い反はんの噂は囁ささやかれてきたし、実際にそれを行おうとして、先進数か国の連合軍に見せしめとして『粛しゆく清せい』された国も幾つか存在する。


　しかし……それでもなお発展途上の国々は軍事に限らず、過か剰じようなまでに魔法に頼たよりたがる傾けい向こうに在ある。産業分野にしても大規模な化学工場を一つ造るよりも産業魔法士を数名用意する方が遥かに簡単に──安く、早く、目的のものが手に入るからだ。


　特におよそ半世紀前の魔法技術革命に乗り遅おくれた国々は、当然ながら魔族による被ひ害がいも小さく、魔法技術に関する拒きよ否ひ感かんも薄い。むしろこうした国々は『我々も魔法技術によって発展する権利が在る』と主張して国際的な魔法技術制限に反発する姿勢を示す事さえ在った。彼かれ等らにしてみれば、さんざん魔法技術の恩おん恵けいによって国力を増強させた大国が、自分達の権勢を維持する為ために、後に続く国々の動きを規制しようとしている様にも見えるのだろう。


　とはいえ──


「まあそれならそれで自分の国でまかなう位の根こん性じようが欲ほしいけどねえ」


　と言ってアランは苦く笑しようする。


「どういう事ですか？」


「このところ魔法士やモールド・エンジニアといった魔法関係の行方ゆくえ不ふ明めい者しやの数が増えてきているんだよ。魔法関係の技術充じゆう実じつを狙ねらった国に拉ら致ちされたんじゃないかって話も出てる。マノン共和国ならコンドラシン山脈を越こえれば簡単に密入国も出来るしね」


「それはいくらなんでも──」


　荒こう唐とう無む稽けいに過ぎる──と言いかけてネリンは思い留とどまった。


　ここ一年か二年の間に魔法技術関係者の失しつ踪そう事件が増えてきているのは事実だ。元々魔法士ソーサリストには性格破は綻たん者や変人も多く、行方不明者の率も他の職業に比べると高かった事からそう世せ間けん的てきに問題視はされていなかったが……その背景に国家的な動きが在るとなると事は一気に深しん刻こくさを増す。


「レイオット・スタインバーグなんぞは誘ゆう拐かいするのに都つ合ごうがいいだろう？」


　レイオットや彼のモールド・エンジニアを務つとめるジャック・ローランド等などは元々国家登録された正規の魔法士やエンジニアではない。それでいて実力はそこらの正規の登録者達よりも高い。拉致を目もく論ろむ勢力にしてみれば好都合だろう──何しろ書類上は平へい凡ぼんな民間人が一人行方不明になるだけの事なのだから。


「まあ……彼を誘拐すると後が大変だと思いますけどね」


　苦笑して言いつつも──しかしネリンはある種の胸むな騒さわぎを抑おさえる事が出来なかった。





　　　　●　　●　　●





　ヘッドライトの光こう芒ぼうが地にわだかまる闇やみを切り裂さいていく。


　高く長く──塀へいの如ごとく延えん々えんと張り巡めぐらされた金かな網あみの向こうにコンクリートと鋼こう鉄てつによって固められた景けい観かんが浮うかび上がる。生命を感じさせる様なものは見み渡わたす限りに何一つ見えないが──辺りを流れる風には潮しおの香かおりが絡からみ付いていた。


「……この辺りか？」


　呟つぶやきながらレイオットはハンドルを切る。


　金網の一部が内側に折れ込んで開かれている部分──恐おそらくはそこが入り口なのだろう──からモールド・キャリアを乗り入れる。側そばには警備員の詰つめ所しよらしき建物も在るが、中に人の姿は無い。誰だれに見み咎とがめられる事も無く、彼とカペルテータ、それに装備一式を載のせた蒸気式トラックは深夜の港こう湾わん施し設せつ敷しき地ち内ないに入っていった。


　時刻は指定通り──午前三時。


　場所はトリスタン市より車で一時間余りの場所に在る臨りん海かい地ち域いきである。此こ処こには複雑な形けい状じようの海岸線を利用して幾いくつもの港湾施設が設けられている。工場地帯が近く水質の汚よごれが著いちじるしい為に、個人所有の船せん舶ぱく──ヨットや小型のモーターボート等といった主おもに娯ご楽らく用よう途とに供きようされるもの──の姿を見み掛かける事は殆ほとんど無く、石油タンカー等の超ちよう大型運送船類は工業地帯に併へい置ちされた専門の港に直接出入りする為、主に此処を利用するのは貿易関係の企き業ぎようが所有する中小の貨物船である。


　今──港は冷たい暗闇と静せい寂じやくの中に沈しずんでいた。


　施設内道路の脇わきには大型倉庫が建ち並び、更さらにその屋根が連なる向こうには構フ造レ鉄ー骨ム剝むき出しの無ぶ骨こつなクレーンが、大小合わせて幾つも屹きつ立りつして独特の景観を成している。巨きよ大だいな骨の如ごときその輪郭シルエツトは、遥はるかな天を仰あおぎつつ滅めつ亡ぼうの運命を嘆なげく恐きよう竜りゆう達たちの化か石せきを想おもわせた。


「なかなか素す敵てきな場所だな」


　などと呟くが──助手席の少女は特に感想も無いのか黙だまったまま前方を見み据すえている。


　やがて闇を穿うがつヘッドライトの光輪の中に一いつ隻せきの貨物船が浮かび上がった。


「……あれか」


　舷げん側そくに紙し片へんに記き載さいされていたのと同じ船名──〈グリーグ〉号を確かく認にんする。


　岸がん壁ぺきの周辺は廃はい墟きよの様に静まりかえっていたが、既すでにヴェリズモ社が事前に手配していたのか、モールド・キャリアを停車させると、何ど処こからともなく港湾作業員の制服を着た男達が駆かけ寄ってきた。


「──スタインバーグさん？」


　レイオットが頷うなずくと作業員は岸壁から〈グリーグ〉号の後部へと伸のびている鋼鉄製のスロープを指し示した。場合によってはクレーンによる車両の積み降ろしも覚かく悟ごしていたのだが、どうやら直接船の上まで乗り付ける事が出来るらしい。


「フィデリオさんが中でお待ちです」


「……分かった」


　レイオットはモールド・キャリアを微び速そくで動かしてスロープを上る。


　甲かん板ぱんに登り切ってからエンジンを切ると、随ずい伴はんしていた作業員達が車輪止めをタイヤに嚙かませ──岸壁に戻もどってスロープと船の結けつ合ごうを解とく。他の港湾関係者には秘密の作業らしく、彼等は静かに、迅じん速そくに行動すると、挨あい拶さつも無くそのまま再び闇の中に消えていった。


「手回しが良いな」


　呟くとレイオットはモールド・キャリアから降りた。


　レイオットのモールド・キャリアの側には、一辺二メルトル弱の立方体コンテナが二つ置かれている。更にその向こうにはレイオットのモールド・キャリアとよく似た──しかしガソリン式エンジンの白い小型トラックが停車していた。


「スタインバーグさん」


　掛けられた声に振ふり返ると、積み荷のチェックでもしていたのか、クリップ・ボードを片手に近付いてくるテリサの姿が見えた。


　仮面の如ごとき微び笑しようは変わらず、身に纏まとう衣い装しようも大差無いが、今は防ぼう寒かんの為か焦こげ茶色の外がい套とうをジャケットの上から羽は織おっている。よく彼女に似合ってはいるが──事務所や役所ならばともかく、無ぶ骨こつな機材や作業服姿の船員達で雑ざつ然ぜんとした甲板の上では、若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えずにはいられない姿ではあった。


「えらい荷物だな」


　コンテナを眺ながめながらレイオットは言った。


「何をあんなに積んでるんだか」


「当社で用意した積み荷です。一週間分の水と食料、生活必ひつ需じゆ品ひん。着き替がえ。調査用機材。武器弾だん薬やく等──」


　微笑はそのままに──さらりとそんな事を言ってのけるテリサ。


「一週間？　そんなに遠いのか？」


「いえ。移動の行こう程ていとしては半日程ほどですが、現地での調査が数日に亘わたる可能性もありますので念のため……と」


「なるほど」


「……彼女は？」


　テリサは彼と──そしてその隣となりに立つ人物を眺ながめて言った。


　彼女の視線の先に居るのはカペルテータであった。


　ＣＳＡの少女は、いつもの如く淡たん々たんとした無表情をその愛らしい顔に貼はり付けて、そこに立っている。衣装もいつものフード付きの外がい套とうだが、特に周りの視線を気にする必要の無い今は顔を隠かくしてはいなかった。


「この子が……なんだ？」


「彼女も同どう伴はんされるのですか？」


「…………」


　尋たずねられて初めて、レイオットは自分の側に立っているカペルテータの存在に気付いたかの如く眼を瞬かせ──彼女に向き直って尋ねた。


「どうする？」


「一いつ緒しよに行きます」


　尋ねられたカペルテータは至し極ごく当とう然ぜんといった口調で言った。


　レイオットはテリサを振り返って肩かたを竦すくめて見せる。


「……だそうだ」


「スタインバーグさん。当社は家族旅行の為ために本船を用意した訳では無いことを御理解いただいておりますね？」


「御理解してるよ。こいつは家族じゃなくて俺の助手だからな」


「……そうですか」


　納なつ得とくしたのか、それとも議論は無む駄だだと思ったのか……それ以上は追つい及きゆうする事も無くテリサは頷うなずいた。皮肉な言い回しをしている最中すら、その微笑が揺ゆらがなかったのは、もう見事と評する他ほか無かろう。


　彼女はクリップ・ボードの上の書類にペンを走らせて何事か書き込みながら、付け加える様に言った。


「荷の積み込みは既すでに終わっています。最終点検が終わり次し第だい、すぐに出航しますので、どうぞ船内に入ってお休みください」


　テリサが振り返って示す先には開かれたままの扉とびらが見えた。


　甲板上に設もうけられた操そう舵だ室しつのそれとは異ことなり、やや傾けい斜しやして設けられた入り口の向こうには甲板の下へと至いたる階段が延のびている。恐おそらくその先に居住空間としての船室が設けられているのだろう。


「分かった」


　レイオットはカペルテータと共に船室に向けて歩き出し──


「ところで」


　そして不意に立ち止まり振り返って言った。


「なんでしょう？」


「説明すべき事を一つ忘れてるんじゃないか？」


「おっしゃる意味がわかりません」


　テリサは微笑を刻み込んだ鉄てつ面めん皮ぴで応じた。


「もう一台のモールド・キャリアの事だよ」


　レイオットは甲板上に停車しているガソリン式の小型トラックに眼めを向けた。


　外見的には殆ほとんど通常のトラックと大差ない。モールド・キャリアに関しては表示義務が法律で定められているのだが──それが無いのはレイオットのモールド・キャリアも同じ事である。元々存在自体が違い法ほうな無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが、いちいち些さ末まつな関係法律なんぞを守る筈はずも無い。


　レイオットがそのトラックをモールド・キャリアと判断したのは車体の沈しずみ具ぐ合あいとナンバー・プレートからだ。何やら重量のあるものを積んでいるのは見れば分かる。その上ナンバー・プレートの表示が商用車ではなく個人所有のものを示す数列になっている事を見れば、これはヴェリズモ社が用意した車でないだろうという事は想像がつく。


　後は単純な推すい測そくだ。


「まさかあんたが使うんじゃないだろう？」


「…………」


　テリサは微笑を浮うかべたまま黙だまり込こむ。


「……つまりもう一人居るんだな、船室に、俺みたいなのが」


「はい」


　あっさりとテリサは頷いた。


　その事自体は別に問題ではない。ヴェリズモ社が戦術魔法士を何名雇やとおうとレイオットの知った事ではない。複数の魔族メレヴエレントが居る可能性が在あるのならば、確実を期す為に複数の戦術魔法士を投とう入にゆうするという考え方も至し極ごく合ごう理り的てきなものだ。


　また対魔族戦を行うのならば戦術魔法士の投入は早ければ早い程良い。その意味ではレイオットが断ことわった場合に改めて別の魔法士を探すよりも、同時に声を掛かけておいた方が魔法士を確保できる可能性が高い。今回はたまたまヴェリズモ社の依い頼らいに応じた戦術魔法士が二名居たという事だろう。


「ま……確かに俺だけを雇うなんて一ひと言ことも言ってないか。しかしまさか報ほう酬しゆうは早い者勝ちって事は無いよな？」


「それは無論」


「じゃあ安心してそのお仲間と親しん睦ぼくを深めておくとするか」


　レイオットは肩かたを竦すくめて再び歩き出し──扉を開いて船室へと降りていく。カペルテータも黙って彼の後に続いた。


「ふむ……？」


　貨物船としての外がい観かんからあまり期待していなかったのだが──予想に反して船室は高級外洋ヨット並の内ない装そうが施ほどこされていた。天てん井じようが低く手て狭ぜまなのは船内である以上仕方がないが、その点を除のぞけばちょっとしたホテルの一室と大差ない絨じゆう毯たんや壁かべ紙がみが床ゆかや壁を覆おおっており、更さらに船室をぐるりと取り囲む形で木製のキャビネットやソファが配置されている。


　そして船室の真ん中に先客が居た。


　次の瞬間──


「…………」


「…………」


　突とつ如じよとして狭い船室内に微かすかな旋せん風ぷうが発生した。


　レイオットとそして先客の生み出したものだ。もっとも二人共それ程派は手でに身体からだを動かした訳ではない。動作としてはただの三つだ。衣服の裾すそを払はらって。腰こしの得え物ものを抜ぬいて。そしてそれを相手に突つき付ける。それだけの事である。二人はそれぞれの位置から一歩も動いていない──どころか肩から先以外は全く動いていなかった。


　ある種の格かく闘とう技ぎの達たつ人じんや一流の楽器演えん奏そう者しや等は、極きよく限げんまで無駄を削そぎ落とされた結果として、激しい動きの最中でも肩の線ラインが不動を保たもち、まるで立ち止まっているかの様にも見えるというが──恐おそらくはそれと同じであろう。


　どちらが先に動いたか……彼等自身にも分かっていないだろう。相手の存在を認識した瞬間にはもう彼等の指は愛用の武器に絡からみ付いていた。


　一瞬の内に出現した二丁の拳けん銃じゆうが相手に向けて不動の直線を引いている。


　サーカムＴ１２〈ハードフレア〉カスタム回転弾倉式拳銃リヴオルヴア。


　マーセルＭ７２Ｒ〈ストームファイア〉機関拳銃マシン・ピストル。


　レイオットと相手が抜いた拳銃は、それぞれ相手の額ひたいに必ひつ殺さつの銃口を向けたまま微び動どうだにしない。無論、共に撃げき鉄てつは起こされた状態だ。まるでこの世の始まりから終わりまでそうであるかの様に、二人の男達はごく自然に死の威い嚇かくを秘めた銃口を突き付け合っていた。


　互たがいの表情には焦あせりも恐れも無い。


　わずかな指の動きで送り出されてくる確実な死を前にしながら、二人は何ど処こか気け怠だるささえ漂ただよう視線を相手に注そそいでいた。


「──レイオット」


　船室に満ちる異様な緊きん張ちよう感かんを察さつして背後からカペルテータが声を掛かけてくる。


　だが──レイオットは無言。黙って双そう眸ぼうを相手に向けたままだ。


　応じるのは蒼あおい隻せき眼がん。


　左眼めの在るべき位置は黒い眼帯に覆おおわれていた。


　船室の真ん中に立っているのは──見るからに陰いん気きな風ふ情ぜいの男である。


　顔つきは未まだ三十前に見えるのだが、こけた頰ほおや真っ白の長ちよう髪はつがまるで瀕ひん死しの重病人を連想させる。黒いコートを着ているその姿は、見るからに不吉な印象を漂わせており、拳銃などよりも大おお鎌がまでも持たせた方が余よ程ほど似合うだろう。


　やがて──


「……よう」


　膠こう着ちやく状態に飽あきたかの様にレイオットが声を掛ける。


「久しぶりだな。息そく災さいだったか、アル坊ぼうや」


「……ああ」


　姿に相応ふさわしい陰いん々いん滅めつ々めつとした口調でそう言う隻眼の男。


　彼の名はアルフレッド・スタインウェイ。


　レイオットと同じく無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。


　だが──


「残念だ。出来れば何ど処こかで野の垂たれ死んでて欲ほしかったんだが」


「…………」


　アルフレッドは特に何か言い返す様子もなく隻眼でレイオットを眺ながめている。


　同じ無資格の戦術魔法士という立場ながら……レイオットと彼の関係はあまり良好ではない。むしろ『敵同士』と記しるすのが適てき切せつだろう。そもそもの仕事に関する流りゆう儀ぎや価か値ち観かんも違ちがうが、実際に何度か敵対関係となって銃口を向け合った事もある。


　魔族狩がりを専門とするレイオットに対し……アルフレッドは専門分野を持たない。


　金さえ積まれれば──額がくに見合えば老ろう若にやく男なん女によ分わけ隔へだて無く彼は殺す。相手が物もの乞ごいであろうと帝てい国こく議会議長であろうと関係が無い。人間であろうと魔族であろうと関係が無い。戦術魔法士とはいっても彼にとって魔法とは銃やナイフと同じく武器の一種に過ぎず、それ以上でもそれ以下でもないのだ。文字通りの『殺し屋』だ。


　勿もち論ろん──他人の主しゆ義ぎ信しん条じようなどレイオットは知った事ではない。


　自分と流儀が違うからといって彼がアルフレッドを嫌けん悪おする理由にはならない。違法という意味ではレイオットも同じである。アルフレッドとの違いは程度問題でしかない。まして人道だの正義だのを振ふりかざしてアルフレッドを非ひ難なんできる様な立場でもない。


　ただ……どうにもこの男とレイオットは折り合いが悪いのだ。


「で──」


　レイオットは言った。


「いつまでこうしてるんだ？　どっちかが餓が死しするまでか？」


「…………」


　小さな金属音が響ひびく。


　安全装そう置ちの掛けられた機関拳銃は、現れた瞬しゆん間かんと同じ位の唐とう突とつさでアルフレッドのコートの内へと消えていた。レイオットも親指で撃鉄を押おさえながら待機位置まで戻もどすと、腰の後ろのホルスターに〈ハードフレア〉を収める。


「……ついでに仲直りの握あく手しゆでもするか？」


「冗じよう談だんは嫌きらいだ」
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　アルフレッドは呟つぶやく様に言った。


　前記の通りレイオットとアルフレッドはとにかく折り合いが悪い。


　だが逆ぎやくに言えばその程度の関係でしかなかった。


　敵として相対すれば容よう赦しやする積もりなどお互い微み塵じんも持ち合わせていないが──損得抜きに殺し合う程の情熱をレイオットはアルフレッドに対して持ち合わせていない。恐らくはアルフレッドも同じだろう。ここで撃うち合いをして勝ってもささやかな満足感以外にはお互い何も得るものが無いのだ。銃を向け合い引き金に指を掛けながらも、殺し合いの一歩手前、いや半歩手前で彼等が留とどまっている理由はそれだった。無論──些さ細さいな理由が一つでもあればあっさりと踏ふみ越こえてしまう半歩ではあるのだが。


「貴様もヴェリズモ社に雇やとわれた訳わけか」


「……そうだ」


　アルフレッドは頷うなずく。


　考えてみれば──レイオットと同程度の実力を持ち、なおかつ複数の魔族との戦せん闘とうを経験している上、違い法ほうな仕事も引き受ける戦術魔法士と言えば、アルマデウス帝国広しといえども他には十名と居ない筈はずだ。カイル・ヘンダーソン、〈影かげ法ぼう師し〉プロフェット男だん爵しやく、マクシミリアン・ホーナーズ、コンコーネ兄妹──有名どころとしてはこの辺りだろう。アルフレッドがこの仕事に嚙かんでくる可能性は考えてしかるべきだった。


「貴様と組むと分かってれば断ことわっていたんだがな」


「……そうか」


　やはり陰いん々いん滅めつ々めつとした声で言うアルフレッド。


　レイオットは隻眼の戦術魔法士から離はなれた場所に──階段脇わきのソファに腰を下ろす。


　カペルテータもその横に座すわった。紅あかい眼めは冷れい徹てつとも言うべき視線をアルフレッドに据すえている。良くも悪くも人見知りをしない──というか相手が誰だれであろうと愛あい想そが無い──少女ではあるが、彼女は彼女なりにこの陰気な男を警けい戒かいしているのだろう。前に一度、人ひと質じちの様な扱あつかいをされた事を想おもえば、むしろ当然の態度ではあるが。


「楽しい船旅になりそうだな」


「…………」


　アルフレッドは──肯こう定ていも否定もせずただ無む言ごんのままソファに腰を下ろした。
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　低く途と切ぎれる事の無い唸うなりが身体からだを包つつんでいる。


　胎たい児じは母親の胎内で心しん臓ぞうの鼓こ動どうや内臓の脈みやく動どうが生み出す様々な音を聴きいて育つ為ため──人間は当時の記き憶おくを何ど処こかに残していて、全くの静せい寂じやくよりは、むしろこうした低い振しん動どう音おんを耳にしていた方が落ち着いて眠ねむれるのだという。


　それが健けん全ぜんな人間の感覚なのだとすれば──こうした音がともすれば怨えん嗟さの呻うめきに聞こえてしまうレイオットの感性は、やはり何処か歪ゆがんでいるのだろう。今いま更さらそれを嘆なげく様な繊せん細さいさとは無む縁えんの彼ではあったが。


「…………」


　薄うすい闇やみの中でレイオットは瞼まぶたを開いた。


　半ば無意識の内に時計を巻まいた左手首を顔の側そばに引き寄せて時間を確かく認にんする。


　アルパ社製〈シーホース〉オートマティック。


　まだ傷らしい傷も無いこの腕うで時計は、レイオット自身さえ日付を覚えていない『誕たん生じよう日び』の贈おくり物としてネリン・シモンズ監かん督とく官かんから貰もらった品だ。実用一点張りといった雰ふん囲い気きの、ごつごつとした無ぶ骨こつな形状はあまり女性からの貰い物という感じでは無いが……多少の事では狂くるいもしない頑がん強きようさと精せい密みつさを備そなえたこの自動巻式オートマテイツクの計測機能付腕時計クロノグラフは、彼女らしいと言えば実に彼女らしい選せん択たくではあった。恐おそらく『もう少し規則正しい生活を』という意味でも込められているのだろう。


「……すまんね」


　何となく時計に向かってそんな事を呟つぶやく。


　ネリンがもし今回の様な仕事をレイオットが引き受けたと知れば、きっと怒おこり出すだろうと思ったからだ。あの御お節せつ介かいで生き真ま面じ目めな魔法監督官は、何かとレイオットを真人間にすべく奮ふん闘とう努力しているので、こうした非合法性の絡からんだ仕事に彼が携たずさわるのは快こころよく思わないに違ちがいない。


「……そろそろか」


　呟いてレイオットは身を起こした。


　彼が居るのは〈グリーグ〉号の個室である。


　最初にアルフレッドと顔を合わせた船室を『居間』とするのならばこちらは『寝しん室しつ』に相当する。もっとも壁かべと扉とびらで仕切られてはいるものの、据すえ付け型のベッド以外には殆ほとんど立つ場所さえも無いこの空間は、むしろ『巣す穴あな』とでも表した方が印象は近いだろう。


　船が問題の島に辿たどり着くまで約半日──その間は特にする事も無いので、レイオットはあてがわれたこの個室で仮か眠みんしていたのである。狭せま苦くるしい空間ではあるが、あの船室でアルフレッドと顔をつきあわせているよりはまだマシだった。


　とはいえ──


「カペル」


「……はい」


　個室の隅すみ──というか彼の眠っていたベッドの端はしに腰こし掛かけていたＣＳＡの少女が名前を呼ばれて振ふり返った。


「いくらなんでもこんな狭苦しい処ところにまで付いてくる事は無いだろうが」


「……何か不ふ都つ合ごうが在ありますか」


「不都合……って程ほどでもないが」


　苦く笑しようしてレイオットは言った。


　彼女がレイオットの寝室に居るのはいつもの事だ。


　何が面おも白しろいのか、あるいは他ほかに何か理由でも在るのか、とにかく彼女はレイオットが眠る際には大たい抵てい、同じ部屋に居る。一応スタインバーグ邸ていでも彼女の為の個室とベッドは用意されているのだが、彼女がそれを使った形けい跡せきは未いまだかつて無い。


　だからといって──レイオットとカペルテータの間に世間で勘かん繰ぐられている様な関係が在る訳でもない。


　同じベッドに入るでもなく、彼女はただ一定の距きよ離りを置いてレイオットを眺ながめているだけだ。彼よりもカペルテータが先に眠る事は無いし、後に起きる事もまず無い。このＣＳＡの少女との付き合いももう永いが、彼女が眠っている姿をレイオットは殆ど見た事が無かった。


『何だか分からないがまあそういう趣しゆ味みなんだろう』とレイオットも特に気にはしていなかった──このレイオットの無む頓とん着ちやく振ぶりも異常といえば異常であるが──のだが、さすがにこう狭苦しい場所にまで付いてこられるとある種の圧あつ迫ぱく感かんを覚えずにはおれない。


「きちんと聞いた事無かったが──何をしてるんだ、御お前まえは」


「レイオットを見ています」


「まあそうなんだろうけどな……面白いか？」


「それなりに」


「…………」


　レイオットは居い心ごこ地ち悪そうに身み動じろぎして黙だまり込む。


　カペルテータに限って、冗じよう談だんを言ったり、相手をからかったりなどという真ま似ねをする筈はずが無い。恐らくは本気でそう思っているのだ──この紅あかい眼めの少女は。


「興味深いです」


「……然さ様よか」


　念を押おす様に言われてレイオットは肩かたを竦すくめた。


「それはそうと……そろそろ予定じゃ島が見える頃ころじゃないか？」


　言ってカーテンをめくると──分厚い硝子ガラスを二重に塡はめ込んだ丸窓を通して、昼の白い光が雪な崩だれ込んでくる。


　先程確認した時刻は正しよう午ご過ぎ。


　テリサに聞いた予定では、順調にいけば後一時間弱で問題の島に着く。


「昼ひる飯めしでも食いながら機材の点検しておくか」


「はい」


　レイオットはカペルテータを伴ともなって個室から出る。


　狭い階段を甲かん板ぱんに向けて上りながら──レイオットはカペルテータを振り返り、ふと想おもい出したかの様に言った。


「カペル。今回は留る守す番ばんしてろよ」


「…………」


　意外な事を言われた──とでも言う様にその紅い眼を瞬しばたたかせてＣＳＡの少女はその場に立ち止まる。レイオットも階段の途と中ちゆうで立ち止まり彼女に向き直った。


「島の中がどうなっているかも分からないからな。正直──この船に乗ってても安全かどうかは怪あやしい位だ」


「私は──」


　カペルテータは呟く様に言った。


「安全が欲ほしくて貴方あなたの側そばに居るのではありません」


「それはそうだろうけどな」


　短く溜ため息いきをつくとレイオットは言葉を続けた。


「安全であるに越こした事は無いだろう」


　眠る時に限らずカペルテータはいつもレイオットの側に居る。


　これは彼が仕事を──つまりは魔族メレヴエレントとの戦せん闘とうを行っている場合も同じだ。理由はレイオットも知らないのだが、彼女はレイオットの姿が見える場所から離はなれようとしない。まるで彼の行動の全すべてを観察する事を己おのれに課しているかの様に、カペルテータはいつもその紅い瞳ひとみでレイオットを見つめている。それは普ふ段だん特に欲求らしい欲求も示さない彼女が唯ゆい一いつはっきりと執しゆう着ちやくする行こう為いであった。


　だからこそレイオットは今まで彼女が側に居る事を咎とがめたりはしなかった。


　更さらに言えば──助手が現場近くに居るのは当然の事であるし、実際にカペルテータが居る様な場所にまで戦闘範はん囲いが拡かく大だいする場合も少ない。


　だが──


「いいから今回は船の中に残ってろ」


「……分かりました」


　カペルテータは頷うなずいた。


　非常に珍めずらしい事だが──何ど処こか不満そうな様子が窺うかがえる。無論それはレイオットだからこそ気が付く程度の淡あわいものでしかなかったが。


　二人が甲板に出ると既すでにそこにはテリサとアルフレッドの姿が在った。


　船員二名と共に彼かれ等らは海岸線の彼方かなたを──目的の島を含ふくむ群ぐん島とうを眺ながめている。アルフレッドは悠ゆう然ぜんとその隻せき眼がんで島の在る方向を眺めているだけだが、テリサは双そう眼がん鏡きようを覗のぞいて何かを確認しては、船員達と打ち合わせをしている様だった。


　他にも甲板上に設もうけられた操そう舵だ室では、数名の船員達が忙いそがしそうに動き回って言葉を交かわしている姿が見受けられた。聞こえてくるのは断だん片ぺん的てきな言葉ばかりなのでレイオットには細かい内容は分からないが──彼等の表情には微かすかな緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。


　テリサによると、船員達は、自分達がどういう場所にどういう人間をどういう理由で運んでいるのかは知らされていない。『魔族が複数発生しているらしい島に行く』などと告げれば彼等は即そく座ざに船を港に戻もどすだろうからだ。普通の人間にとって魔族とは圧あつ倒とう的てきな脅きよう威いであり避さけ様ようの無い死の具ぐ現げんである。レイオット達の様な戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストはともかくとしても、詳しよう細さいな事情を知っても尚なお、平然と同行してきたテリサは、その意味では異常とも言えるだろう。


　恐おそらく船員が緊張しているのは純じゆん粋すいに航行上の問題だ。群島の在る海域だけに海底の地形は複雑だろうし、迂う闊かつな操そう船せんをすれば座ざ礁しようの危険も在るのかもしれない。


「──スタインバーグさん」


　テリサが振り返って声を掛かけてくる。


「丁度お呼びしようと思っていた処ところです。昼食を採とりながら最終的な打ち合わせを行いたいと思います」


「……分かった」


　レイオットは頷いた。





　　　　●　　●　　●





　少女は密ひそやかな溜ため息いきをついた。


　重苦しい倦けん怠たいと不ふ審しんを含ふくんだ吐と息いきが潮しお風かぜの中に溶とける。


「……何な故ぜ？」


　紅い領域が少女を取り巻くかの様に広がっていた。


　真上から観みれば巨きよ大だいな紅い花が咲さいているかの様にも見えたろう。花か弁べんの如ごとく放射円状に広げられた紅くれないの真ん中に直径一メルトル弱の空白地帯が出来ている。そこに飄ひよう然ぜんと立つ少女の姿は大きな雌め蘂しべを想わせた。


　少女は美しかった。


　容よう姿しから判じる限り年ねん齢れいは十代前半であろう。


　顔立ちにはまだ幼い丸みが残っているが──その姿形は既すでに一つの芸術品として見ても完成の域に達している。ただ立ち尽つくしているだけの姿でさえ、見る者に溜め息を誘さそう様な優ゆう雅がさが在った。容よう貌ぼうは端たん麗れいにして可か憐れん。小こ柄がらで華きや奢しやな体たい軀くながら何処かその立ち姿には凜りん然ぜんとした気品さえ感じられる。髪かみは腰こしに届くほどに長く、彩いろどりは闇やみの様に黒い。瞳は何処までも透とう明めいな琥こ珀はくの色を湛たたえていた。


　袖そでの膨ふくらんだブラウスと裾すその広いスカートといった衣い装しようと相あいまって少女の輪りん郭かくには一昔前の貴族令れい嬢じようを──深しん窓そうの姫ひめ君ぎみを想わせる雰ふん囲い気きが在る。


　だが……少女が今その身に纏まとう衣装の色は全すべて漆しつ黒こくであった。


　ブラウスもスカートも黒。雪の様に白い首くび筋すじに巻かれたチョーカーも黒。指先から肘ひじを越こえて二の腕うでの半ばまでを覆おおう長なが手て袋ぶくろも黒。更に少女の胸の下から腰までを鋭するどく締しめ上げる革かわのコルセットも黒。


　まるで影かげそのものを身に纏っているかの様な装よそおいである。


　例外は襟えり元もとに付けられた瞳と同色の──琥珀のブローチのみである。


　容姿は姫君を想わせる愛らしさでありながら、静かに佇たたずむその姿には何処か葬そう列れつに加わる未亡人の如き不吉な印象が絡からみ付いている。


　もっとも……ある意味では少女の衣装はこの場に相応ふさわしいとも言えた。


　子し細さいに眺ながめていけば、少女の周囲に広がる紅の領域を成しているものが何なのか分かるだろう。周囲に漂ただよう濃のう密みつな匂においからも明らかだ。文字通り細こま切ぎれにされて既に原型など全く留とどめていないが──ぶちまけられた紅い液体の中には時折、骨こつ片ぺんや肉片が混じっていた。


　黒ずくめの衣装で血肉の花の真ん中に佇む少女。


　大の大人でも思わず口を押おさえて身を折りかねない様な酸さん鼻び極きわまる現場で、しかし少女は悲鳴を上げるでも腰を抜ぬかすでもなく、静かに立っている。その表情には恐きよう怖ふも焦しよう燥そうも嫌けん悪おも無い。在るのはただ重苦しい倦怠と不ふ審しんの色だけだ。


「何故……？」


　少女は繰くり返した。


　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめて少女は背後を振ふり返った。


「……先生の訳はないし」


　穹きゆう窿りゆうに向かって傲ごう然ぜんとそびえる四角い影。


　鬱うつ蒼そうたる森の中──切り開かれた地面の上に一軒けんの古こ色しよく蒼そう然ぜんとした館やかたが建っている。


　まるで存在そのものを隠かくすかの様に周囲は厚い森に覆おおわれており、館そのものも壁かべには血管の如く蔓つる草くさが縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回っている。後十年もすればその姿は完全に森の緑の中に埋まい没ぼつしてしまうかもしれない。


　漂ただよう雰囲気は既に廃はい墟きよに等しい。窓の幾いくつかは割れたまま放置されているし、庭園の噴ふん水すい池いけも沈ちん黙もくしたまま緑に濁にごった水を湛たたえるのみだ。迂う闊かつに脚あしを踏ふみ入れれば荒こう廃はいの気配に巻き込まれて二度と戻もどって来られないかの様な、ひどく不気味な佇まいである。


「ならば……やはりこれが限界か、あるいは……」


　呟つぶやく少女を──不意に一いち陣じんの風が撫なでる。


　舞まい上がる己おのれの髪に少女の視界が遮さえぎられた──次の瞬しゆん間かん。


「…………」


　まるで機を計はかっていたかの様に──少女の側そばに一体の異い形ぎようが出現していた。


　何ど処こからどの様にしてやって来たのかは分からない。地面から生えたのか。あるいは虚こ空くうより滲にじみ出たのか。如い何かなる方法や行動であっても不思議とは思えぬ程ほどの奇き怪かいさがその姿形には備そなわっていた。


　基本的な形状は人間に似ている。


　胴どう体たいが在ある。四し肢しが在る。頭部も在る。しかもそれは二本の脚あしで直立さえしていた。


　だが……人間と似ている部分はただそれだけだった。


　骨格はあちこちが歪ゆがんでいて左右対たい称しようにすらなっていない。関節も大きく左右で位置がずれている。その姿はまるで熔とけかかった蠟ろう人にん形ぎようの様で──何処がというよりも、少しずつ全体が狂くるっている。


　しかもその異形には眼めが無い。鼻が無い。口も無い。髪も無い。爪つめも無い。


　代わりにその身体からだを飾かざり立てているのは縦横無尽に走る奇怪な模も様ようだった。血管の様にも亀き裂れつの様にも見えるその赤黒い模様は、皮ひ膚ふ下に蠢うごめく寄き生せい虫ちゆうの様に刻一刻とその形を変えながら異形の表面を這い回っている。


　生物と言うよりも……前ぜん衛えい芸げい術じゆつが生み出す造形物オブジエの如き非現実性がそれには在った。厳げん然ぜんとそこに存在しながらも現実を冒おかす狂気じみた不自然さが全身から漂ただよってくるのだ。


　そして──


「…………うぎ……ぎ……」


　異形が身体を揺ゆらす。


　全身のあちこちでぷくりと皮膚が膨ふくれ上がった。


　表面を覆う模様が激しく脈みやく動どうする。あちこちに発生した大小様々な腫はれ物は、まるでポンプで水を送り込まれるゴム風船の如く、瞬またたく間に限界まで膨ぼう張ちようし……そして全身で音を立てて弾はじけていた。


　血がべしゃりと地面にぶちまけられる。


　全身の十数か所で発生した腫れ物の破は裂れつ痕こんには……新たな器官が形成されていた。


　右肩かたでは鎖さ骨こつを挟はさんで二つの血走った眼球がぎょろりと動いている。横腹には鼻び孔こうを上にして逆さまに鼻が生えていた。胸の真ん中に並ならんで生えているのは耳だろうか。手の先には指が生えていたが、それらは上下左右全くばらばらの方向を向いている。


　何より目立つのは鳩みぞ尾おちの辺りに出来た口である。普ふ通つうの人間の口の数倍にも達するものが胸と腹の境さかい目めに備そなわっている。何か興奮でもしているのか──薄うすく開いた紅あかい唇くちびるからは湯ゆ気げの様に熱く湿しめった生々しい呼気がこぼれ落ちていた。


　次々とまるで出で鱈たら目めな場所に出鱈目な器官が生み出されていく。


　そして──


「ぎ……うぎぎ…………」


　一際大きな腫れ物が弾けた。


　股こ間かんに──真ん中からはやや左にずれた位置にそれは生えていた。


　明らかに尻尾しつぽなどではない。醜しゆう悪あくな形状を誇ほこるそれは、唇から漏もれる荒あらい呼吸の意味を示すかの様に大きく怒ど張ちようし……何かを期待するかの如く小刻みに揺れていた。


　男性生殖器ペニスである。


「…………テオ？」


　少女は怪け訝げんそうに──あくまで腑ふに落ちないといった表情のみで、やはりその顔には恐怖も焦しよう燥そうも無い──眉み間けんに皺しわを刻むと欲情しているその怪かい物ぶつを眺ながめた。


「それは何の真ま似ね？」


　少女らしからぬ何ど処こか気け怠だるげな声が尋たずねる。


　だが怪物は荒れた呼吸を繰り返すのみで、少女の問いに答える様子は無い。元より言葉を交かわすだけの知性が在るかどうかさえ疑わしい姿ではあったが。


「私を犯おかしたいの？」


　少女が重ねて尋ねる。


　先さき程ほどと同じ声音であり口調である。


　だが……何かが違ちがう事は怪物にも感じ取れたのだろう。まるで息を呑のむかの様に怪物の呼吸が一瞬静止した。その身体を這い回る奇怪な紋もん様ようも何かに脅おびえるかの様に停止する。


「……ぎ……」


　もっともそれは僅わずかに一瞬の事で──次の瞬間には怪物は前にも優まさる激しさで興奮に濡ぬれた息を吐はいた。息だけでなく、腹の中央に開いた口の端はしから涎よだれさえもだらだらとしまり無く滴したたらせ始めた。


「ひへ……ひへ……へあ……あ……おか……す……おか……へは……は……」


　怪物は紅い地面に踏み入って少女に迫せまった。


　ずるりと両腕が伸のびる。


　まるでゴムでできているかの様に、一瞬にして文字通りに何倍もの長さに伸しん張ちようし、鞭むちの様に波打ちながら、それらは左右から少女のほっそりした身体に巻き付いた。触しよく手しゆの如ごとき動きで腕は幾いく重えにも少女の身体を拘こう束そくし、最後に先せん端たんに生えた鉤かぎ爪づめの様な指が、少女の首と太ふと股ももに食い込んで止まった。


　みちり……と肉が軋きしみながら絞しぼり込まれていく。


　華きや奢しやな少女の腕では到とう底てい振ふり解ほどけまい。そのまま絞しめ殺されても不思議ではなかった。


　だがそれでも……少女の表情はただ物もの憂うげなままだ。


　愛らしい顔に老ろう婆ばの如き倦けん怠たいを浮うかべて少女は言った。


「……もう私が誰だれかも分からないの？」


　怪物は答えない。


　それでも少女は反応を待つかの様にしばし沈ちん黙もくしていたが──


「……可哀かわい想そうな子……」


　ぽつりとそんな事を言う。


　言葉通り声には確かに憐あわれむ響ひびきが在った。


　少女は──今自分を陵りよう辱じよくせんとしている眼前の怪物を憐れんでいるのだ。


「貴方あなたは十四歳さいだったものね」


　それは一体どういう意味か。


　無論怪物は答えず……生せい殖しよく器きを揺らしながら腕を縮ちぢめて少女を引き寄せる。


　少女はまるで運命を甘かん受じゆするかの様に眼を閉じて静かな息を吐いた。だがただ単に嘆たん息そくと言うには、それはあまりに深く……そして重い。


「でも駄だ目めよ。姿形は同じでも……私はもう違うから」


　少女が呟つぶやいた瞬間。


　──ぱん！


　少女を拘束していた怪物の腕が弾はじけ飛んだ。


　爆ばく薬やくではない。銃じゆう弾だんでも刃は物ものでもない。ただ腕は自みずから弾けて無数の細片となった。


「…………!?」


　驚きよう愕がくの気配を発してよろめく怪物。


　痛みを感じている様子は無いが、急に腕の両方を喪うしなった事で身体の平衡バランスを崩くずしたのだろう。踏鞴たたらを踏ふむかの様にその場で足踏みし、あっさりと紅い地面へと胴どう体たいがへたり込む。その周囲では肉片となった触しよく手しゆが血を撒まきながら大おお粒つぶの雨の様にばらばらと落下し、紅の領りよう域いきの一部となった。


　少女は先程から一歩たりとも動いていない。


　いや──指一本動かしてもいない。


「ごめんね。折せつ角かく元気になったのにね……」


　束そく縛ばくから解放された少女は黒い指先を伸ばして怪物に触ふれた。


「でも私の言う事を聞いてくれない子を生かしてはおけないの。先生に危き害がいを加えるかもしれない子を残してはおけないの。だから……せめて他の子達と同じ様に……苦しまない様に逝いかせてあげるね」


　怪物は──今度はこちらが何か見えない縛ばく鎖さで拘こう束そくされているかの様に地にへたり込んだまま身動き一つしない。股こ間かんの生殖器も力無く萎しなびて垂たれ下がり、腕の弾け飛んだ両肩は流血が続いているが、怪物は傷を庇かばう様子さえ見せない。


　単に痛みの為ために動けないのか。


　あるいは……考えにくい事ではあるが……こんな怪物でも身が竦すくんで動けなくなるという事が在るのか。


「……テオ」


　少女はまるで愛あい撫ぶするかの様に怪物の身体を撫なでて──


「弾けなさい」


　とだけ言った。


　びしゃり──と生々しい音を立てて地に咲さいた花に紅が上うわ塗ぬりされる。


　まるで戦車砲ほうの直ちよく撃げきでも受けたかの様に、怪物は僅わずか一瞬で挽ひき肉にくの様な状態に分解され、地面の上にぶちまけられていた。


　凄せい惨さんで──そして不可思議な光景である。


　恐おそらく下げ手しゆ人にんである筈の少女がやはり指一本動かしていないのも不思議なら、まるで見えない壁かべでも在るかの様に、破は裂れつした怪物の血液の一いつ滴てき、骨こつ肉にくの一片も少女を汚けがす事無く、全すべてが地面に振ふり撒まかれたのも不思議ではあった。


「ごめんね……」


　少女はもう一度謝しや罪ざいの言葉を呟つぶやくと、再び背はい後ごにそびえる館やかたを振り返り──密ひそやかな溜ため息いきをついた。
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　船員食堂のテーブルの上にテリサは図面を広げた。


　海図ではなく地図である。問題の島のものだ。貴族の別べつ荘そう地ちとして使われていた過去が在ある為に、法務局の不動産登記部か何ど処こかに測そく量りよう図ずが残っていたのだろう。さして詳しよう細さいなものではないが、大まかな島の形けい状じようと、規き模ぼの大きな付ふ属ぞく施し設せつの位置は確かく認にんできる。


　島は全体的に三角形に近い形状をしていた。


　島そのものの大きさは一辺がおよそ四キロメルトル余あまり。孤こ島とうと呼ぶには少々規模が大きいとも言えるだろう。北を上とすれば逆三角形となり──〈グリーグ〉号は現在その西向きの角へと向かって接近しているとの事であった。


「資料を調べる限り──」


　テリサが一同を見回して言う。


　船員食堂に居るのはレイオット、カペルテータ、アルフレッド、そしてテリサの四名のみである。船員達は操そう船せんに忙ぼう殺さつされている上、食堂には入らないようにとテリサが厳げん重じゆうに言い渡わたしている。


「問題の島は半世紀ほど前まで貴族の別荘地として使われていた為、本船が直接停てい泊はく出来る桟さん橋ばしが残っている筈はずです」


　彼女の指先が押おさえたのは地図上の一点──西せい端たんの角部分からわずかに南へとずれた地点だった。他の部分は子し細さいに見れば明らかに自然の造ぞう形けいと思おぼしき複雑な海岸線を示しているのに、その辺りだけは定じよう規ぎで引いたかの様な直線が──明らかに人工物と分かる地形が見て取れる。


「もっとも現在は使用可能かどうかは分かりません」


「所しよ有ゆう者しやは？」


　とレイオットが尋たずねる。


「元貴族の持ち島だったって事は民間所有の土地だろう。今も所有者が居るんじゃないのか？　そいつに尋ねれば現状位は分かるんじゃないのか？」


「連れん絡らくが取れませんでした」


　テリサは言って傍かたわらの鞄かばんからクリップに留とめられた数枚の書類を引っ張り出した。


「所有者はドルフ・レオンハルト。医い療りよう魔法士です。四年前に島を購こう入にゆう──その半年後に行方ゆくえ不明になっています」


「蒸じよう発はつか。まあ──珍めずらしくないな」


　とレイオット。


　実は魔法士には破は産さんする者や蒸発する者が少なくない。


　あくまで他の職業に比べると率が高いというだけの事ではある。だが誤ご差さや偶ぐう然ぜんで出る様な数値でも無い。そしてこの数値は戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストに限れば更さらに倍加する。


　魔法士は危険な職業だ。最悪の場合『人間として死ぬ』事さえ許されず家族や親族にまで累るいが及およぶ仕事である。にも拘かかわらず、星の数程ほどもある職種の中で、わざわざこの仕事を選ぶ理由として一番多いのが──報ほう酬しゆう額がくの高さだ。どうしても経済的に恵めぐまれていない者が稼かせぎの良さに引かれてこの仕事に就つく事は多い。


　だが……金銭にも使い方というものが在る。


　金を使い慣なれていない者がいきなり大金を手にすると、文字通りに使い勝手が分からず浪ろう費ひしてしまう傾けい向こうが強い。生活を質しつ素そに引き締しめるのは難むずかしいが、贅ぜい沢たくにするのは簡単だ。その結果……経済的に行き詰づまって自じ己こ破は産さん申しん請せいをしたり、行方不明になったりする魔法士は結構な数になる。更に言えば、後者の多くが犯罪行こう為いに手を染めた挙あげ句くに逮たい捕ほ──あるいは射殺される事になるのだった。


「だがそうなると……島は債さい権けん者しやが差し押さえてるんじゃないのか？」


「いえ。レオンハルト医師に借金は在りません。一時期は相当な金額の借金を負おっていた様ですが、蒸発前に全すべて返へん済さいは終しゆう了りようしています。もっとも最終的に残った積極財産はこの島だけの様ですが」


　とテリサ。


　レイオットは机の端はしに置かれた──地図を広げる為に端へ押しやられたのだ──サンドイッチを手に取りながら黙もつ考こうした。


「その医療魔法士についての詳くわしい資料は？　それからその魔法士にこの島を売ばい却きやくした人間、売却を仲ちゆう介かいした業者の資料は？」


「さすがにそこまでは用意しておりません。本社に問い合わせればすぐに調査できるとは想おもいますが……何か気になる事でも？」


　テリサが尋たずねてくる。


　何か……腑ふに落ちないものをレイオットは感じていた。


　ドルフ・レオンハルトなる医療魔法士は何を思ってこんな辺へん鄙ぴな場所に在る島を購入したのであろうか。旧世紀には貴族達の間で別荘地として流は行やったと言うが……恐らく現在は不動産としての価値など殆ほとんど在るまい。自分の住むべき土地や家屋に優先して所有するだけの意味が見あたらない。


　ドルフ・レオンハルトはかつての貴族達の様に酔すい狂きような人物だったのか。


　あるいは……


「いや。気のせいかもしれん。まずは話を進めてくれ」


　とレイオット。


　テリサは頷うなずいて船着き場らしき部分を指でなぞった。


「現げん況きようは不明ですが、法務局に残っていた登記資料からすれば、桟さん橋ばしはコンクリート補ほ強きようがされているらしいので、まだ問題なく使える可能性は高いとは思います」


「少なくともモールド付けて泳いだり、小こ舟ぶねを漕こいだりする必要は無い訳だ」


　とレイオット。


　ちなみにいくら軽合金や樹じゆ脂しを多用するからといっても、モールドを付けて泳ぐ事は出来ない。どうしてもと言うのならば浮うきでも括くくり付けるしかないだろう。


「予定ではあと四十分後に接岸出来ます。皆みなさんはそれぞれの準備に入ってください」


「…………分かった」


　一同を代表するかの様にアルフレッドが頷いて見せた。
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　子供達は遊ぶ事に夢中だった。


　元々が遊びたい盛さかりである。それが叶かなわぬ時間が永かったからこそ、重い束そく縛ばくから解放された子供達は遊ぶ事にひどく貪どん欲よくだった。


　今の子供達にとって不安や恐きよう怖ふは無む縁えんのものだ。痛みも苦しみも最も早はや過去の想い出の中にしか存在しない。彼かれ等らが遊ぶのを妨さまたげるものはもう殆ど存在しなかった。


　故ゆえに彼等の欲求は留とどまる処ところを知らず、失われた時間を取り戻もどそうとするかの様に彼等は昼も夜も無く様々な遊びに没ぼつ頭とうしていた。


　彼等が最も好んだのは何かを壊こわす事だった。


　子供達は暴れ回った。先まずは目に付くものを手当たり次し第だいに破は壊かいした。岩を割った。樹を裂さいた。壊し潰つぶす対象はいくらでも在った。好きなだけ子供達は破壊する事が出来た。


　しかし……これにはすぐに飽あきた。ものを壊すのは単調でつまらない。


　やがて子供達は自分達自身の身体からだを使って遊ぶ事を覚えた。


　これは結構面おも白しろくて……子供達は随ずい分ぶんと長くこの遊びを楽しんでいた。


　例えば相手の脚あしを潰した。


　例えば相手の腕うでを喰くった。


　例えば相手の腹を裂さいた。


　例えば相手の顔を抉えぐった。


　最初はごく単純な破壊の快感だけが在った。だが慣なれてくると様々な感覚が身体を駆かけ巡めぐり──それらもすぐに快感へと変化した。傷つけても傷つけられても痛みや苦しみは感じない。全く無い。ただ千変万化する快楽だけが在った。得られる感覚の全すべてが悦えつ楽らくへと変化して子供達を狂きよう喜きさせた。子供達は血みどろになりながら互たがいを破壊しまくった。


　しかし……


　この遊びとて永遠ではなかった。


　如い何かなる快楽もやがては慣れる。いつかは飽きる。子供達は立場を入れ替かえ相手を組み替えたが──元々子供達の数は限られていたのですぐに行き詰づまった。自らの身体を引き裂くなどして色々と工く夫ふうを重ねたが、どれも長続きはしなかった。


　つまらない。これはもうつまらない。


　子供達にはお互い以外に新たな玩具おもちやを欲した。


　自分達とは違ちがう反応をする誰だれかが必要だった。痛みにのたうち、恐おそれにおののき、子供達の感覚を大いに楽しませてくれる新しい生いけ贄にえが必要だった。


　例えば──島の中央に建つ館やかたの中に居る者達の様な。


　だがそこに住まう者に手を出す事を子供達は固く禁じられていた。館の周辺に近寄る事さえ禁じられていた。それは自由奔ほん放ぽうに遊び回る子供達にとって唯ゆい一いつ課せられた厳げん重じゆうな『制約』であった。それは唯一であるからこそ強くはっきりと子供達を律した。


　だが……


　それは動物の目の前に大好物を置いて『待て』と命じるのと同じだ。


　子供達は激しい飢うえと渇かわきを感じる様になっていた。目の前に御ご馳ち走そうが在るのに食べられない。目の前に玩具が在るのに遊べない。枷かせを塡はめられた子供達は確かに館に近付く事は無かったが──彼等の中で欲求不満は日増しに増大していった。


　だから……子供達は島の外側から近付いてくるものの存在を感知した時には狂きよう喜きした。


　飢き餓が感かんは感覚を鋭えい敏びん化かする。渇いた者が遥はるか遠くの水音を聞き付ける様に、子供達は新たな刺し激げきを提供してくれるであろう何かに対して、敏びん感かんに反応していた。


　これでまた遊べる。これでまた楽しめる。


　引き裂いて。叩たたき潰して。焼き焦こがして。刻きざみ散ちらして。


　まだかな？　まだかな？　まだかな？


　子供達は……涎よだれを垂らさんばかりに興奮しつつ新しい玩具の接近を待った。
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　人型の空くう隙げきに身を横たえる。


　歯車と発ば条ねと鋼こう管かんが構成する独特の無ぶ骨こつな外がい観かんの真ん中に……異質とも言うべき滑なめらかな線で構成された人体の輪りん郭かく。非人間の極きわみとも言うべき機械的な構造の中心に在ありながら、唐とう突とつに人の形を描えがき出すその空間は、まるで観みる者をそこに塡はめ込こまんと誘さそっているかの様にも見える──中世の拷ごう問もん器き具ぐがそうであった様に。


　カペルテータがレバーを引き下ろす。


　自分で一人で装そう着ちやくする事も無論可能だが──本来はその為ための装置でありレイオットの足あし下もとにはペダルスイッチも付いている──何い時つの頃ころからかモールド装着時の補ほ助じよ作業は彼女の担当となっていた。


　──ばじっ！


　鋭するどい音を立てて開かれていた部品が閉じる。


　それが端たん緒しよとばかりに──発条が弾はじけ歯車が嚙かみ合う音が続けざまに車内に響ひびく。次々と閉じる部品はレイオットの身体からだを鋼こう鉄てつと樹じゆ脂しと皮ひ革かくで出来た黒い鎧よろいの中へと押おし込めて行った。薄うすい殻からの様な形けい状じようの鋼はがねが重ねられ、彼の姿をいびつな──しかしより戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストという機能に特化した姿形へと変えていく。


「ふっ……くっ……」


　全身で部品が嚙み合い、腕が、脚が、腹が、胸が、締しめ付けられていく。だが苦痛ではない。レイオットの骨格と筋肉に合わせて微び調ちよう整せいされた拘こう束そく装そう甲こうは関節は無論、筋肉にも一定の自由度を残している。ただ寝ね間ま着きから制服に着き替がえるかの様な──緩ゆるんだものを型に塡めて引き締める緊きん張ちよう感かんが在った。


　やがて──


「……ふっ」


　全すべての部品を結合させられたタクティカル・モールドは、最後の固定を解とかれて移送用架台キヤリアフレームから滑すべり落ちる。硬かたく重い靴くつ音おとを響ひびかせてレイオットは床ゆかの上に立った。


「──さて」


　モールド・キャリア貨物室内ない壁へきに架けられている様々な武器の中から、レイオットは愛用のスタッフとガイアルトＦＡ─ＭＡＣ／ＪＲＣ〈リバース・ペット〉突撃小銃アサルトライフルを選んで装そう備び。カペルテータが手て渡わたしてくる予備の三十連弾だん倉そう六本を腰よう部ぶ装そう甲こう板ばんの裏に装着し、腰こしのホルスタにはやはりカペルテータから手渡された〈ハードフレア〉を収める。


　ほぼ完全装備である。


　今回は敵の数が分からない為に、持ち出せる武器は一通り持ってきた。〈ホイール・マニアII〉は無論、馴な染じみの機械工ジャック・ローランドが警察の〈サンダー・ボルト〉を無断複製した対魔族用狙そ撃げきライフル──〈ライトニング・ボルト〉も〈ホイール・マニアII〉のフレームに固定してある。〈ライトニング・ボルト〉は言ってみれば密造品なので普ふ段だん持ち出す事は無いが、今回の様な仕事では遠えん慮りよ無なく使えるという事で、ジャックの処ところから借り出してきたのである。


　レイオットは貨物室を出て甲かん板ぱんの上に立った。


「……ふむ」


　視界の隅すみに……黙もく然ねんと佇たたずむ白いモールドが見える。


〈ディアパルゾン〉。


　アルフレッドの使用するタクティカル・モールドだ。


　レイオットが知る限り基本構造や性能は彼の〈スフォルテンド〉と大差ない筈はずなのだが、その形は全体的に威い圧あつ的てきな雰ふん囲い気きが強い。アルフレッドの〈ディアパルゾン〉は対人戦せん闘とうをも考こう慮りよした装備になっているので、対魔族戦専用とも言うべき〈スフォルテンド〉に比べると、違ちがって見えるのは当然かもしれないのだが──そうした皮ひ相そう的てきな部分とはまた違う処で〈スフォルテンド〉と〈ディアパルゾン〉にはそれぞれの『個性』が見える。


　味も素そっ気けも無い代わりに精せい悍かんさが強調されている〈スフォルテンド〉に対して、観る者を不安にさせる様な──その白さとは裏腹に何ど処こか死神を連想させる様な仰ぎよう々ぎようしさが線の一本一本に漂ただよっているのだ。


　レイオットは他人のモールドというとフィリシスの〈フォルテシス〉位しかじっくり眺ながめた経験は無かったが……こうして見るとやはりそれは魔法士ソーサリスト達を人間の──『今のままの』形に留とどめ置く為の鋳い型がたなのだと分かる。同じ様な技術で造られたとしても、そこにはそれぞれの身体と精神の形が如によ実じつに反映されるものなのかもしれない。


「準備はよろしいですか？」


　テリサがそう声を掛かけてくる。


　レイオットは彼女を振ふり返り──そしてモールドの仮面の奥おくで眉まゆを顰ひそめた。


　テリサは動き易やすさを重視した船員と同じ作業着に着替え、肩かたには銃身を切り詰つめた散さん弾だん銃じゆうを吊り帯スリングで提さげていた。レントンＭ８７〈ロード・ブロッカー〉。先台フオアエンドを手動操そう作さするポンプアクション方式──警察が暴徒鎮圧用銃ライアツト・ガンとして採用しているのと同じ型式の銃だ。


　吊り帯や散弾銃の銃床ストツクに巻いた弾帯には予備の散弾が総計十発以上も差し込まれていた。銃本体に装そう塡てんされている散弾も含ふくめれば総計十五発……護身用というには過か剰じような武装ではある。もっとも魔族相手であればこれでもお守り以上の意味は無かろうが。


「まさかあんたも上陸するのか？」


「その積もりです」


　テリサは微び笑しようを浮うかべたまま平然と頷うなずいた。


「素人しろうとの武装は敵のそれよりも始末に悪いんだが」


「一応ジグ・アームズ射撃訓練校シユーテイング・アカデミーの基礎過程ベーシツクコースは受講していますので御安心を」


「……然さ様ようで」


　言ってレイオットは肩を竦すくめる。


　確かにテリサの散弾銃を扱あつかう仕し草ぐさは、それなりに様にはなってはいた。完全な素人は、どうしても武器を持たせると必要以上に肩や脚に力が入るものだが、少なくともテリサにはそういったぎこちなさは見えない。無論──レイオットやアルフレッドといったそれを商売の一部にしている様な玄人くろうととは比べるべくも無いのだが。


「おたくの法務部ってのは一体普段どんな仕事をしてるんだかな」


「法が必要となるのは大たい抵ていが揉もめ事が起きた時ですから」


　とテリサ。


「現在〈グリーグ〉号は岸まで約五百メルトルの距きよ離りで停てい泊はく中ちゆうです。桟さん橋ばし付近に魔族の姿は確かく認にんできません。よろしければこのまま接せつ岸がんしようと思いますが」


「どうぞ。俺の方は一通り準備は済んでる」


　レイオットが言う。


　その時──


「──レイオット」


　カペルテータの声がレイオットの背に触ふれた。


　静せい謐ひつで、感情という濁にごりを殆ほとんど含まない透とう明めいな声を耳にして──そこに含まれる聞き慣れた何かを察さつ知ちして、レイオットは素す早ばやく振り返った。同時に魔ま法ほう増ぞう幅ふく装そう置ちであるスタッフの魔力伝導管をモールド本体と接続する。


　魔族の父と人間の母の間に生まれた少女はモールド・キャリアの中から降りてきた処だった。やはりその表情は淡たん々たんとしていて緊張も焦しよう燥そうも傍はた目めには見えないが──


「魔族か？」


「はい」


　カペルテータが頷く。


　次の瞬しゆん間かん……甲板に恐きよう怖ふで濁にごった叫さけび声が迸ほとばしった。


「──ひいいあああああああああああっ!?」


　船首付近──操そう舵だ室の方からである。


　甲板を蹴けって駆かけ出したのはアルフレッドの方が早かった。


　続けてレイオットも船首の方へと向かう。走りながら彼はスタッフの装桿ボルトを引いた。疑似詠唱端子キヤスターが呪じゆ文もん書式板から基き礎そ級魔法を一回分読み込んで魔法回路を励れい起き。選せん択たく呪文は〈ブラスト〉。基礎的な攻こう撃げき魔法だが破は壊かい力りよくという点では迫はく撃げき砲ほうにも優まさる。


「ああ……あああああーっ……」


　悲鳴が次し第だいに小さくなっていく。


　レイオットとアルフレッドが駆け付けた時には既すでに船員が一人犠ぎ牲せいになっていた。


「───！」


　始めに目に付いたのは……一本の縄なわだった。


　海面から伸のびてきた細長い縄が哀あわれな犠牲者に巻き付いている。


　いや──それはただ巻き付いているだけではなかった。


「あっ……ああ……あ………………」


　船員が萎しぼんでいく。


　比ひ喩ゆでも何でもない。見る間に──まるで風船の空気を抜ぬくかの様に、有り得ない程ほどの速度で彼は瘦やせ衰おとろえていくのだ。レイオット達が見ていたのは僅わずかに二秒余りの事だが……その間に大おお柄がらで筋きん肉にく質しつだった船員は木ミ乃イ伊ラの様に骨と皮のみの状態にまで変化してしまっていた。


　よく見れば巻き付いているのは縄などではなかった。奇き怪かいな紋もん様ように覆おおわれ本来の長さの十倍以上にも達しているものの……それは『腕うで』だった。触しよく手しゆではない。いびつに歪ゆがんではいるものの先せん端たんには指らしき突とつ起きが付ふ随ずいしており、それらが蜘く蛛もの様に広がって船員の首に突つき刺ささっている。恐おそらくそこから血液や骨こつ髄ずい液えきといった体液を──蜘蛛やある種の肉食昆こん虫ちゆうが獲え物ものに対して行うのと同様に──吸い取っているのだろう。


　更さらに──


「うぎ……ぎぎ……ぎききき……」


　べしゃりと音を立てながら船ふな縁べりに新たな腕が掛かかる。


　腕はその表面に刻まれた奇怪な紋様を蠢しゆん動どうさせながら、その根ね本もとに在るものを──異様な形状の本体を甲板の上へと引き上げてきた。


　人間の出で来き損そこない──そんな印象の物体だった。


　その輪りん郭かくは大まかには人型をしている。


　だが詳しよう細さいに見れば、幼児の描えがく落書きの如ごとくその外見は歪ゆがみきっていた。肉の付き方はまるで出で鱈たら目めで右と左の腕や脚あしの太さが違ちがう。右腕はまるで棒の如く均きん等とうな太さを示しており、左足などは太ふと股ももよりも足首の方が太い。形状の狂くるいは骨こつ格かくにまで及およんでおり──関節の位置や角度が、人間本来のそれらと比ひ較かくすると著いちじるしくずれている。


　人間と似ているからこそ、その怪かい物ぶつの身体からだには人間との差が明めい確かくに描き出されていた。


　まして──眼めや鼻や口ともなれば更に異常だった。本来在るべき位置にそれらは無い。本来の大きさですらない。異様に大きな耳が太股に生えている一方で、指先程度の小さな鼻が右肩に三つ並んでいる。口は左右の鎖さ骨こつの間に備そなわっていた。鳩みぞ尾おちの辺りでは虚うつろな単眼モノ・アイが焦しよう点てんの定まらぬ視線を四方八方に飛ばしている。


　無論これは人間ではない。尋じん常じようの生物でもない。


「──これは」


　全体の形や身体を覆おおう模様は、テリサの見せた写真に写っていた怪物のそれによく似ている。だがあの怪物には眼や鼻といった器官は全く備わっていなかった。無論、魔族であるのならば、自分の身体に後から眼だの耳だのを生み出して見せる程度の事は簡単にしてみせるだろうが。


「魔族……!?」


　船員達が悲鳴を上げる。


　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──通称『魔族メレヴエレント』。


　それは魔法を使い過ぎた人間の成れの果てであり、全すべての人権を剝はく奪だつされた上で局きよく地ち災さい害がいとして完全殲せん滅めつされるべき人類の天敵であった。


　それは存在そのものが不ふ条じよう理りであり非常識だ。この悪夢そのままの怪物の前では既き存そんの生物学も物理学も膝ひざを屈くつするしかない。無限に魔法を使い続けて人類社会に死滅と破壊を振り撒まく不死身の怪物──それが魔族だ。


「うぎいいいいいいいいいいいいいいい──っ!!」


　首の付け根に開いた口から魔族の咆ほう吼こうが迸ほとばしる。


　体中の器官と皮ひ膚ふの模も様ようをぞわぞわと蠢うごめかせながら魔族は甲かん板ぱん上に完全に這はい上がると、全てを吸い尽つくされてボロ布の様になった船員を高々と振り上げ、甲板に打ち付けた。


　乾かわききった泥どろ人形の様に、船員の遺い骸がいが甲板上で飛ひ散さんする。


「ひいいいいっ!?」


　他の船員達が数秒前まで同どう僚りようだったものの破は片へんを浴あびて悲鳴を上げた。


　その上に塗ぬり重かさねる様にして──


　銃じゆう声せい。


「うぎ……ぎぎっ!?」


　ぽつんと魔族の頭部──だろう恐らくは──に孔あなが空あく。


　次の瞬しゆん間かん、孔からは栓せんを全開にした水道の様に魔族の血液が迸った。


「うききききぎぎぎぎぎぎっ!?」


　魔族が激しく模様を動かしながら悲鳴とも嬌きよう声せいともつかない声を迸らせる。がくんがくんと首を振り、己おのれの体液を撒まき散らしながら、魔族は甲板の上で脚あしを踊おどる様に踏ふみ鳴らした。痛がっているのか──あるいは喜んでいるのか。この異常な怪物に関してはそれさえ定かではなかった。


　銃撃の主ぬしは──アルフレッドである。


　白いモールドの上からコートを帯びた彼は、独特の──まるで拳けん銃じゆうの大きさにまで切り詰つめられた突撃小銃アサルトライフルの様な形状のマーセルＭ７２Ｒ機関拳銃マシン・ピストルを構えて立っている。


「ぎいいいいいい──ききききっ……き……ぼ……ぼく……ぼくと……あそ…………あそぼ……ぼ……ぼぼぼぼ……おぼおおおおおおおお！」


　魔族の体液の噴ふん出しゆつが停止する。


　同時に銃じゆう弾だんの射入口は綺き麗れいさっぱりと消しよう滅めつしていた。


　人間ならば即そく死ししていてもおかしくはない銃じゆう創そうであった筈はずだが──魔族の脳組織を一撃で破は壊かいしきる事は出来なかった様だ。マーセルＭ７２Ｒの使用する三〇口こう径けいカービン弾は貫かん通つう力りよくには優すぐれる反面、ストッピング・パワーと呼ばれる対物破壊力には劣おとる。高速で撃うち出された小口径の弾丸が、対象を充じゆう分ぶんに破壊する前にそのまま真まっ直すぐすっぽ抜ぬけてしまうからである。


　しかし──


「…………くくっ」


　喉のどの奥おくで楽しげに嗤わらうとアルフレッドが左手を閃ひらめかせる。


　次の瞬間、彼の左手には、右手とほぼ同じ──ただし左右の形状は鏡に映したかの様に全く逆の──マーセルＭ７２Ｒ機関拳銃が握にぎられていた。


　更さらにアルフレッドの銃を握る両手の親指がそれぞれ動いて側面に付いた射撃モード選せん択たくスイッチを『連れん射しや』に設定。


　二丁の機関拳銃が長々と吼ほえた。


　機関拳銃の名の通り──機関銃の如ごとき完全自動射撃は、秒間七発の弾丸を目標に送り込む。しかもそれが二丁。瞬間的に十発近い弾丸が魔族の顔に襲おそい掛かかった。


　だが。


「あそおおおおおおおおおおっ！」


　魔族の叫びが不ふ可か視しの力を虚こ空くうに満たす。


　音速の二倍近い速度で突とつ進しんしていた弾だん丸がんは、数発が胴どう体たい球面に着弾。しかし残りの弾丸は唐とう突とつに運動エネルギーを失って空中に停止──次の瞬間一いつ斉せいに落下し、ばらばらと音を立てて甲板の上に跳はねた。


「…………」


　アルフレッドは両手を交差させる様にして両手の機関拳銃を操そう作さ。弾だん倉そう交こう換かんボタンを押おして弾倉を排はい出しゆつ。流れる様な動作で太ふと股ももの辺りへとボルト・オープン状態の機関拳銃を握る拳こぶしを叩たたき付ける。


　太股を覆おおう白い装そう甲こうの一部が左右同時に跳はね開き、そこから予備の──それも二十連弾倉が顔を出す。アルフレッドはそれに銃本体を差し込む様にして再さい装そう塡てん。再び銃口が前方を向いた際には、もうボルトは閉じられていた。


　その間──わずかに二秒弱。


「…………レイオット・スタインバーグ」


　アルフレッドは再び銃撃を開始しながら言った。ただし今度は一気に撃うつのではなく、時間を稼かせいでいるのか二連射ダブルタツプを繰くり返している。


「何をしている。さっさと魔法を撃て」


「先に自分が手を付けたんなら、自分で全部処理しろよ」


　言いながらもレイオットは無音詠唱ダムキヤスト済ずみのスタッフを魔族に向けた。


「──イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイス。


　自らの意志を物理現象として示すこの行動を突破口として、虚きよ数すう界かい面めんに在った魔力回路は現実事象に接続される。現実化した魔力回路は事象界面に干かん渉しようし超常現象を──即すなわち魔法を発動させるのだ。


　爆ばく音おん。


　魔族のやや前方で炸さく裂れつした爆発は衝しよう撃げきで船ふな縁べりの一部を歪ゆがめながらも魔族を空中に跳はね上げ、その半分──前面を削そぎ落とす様に吹ふき飛ばしていた。


「あそそそそそそそそそそおっ!!」


　叫さけびながら空中で回転する魔族。


　表ひよう層そう組そ織しきを爆発で抉えぐり取られ、半なかば露ろ出しゆつした脳のう組織に機関拳銃マシン・ピストルのカービン弾が続けざまに六発着弾。次の瞬間、魔族の脳は内ない圧あつの高まりと共に体液を迸ほとばしらせながら爆はぜ割われた。


〈ブラスト〉の魔力を編み込んだ爆ばく裂れつによって、魔族は肉体と同時に魔法の絶対防衛圏けんまでその半分を吹っ飛ばされていた。修復は迅じん速そくに行われる筈であったが──破壊から魔力圏の再構築までのごくごく短い一瞬をアルフレッドは見み逃のがさなかったのである。


　肉片と体液をばら撒まきつつ魔族は海に落下。


　一瞬遅おくれて──想おもい出したかの様に高々と水柱が立った。


「等級はそう高くない様だが──」


　レイオットは呟つぶやく。


　魔族は早ければ数時間で等級が上じよう昇しようする。無論これには個体差が在あるので全すべてが最終形態たる〈魔王ルシフエル〉級になるとは限らないのだが、今の個体は最下級の〈男爵バロネージ〉級程度の魔力しか放散していなかった様だ。


　では今の魔族は生まれたてなのか？


　それとも──


「レイオット。まだです」


　カペルテータが彼の側そばに歩み寄りながら言った。


　反射的に彼女を振ふり返り──


「…………こりゃ参ったな」


　他た人にん事ごとの様な口く調ちようで呟くレイオット。


　特に打ち合わせた訳でも望んだ訳でもないのだが、背中合わせの体勢で──その間にテリサやカペルテータ、そして近くに居た船員二名を挟はさんでレイオットとアルフレッドはスタッフを構えた。


　船縁のあちこちに、海水を滴したたらせながら先さき程ほどの魔族のものとよく似た腕うでが次々と掛けられる。それも一本や二本ではない。ぐるりと甲かん板ぱんを取り囲む様にして二十本以上の奇き怪かいな腕が船縁を摑つかみ──その下に在る本体を引き上げようとしている。


　船が悲鳴を上げるかの様に軋きしんだ。


　恐おそらく少し離はなれた場所から見れば〈グリーグ〉号は蟻ありの群れにたかられる角砂糖の様よう相そうを呈ていしている筈だ。


　そして──


「ア……ソ。アそソ……アそ……」


「あソぼウ……ぼぼぼウボう……」


「……アそボウ……あソぼう……」


「……アソボ……アソボウヨ……」


「アそボウよ……アソボうよ……」


「アソボウ……アソボウおう……」


　異教の祈いのりの如ごとく繰り返される言葉。


　幾いくつもの異い形ぎようが甲板へと這はい上がりつつある。魔力計は狂くるったかの様に針を左右に往復させており、〈グリーグ〉号を取り囲む魔力が尋じん常じようでない事を示していた。


　たとえ魔族が全て最下級の〈男爵級〉ばかりだとしても……これは少々危機的な状じよう況きようである。船の上ではろくに身動きがとれないし、何よりも下へ手たに魔法を使って船そのものを破壊してしまえば、レイオット達は海の藻も屑くずとなるしかない。当然この状況で悠ゆう長ちように救命艇ていを降ろしている暇ひまは無かった。


「……どうするよ。これ」


　近付いて来る怪物の群れを見み渡わたしながら……レイオットがうんざりした口調で言った。
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　扉とびらを開くと──すがる様な瞳ひとみが彼を出で迎むかえた。


「……せんせ……い……」


　掠かすれた声が彼を呼ぶ。


　暴力的な程に白く清せい潔けつな部屋の真ん中に、ベッドと幾いくつかの医い療りよう器き具ぐが置かれている。他には何も無い。弱り切った患かん者じやを感かん染せん症しようから護まもる為ためには可能な限り清潔な室内を──つまりは簡易に消毒が可能な環かん境きようを整えておかねばならない。気を紛まぎらわせるものが何も無いこの部屋に閉じ込められる患者達は哀あわれだが──同時に、だからこそ此こ処こは精神を集中するのには適てきした環境とも言えた。


　ベッドの上には一人の少女が横たわっている。


　愛らしい少女──だったのだろう。かつては。


　だが瘦やせ衰おとろえて骨格そのものの形が如によ実じつに浮うき出た顔の輪りん郭かくや、瑞みず々みずしさを失い乾かわいた泥どろの様になった肌はだは、既すでに健康だった頃ころの面おも影かげなど微み塵じんも残っていない。一いつ瞬しゆん老ろう婆ばにさえ見える様な姿だが、彼が得た資料が正しければこの少女は未まだ十歳さいだった。


「……せん……せい……」


　少女がひび割れた唇くちびるで言葉を紡つむぐ。


　彼を見るのは疑う事を知らない幼子の眼まな差ざしである。彼を呼ぶ声にも必死の懇こん願がんと共に深い信しん頼らいの色が見て取れる。間近に迫せまる死を感じつつも、眼前の大人がそれを遠ざけてくれるに違ちがいない──そう信じて疑わない子供の眼めだった。


「アニタ。良い子にしてたかね？」


　彼は優やさしく声を掛かける。


「……うん……」


　少女は頷うなずく。


　ただその動作だけでもぽっきりと折れてしまいそうな位に瘦せた首筋が、見るからに痛々しい。恐おそらくほんの少しの動作でも地じ獄ごくの苦しみを伴ともなうであろうに、少女は健けな気げに頷いて見せたのだ。


「今日はいいものを持ってきたんだよ」


「…………？」


『いいもの』──視線でその意味を問う少女。


　彼は携たずさえていた筒つつの中から一枚の──映画館の壁かべに貼はられているポスターの様な大きさの紙を取り出した。彼は少女のベッドから見て正面の壁かべにそれを両面テープで貼り付ける。


　それは奇き妙みような内容だった。


　恐らく少女にとっては意味不明の代しろ物ものだろう。


　下か端たんに記しるされた小さな文字列も意味不明ならば、黒地に白い線で描えがかれた複雑かつ不可思議な幾き何か学がく模も様ようも何を示しているのか理解出来ないに違いない。抽ちゆう象しよう画がの一種の様にも見えるが──まるである種の回かい路ろ図ずに似て、そこには何か厳げん然ぜんたる理論によって構こう築ちくされているかの様なある種の『硬かたさ』が見て取れた。


「…………？」


「これはね──アニタ」


　彼は微び笑しようを絶たやさず病びよう床しようの少女を振ふり返った。


「君を元気にしてくれる素す敵てきなおまじないなんだよ」


「……おまじ……ない……？」


「そうとも。だがどんな事でも頑がん張ばらないとうまくいかないものだよ。だからアニタ。君はこれからこのおまじないを覚えるんだ」


「おぼえ……る……？」


「そうだよ。これを頭の中にいつでも描き出せる様に隅すみから隅まで覚えるんだ」


　彼は少女の腕うでに繫つながっている点てん滴てきの管を手に取ると、分ぶん岐き金かな具ぐにもう一本管を繫ぐ。ポケットから取り出した新たな──既に繫がれている栄えい養よう剤ざいの袋ふくろとは別のラベルが貼られたものを取り出すと、彼は分岐された管をその点滴袋の下端に繫いで同じ様に吊つり下げる。


　こちらは栄養剤ではない。生理食塩水にある種の薬剤を混ぜたものだ。


「よく覚えられる様にお薬を追加しよう」


「……はい……」


　少女は何の疑ぎ念ねんを示す事も無く、素す直なおに頷いた。


「よくあの絵を覚えるんだ……アニタ。きちんと端はしから端まで。もし描きなさいと言われたら、あの絵を見ないでも全く同じものがすらすらと描ける位に覚えなさい。そうすれば君は元気になれる」


「……ほん……とうに……？」


「ああ。本当だとも」


　彼は微笑ほほえんで少女の頭を撫なでる。


「……ごはん……たべられるように……なる……？」


「ああ。ケーキだってワッフルだって食べられる様になるよ」


「……おそと……に……でれる……？」


「出られるとも。走る事だって出来る様になる」


「……ほん……とうに……？」


「本当だ。先生は噓うそはつかないよ」


　彼は言って頷いてみせる。


　そうだ。彼が患者に噓をつく事は無い。彼は正しい事をしているのだから──していると信じているのだから、そもそも噓などつく必要は無いのだ。だから患者達の真まっ直すぐな瞳ひとみに動じる事も無い。罪ざい悪あく感かんを感じる事も無い。


　そう。彼は噓をつかない。


　ただし……全すべてを語る訳わけでも無かったが。


「……がんばる……」


「そうか。良い子だアニタは」


　彼は労いたわりを込めた笑顔を浮うかべてもう一度少女の頭を撫でると、病室を出た。


　恐らくあの少女は必死になってあの絵の図ず柄がらを覚えるだろう。病に苦しむ者は何にも増して健康を欲する。根が単純な子供なら尚なお更さらだ。もう一度立って歩けるとなれば少女はどんな努力でも厭いとわない筈はずだった。


　ましてあの部屋には窓さえ無い。少女の無ぶ聊りようを慰なぐさめるものは、その複ふく雑ざつ怪かい奇きな絵だけである。彼女はきっと普ふ通つうの人間には及およびもつかない様な集中力で、あの絵を脳のう裏りに刻み込むに違いない。元々が頭の良い子なのだ。記き憶おく力りよくも理解力も充じゆう分ぶんにある。あんな病気に罹かからなければ、学校でも良い成績を修おさめて高い学歴を身に付けていただろう。


　だから……


「君ならば元気になれるよ……きっとね」


　彼は呟つぶやくとパイプを取り出して銜くわえる。


　ただし中身は空からだ。彼はもう煙草たばこは吸わない。酒も飲まない。常に醒さめない悪夢の中に居る彼にとっては、酒類も煙草も意味が無い。必要も無い。だからこれはふとした事で出てくる癖くせであり、単なる習慣でしかない。


「さて……」


　呟くと彼は長い廊ろう下かを歩き始める。


　だが──


「──先生」


　鈴すずの音ねの様に愛らしく──しかし何ど処こか根深い憂うれいを含ふくんだ声が彼を呼ぶ。


　振り返ればそこに黒こく衣いの少女が立っていた。


「どうしたね？　ルチエラ」


「先日の一件以来……子供達の暴走が最近増えています」


　少女は溜ため息いきの様な口調で言った。


「原因は依い然ぜん不明のままです。私の言うことを聞かない子が──私が誰だれかも分からない子が増えてきました。先さき程ほどもリチャードとカレン……それにテオが私に襲おそい掛かかってきた為ために、やむなく『処理』しました」


「ふむ……」


　彼はパイプを手にして首を傾かしげる。


「何が足りないのか……何が間ま違ちがっているのか……？　やはり遺伝的要素か？　否いな──それならば源流魔法使ルート・ソーサリアン達の存在が説明できない……」


　決して楽な道ではないとは思っていたが──それでも彼の見通しは未まだ甘あまかった様だ。


「何が足りない……？　何が……」


　もう少しで研究は一つの完成を見る筈だ。それは勘かんで分かる。


　あと少しなのだ。何かが足りない。ほんの些さ細さいな何か。小さなきっかけ。そう。きっかけだ。何か小さなきっかけさえあれば彼の研究は──そして彼の夢は現実の手が届く距きよ離りにまで引き寄せる事が出来る筈なのだ。きっかけ。何か足りないもの。何か見落としているもの。何か。何か。


　ぶつぶつと呟きながら思考を転ころがす。


　そんな彼の側そばに黒衣の少女は歩み寄って来て言った。


「先生。しばらくは『儀ぎ式しき』を中止した方が──」


「いや。それは駄だ目めだ」


　思考を中断して彼は首を振った。


「アニタはもう限界だろう。彼女も少しでも可能性が在るのならば彼女の『儀式』を止やめる訳にはいかない。このまま病死などされては、ここまで生かしておいた意味が無いではないか」


「…………」


　少女がうなだれる。


　ふと──彼は疑問に思った。


　彼女がこんな顔をする様になったのは……いつの頃ころからか。


　彼の目指すものについては少女も知っている。理解し、納なつ得とくし、更さらには賛さん同どうしたからこそ彼女は此こ処こに居る。当然の事だ。彼の夢は素す晴ばらしいものだ。実現した日には万民が彼を褒ほめ称たたえるだろう。もっとも地位や名声を望んで彼はこの研究を続けている訳ではないが。


　成果は少しずつだが上がっている。


　誰もが一度は夢む想そうし──しかし諦あきらめざるを得なかった遥はるかな理想に、今は彼は手を掛けようとしていた。それはもう無む限げん遠えんの彼方かなたに揺ゆらめく蜃しん気き楼ろうではない。今は未だ終わりは見えずとも、あと少し手を伸のばせば現実に手の届く場所に在ある──彼はそう確信していた。


　なのにどうしてこの少女は素す直なおに喜んでくれないのだろう？


　それどころかまるで彼が間違っているかの様に意見してくる。


　少女の忠ちゆう誠せいを疑う気持ちは無いが……だからこそ彼は心底から不思議であった。


「ルチエラ」


　彼は優やさしく名を呼んで黒衣の少女の頰ほおに手を伸ばす。


　その時……


「なんだ……？」


　遠えん雷らいの様な音が微かすかに彼かれ等らの耳に触ふれた。


　何かが爆ばく発はつする音──それも魔法によるものだ。魔法はその発動時に周囲の物理法則にも一部干かん渉しようする為、音の伝わり方が火薬のそれとは微び妙みように異ことなる。聞き慣れた者にしか聞き分ける事は出来ないが……


「また子供達が暴れているのか？」


「桟さん橋ばしの方ですね」


　壁かべを見み透すかして遥かな遠くを直接見ているかの様に──黒衣の少女が振り返って言った。
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　船はそう長く保もちそうになかった。


　そもそも魔族達の魔法をもってすれば、一いつ瞬しゆんで船体を引き裂さく事も不可能ではない。まだ〈グリーグ〉号が海上に浮うかんでいられるのは、魔族達が船よりも人間を破は壊かいするのに気を取られているというだけの理由だった。


　船せん尾びの方に居た船員達は直ただちに犠ぎ牲せいとなった。


　船員の生き残りはレイオット達の側そばに居た二名のみである。だが屈くつ強きような海の男達も狂きよう気きの怪かい物ぶつには為なす術すべも無く脅おびえるしかなかった。無理もない。これは勇気や胆たん力りよくなどでどうにか出来る相手ではない。実際に魔族を目の前にした者ならば誰だれもが納なつ得とくするだろう──これの前に出れば、たとえ失しつ禁きんしても恥はじではない。魔族とは人間にとって恐きよう怖ふと絶望そのものだ。これに挑いどもうとするのは蛙かえるが蛇へびに打ち勝とうとする様なものだと。


　もっとも──


「さてどうするよ──アル坊ぼうや？」


　レイオット・スタインバーグにとって恐怖も絶望も慣なれ親しんだものだった。


　正常と言い異常と言うのならば……レイオットやアルフレッドといった戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達は明らかに異常だ。それは言ってみれば蛇を喰くらう蛙である。一いつ般ぱん常識の埒らち外がいに在るという意味ではレイオット達も魔族と大差無い。


「……魔法で一体ずつ駆く除じよするのは……得とく策さくではないな」


　アルフレッドが〈デフィレイド〉を維い持じしながら言った。


　現在──レイオット達が魔族の餌え食じきにならずに済んでいるのはレイオットとアルフレッドが揃そろって維持している防ぼう御ぎよ系けい魔法──正しくは遮しや蔽へい力りき場ば構こう築ちく魔ま法ほう〈デフィレイド〉のお陰かげである。元々アルマデウス軍が記き述じゆつ開発したこの魔法は、砲ほう弾だんを防ぐ為のものであり、半透とう明めいの力場によって衝しよう撃げきや火か炎えんから魔法士を防御する事が出来る。


　もっとも……この魔法は長時間維持する事は出来ない。


　せいぜいが三十秒程度である。また……これを盾たての様に翳かざしてレイオット達は魔族の接近や攻こう撃げきを阻はばんでいる訳だが、多少の変形は可能にしても〈デフィレイド〉の遮蔽力場はあくまで平面的な『盾』であって、綺き麗れいに対象を覆おおい尽つくす『殻から』ではない。二人の維持する〈デフィレイド〉の隙すき間まに魔族達が気付いて殺さつ到とうされれば、もう防ぎようが無かった。


　魔族は半数がレイオット達を取り囲み、残り半数が船の上の設備を手当たり次し第だいに破壊している。甲かん板ぱんの上を荒あれ狂くるう電光と火炎と鮮せん血けつ。何ど処こかで何かが燃えているらしく、発生した煙けむりのせいで視界すら満足に確かく保ほできない有様だった。


「拘束度デユラビツトの問題も在るが……足場の限られた甲板上では一体ずつ破壊している間に他の個体に捕つかまる……」


「だからって下へ手たに破壊力のでかい魔法を使えば、溺おぼれ死ぬだけだぞ」


　例えば〈マキシ・ブラスト〉の様な力場による制御を併へい用ようした魔法なら、ある程度周囲への被ひ害がいを抑おさえる事は出来る。だが〈マキシ・ブラスト〉は敵が『自分の前方に固まっている』状態の際に破壊力の方向性を揃そろえてぶつけるだけの事だ。今の様に囲まれている場合は使えない。また船に被害を及およぼさずに魔族だけを駆く除じよ出で来きる程ほど、細かい制御が出来る訳でもない。


　下手に船を破壊すれば、魔族に殺されるまでもなく溺でき死しするだけだ。いくらレイオット達でもモールドを着たまま泳ぐ訳にはいかない。


「……そうだな」


　アルフレッドは『それがどうした』と言わんばかりの口調である。


　もっともレイオットも、いざとなれば破壊力の大きな魔法で船ごと吹ふっ飛ばす積もりである。そうすればモールドを着込んだ自分やアルフレッドはともかく、カペルテータやテリサ、船員達だけでも逃にがす事は出来るかもしれないからだ。


　しかし──


「ならば船を壊こわさない程度の……破壊力の小さな魔法で殲せん滅めつすれば良い」


「矛む盾じゆんしてるだろうがよ。何か案でもあるのか？」


「……いや。無い」


　あっさりとアルフレッドは言った。


「頼たよりになるな、アル坊や………………いや。待てよ」


　レイオットはふと思い付いて周囲を見み渡わたした。


　狭せまい船上。魔族に囲まれた状態。


　だからこそ──


「アル坊や。〈ジャミング〉は装そう備びしているか？」


「〈ジャミング〉……？」


　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうな口調でアルフレッドは問い返してきた。


〈ジャミング〉とは魔法を阻そ害がいする魔法だ。基本的な魔法の一つで──相手の魔法に組み入って融ゆう合ごう同どう化かする事で相手の魔法に干かん渉しようし、効果の発生を阻害する。言ってみれば一つの曲として組み上げられている音楽に雑音を加えて妨ぼう害がいする様なものである。


　無論、これをしている間はレイオット達も他の魔法は使えない訳だが──


「……なるほど。分かった」


　性格に問題は在るものの、さすがは名だたる戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──すぐにレイオットの意い図とを理解したらしい。アルフレッドはスタッフの呪文書式選択器スペルタグ・セレクターを操そう作さ、〈ジャミング〉を選せん択たくした。


　レイオットも〈ジャミング〉を選択して無音詠唱ダムキヤスト。


「零ゼロ距きよ離りで放射状にかけるぞ。船せん尾び側がわは任まかせる」


「分かった……」


「それと──」


　レイオットは生き残りの船員に尋たずねた。


「船を動かせるか？」


「……え？」


　船員達が眼めを瞬まばたかせて聞き返す。


「操そう舵だ室に入れば船は動かせるか？」


「あ？　え？……ああ……？」


「いいから動かせるかどうか聞いてるんだよ！」


　怒ど鳴なるレイオット。


　悲鳴とも嗚お咽えつともつかない声を漏もらしていた船員達も、理性に裏打ちされたレイオットの叫さけび声に顔を叩たたかれて、少しは恐きよう怖ふが和やわらいだのだろう。揃そろって表情を引き締しめると頷うなずいて見せた。


「あ……ああ……た、多分。複雑な操船は無理だろうが……」


「エンジンはまだ動いているみたいだから……」


「──よし」


　レイオットは頷うなずくと船員達を見回して言った。


「俺達が魔族を引きつけて時間を稼かせぐ。その間に船を動かして船着き場に付けろ。ぶつけてもいい。何をするにしても船の上じゃ使える手が半はん減げんする」


「……あ……わ……分かった」


　頷く船員達。


　問題の船着き場は視認できる距きよ離りに在る。直線距離にすれば五百メルトル余りか。モールドを着たままでは──たとえモールドを除じよ装そうして泳いだとしても魔族に追われながらでは絶望的な距離だが、船さえ動けば三分とかからない距離でもある。


　何とか接岸さえ出来ればモールド・キャリアを動かして逃にげる事も出来る。


　だがもしこの場は助かったとしても、モールド・キャリアが武装や装備一式ごと沈しずんでしまえば、レイオット達にやはり未来は無い。是ぜが非ひでもこの〈グリーグ〉号を接岸させる必要が在あった。


「……やるぞ」


　アルフレッドが言う。


「銃じゆうを構えろ……テリサ・フィデリオ」


「……え？」


「いいから」


　レイオットが言ってテリサの散さん弾だん銃じゆうを左手で叩く。


「合図をしたらとにかく魔族に向けてぶっ放せ」


「分かりました」


　テリサが頷く。さすがに笑え顔がおは若じやつ干かん引きつり気ぎ味みだが、魔族メレヴエレントを前にしても未まだ何とか理性的な受け答えが出来る精神力は称しよう賛さんしても良いだろう。


　そして──


『──イグジスト!!』


　レイオットとアルフレッドの撃発音声トリガーヴオイスがほぼ同時に甲板上に鳴り響ひびいた。


　同時にそれまで効果を発揮していた〈デフィレイド〉が消しよう滅めつ。


　魔族達はレイオット達に向けて殺さつ到とうしようと──


『…………!?』


　魔族達が身を震ふるわせる。


　恐おそらく魔族達は、自身の身体からだにある種の変調を覚えているだろう。


　魔族は人間よりも更さらに魔法に特化した生物だ。その肉体維い持じの一部──あるいは全部に魔法を使う。だからこそ生物学の常識を嘲ちよう笑しようするかの様な出で鱈たら目めな形態で、生物として存在する事も可能なのだ。


　だが逆に言えば……魔法が阻そ害がいされた場合、魔族は肉体維持にも支し障しようをきたす事になる。それだけで死ぬ程ほど、魔族は脆ぜい弱じやくではないが……大たい抵ていの魔族は動きが鈍にぶり、銃じゆう弾だんを止め傷を修復する魔力圏ドメインにも乱みだれが生じる。魔族の不死身を支える能力が一時的に半減するのだ。


　つまり──


「撃うて！」


　レイオットの叫びと同時に三挺ちようの銃が火を噴ふいた。


　レイオットの〈リバース・ペット〉。テリサの〈ロード・ブロッカー〉。そしてアルフレッドの機関拳銃マシン・ピストルである。三挺の銃はそれぞれ手近な魔族に向けて雨の様に銃弾を浴あびせかけた。


『おぼぼぼぼぼおっ!?』


　魔族達が吼ほえる。


　魔力圏が乱れているので銃弾を無効化出来ないばかりか、肉体の修復にも手間取っているのだ。異い形ぎようの身体に次々と焼けた鉛なまりが突つき刺ささり、魔族達は大量の血を撒まき散らして甲かん板ぱんの上を踊おどった。


「行け！」


「お……おう！」


　レイオットの叫びと同時に船員達が操舵室に向かって走り出す。


　更に魔族を引きつけるべく弾だん幕まくを張るレイオット達。


　魔族の魔力圏が乱れているとはいえ、個体に焦しよう点てんを合わせた〈ジャミング〉ではないので、どうしても銃弾を乱射しただけでは魔族を確実に仕留める事は出来ない。そもそも人間でさえ急所に当たらなければ即そく死しはしないし、命めい中ちゆうしても骨や筋肉の付き方によっては銃弾が体内で逸それてしまう場合も在る。強きよう靭じんかつ常識外れの肉体構造を持つ魔族ならば、尚なお更さらに銃弾での殺さつ傷しようは難むずかしい。


　それでも──十体の内、二体の魔族が脳のうを損そん傷しようしたのか、甲板の上に倒たおれ伏ふした。


　同時に船がゆっくりとではあるが動き始める。


　船員達が操舵室にたどり着いたのであろう。


　だが──


「ひいいいいいいいいっ!?」


　操舵室の方から船員達の悲鳴が響ひびく。


　振ふり返ると──魔族の一体が操舵室の窓に取り付いているのが見えた。どうやらレイオット達が視し認にんしていた十体以外にも船に取り付いていた魔族が居たらしい。


「ちっ──」


　弾たまの切れた〈リバース・ペット〉を投げ捨てるとレイオットはスタッフをそちらに振り向け、素す早ばやい手つきで呪じゆ文もん書式を選せん択たく。更に無音詠唱ダムキヤスト。


　操舵室へ向けて走るレイオット。その後を追い──〈リバース・ペット〉を拾って抱だきかかえるカペルテータも船首の方へと移動する。


「──イグジストッ！」


　至し近きん距きよ離りで撃ち込まれた〈アサルト〉により、魔族は操舵室から引き剝はがされ、後方へと吹ふっ飛びながら爆ばく裂れつ。衝しよう撃げきの余よ波はで操舵室の窓も粉こな々ごなに吹っ飛んだが、今更そんな事を気にしている場合ではないだろう。


　レイオットは船員の安全を確かく認にんしようと中を覗のぞき込み──眉まゆをひそめる。


　操そう舵だ輪りんからぶら下がっている手首のみが、原型を留とどめていた。他の部分はべっとりとした生なま臭ぐさい塗と料りようとなって操舵室の壁かべ一面を紅くれないに塗ぬり込めている。さすがに二人分ともなると半はん端ぱではない。こうした現場には慣れている筈はずのレイオットでさえ、思わず噎むせそうな濃こい血けつ臭しゆうが操舵室に充じゆう満まんしていた。


　船は──加速し続けている。


　真まっ直すぐ桟さん橋ばしに向けて進んでいるのは良いが──停とめる方法が分からない。また速度を緩ゆるめている余よ裕ゆうも無い。このままでは船は桟橋に激げき突とつするだろう。


　コンクリートの護岸が近付いてくる。


「後部へ戻もどるぞ！」


　カペルテータを振り返ってそう叫ぶ。


　そこへ──横手から魔族が襲おそい掛かかってきた。


　伸しん縮しゆく自じ在ざいの腕うでがカペルテータに伸のびる。だが〈リバース・ペット〉を抱かかえたままの彼女は到とう底てい避よけられる体勢に無かった。


「───！」


　レイオットの背中を悪お寒かんが駆かけ上がる。


　船員はわずか二秒で木ミ乃イ伊ラになった。あの手に摑つかまれれば小こ柄がらなカペルテータなどひとたまりもないだろう。この瞬しゆん間かん──レイオットの脳のう裏りにはあの船員と同様、ボロ布の様に萎しおれたカペルテータの姿が嫌いやらしい程の生々しさで描えがき出されていた。


　咄とつ嗟さに無音詠唱ダムキヤスト──


「──イグジスト！」


　──間かん髪はつ入れずに撃発音声トリガーヴオイス。


　至近距離で──それこそスタッフが触ふれる程の間合いで炸さく裂れつする〈アサルト〉の衝撃波。


　魔族は上半身を吹っ飛ばされ、勢い余あまって甲板の上を滑すべっていく。


　だが──咄とつ嗟さの事とはいえ今の一撃は明らかにレイオットの失ミ策スだった。魔族を倒す事は出来たが、同時に至近距離で発動した〈アサルト〉の余波を受けてレイオットとカペルテータも固い甲板の上に叩たたき付けられていたのだ。


「くっ──」


　痛みを堪こらえレイオットは即そく座ざに起き上がるが……しかしカペルテータは強く身体からだを打ったのか、起き上がってこない。


「カペル!?」


　恐きよう怖ふとも焦しよう燥そうともつかない様な──まるで全身の毛が逆さか立だつ様な寒々しい感覚がレイオットの身体を這はう。硬かたいモールドに護まもられているレイオットですら一瞬、息が詰つまる程ほどの痛みを覚えたのだ。何の防ぼう御ぎよも無いままに甲板に叩き付けられたカペルテータが骨折や内ない臓ぞう破は裂れつを起こしていても不思議ではない。


　しかし──


「大だい丈じよう夫ぶ……です」


　苦しげだがしっかりした声が返ってくる。だがそれでも身動きはできない様だった。


　長々と安あん堵どの溜ため息いきをつきつつレイオットはカペルテータの身体を抱え上げると、船せん尾びの方向へ向かって走り出した。


「レイオット……」


「黙だまってろ！」


　叫さけびながらレイオットはモールド・キャリアに駆け寄った。


　振ふり返ると──コンクリートで護岸された船着き場が急速に近付いてくる。船は方向を逸それる事無く、真っ直ぐに桟橋へと向かっているのだ。距離にして後五十メルトルといった処ところか。


　死んだ船員達に感謝しつつ、ちらりと視線を飛ばすとアルフレッドとテリサは、もうアルフレッドのモールド・キャリアに乗っている様だった。近付こうとする魔族を機関拳銃マシン・ピストルと散さん弾だん銃じゆうが牽けん制せいしている。


　桟橋までの距離残り四十メルトル。三十メルトル。二十メルトル──


　その時。


「───!!」


　不意にエンジンの音が変わる。


　うねる様に連つらなって響ひびいていた音が、突とつ如じよ咳せき込む様な断だん続ぞく的てきなものに変わる。レイオットがその意味に思い至いたる間も許さず、エンジンからの音は急激に耳障ざわりな甲かん高だかさを増していき、そして──


　轟ごう音おん。


　レイオットは思わず船尾方向を振り返った。


　船体後半──真下にエンジンが在あった辺りの甲板が大きくめくれ上がり、そこから煙けむりと炎ほのお、そしていびつな人型の影かげが這い出てくる。どうやら機関室に入り込んだ一体がとうとうエンジンを破は壊かいしてしまったらしい。


　だが充じゆう分ぶんに勢いの乗っている〈グリーグ号〉は止まらない。


「危ない！」


　テリサの叫び。


　めくれあがって傾けい斜しやのついた甲板を、衝しよう撃げきで車止めの外はずれたらしいレイオットのモールド・キャリアが滑すべる。ブレーキは掛かけてある筈はずだが、血と海水で甲板が滑り易やすくなっている上に、爆ばく発はつの衝撃で勢いがついてしまったのだ。


　のしかかる様に迫せまってくるモールド・キャリア。


　このままでは愛車に轢ひき潰つぶされてしまう。もう船の損そん壊かいを気にしている場合でもないだろう。レイオットは素す早ばやくスタッフの先せん端たんを甲板に向けて──


「イグジスト！」


　爆ばく裂れつの衝撃波が一瞬モールド・キャリアを押おし戻す。


　同時にめくれ上がった甲板に車体の端はしが引っ掛かってモールド・キャリアは止まった。


「……衝撃に備そなえろ！」


　カペルテータを助手席に押し込みながら叫ぶ。


　船着き場まであと十メルトル。


〈グリーグ号〉の速度は緩ゆるまない。


　接岸まであと五メルトル。四メルトル。三メルトル。


「……まずい」


　レイオットはモールド・キャリアのエンジンをかけながら──風に漂ただようガソリンの匂においを嗅かいだ。恐おそらくエンジンと同時に燃料タンクが破は損そんしたのだろう。下手に引火すれば更さらにもう一度──それも一ひと際きわ大きな爆発が発生して船体そのものが吹ふっ飛ぶ可能性が在る。


　船が接岸する。


　だが──止まらない。


　がりがりと船体と護岸コンクリートがこすれ合う音が響ひびいている。同時に鋼こう鉄てつの船体が軋きしむ耳障りな音も足あし下もとから伝わってくる。何にしてももう〈グリーグ〉号は駄だ目めだろう。爆発して砕くだけ散るか、浸しん水すいして沈しずむか、あるいはコンクリートの桟橋の奥おくに突つっ込んで潰つぶれるか。


　レイオットは呪じゆ文もん書式を選せん択たく。更に無音詠唱ダムキヤスト。


「カペル！」


　側そばに居たカペルテータを抱だき寄せて──


　一際高く響く破は砕さい音おん。


「──!!」


　船体が大きく傾かたむく。


　恐らくは浸水の為ために水平を維い持じできなくなったのだろう。


　そして──次の瞬間、まるで駄だ目め押おしの如ごとく〈グリーグ〉号は爆発炎えん上じようした。





　　　　●　　●　　●





　ジャック・ローランドの公的な肩かた書がきは単なる機械工である。


　彼の祖そ母ぼは高名なモールド・エンジニアではあるが、ジャック自身はモールド整備に関する国家資格を持っていない。ＪＲ総合機械研究所の所長という肩書きも在るが、これにもさして意味は無い。従業員は所長である彼一人だけだし、建物は彼の自宅だ。


　言ってしまえば彼も無資格で魔法に携たずさわる人間という事になる。その意味では無資格戦術魔法士レイオット・スタインバーグのモールドを扱あつかう人間としては相応ふさわしいと言えるかもしれない。


　ちなみに。


　相応しいか否いなか──という意味ではジャック・ローランドの容よう貌ぼうに関しては否定的な意見を持つ者が多い。ネリン・シモンズ二級魔法監かん督とく官かんもその一人である。


　機械工という油臭くさく無ぶ骨こつな肩書きとは裏腹に、ジャックは観みる者が思わず溜ため息いきをついてしまう位の美青年なのだ。骨太さなどは微み塵じんも無い。中性的な顔立ちは少し化け粧しようを施ほどこしてやれば立りつ派ぱに女性として──それもとびきりの美人として通用するだろう。ネリンとしてはジャックに髭ひげが生えた様など想像も出来なかった。短いが柔やわらかな金きん髪ぱつと大きく透とう明めいな碧へき眼がん、それに白い肌はだが生み出すその容貌は、まるで男女の性別とは違ちがう領域に生息する生き物の様だった。


　ただし、どうも自分のそうした容姿を内心では少し気にしているのか──ジャック本人にそうした話をするとあまり良い顔はしない。


　少し洒しや落れた格好でもして街を歩けば女の方から──下手をすると男も──言い寄って来る様な器き量りようなのだが、ネリンはこの機械工が作業着以外の衣い装しようを着ているのを見た事が無い。


『根っからの趣しゆ味み人じん』とはレイオットの彼に対する評価であるが、ネリンに言わせるとジャックもレイオットも同じ『変人』の一種だ。


　それはともかく──


「そういう訳で」


　ネリンは言った。


「スタインバーグさん達が何ど処こに行ったか御ご存ぞん知じないですか？」


「どうして俺に？」


　と曖あい昧まいな──辟へき易えきしている様にも見える──笑えみを浮うかべながらジャックは言った。


「魔法士ソーサリストとしての仕事なら、ローランドさんの処ところに寄って装備の調達や調整をしてから出で掛かけたんじゃないかなって」


「……意外と鋭するどいな」


　顔をしかめてぼそりと呟つぶやくジャック。


「……え？」


「いやいや。何でもないよ。何でもありませんとも」


　ジャックは肩かたを竦すくめて言った。


「でもレイがふらりと出掛けるのはいつもの事だろう？　今回に限ってどうして？」


　レイオットの家に行くと彼とカペルテータは留る守すだった──ジャックにはその事を話しただけである。確かにレイオットが連れん絡らくも無くふらりと何ど処こかに出掛けて一週間程ほど帰って来ない事はこれまでにも二度か三度在った。


　だが──


「ちょっと不ふ穏おんな噂うわさを耳にしたもので」


「不穏な噂？」


「マノン共和国が魔法士やモールド・エンジニアを拉ら致ちして魔法の軍事利用を企たくらんでいるとか……そんな話ですけど」


「……ああ」


　苦く笑しようを浮かべてジャックは言った。


「よく聞くねえ──そういう噂。マノン共和国版は初めてだけども。じゃあなに？　シモンズさん──レイがさらわれたとか思ってる？」


「それは分かりませんけど。まあでも……今までよりもう少し居場所を把は握あくしておいた方がいいかなあって。今までは割と放置というか……『放し飼がい』みたいな感じだったでしょう？」


「『放し飼い』ね」


　苦笑を深めてジャックが言う。


「言い得て妙みようだね」


「そうですか？」


　少し問題の在る表現かとも思ったのだが──意外にもその言葉はジャックの感覚に自然に馴な染じむものが在った様だった。まあレイオットにしろジャックにしろ、彼かれ等らの感性は常識的なそれとは多少ずれてはいるのだが。


「まあ……レイにはしっかり手た綱づなを握にぎっておく人が必要だとは思うよ。そうでないとある日突とつ然ぜん居なくなったりしそうだ、彼は。フィリシス嬢じようでは駄だ目めだったけどもね」


「はあ……」


「まあ彼女は『飼い主』としては放ほう任にん主義だからね」


「それはともかく──」


　話が妙な方向に向かいそうな気がしてネリンは話題を戻もどした。


「ローランドさんも気を付けてくださいね。いかにも『狙ねらい目』な感じですから」


「はいはい」


　笑いながらジャックはポットからカップに香こう茶ちやを注そそいでネリンの前に置いた。芳ほう醇じゆんだが上品──いかにも高級そうな香かおりが、やはり見るからに高級そうなカップの中から漂ただよってくる。カペルテータとは香茶通仲間の様で、色々と彼はこだわっている様だが──ネリンに言わせると明らかに感覚がずれている。


　高級な茶葉と高級な茶器。それは良いのだが、工具やら機械やらが見み渡わたす限りに散乱している工こう房ぼうの真ん中で作業台の上に置かれた香茶というのは、いかにも場ば違ちがいである。芥ごみ溜ための中に花が咲さいている様なものだ。ここらの感性はやはり彼女には理解出来ない。


「しかし何というか……もうちょっと先の事も考えられないもんかね」


　とジャックは自分のカップにも香茶を注ぎながら言った。


「先の事……ですか？」


「うん。例えば俺に言わせれば……戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストをいくら軍事利用したって、たかが知れてるんだよね。確かに破は壊かい力りよくはでかいけどそれだけでしょ？」


「それだけって……」


「例えば射程距きよ離り。〈マキシ・ブラスト〉みたいに破壊力の流れを調整する様な魔法なら多少は遠くまで届くけど、基本的に魔法の効果範はん囲いってどれだけ延のばしても百メルトルも無いだろ？」


「それはそうですね」


　最終的に魔法とはそれを制せい御ぎよする魔力圏ドメインによってその到とう達たつ範囲を大きく左右される。言ってしまえば魔力圏の外側で魔法を使う事は出来ない。魔力圏は使用者の恣し意いで多少の変形や伸しん張ちようは可能だが、それでもせいぜい魔力圏の展開半はん径けいは最大でも十メルトルも無い。


　ジャックの言う通り百メルトル程も届く魔法攻こう撃げきも確かに存在するが、この場合は魔法そのものが届いているのではなく、魔力で造られた破壊力を魔力で方向を決めて飛ばしているだけである。


「俺が敵軍ならヘリか航空機でもって魔法の射程外アウトレンジから機き銃じゆう掃そう射しやで片付けるけどね。爆ばく弾だん落としてもいいし単純に狙そ撃げきしてもいい。その意味ではモールドを着込んだ魔法士って普ふ通つうの歩兵と大差無いんだよ。タクティカル・モールドの防御性能もライフル弾を弾はじき返す程じゃないし」


「でも歩兵が戦車並みの破壊力を持っているって事は脅きよう威いではないんですか？」


「それはそうだけどね。戦争は一つの兵器が優すぐれていてもしょうがないんだよ。歩兵に関して言えば、航空機だの装そう甲こう車両だの砲ほう撃げきだの……多角的な支し援えんと、弾だん薬やくや食料の供きよう給きゆうが在って初めて機能する訳で。魔法士だけを大量生産しても、そもそもの軍事力、工業力の無い国がいきなり軍事大国になれるとは思えないんだよね」


「はあ……それはそうかもしれませんね」


　曖あい昧まいに頷うなずくネリン。


「俺ならそれよりも魔族を投とう入にゆうする方法を考えるよ」


「……え？」


　思ってもみなかった言葉にネリンは眼めを瞬しばたたかせた。


「魔族をって……」


「兵器として考えるなら魔族の方が運用面で利り点てんが多いんだよ」


　ネリンの反応が面おも白しろかったのか──にやりと笑いながらジャックは言った。


「まず魔法の行使回数に制限が無い。拘束度デユラビツト数すうの問題もあるけど……魔法士のモールドの様に消しよう耗もう品ひんを要ようさない」


　確かにモールドは魔法を行使する度たびに拘こう束そく端たん子しと封ふう呪じゆ素そ筒とうを使う。戦術魔法士を兵士として前線で運用する為ためには、これらの安定供給が不ふ可か欠けつではあるだろう。


「いや……モールドの消耗品だけではなくて、医薬品や食料も必要無い。魔族の栄えい養よう補ほ給きゆうがどうなっているのかは謎なぞだけど……例えば産業系の魔法には分子レベルでの物質組み替かえの魔法が存在するから、極きよく端たんな話だけど砂や空気からでも食料を作れる可能性が在る。もっと単純に体表に葉緑素を造って光合成してもいい」


「…………」


　光合成する魔族──と言われてもネリンには今一つ具ぐ体たい的てきな想像が描えがき出せない。やはり光を効こう率りつ良く沢たく山さん得る為に、平べったい形をしていたりするのだろうか。


「傷を負っても即そく座ざに治なおる。怪け我がをして仲間の手を煩わずらわせる可能性も無い。ましてその凶きよう暴ぼう性せいは折り紙付きだ。戦場に出た途と端たんに恐きよう怖ふで動けなくなるという事も無い。ほぼ完全にメンテナンス・フリーの兵器として通用するよ」


「でも──」


　とネリンは口を挟はさんだ。


　ジャックの理り屈くつには根本的な部分が抜ぬけている。いくら破壊力が大きく兵へい站たんを必要としなくとも、これが無くては兵器としては全く通用しまい。


「どうやって制せい御ぎよするんですか？」


「まあ問題はそれなんだよね」


　と気楽な笑えみを見せてジャックが笑う。


　そこでようやく、ネリンはこれがある種の冗じよう談だん──というか思考の遊びである事に気付いた。ジャックも本気で魔族を戦線に投入できるとは考えていないのだ。だがもし投入できるとすれば……という仮定の下もとに話を組み立てているに過ぎない。


　いかにも技術者らしい考え方ではあった。


　出来ないから諦あきらめる──これは一いつ般ぱん人じんの感覚だ。


　出来ないならば出来ない理由を先まず考える。考えた上でその理由を取り除のぞく方法を考える。必要だからそれを可能にする技術を考こう案あんする。それが無理ならば更さらに別のもので補おぎなう方法を考える。


　そうやって人間の科学文明は発達してきたのだ。


　とはいえ──


「でも逆に言えば……どうにかして魔族を制御する理論さえ在れば」


「実戦投入してくる国は出てくるだろうね。十体も二十体も〈魔王ルシフエル〉級に成長されたらもう通常兵器では手の打ち様が無い。それこそ『貧びん乏ぼう人にんの最終兵器』だよ」


　核かく分ぶん裂れつ兵器や燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんといった戦略級とも言うべき大だい規き模ぼ破壊兵器は、その開発と維い持じにそれなりの費用がかかる。それに比べれば細さい菌きん兵へい器きや毒ガス等の化学兵器は比ひ較かく的てき設備も小規模で済む為に『貧乏人の最終兵器』と呼ばれているが──魔族兵器が実用化されてしまえば、それどころの話ではなくなるだろう。


「でも〈魔王〉級にまで成長してしまったら投入した国も危ないんじゃ」


「だからこその制御方法でしょ。まあもし出来たとしても、どういう形になるか想像もつかないけどね」


　とジャック。


　荒こう唐とう無む稽けいな話だ。何らかの方法で魔族を御ぎよす事が出来るのならば、先ずこの多発する魔族災さい害がいを何とかするべきであって軍事利用など二の次だろう。それが出来ないからこそネリン達は毎日残業続きな訳だし、レイオット達戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは身体からだを張って魔族と闘たたかっているのだ。


　だが──


　もし本当にそんな事が可能だとしたら。


　ジャックの言う通りに軍事利用を考える者達も出てくるだろう。かつてのＡＴＡＳＡの一件を見るまでもなく──目的の為なら手段を選ばない連中は世の中にごろごろしている。


「魔族兵器……」


　ネリンはその言葉を改めて舌したの上で転がしてみる。


　それは……絵え空そら事ごとと分かってはいても、ひどく生々しく重い響ひびきを帯びていた。





　　　　●　　●　　●





　巨きよ大だいな鉄てつ槌ついでぶん殴なぐられたかの様な衝しよう撃げきが足あし下もとから脳のう天てんに突つき抜ぬける。


「……くっ」


　下方に向けて展開していた〈デフィレイド〉が衝撃を多少は和やわらげたものの──咄とつ嗟さの事で脳内魔法回路の設定が甘あまかったのか、全すべてを相そう殺さいする事は出来なかった。また〈デフィレイド〉はあくまで遮しや蔽へいが主な機能であって──自みずから落下している物体の衝撃を緩かん和わする力は無い。


　衝撃でぎしりとモールド・キャリアのフレームが歪ゆがみ、運転席の硝子ガラスが四方八方に弾はじけ飛ぶ。衝しよう突とつ安全性を考こう慮りよして造られた硝子は粒つぶ状じように割れて、操そう縦じゆう席せきの中にもばらばらと降り注そそいだ。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「……はい」


　尚なおも何ど処こか苦しげな声で──しかしはっきりとカペルテータが言った。


　鋼こう鉄てつの上げる悲鳴を肌はだで聞きながらレイオットはアクセルを踏ふむ。一いつ瞬しゆん空から回まわりして車体が横滑すべりしたものの──すぐにノーパンク・タイヤはコンクリートを嚙かんで車体を前に押おし出した。


　レイオットは愛車の並なみ外はずれた頑がん丈じようさと走破性に感謝した。


　何しろ──コンクリートの桟さん橋ばしに半ば乗り上げて爆ばく発はつ炎えん上じようする〈グリーグ〉号の上から、無理矢理モールド・キャリアごと飛び降りたのである。段差は四メルトル以上あっただろう。装備を失わずに船から下りる方法と言えばこれしかなかったからだが……一いつ般ぱん的てきな車であれば着地の衝撃で半はん壊かいするか、さもなければろくに踏み止とどまれずに海へ滑り落ちていた可能性が高い。元軍用車両であるが故ゆえの車体剛ごう性せいと堅けん牢ろうな各部の造りに加え、レイオット自身は『無いよりは便利かも』という程度にしか考えていなかった四輪駆く動どう方式や悪あく路ろ走そう破は性せいに助けられた形になる。


　ちらりとガラスの砕くだけ散った窓の外を眺ながめると、同様にして〈グリーグ〉号から飛び降りたアルフレッドのモールド・キャリアが窓ガラスの破は片へんを振ふりまきながら走り出した処ところであった。特に打ち合わせた訳では無いのだが、あちらも考える事は同じらしい。


「──魔族メレヴエレントは」


「二体……追ってきます」


　カペルテータが言う。


　既すでにレイオットとアルフレッドは船上で数体の魔族を倒たおし、今の爆発にも何体かが巻き込まれるのは確かく認にんしていたが──後者は恐おそらくすぐに身体からだを再構成して復活してくるだろう。残りが追い付いてくるまでに何とかしてこの二体を倒し、迎げい撃げき態たい勢せいを整えるなり、更さらに逃にげて振り切るなりの方ほう策さくを採とらねばならない。


　モールドを着込んだままの運転というのは非常にやり辛づらいものが在るが──今モールドを脱ぬぐ訳にはいかないし、カペルテータに運転を任まかせる訳にもいかない。


　相変わらずの危き機き的てき状じよう況きようだ。


　それは別にレイオットは構わない。過か酷こくな戦場は望む所だ。身に染み付いたある種の性せい癖へきは、生死の錯さく綜そうする現場で彼の心を燃え上がらせる。


　だが──


「…………」


　レイオットは助手席のカペルテータに一瞬視線を向ける。


　紅あかい髪かみの少女はぐったりとした様子で助手席に座すわっていた。いつも超ちよう然ぜんとしているこの少女にしては珍めずらしいが──それだけ辛いという事だろう。血を吐はく様子は無いので、内ない臓ぞう破は裂れつまで起こしてはいないと思うが……医者でもないレイオットには詳くわしい診しん断だんはできないし、予よ断だんを許せる様な状況でもない。


　自分だけならば別に構わない。


　もう以前の様に死を求める様な気持ちは無いが──それでもレイオットは自分の命を殊こと更さらに惜おしいとは思わない。自ら望んで出向いた戦場で待ち受けていた運命が死であったとしても彼は自然に納なつ得とくしただろう。


　だが──この少女まで道みち連づれにするのは何ど処こか抵てい抗こうがあった。


　いつもはカペルテータは観察者の様な立場で、現場付近には居るものの、実際に戦せん闘とうに巻き込まれた事は無かった。俗ぞく世せ的てきな生々しさが綺き麗れいさっぱりと欠けつ落らくしたこの少女は、いつも自分の在あり方というものを崩くずさず、彼女の立ち居い振ふる舞まいはまるでそれがある種の『完成形』であるかの様に、超然としていて隙すきが無い。この為ためレイオットはこの少女が負傷する──あるいは死ぬという想像が欠落していた様な処がある。


　だが無論──カペルテータも生身の少女である以上は、傷を負う事も在れば死にもする。


　改めてそれを意識した時、レイオットはある種の不安を覚えた。


　自分が死ぬのはいい。それは覚かく悟ごの上だ。


　だが……自分はこの少女が自分の側そばで死ぬ事に関して覚悟が在ったか？　名めい目もくはどうあれ今現在、自分の庇ひ護ご下かに在るこの少女の生死について責任を負う覚悟が在ったか？


　問われればレイオットは首を横に振ふるしかない。


「……くそ」


　レイオットはモールドの仮面の下で唇くちびるを嚙かんだ。


　モールド・キャリアを強引に走行させながら桟さん橋ばしに繫つながる道へと乗り入れる。


　元々貴族の別べつ荘そう地ちとして整備されていたせいか、一応道らしきものは通っている。だが何十年と放置されたままらしく、雑草や灌かん木ぼくといった自然物に侵しん食しよくされて既すでに道の様よう相そうを呈ていしていない。辛かろうじてそれと分かる部分へと無理矢理車体を割り込ませ、路上に生えた諸もろ々もろの植物をなぎ倒しながらレイオットとアルフレッドのモールド・キャリアは島の奥おくへと進んでいった。


　魔族はやはり後をついてくる。バックミラーの中には出で来き損そこないの人型が二体、その奇き怪かいさからは想像もつかない素す早ばやさで走っている姿が映っていた。


　ここで車を停とめて迎むかえ撃うつ方が良いのか。それとも今は少しでも船から距きよ離りをとって他の魔族に追い付かれる危険性を減らした方が良いのか。判断し難がたい状況ではあった。


　その時──


「──レイオット」


　カペルテータが荒あれた息の間から声を上げる。


「黙だまってろ。苦しいなら無理して喋しやべるな」


　レイオットは言うが──


「…………」


　意味ありげに沈ちん黙もくされると不安が頭をもたげてくる。


「どうした？　辛つらいのか？」


「いえ……」


　カペルテータは小さく首を振った。


「魔族メレヴエレント……新手……だと思います」


「…………！」


　カペルテータは極きよく論ろんすれば生きた魔力計である。


　魔ま力りよく偏へん差さや魔法を物理現象として顕けん現げんさせる際に発生する特とく殊しゆな波動──イマジネーション・バーストの波を彼女は捕ほ捉そくする。恐おそらくは身体からだの数か所に在る紅い球面が感知器官の役割を果たしているのであろうが──無論、詳くわしい事はレイオットにも分からないし、調べる積もりも無い。


　重要なのは──彼女は魔族の存在を感知できるという事である。


　かつては魔法士ソーサリストの行使する魔法と魔族の魔法の区別がついていなかった様だが──実質的には同じものであるから当然ではある──今はその強さや波長等によってそれが魔族かどうかを判別も出来る様だった。


　だが──


「後ろの二体とは別にか？」


「はい……多分」


　体調が思わしくないせいか、普ふ段だんならまず使わない様な曖あい昧まいな物言いである。


　だが──


「───!?」


　レイオットは視線を前方に戻もどした瞬しゆん間かん──愕がく然ぜんと眼めを見開いた。


　進路上にふらりと小さな人ひと影かげが歩み出たからである。


「──人間!?」


　それは──人間の少女に見えた。


　喪も服ふくの如ごとき黒い衣い装しようを身に帯びた影の様な少女。年ねん齢れいは十代前半であろうか。まだ幼いという形容詞が当てはまる様な年とし頃ごろである。


　どうしてそんな子供がこんな場所に居るのか!?


　疑問が脳のう裏りに浮うかぶよりも先まず焦しよう燥そう感かんがレイオットの脳裏を走る。


　反射的にブレーキを踏ふむが──これは裏目に出た。路面の状態が良くない上に、既すでに充じゆう分ぶん以上に勢いの乗っていたモールド・キャリアは横滑すべりを起こしたのである。


「──くっ」


　呻うめくレイオット。


　斜ななめの方向を向きながらも、モールド・キャリアの車体は止まる事無く、少女の方へと殺人的な速度で突とつ進しんして行く。


　まずい。このままでは轢ひき殺してしまう──何十倍何百倍もに引き延のばされた一瞬の中でレイオットはそう結論して戦せん慄りつする。万が一それを免まぬがれたにしても、後から追ってくる魔族はすぐに少女を捉とらえて引き裂さくだろう。いずれにしても少女の命は無い。


　だが──


「…………」


　ふわりと、まるで踊おどる様なステップを踏んで少女はモールド・キャリアの側方へと回り込む。モールド・キャリアの巨きよ体たいの突進が巻き起こす空気の渦うずが、彼女の黒い髪かみやスカートを舞まい上げる程ほどの、危あやうい距離であったが──少女はまるで事前に打ち合わせでもしていたかの様に、危なげの無い動きでモールド・キャリアをかわしていた。


「…………!?」


　あまりにも鮮あざやかな身のこなしである。


　モールド・キャリアは十数メルトルを滑り、ようやく停車した。すぐ隣となりをアルフレッドの車が更さらに十数メルトルを通過して……様子を窺うかがうかの様にやはり停車する。


　少女は──


「…………」


　やはり慌あわてず騒さわがずレイオット達を追い掛かけていた魔族達と対たい峙じしていた。


　輪りん郭かくは人間に似てはいるが、明らかに異質な──部分部分が似ているからこそ醜しゆう悪あく極きわまりない悪夢の如ごとき怪かい物ぶつ達たち。それらが二体並んで迫せまって来る。しかもそれらの怪物は人間を一いち撃げきで殺せるだけの力をも備えているのだ。正気の人間ならばとても冷れい静せいでは居られない状況であった。


　だが──


「落ち着きなさい」


　その後ろ姿からは表情までは分からないが──少女は迫り来る魔族二体に対してひどく淡たん々たんとした静かな声でそう告げた。


　馬ば鹿かげた行こう為いだった。


　魔族に対して言葉を──それも命令を投げ掛けるなどという行為は、単なる妄もう言げんや譫うわ言ごとの類たぐいと大差ない。無む駄だどころか冗じよう談だんにさえならない。魔族には言葉は通じない。命令も説得も意味が無い。まだ蛇へびや蛙かえるに道理を説といて聞かせる方が有ゆう意い義ぎだろう。


　そして。


　猛もう牛ぎゆうもかくやという勢いで突進してきた二体の魔族は、まるで見えない壁かべに阻はばまれたかの様に急停止していた。いや──右側の魔族は明らかに『何かに激突して跳はね飛ばされた』と思おぼしき動きで回転しながら地面に倒たおれ込んだ。


「魔ま法ほう障しよう壁へき……？」


　レイオットは呻うめく様に呟つぶやいた。


　明らかに〈デフィレイド〉やそれに類する魔法障壁の作用である。だが魔法士らしい人物の姿は何ど処こにも見えない。まさかアルフレッドが少女を護まもった訳でもあるまいし、レイオットにもその様な余よ裕ゆうは無かった。


「私の言う事が分かるわね？　その場に止とどまりなさい」


　少女が静かな口調で命じる。


　すると──


「なに……!?」


　レイオットは呆ぼう然ぜんと呟く。


　止まった。


　怪物達が動きを止めたのだ──まるで少女の言葉に従したがうかの様に。


「良い子ね……遊ぶのはまた今度。今は去りなさい」


「…………」「…………」


　二体の怪物は一瞬何かに抗こうするかの様にその体たい軀くを震ふるわせたが……しばらく固こ着ちやくした後、ゆっくりと後ずさると、そのままレイオット達に背中を向けて去って行く。生おい茂しげる樹木の層そうの向こう側に魔族達の姿が消え去るまでに、さして時間は必要無かった。


「…………」


　レイオットはモールド・キャリアから降りつつ、そっと基き礎そ級魔法を無音詠唱ダムキヤストする。選せん択たく呪じゆ文もんは〈ブラスト〉。火か炎えんと衝しよう撃げきという二段構えの破は壊かい力りよくは、単純ではあるがその分汎はん用よう的てきに使う事が出来る──例えば敵の性質や能力が分からない場合でも一定の効果が期待出来るのだ。


　彼の脳のう裏りに浮うかんでいたのは一人の老人の記き憶おくだった。


　ロン・コルグ。


　モールドも無く魔法を行使した謎なぞの老人。源流魔法使ルート・ソーサリアンと自ら名乗っていたものの、その魔法能力と身体能力は人間よりも遥はるかに魔族に近かった人物だ。或ある意味で『理性を持つ魔族』とも言える存在である。


　少女の行動とそれに伴ともなう結果は──あの老人を思い起こさせる。


　だがこの少女があの老人と同様に味方であるとは限らない。いや──ロンですら以前出会った際にはたまたま利り害がいが一いつ致ちしていただけで、常にレイオット達の味方で居るとは限らない。色々と行動には謎の多い人物だった。


　少女は魔族達の姿が木々の向こうに消え去るまで待ち──


「……貴方あなた達は何ですか？」


　やがてレイオットを振ふり返ってそう尋たずねてくる。


「それはこっちの台詞せりふだが」


　レイオットは油ゆ断だん無なく身み構がまえながら言った。


　改めて眺ながめてみても──やはりその姿は人間にしか見えない。


　黒いブラウス。黒いスカート。黒い長なが手て袋ぶくろ。そして長い黒くろ髪かみ。


　未み亡ぼう人じんを想おもわせる様な黒ずくめの衣い装しようの襟えり元もとで、琥こ珀はくのブローチが鮮あざやかな色しき彩さいを示している。肌はだはまるで雪の様に白く──その真ん中で何処か物もの憂うげに潤うるんだ琥珀色の瞳ひとみがレイオット達を見み据すえていた。


「此こ処こは私有地です。許可無く部外者が入って良い場所ではありません」


「大した私有地だな。魔族を放し飼いか」


「…………」


　少女の愛らしい顔にかかっていた翳かげりが、僅わずかに濃こさを増す。


「……ドルフ・レオンハルトの関係者か？」


　そう尋ねたのはレイオットではなかった。


　彼の隣となりに同じくスタッフを構えて並んだのは〈ディアパルゾン〉を着込んだままのアルフレッドであった。当然ながら彼のスタッフも既すでに無音詠唱ダムキヤスト済みであろう。撃発音声トリガーヴオイスさえ唱となえれば、次の瞬間には必殺の攻こう撃げき魔法が少女に向かって発動する。


　未いまだ幼いとも言うべき少女に向けて大人げない──とは思わなかった。


　魔族二体を言葉一つで追い払はらった相手だ。子供の姿をしていてもその力は魔族二体と同等と考えておいた方が良いだろう。


　ちらりと視線を飛ばすと──アルフレッドの車の側そばには散さん弾だん銃じゆうを携たずさえたテリサが立っていた。こちらはさすがにまだ構えてはいなかったが、少女に向けて撃うつにはやはり一秒も必要ない。


「貴様は何者だ？」


　アルフレッドが繰くり返し尋ねる。


　少女は、ただ翳り有る曖あい昧まいな表情を浮かべたまま沈ちん黙もくしていたが──


「──彼女は私の元患かん者じやだ」


　答えたのは別の声だった。


　アルフレッドの右手がスタッフを離はなれ──左手はスタッフを保持したまま──機械的に動いて腰こしのホルスタから機関拳銃マシン・ピストルを抜ぬき放つ。残像さえ虚こ空くうに残す程ほどの速さで旋せん回かいした銃身はレイオット達の左手──鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森の奥おくを照準した。


「そして私の協力者でもある」


　向けられた銃口に怯ひるむ様子も無く──声が告げると同時に、人ひと影かげが一つ森の暗がりからゆっくりと遊ゆう離りする。影はやがてがっしりした体たい軀くの中年男性へと結像した。


「で──そういうあんたは何者なんだ？」


　レイオットはスタッフを降ろしながら言った。


　無論──気を抜いた訳ではない。だが少女と男とどちらが──あるいは両方が敵なのか味方なのか分からない。レイオットはむしろどちらが敵対行動を採っても即そく座ざに反応出来る様に、肩かたや脚あしの力を抜いて神経だけを研とぎ澄すませていた。


「その前にこちらの質問に答えて貰もらいたいものだが？」


　男は悠ゆう然ぜんとした口調で言った。


　年ねん齢れいは三十代半なかばであろうか。短めに整えた髪かみは金。何ど処こか眠ねむたげな瞳ひとみは蒼あお。骨太な体つきだが……同時にその顔は知性的で至し極ごく落ち着いた風ふ情ぜいを漂ただよわせている。歩き方や喋しやべり方にもはっきりと──傲ごう慢まんなまでに品性と教養が感じられる人物だった。少なくともそこらのチンピラやゴロツキの類たぐいではあるまい。教師か医者かあるいは学者か──何にしろ『先生』と呼ばれる様な職業が一番違い和わ感かんが無い。


　少女の事を患者と呼ぶ以上は医者なのだろう。


　レイオットの脳のう裏りには既すでに一つの名前が浮かんでいた。


「ドルフ・レオンハルトか？」


「……だとしたら？」


　問われて──男は、何処か遠くを見ているかの様に焦しよう点てんの曖昧な瞳を動かしてレイオットを見た。表情はただ泰たい然ぜんとしていて、むしろ何を考えているのか分からない。一いつ瞬しゆん後ごには笑い顔にも泣き顔にも変化しそうな、何処か曖昧に緩ゆるんで捉とらえ所の無い表情だった。


「あんたは行方ゆくえ不ふ明めいと聞いたが？」


「俗ぞく世せではそうなっているのかもしれんな」


　事も無げに男は──ドルフ・レオンハルト医い療りよう魔法士は言った。


「で──君達は何だね？」


「……答える義務は無い」


　アルフレッドが他の者の機き先せんを制せいする様に言った。


　だが──


「では自発的に答えたくなるようにするまでの事だが」


　ひどく簡単な事の様にドルフが言う。


　彼の言葉が合図であったかの様に少女が一歩前に踏ふみ出した。


　同時にその桜色の唇くちびるから緩ゆるやかな旋せん律りつが滑すべり出る。


　歌詞は無い。純然たる音階のみで構成された曲が、少女の涼すずやかな声に乗って虚こ空くうに響ひびき渡わたり──


「…………」


　アルフレッドは微み塵じんも躊ちゆう躇ちよしなかった。


　機関拳銃マシン・ピストルが吼ほえる。


　全く容よう赦しや無い二連射撃ダブルタツプ──間かん髪はつ入れずに二発続けて銃じゆう弾だんを送り込む事で確実な相手の殺さつ傷しようを狙ねらう実戦的射しや撃げき方法である──で放たれたカービン弾は、音よりも早く少女に向けて殺さつ到とうする。


　そして──


「──イグジスト！」


　銃弾が少女の鼻先で静止したのを視認するや否いなや、間髪入れずにアルフレッドは攻こう撃げき魔法を解放した。先に銃撃したのは残り少ない拘束度デユラビツト数すうを惜おしんだ為ためだろう。もし少女が見た目通りの人間であったなら銃弾の一発二発で事は済すむ。その場合は無力な子供を射殺した事になる訳だが──その程度の事に今いま更さら罪ざい悪あく感かんを感じる様な人間ではなかった。


〈ブラスト〉が発動する。


　少女はまるで体重が無いかの様に身軽な動きで後方へと跳ちよう躍やく。一瞬早く爆ばく発はつの威い力りよく圏けん外へと退たい避ひしている。地面を抉えぐった〈ブラスト〉の破は壊かい力りよくは大量の土ど砂しやを礫つぶてとして少女に浴あびせかけるが、それすらも少女に届く直前で見えない壁かべに阻はばまれたかの様に停止──次の瞬間、ばらばらと音も無く地面に落下した。


　やはり間ま違ちがいない。この少女は魔法を使っている。


　その口から流れ出る旋律は撃発音声トリガーヴオイスの一種だろう。


「無む駄だな事だ」


　ドルフは淡たん々たんとした口調で言った。


「君達が殺した哀あわれな患かん者じや達とは違う。ルチエラは私の患者の中では唯ゆい一いつの『完全体パーフエクタント』となれた者だからね」


「……『完全体』？」


　聞き慣れない言葉だ。


　説明を促うながす様にレイオットはドルフを振ふり返るが……彼はそれ以上説明をする積もりは無いらしく沈ちん黙もくしたままである。


　一方──アルフレッドは機関拳銃マシン・ピストルと魔法による攻撃を続けてもう一度ずつ繫つないだが、やはりこれらは少女に回かい避ひされ、あるいは防ぼう御ぎよされて届かない。少女は崖がけに跳はねるカモシカの如ごとく素す早ばやい、そして優ゆう美びな動きで跳ちよう躍やく、ドルフの側そばに駆かけ寄った。


　跳躍距離といい運動速度といい……どう見ても人間に可能な動きではない。


「まだやるかね？」


　自分の方に再び向けられた銃口とスタッフの先せん端たんを眺ながめながらドルフが尋たずねる。


「…………」


　アルフレッドは黙だまってスタッフを降ろし、銃をホルスタに戻もどした。


　もっともレイオットから見れば──アルフレッドは立ち方までは変えていない。必要とあれば文字通り一瞬で銃弾と魔法を送り込める様に──事態に即そく応おうして動ける様に、或ある種の緊きん張ちようがその身体からだに残っている。つまりは未まだ身構えているのである。


「改めて尋ねよう。君達は何者かね？」


「……どうする？」


　レイオットはテリサを振り返った。


　答えるにしろ、拒こばんで少女と闘たたかうにしろ、対魔族戦せん闘とう以外の部分では基本的に雇やとい主ぬしの代理人たる彼女の意い向こうに沿そうべきだろう。


「…………」


　テリサは微び笑しようを浮うかべたまま黙だまり込んでいる。


　仮面の如ごとく維い持じしてきた微笑がやや強こわ張ばっているのは、むしろ当然の事であろう。


　今レイオット達の目の前に居るのは、魔族の力を行使しながら人間の姿を保っている謎なぞの少女とその関係者である。彼かれ等らはテリサが依よって立つ常識の埒らち外がいに居る存在だ。必要とあれば一瞬でテリサを殺す事だって出来るかもしれない。尋じん常じような駆け引きの手法が通用する相手とも思えなかった。


　だが──


「……まあ良かろう」


　待つのに飽あきたかの様子でドルフは肩かたを竦すくめると一同を見回した。


「招まねかれざる客とはいえ、こんな場所で立ち話も無いだろう。屋や敷しきに来たまえ。話はそれからでも遅おそくない」


　ちらりと桟さん橋ばしの方を眺ながめてドルフは付け加える様に言った。


「それとも此こ処こで野や営えいでもするかね？」


　まだ燃料が燃えているのか……黒々とした煙けむりの柱が蒼そう穹きゆうに向かってそびえている。既すでに〈グリーグ〉号とそこに積まれていた物資は使い物にならなくなっているだろう。食料も武器も心こころ許もとない状態に加えて魔族の徘はい徊かいする島の中で野営するのは危険に過ぎた。


「……分かりました。お招きに応じさせて頂きます」


　テリサが頷うなずく。


　ドルフは満足げに頷くと、側に通っている道を──道だったものを指して言った。


「ではそのまま真まっ直すぐに登ってきたまえ。我々は先に戻って茶の準備でもしていよう」


　言ってドルフは歩き出し……ふと想おもい出したかの様子でレイオット達を振り返ると、曖あい昧まいな笑えみを見せて言った。
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「……我わが『楽らく園えん』にようこそ」
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　森の奥おくに建つ屋や敷しきの印いん象しようは殆ほとんど廃はい墟きよのそれだった。


　建物の機き能のうとしてはまだまだ現役ではあるのだろう。


　頑がん強きような造つくりであるらしく、崩くずれたり傾かたむいたりしている部分は見あたらない。割れた窓まど硝子ガラスを入れ替かえて壁へき面めんの蔓つる草くさを取り払はらえば、それなりに見み栄ばえもするだろう。永い年月を風雨に晒さらされ続けてきた建物特有の摩ま耗もうした様な雰ふん囲い気きは端はし々ばしに在あるが──これも歳さい月げつを越こえて使い込まれたものに備そなわる風格だと好意的に評する事は出来る。それは廃墟に漂ただよう雰囲気とはまた別のものである。


　だがそれでも……この屋敷には何ど処こか滅ほろびを連想させる空気が在った。


　実際に無人であった時間が永かったのだろう。一年や二年ではこうも漂う気配が澱よどんだりはしない。ただ旧ふるいからというだけでもこうはならない。トリスタン市中央部には〈イエルネフェルト事変〉の災さい禍かを免まぬがれて百年以上もそびえ続ける時計塔とうが在るが、そこには現役の建物として機能しているが故ゆえの生気が──建物が生きて呼吸しているかの様な気配が在る。それに比べてこの屋敷にはまるで生気が無い。完全に何かが『終わった』もの特有の空気が──ひたすら虚きよ無むに向かって冷えていく様な独特の空気だけが在った。


「……素す敵てきな家だな」


　レイオットは苦く笑しようを浮うかべてそんな事を呟つぶやく。


　既すでに彼はモールドを除じよ装そうしていた。拘束度デユラビツト数があまり残っていなかったので無理に着装している意味は無かろうと判断したのだ。むしろ一度除装して封ふう呪じゆ素そ筒とうや拘こう束そく度ど端たん子しを補ほ充じゆうした方が、再び完全武装で戦える分有利だろう。とりあえず魔族が追い掛かけてくる様子は無いし、これから何が起こるかも分からない状じよう況きようではモールドは常に最大拘束度数で使えるようにしておきたかった。


　ちなみに正規の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの場合は法律上の強制待機期間に縛しばられているので、一度除装した場合は三日間モールドの再装着を許されない。だが本土から遠く離はなれたこの孤こ島とうで多少の法律を無視しても目くじらを立てる者は居まいし──そもそもレイオットは正規の戦術魔法士でもない。


「しかしどうしたもんかね」


　彼は呟いて屋敷の側そばに停めた愛車を振ふり返った。


　モールド・キャリアは数時間前に比べると随ずい分ぶん様変わりしていた。


　硝子が全すべて割れ落ちている上に、車体のあちこちにも眼めで見て分かる程ほどのへこみや歪ゆがみが在る。サイドミラーや警けい告こく灯とうにもひびが入っていた。一応はまだ走れるが……いつ動かなくなっても不思議ではない状態だった。修理するよりも新車を買い直した方が安上がりかもしれない。


　だが目下最大の懸けん案あん事じ項こうはモールド・キャリアの事ではない。


「……大だい丈じよう夫ぶか？」


「問題有りません」


　傍かたわらの少女は既すでにいつもの様に淡たん々たんとした──周りの干かん渉しようを拒こばむかの様に超ちよう然ぜんとした無表情をその顔に湛たたえている。


　しかし……カペルテータの体調が、本当に何の問題も無いかどうかは分からない。痛いからといって素す直なおにそれを表情に出す少女ではないのだ。たとえ肉体的に無理をしていても、彼女がそれを隠かくそうと思えば余人には分からないだろう。付き合いの長いレイオットですら顔色や仕し草ぐさのみで彼女の体調を推おし量はかるのは難むずかしい。


（考えてみりゃ未いまだに俺おれはこの子の事をよく分かってないんだよな）


　そんな事を考えながらレイオットはカペルテータを眺ながめる。


　今までレイオットはこの少女の事を一面的にしか考えていなかった。


　自分にとってどういう存在なのか──その一点でのみ彼女を把は握あくしていた。彼女に限らずレイオットは周りの人間を、自分との関係性においてしか理解していなかったのだ。言ってみれば以前のレイオットにとって他人とは『環かん境きよう』でしかなかった。他人を記号的に理解しているだけだった。


　例たとえば……最初レイオットはカペルテータを復ふく讐しゆう者しやだと思っていた。


　彼はカペルテータの両親を殺している。二人が共に魔族化していたからだが……それはこの少女にとって言い訳にはなるまい。だからこそレイオットはカペルテータが自分の前に再び現れた時、自分に復讐をする為ためにやって来たのかと思っていた。


　だがそれでも良かったのだ。


　レイオットにとって復讐者はむしろ待ち望んだ存在だった。カペルテータがレイオットに対して殺意を持っているというのならば、それはむしろ歓かん迎げいすべき事だったのだ。自ら死を選ぶ事さえ出来ない罪人の前に、ようやく現れた裁さい断だん者しや。それは悲劇的な──ある意味では喜劇的ですらある人生からレイオットを解放してくれる。


　レイオットにとってカペルテータとはただそれだけの存在でしかなかったのだ。『カペルテータは復讐者である』──そこで彼女に対する理解は止とどまっていた。『復讐者』という記号を当て嵌はめただけで、それ以上に深くカペルテータを理解する必要をレイオットは感じていなかったのだ。


　考えてみればひどく傲ごう慢まんな話である。


　レイオットの認識などとは全く関係なくカペルテータは一人の人間としてそこに存在している。彼女にはレイオットが貼はり付けた『復讐者』という記号以外の側面も在る筈はずなのだ。なのにそれを理解しようとしていなかった。


　結局……カペルテータは自ら復讐者である事を否定している。


　ではカペルテータはレイオットにとって何なのか。


　そしてレイオットはカペルテータにとって何なのか。


　それを改めて定義するにはレイオットはあまりにもカペルテータの事を知らない。何年も同じ家の中に住んでいながら、殆ほとんどカペルテータの事を理解していない自分にレイオットはようやく気付いた。


「……レイオット」


　じっと視線を注そそいでくるレイオットをどう思ったのか──カペルテータは言った。


「私の事は気にしないでください」


「分かった。気にしない」


　レイオットは頷うなずいた。


「──って訳にもいかんだろうが。そういう事を言う相手だと尚なお更さらにな」


「そういうものですか」


「そういうもんだよ」


　レイオットは溜ため息いきをついた。


「──スタインバーグさん」


　アルフレッドのモールド・キャリアから降りてきたテリサが声を掛けてくる。


「私は今からレオンハルト氏の話を伺うかがう積もりです。護ご衛えいをお願いできますか？」


　レイオットはテリサの方を振り返って言った。


「モールド無しでか？」


「とりあえずは必要無いかと想おもわれます。またスタインウェイ氏にモールドを再装着して待機しておいて貰もらいます」


「……ふむ」


「それと……スタインウェイ氏には無線で本社と連れん絡らくを取れるかどうか試ためして頂きます。到とう達たつ距きよ離りを伸のばす為に出力を上げる必要が在るらしく、多少改造を要するとの事ですが」


「無線……？　そうか。奴やつの車には汎はん用よう型がたの無線機が積んである訳か」


　レイオットはアルフレッドのモールド・キャリアを振り返って言った。


　非合法仕事の多いアルフレッドは、警察無線の傍ぼう受じゆは無論の事、場合によってはそこに割り込みをかけて偽にせ情報を流したりする為に、かなり出力が大きく調整帯域も広い無線機を持っているのだろう。アルフレッドに限らず、違い法ほうな戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストや犯罪者達はよくこの手の機材を車に積んでいる。一台在れば逃とう走そう時等に重ちよう宝ほうするからだ。


　ちなみにレイオットが車に積んでいないのは、そもそも包ほう囲い網もうを突とつ破ぱして逃走するだの、警察の動きを攪かく乱らんするだの、そこまで無む茶ちやな真ま似ねをしなくてはならない仕事を請うけ負おう事がまず無いからである。無資格であるが、『局きよく地ち災さい害がい』として殲せん滅めつ対象となる魔族を専門に狩かるレイオットは、犯罪者の範はん疇ちゆうに分類はされても、殺人や破は壊かい工作を請け負うアルフレッド等とは立場が違ちがう。


「最終的には本社の指示を仰あおごうかと」


「……ちょっと待て」


　レイオットは顔をしかめて言った。


「指示を仰ぐ？　救きゆう援えん要よう請せいをするんじゃないのか？」


「指示を仰ぎます。私達の仕事は未まだ終わっておりません。我わが社の倉庫の安全を確かく保ほするのが第一の目的である以上、状じよう況きようを完全に把は握あくして今後被ひ害がい発生の恐おそれがないと確信するまでは、私達の仕事は終しゆう了りよう致いたしません。当然ながら契けい約やく上の履り行こう義ぎ務むも終了しませんので依い然ぜんスタインバーグさんもスタインウェイさんも本社の指示に従したがって頂きます」


　微び笑しようは変わらないものの──念を押おす様に低くはっきりと言うテリサ。


「…………」


　レイオットは溜め息をついて曖あい昧まいに首を振る。


　その時──


「──どうぞ中へ」


　屋や敷しきの正面玄げん関かんを開き──黒衣の少女がレイオット達を呼んだ。





　　　　●　　●　　●





　レイオット達が屋敷の中に入っていったのを確かく認にんすると、アルフレッドは助手席側のダッシュボードの下に据すえ付けられている無線機に手を伸ばした。


　元々アルフレッドの用意した無線機は高い電波出力を──この島と本土との距離を超える到とう達たつ範はん囲いを持っている代しろ物ものだ。改造云うん々ぬんの話は単にレイオット達と別行動を採とる為の方便に過ぎない。


　アルフレッドはダイアルを調節しながら目的の周波数帯を探さぐる。


　やがて──


『……呼出名コールサインを』


　多少音がざらついているもののはっきりと言葉を判別できる声が無線機から流れ出た。


「……〈オッド・アイ〉」


『君か……どうしたね？』


「問題の人物と接せつ触しよくした」


　アルフレッドは言う。


『順調だね。結構な事だ』


「最終確認だ……依い頼らい内容に変へん更こうは無いな……？」


『無い。確実で迅じん速そくな依頼の遂すい行こうを望むよ』


「……分かった」


　アルフレッドは頷うなずくと無線機の電源を切った。





　　　　●　　●　　●





　屋敷を背骨の様に貫つらぬく長い廊ろう下かを経へてレイオット達は応接間に通された。


　いや──正確には元応接間と言うべきだろう。


　永らく使われていなかったのは、入った瞬しゆん間かんに分かった。殊こと更さらに荒あれ果てた様子は無いが、家財道具の殆ほとんどは持ち去られており、ただでさえ広い室内はひたすら寂せき寥りよう感かんを醸かもしだしている。部屋というよりは巨きよ大だいな箱と表した方が、印象としては近いだろう。


　その真ん中に、急きゆう遽きよ設しつらえられたかの様な応接用のソファとテーブルが揃そろっていた。黴かび臭くさい空気が漂ただよい埃ほこりの層が床ゆかを覆おおっている中で……これらだけはまるで新品の様に汚よごれがない。恐らくはレイオット達をこの部屋に通すと決まった後で運び込んだのだろう。


　そして──そのソファの一つにドルフが悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけていた。


「どうぞ」


　黒衣の少女に促うながされレイオット達はドルフと向かい合う位置に腰を下ろす。カペルテータがレイオットの隣となりに居るので、結果的にテリサがその反対側に腰を下ろし、レイオットがドルフと真正面から向かい合う形になった。


「──さて」


　懐ふところからパイプを取り出すと、火を点つけるでもなく手の中で弄もてあそびながらドルフは言った。


「せめて最初に名前位は聞かせて貰もらえるのだろうね？」


　威い嚇かくも恫どう喝かつも含ふくまない──穏おん和わとさえ言える様な口調である。


「その前に……」


　若じやつ干かん身を乗り出してテリサが言った。


「幾いくつかの質問をする事を許して頂けますか？　その後であれば可能な限りにこちらの情報を貴方あなたに提てい示じ致しましょう」


「随ずい分ぶんと一方的だね」


　ドルフが苦く笑しようを浮うかべる。


「それはこちらの台詞せりふです」


　テリサは交こう渉しよう用の微笑を維い持じしたまま言った。


「──ふむ？」


「貴方は我々に銃じゆう口こうを突つき付けているに等しい状態です」


　テリサは黒衣の少女に視線を向けて言った。


　素す手ででアルフレッドの銃撃を、そして攻こう撃げき魔法を防ふせぎきった事からしても、少女が魔法を使えるのは間ま違ちがいが無い。未まだ黒衣の少女が攻撃的な行動に出た事は無いが……たとえ基き礎そ級の攻撃魔法でも直撃すればレイオット達に耐たえる術すべは無いし、狭せまいこの室内で行使されれば逃にげ場すら殆ど無いだろう。銃口や刃は物ものを突き付けられている方がまだ対処のし様が在る位だ。


「条件は対等ではありません。私達が圧あつ倒とう的てきに不ふ利りです。貴方はいつでも彼女に命じて私達を消し飛ばせます。迂う闊かつな答えは身を滅ほろぼすでしょう。当方としては多少なりとも貴方達を理解してからでなければ安心して情報提供も出来ません」


「……なるほど。是ぜ非ひはともかく感情的には納なつ得とくが行くな」


　ドルフは肩かたを竦すくめて言った。


「で──何が聞きたい？」


「最初に……貴方はドルフ・レオンハルト医い療りよう魔法士に間違い在りませんか？」


「間違いない。証明してみろと言われても生あい憎にくと身分証は無いがね」


「次にそちらの少女は誰だれなのですか？」


「ルチエラ・サイモン。元私の患かん者じやで──今は助手といった処ところか？」


　ドルフは傍かたわらに立つ黒衣の少女を振ふり返って確認を求める。


　ルチエラは無表情に言った。


「先生がそう思われるのならば」


「──だそうだ」


　ドルフがレイオット達に視線を戻もどして言った。


「…………」


　レイオットはふとテリサの横顔を眺ながめる。


　ここまではいわば前ぜん哨しよう戦せんだ。


　いずれも予想できた答えではあるし、内容にも然さしたる意味は無い。本題に入る前の挨あい拶さつの様なものである。問題はこの次に来るべき質問だった。答えの如何いかんによってレイオット達は目の前の二人に対する対応を変えねばならない。


「ルチエラ嬢じようは魔族なのですか」


　回りくどい質問を重ねる事も無くテリサは核かく心しん的てきな問いを投げる。


　己おのれの答えがどれだけの意味を持つのかは理解しているであろうに……躊ちゆう躇ちよする事も勿もつ体たいをつける事も無く、ドルフは至し極ごくあっさりと頷うなずいて見せた。


「俗ぞくな呼こ称しようだが間違ってはいないな。彼女は魔法中毒患者ソーサリー・アデイクトだよ」


「…………」


　一同の視線を浴あびるルチエラ。


　幼さの残る容よう姿しにそぐわぬ落ち着きが窺うかがえるが──肉眼で見る限り、他に特異な点は見あたらない。何もせずに佇たたずんでいれば彼女が魔族だと見み抜ぬける人間は皆かい無むだろう。先さき程ほど彼女が魔法を使って見せた事も、何かの欺計トリツクではないのかとも思えてくる。むしろ単に容姿を問題にするのならばカペルテータの方が人間離ばなれしていると言えるだろう。


「……源流魔法使ルート・ソーサリアンとは違うのか？」


　ふとレイオットが口を挟はさむ。


　モールドも無く魔法を使うが、異い形ぎようの存在になる事も無く、人間としての姿すがた形かたちや言げん動どうを保っている──その点においてはレイオットの知るロン・コルグという人物とこの少女は共通している。


　ロンは自らを源流魔法使と呼び、魔族との関連については明めい言げんを避さけていたが……


「違うね」


　ドルフは否定した。


「源流魔法使というのは立場の呼称に過ぎない。私が知る限りでは彼かれ等らもルチエラと同じく魔法中毒患者だ。もっともこの『魔法中毒患者』という言葉自体が著いちじるしく誤ご解かいを招まねく呼称ではあるがね」


「……悪いがもう少し嚙かみ砕くだいて説明してくれないか」


　レイオットは肩を竦めて言う。


　ドルフは説明の前に、手にしたパイプの吸い口をレイオットに向けながら尋たずねてきた。


「ルチエラを源流魔法使と誤認するという事は──君は彼等と会った事が在るのかね？」


「……ある」


　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後──レイオットは肯こう定ていした。


「人間の姿と心を持ってはいたが、彼はモールドも無く魔法を使っていた」


「彼等は自分達について何か説明をしてくれなかったのかね？」


「ちと状じよう況きようが込み入っていてな。そんな余よ裕ゆうは無かったんだよ」


　また……ロンも何らかの思おも惑わくが在って全すべてを語る積もりは無い様だった。


　そもそも安あん易いに他人に説明できる様な存在なら、源流魔法使ルート・ソーサリアン達は伝説の中に潜ひそむ必要など無かっただろう。恐おそらく自分達の存在そのものを世間から隠かくさなければならない理由が源流魔法使達には在あるのだ。


　だが──


「ふむ……」


　ドルフは小さく首を傾かしげて何か考え込む様な様子を見せた。


「彼等の秘密主義にも困ったものだ」


「一人で納なつ得とくしてないで説明して欲ほしいんだが」


　レイオットの言葉にドルフは苦く笑しようを浮うかべた。


「失礼。しかしさて……何から話したものか」


　ドルフは感かん慨がい深げに虚こ空くうへと視線を据すえる。


　レイオットから見れば何を考えているのか今一つ分からない部分が──カペルテータやテリサとはまた違った意味で──この男には在った。表情は在る。言葉も通じる。会話は理性的だ。だが……それでもこの男は何ど処こか何かがずれている。分かった積もりで言葉を交かわしていると、いつの間にかとんでもない誤解が積み重なっているかの様な……妙みようなもどかしさが在った。


　しばしの沈ちん黙もくを置いてから──ドルフは無む限げん遠えんの彼方かなたからレイオットに視線を戻した。


「君は戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだね。魔族メレヴエレントを間近に見る機会も多かろう」


「まあ……そうだな」


「そもそも魔族はどうしてあの様な形態を採とっていると思うかね？」


「──なんだって？」


　眉まゆを顰ひそめてレイオットは聞き返す。


「だから魔族の姿形の話さ。同じ人間という生物から発生している筈はずなのに、どうして魔族はあの様に姿形や生理現象まで個体差が激しいと思うかね？」


「…………」


　レイオットは束つかの間一つの答えを脳のう裏りに思い描えがいたが──それを口に出す事無く黙だまって首を振った。それはあまりにも陳ちん腐ぷな話だと思ったからだ。


　だが──


「あれはね。個々人の認識がそこに現れるのだよ」


「……認識？」


　怪け訝げんそうな口調でテリサが問い質ただす。


「心の形と言い換かえても良いだろうね」


　ドルフは悠ゆう然ぜんとそう言った。


「…………」


　レイオットは眉を顰めて黙もつ考こうする。


　魔族の形態はその元となった者の心を映す──これは実の処ところそう珍めずらしい説ではない。魔族が人間であった際の記き憶おくや感情を引きずる事はよく知られている。自分の肉体を魔法で──つまりは意志の力で変形させる事も可能な魔族であるならば、その者の心の在り様がそのまま形に出てくるという理り屈くつはひどく分かり易やすく納なつ得とくも行く。


　しかし──


「つまり魔族の姿形は元となった人間の心を映すのだ」


「……魔族化した連中の心の中は皆みなあんな気色の悪い代しろ物ものだってのか？」


　だとしたら人間とはなんと救い様の無い生き物なのか。


「いや……違う」


　ドルフは首を振った。


「通常、人間の体内に一定濃度以上の呪じゆ素そと呼ばれる要素が蓄ちく積せきした状態で魔法を行使すると、魔族化が始まる」


「その程度の事は知ってるよ」


　魔法や魔族に関する基き礎そ知識だ。


「呪素に汚お染せんされる──というが、ではこの呪素とは何なのか？　まずその事がよく分かっていない。負ふのベクトルを持つイマジネーション・バーストの反動であるとも言われているが……これは検けん証しようされた訳ではない」


　この辺りもレイオットにとっては既き知ちの話だ。


　呪素については確かにはっきりした事は分かっていない。


　魔法を発動した際に発生するある種の魔力的な何か──物質ではなくある種の『波』ではないかとも言われているが──が人間の身体からだに影えい響きようを及およぼすという事が分かっているだけだ。これは賢けん者じや石いしと幾いくつかの有ゆう機き的てき材料によって誘ゆう導どうする事が出来、通常のモールドではこれを人間の肉体に定着する前に集積し、封ふう呪じゆ素そ筒とうに閉じ込める事で人間の魔族化を防いでいる。


　だが封呪素筒に限らず──今の魔法関連の技術は実のところ荒あらっぽい経験則によって作り出されたものが殆ほとんどである。その全すべてについて理り路ろ整せい然ぜんとした技術で解明されている訳わけではなく──未いまだに因果関係がはっきりしていない部分も少なくない。例えば魔法士達に課せられている『強制待機期間』にしても何らかの理論的裏付けがある訳ではない。少なくとも連続してモールドを装着し魔法を使ったからといって魔族化が進む訳ではないし、三日間という待機期間の設定にも特に根こん拠きよが在る訳ではない。あくまで『何だかよく分からないものだから慎しん重ちように扱あつかう』程度の意味合いしか無いのだ。


「魔族化とは」


　ドルフはパイプを指先で弄もてあそびながら言った。


「私の仮説によれば──魔法を行使するに相応ふさわしい肉体への最適化に過ぎない」


「……なんだって？」


「より魔法を使うのに効こう率りつの良い生物に特化をするという事さ。言ってみれば個体レベルでの特とく殊しゆ化か──いや進化だよ」


　ドルフは事も無げにそう言った。


「進化……？　あれが？　あの怪かい物ぶつになる事が？」


「だが──」


　レイオットやテリサの呆ぼう然ぜんたる様子にはさして構わずドルフは言葉を続けた。


「魔族化の際には肉体が全くの別形態に変化する為ために強きよう烈れつな感覚の奔ほん流りゆうが生じる。苦く痛つうと快かい楽らくがない交まぜになった様なものだ。当然と言えば当然だな──全身が、神経細さい胞ぼうも含ふくめて組み替かえられてしまうのだから」


「…………」


「さて──魔法とは即すなわち人間の意志を物質または現象に転てん化かする技法だ。当然ながら魔族化の際にもその影響を受ける。本来は魔法によって自分の身体を制せい御ぎよして自らの望む形態を採とる事が出来る。魔族の自じ己こ復ふく元げんや変形能力はこれだ。


　だが……大たい抵ていの者は魔族化の際、身を襲おそう激しい感覚の嵐あらしに晒さらされて『転てん生せい』を上う手まく制御出来ない。自分の身体を自分の思い描く通りに整えられないのだな。


　その結果、快楽と激痛によって支し離り滅めつ裂れつな状態になっている精神で魔法を行使して身体を組み替える事になり、多くの魔族はああいった奇き怪かいな形けい状じようになってしまう訳だ。当然ながらそうやって形成された肉体に精神の方もまた影響を受ける。苦痛と快楽の中で形成された異常な神経構造は、魔族化した人間の意識を狂くるわせる。


　逆に言えば……感覚の奔ほん流りゆうの中でも理性を保たもち続けた者は、そのまま魔族化以前と同じ形態を維い持じする事も出来る。


　だが……これには個体差が大きい。偶ぐう然ぜんの要素が作用している可能性も在る。何にしても自然状態で自分の肉体の制御に成功する者は千人に一人もいないだろう」


「なるほど……『進化』か」


　レイオットは呻うめく様に呟つぶやいた。


　既き存そんの生物集団の中から特殊な資し質しつを持った異い端たん的てきな生物が発生する──これを『特殊化』と呼ぶ。その特殊化の中でもより汎はん用よう性せいが高く生物として次への可能性を残す場合ケースを他の場合と区別して『進化』と呼ぶ。


　確かにその意味では魔族は人類の『進化形』であるとも言えるだろう。単なる特殊化と見る事も出来るだろうが──物理法則をも超ちよう越えつし、己おのれの肉体を自由自在に制御して半なかば不死身と化す事の出来る魔法の汎用性を思えば、確かに生物としては『進化』と呼べるかもしれない。


　だが──


「そんな……馬ば鹿かな」


　さすがのテリサも表情を強こわ張ばらせて言う。


　あの怪物が人間の明日向かうべき姿である──そう言われて納なつ得とく出来る人間は居まい。


　だがレイオットは別の感想を持った。


　ドルフの言う処ところの『完全体パーフエクタント』──ルチエラの様な理性を持った魔族が存在するとすればこれは確かに進化と言えるかもしれない。元々進化の端たん緒しよとなる個体は母集団から突とつ然ぜん変へん異い的てきに生まれると言われており、その意味では千人に一人という『適性』も至し極ごく納得のいくものではあった。


　しかし──


「精神が肉体を克こく服ふくする。感覚に溺おぼれる事無く肉体を支配した者が次なる『楽園』の住人となれる。理性による欲望の克服。獣じゆう性せいとの完全決けつ別べつ。これは素す晴ばらしい事だよ。これぞ人間の進化に相応ふさわしい──そうは思わないかね？」


　晴れやかな──まるでその『楽園』が目の前に見えているかの様な口調でドルフが言う。


　だがレイオットはただ静かに先を促うながした。


「……それで？」


「源流魔法使ルート・ソーサリアン達は──この千分の一の確率を人じん為い的に上げる事について延えん々えんと研究してきた者達だ。修しゆう練れんによって精神の強きよう靭じんさを高め、魔族化の過程を幾いくつかの段階に分けて小刻みに実行する事で、ゆっくりと、しかしより確実に理性在る魔族になる方法を採とろうとした。彼かれ等らは彼等の秘伝によって、本来は一いつ瞬しゆんで終わる魔族化──魔法生物への肉体再構こう築ちくを引き延ばし、時間を掛かけて自らの身体からだを最適化していく」


（……魔族化の抑よく制せい……か。そういえばあの爺じいさんもそんな事を言っていたな）


　ロンは魔族化したカペルテータの父親を捕とらえ十数年間もその魔族化の進行を──等級の上じよう昇しようを抑よく制せいしていたのだとレイオット達に語った。恐おそらくドルフが言う『時間を掛けた再構築』技術の応用なのだろう。


　しかし──


「確かに一気に魔族化してしまうよりは理性を失うしなわずに済すむ可能性は高いらしい。だが私の知る限り、この方法も完全に個体差を排はいする事は出来なかった様だ。ただ単に理性を失わない可能性を高めるというだけで、『確実』とは言い難がたい。結局は『才能』や『資質』が左右してしまうという事だ」


「才能ね……」


　皮肉げな口調でレイオットはその単語を口にする。


　才能。便利な言葉だ。それ一つでどんな悲劇も不公平も切り捨てる事が出来る。


　だが……魔族化して殺された者達やその家族に『魔族化したのは才能が無かったからだ』と言ったら彼等は納なつ得とくするだろうか。


「そこの少女はつまり千人に一人の『天才』だった訳か」


　千人……あるいは万人に一人の才能を持った少女。


　ドルフの言葉が正しければ、彼女は進化という名の神に選ばれた人間という事になる。


　だがレイオットの眼めには彼女がそれを喜んでいる様には見えなかった。


　カペルテータと似てこの少女もその物もの腰ごしは淡たん々たんとしており、感情らしきものは見えにくいのだが……この少女にはカペルテータの透とう明めいな無表情さとは異ことなる翳かげりが張り付いている様に思える。


　レイオットはドルフに視線を戻もどして言った。


「なかなか興味深い話だが証しよう拠こは在あるのか？」


　一応理り屈くつは通っている様に見える。


　だが今のドルフの話には何ら裏打ちが無い。頭のおかしい元医い療りよう魔法士の妄もう想そうでないという証拠は何ど処こにも無かった。ルチエラの存在は確かに事実だが──それがドルフの説の全てについて正しいと保証するものではない。


「証拠か……証拠は無いな」


　ドルフは気分を害がいした様子も無く言った。


「先にも言ったが、そもそも今の話は多分に仮説を含ふくんでいて検証途と中ちゆうの部分も多い」


「検証途中……？」


　聞き咎とがめたのはテリサである。


「そう。検証途中だ」


「つまり貴方あなたは……此こ処こで魔族化について研究しているのですか？」


「そうとも言えるな」


　ドルフは曖あい昧まいな言い方をする。


「あんたは……」


　レイオットは鳥とり肌はだが立つ様な感覚を覚えながら言った。


　予想しなかった訳ではない。だが改あらためて肯こう定ていされると──それも何の逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよも無く平然と肯定されると、ある種の戦せん慄りつを覚えざるを得ない。目の前に居るこの人の形をしたものが、魔族よりも遥はるかに奇き怪かいな怪物なのだと思い知らされたかの様だった。


　魔族化の研究。研究と言うからには当然それを進めるべき資料が必要となる。だがまさか書物を漁あさっているだけで新たな資料が得られる筈はずも無いし、それならばこんな無人島に居きよを構える意味が無い。


　つまり──


「此処で何人もの人間を故こ意いに魔族化させてきたのか？　人体実験として!?」


「人体実験と呼ばれるのは心外だな」


　ドルフは肩かたを竦すくめた。


　飄ひよう々ひようとした仕し草ぐさである。そこに罪つみの意識は無い。少なくともレイオットにはそれが感じられない。自分が何をしているのか理解していない筈は無い。ドルフに充じゆう分ぶんな知識と知性が備そなわっているのは話していれば分かる。それがどういう事かをはっきりと理解しながら──しかし朝食の内容を告げるかの様に、何の気き負おいも無くこの男は自分の行こう為いを語っているのだ。


　いや──


「元々は患かん者じや達を治ち療りようする為ために始めた事だ」


　そう語るドルフの口調はむしろ誇ほこらしげですらあった──万人に否定されようと論ろん破ぱされようと、自分の正当性を微み塵じんも疑わない狂きよう信しん者しやの如ごとくに。


　魔族の様に、そもそも言げん動どうが非論理的で支し離り滅めつ裂れつな相手ならまだ分かる。別の生き物が人間の理り屈くつや感情を理解できないのも仕方が無いと思う事が出来る。そこに在るのは単なる断だん絶ぜつだ。最初から意思の疎そ通つうは無理だと思う事が出来る。


　だがこの男は……


「私は医者だ。だが医療魔法を使っても現代医療では治療不可能な患者達も多い。既すでに人生の大半を過ぎた大人ならばそれも運命と諦あきらめる事も出来ようが──まだ幼い子供達には過か酷こくすぎる運命だろう」


「…………」


　レイオットはこの男に感じていた違い和わ感かんの正体が分かった様な気がした。


　同じ言葉を吐はく。同じ理論を使う。それでいながら全く共感できない。だからこそ苛いら立だちばかりが募つのる。話していると何かがねじくれていくのが分かる。


　同じく人の姿を採とりながら……その中身は全くの異い質しつな何かだった。


「私は何とかして彼等を救ってやりたかった。彼等を再び元気にしてやりたかった。医者に見放され、親に見捨てられ、ただ死を待つばかりの子供達に希望を与あたえてやりたかったのだよ。何より私はもう子供が死んでいくのを見たくはなかったのだ」


「──だから？」


　レイオットは声が強こわ張ばっているのを自覚していた。


「だから……そういう子供の患者を引き取って魔族にした訳か!?」


「そうだ」


　ドルフは優やさしい微び笑しようを浮うかべて頷うなずいた。


「彼等は元気になった。多少姿形は変わってしまったが──容よう姿しにこだわるのは愚おろかな事だ。まずは生き長らえる事が出来た。彼等も喜んでいるよ」


「あんな状態になってまで……生き延びたいと思ったってのか？」


「そうとも。私は強制などしない。ただ尋たずねるだけだ──生きたいかと。彼等の自由意志を奪うばうのは私の本意では無い。もっとも──最善はルチエラと同じく以前と同じ身体からだで健康になる事だが、これはまだその方法を研究中だ。


　だが俗ぞく世せでは彼等の存在を認めてくれない。生命の尊そん厳げんを説きながら彼等の生きて在る権利を認めてくれない。だからこそ私はルチエラの様な協力者を得て、この島で哀あわれな患者達の治ち療りようを行っているのだよ。研究はその結果として生まれたものに過ぎない」


「……あんたの最終的な目的は何だ？」


　尋ねられてドルフは満足げに微笑した。


　優やさしく穏おだやかな笑え顔がおだった。醜しゆう悪あくでも奇怪でもない。何も知らぬ者が見れば『慈じ愛あいに溢あふれた』とでも表するかもしれない──そんな笑顔だった。いや。実際に彼は慈愛に溢れているのかも知れない。その慈愛がレイオット達の認めるものとは毛色が違ちがうだけで。


「楽園を造つくりたいのだ」


「……楽園？」


「老いも病やまいも無い国を造りたいのだ」


　ドルフは言ってソファから立ち上がった。


　満席の観客の前に立つ楽団指揮者の様に、彼は手にした喫きつ煙えんパイプを優ゆう雅がに振ふった。


「魔族の身体と能力は素す晴ばらしい。皆みながそれを得る事が出来れば、この世から貧ひん困こんも戦争も差別も全すべて一いつ掃そうする事が出来る。無限の魔法と不ふ死じ身みの肉体。それが作り出す理想郷。誰だれもが死の恐きよう怖ふから解放される。憂うれいも哀かなしみも無い世界──私はそれを造りたい」


「…………」


　レイオットは呆ぼう然ぜんと演説をするドルフを眺ながめていた。


　つまりこの男は……人類を全て魔族化させる事で不死者の世界を造り上げる積もりなのだ。その為に医者にも親にも見放された治療不可能な難なん病びようの子供達を引き取ってきては、魔族化させ……それを生きた資料として観察しているのだ。


「他ほかに尋たずねたい事は？」


　さして気負った様子も無く……手を後ろで組んでドルフは一同を見回した。


　まるで生徒に対する教師の如ごとき口調である。やはりこの男は自分の行為について何ら違い和わ感かんを抱いだいていない。それを聞いた者がどう感じるかも全く気にしていない。まるで歴史や算数を教えているかの様に──疑い様の無い事実をそのまま告げているかの様な物言いだった。


「無ければ答えて貰もらおう──君達は何者だ？」


「私達は……」


　テリサは一いつ瞬しゆん躊躇ためらう様な表情を見せてから……しかしはっきりと言った。ここまで突とつ飛ぴな話の前では自分達の秘密など些さ細さいな事だと思ったのか、それとも異質な価値観を突つき付けられて単に感覚が麻ま痺ひしているだけなのかは分からないが。


「この近くの島に利権を持つ者です。魔族メレヴエレントの死体がその島に漂ひよう着ちやくした為に、その島の利権が損そこなわれる危険性が在あると判断し、最悪の場合は魔族を全て駆く除じよする為に、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの二人を雇やとってこの島に調査に来ました」


「死体……？」


　ドルフが首を傾かしげる。


　その側そばで影かげの様に黙もく然ねんと立っていたルチエラが、ふと想おもい出したかの様に言った。


「先だって暴走した為に処理した子達のものかと」


「ああ……彼等か」


　ドルフは納なつ得とくした様子で微び笑しようした。


「申し訳ありません。まさか近くの島に流れ着くとは思っていませんでした」


　ルチエラはうなだれる様に頭を下げた。


　テリサが怪け訝げんそうに口を挟はさむ。


「……何の話ですか？」


「研究は途と中ちゆうだと言ったろう？」


　ドルフはちょっとした失敗を語るかの様に自じ嘲ちよう混じりの苦笑を浮うかべた。


「治ち療りようが終しゆう了りようした患かん者じや達は基本的にルチエラが面めん倒どうを見てくれているのだがね。一定期間を過ぎると凶きよう暴ぼう化かする子が居るのだよ。ルチエラや私にまで襲おそい掛かかってくる事が在るので、仕方なく処分しているのだが……以前、三十人くらいが一いつ斉せいに暴走してしまってね。ルチエラが処分してくれているのだが、恐おそらくその際に海へ落ちてしまった子等が波に乗ってそちらの島に流れ着いてしまったのだろう」


「……ちょっと待ってください」


　テリサは更さらに口を挟んだ。


「一定期間を過ぎると凶暴化する個体が居るとおっしゃいましたね？」


「そうだ」


「それまでは凶暴化していないという事ですか？」


「ルチエラは理性を失う事無く転生した『完全体パーフエクタント』だが──その優位性が彼等にも分かるのだろうな。魔力としては互ご角かくか……あるいは子供達の方が上である場合も少なくないのだが、ルチエラの命令には彼等は基本的に逆さからわない。理性が狂きよう気きを制しているのだとも考えられる」


「…………」


　ドルフの口から理性や狂気という言葉が出る様を見ていると、まるでそれらが全く意味不明な異国の言げん語ごの様にも思えてくる。レイオットとしては苛いら立だちを通り越こして呆あきれ果てるしかなかった。


　しかし──


「……なるほど」


　何か思う所が在るのか──テリサはふと考え込む様な様子で頷うなずく。


「俺からも一つ追加質問していいか？」


　レイオットが声を掛ける。


「なにかね？」


「処分と言ったか？」


「ああ……言ったかな。うん。『処分』。言ったね」


　鷹おう揚ように頷くドルフ。


「つまりは殺した訳か？」


「刺し激げき的てきな言葉に言い換かえればそういう事だな」


　ドルフはこれも平へい然ぜんと頷いて見せた。


「…………」


　レイオットは続けるべき言葉を見いだせなかった。


　子供達の命いのちを救すくう為ためと言いつつ──その一方で言う事を聞かなくなった個体は平然と殺してそれを『処分』という言葉で片付けてしまう。その事に関してもやはり何ら後ろめたさを感じていない。正しい目的の為に動いている自分の行動は、全すべて正しいのだと言うかの様に。


　狂くるっている。この男はやはり完全に狂っている。


　しかも始末に負おえない事に……理性を保ったままに狂っている。言葉が通じる。筋すじ道みちを立てて説明も出来る。説教じみた話さえする。その癖くせ、根本的な処ところで常人とは到とう底てい相あい容いれない様な価値観を持っていて……それについての自覚が無い。


　話をするだけ無む駄だだろう。


　だが……そうは思わない者も居るらしい。


「もし……」


　何かを思い付いたのか──テリサは呟つぶやく様に言った。


「〈完全体〉を指揮官として軍隊組織を編制する事が出来れば……」


「…………」


　レイオットはテリサを振ふり返った。


　微笑を浮かべているのはいつもの通りだが、この場で言う台詞せりふがまさか冗じよう談だんという訳ではあるまい。まるでドルフの狂気が感かん染せんしたかの様に……テリサはドルフの所しよ業ぎようを肯こう定ていした上で、積せつ極きよく的てきに別な狂気を提案しようとしていた。


　しかし……ドルフは出来の良い生徒を見るかの様な、穏おだやかな表情を浮かべて彼女の言葉に応じた。


「考える事は同じか」


「……なんだって？」


　聞き咎とがめたのはレイオットだった。


「さすがに私個人でこの島の研究施し設せつを維い持じする訳にはいかんのでね。ルチエラの他ほかにも物資その他の面で協力してくれる者が居るのだが……彼かれ等らはまさにそこのお嬢じようさんと同じ発想だったな」


「…………」


　レイオットは唇くちびるを嚙かんで黙もつ考こうする。


『彼等』──複数。恐らくは組織。


　そして魔族メレヴエレントを軍事利用するという発想の元に、実際に行動に移せる組織となると……単なる一民間企業等などに可能な事ではなかろう。国家かそれに類するだけの規き模ぼと権力を持っている組織という事になる。


　ドルフがこの島の事を部外者たるレイオット達に知られても泰たい然ぜんとしているのは、その為ためも在るのだろう。どこまで密に繫つながっているのかは分からないが、ドルフの背後には多少の事ならば『無かった事』として握にぎり潰つぶせるだけの力を持った存在が居るのだ。


（……やばい）


　レイオットは内心で呻うめいた。


　危険だ。この男は色々な意味で危険だ。


　狂っているだけならまだいい。だがこの男を取り巻く状じよう況きようは個人の手に余る。下へ手たに関かかわっては泥どろ沼ぬまだ。抜ぬけ出す事さえ出来なくなる。


「ところで」


　ドルフはふと想おもい出したかの様に視線をテリサ、レイオット──そしてカペルテータの順に滑すべらせた。


「その少女はＣＳＡかね？」


「……はい」


　答えたのはカペルテータ本人だった。


「そうか。実はなかなか機会が無くてね──実物は初めて見る」


　ドルフは優やさしい──しかし遠えん慮りよ会え釈しやくのない視線でカペルテータを眺ながめる。


「興味深い。実に興味深い」


「うちの助手をおかしな眼めで見るのは止やめて貰もらえるか」


　レイオットは言った。


　ドルフのカペルテータを見る眼は優しい。一いつ般ぱん人じんがＣＳＡに向ける眼には嫌けん悪おと好こう奇きが入り交まじる事が多いが、ドルフの眼にはそれが無い。労いたわり慈いつくしむかの様な視線で彼は世間から『半魔族ハーフ・ブルート』や『なり損そこない』と罵ば倒とうされる少女を見つめている。


　だが……この男の優しさとはレイオット達の辞書に載のっているそれとは意味が違ちがう。


「君の連れかね」


「そうだよ」


「少し顔色が悪いようだが──大だい丈じよう夫ぶかね？」


　ドルフに言われて──レイオットはカペルテータを振り返る。


　カペルテータは魔族が〈グリーグ〉号を襲しゆう撃げきした際に身体からだを強く打っている。本人はいつもの様に平然としており、体調を尋たずねるレイオットにも『問題ない』と答えてはいるのだが……確かに改めて見ればカペルテータの顔は普ふ段だんにも増して白い様にも見える。


「何なら診しん察さつしても良いが？」


「…………」


　レイオットは顔をしかめて黙もつ考こうする。


　ドルフの申し出は無論、親切心からではない。彼はＣＳＡとしてのカペルテータの肉体に興味を持っている。診察にかこつけて彼女の身体を調べる積もりなのは間違いなかった。


　ドルフの説が正しいとするのならば、ＣＳＡの肉体的特とく異い性せいも魔族の魔力圏ドメインにおける肉体構築能力の影えい響きようだ。『半魔族』と俗ぞく称しようされる所以ゆえんである。だが魔族と異ことなりＣＳＡは人間としての特性を色濃こく残している。


　ではもし……ＣＳＡが魔族化した場合はどうなるのか？


　世間的には都市伝説の様に、ある日突とつ然ぜんに魔族化するＣＳＡの噂うわさが流る布ふしていたりもするが、専門家に言わせるとこれは有り得ない。肉体的には殆ほとんど人間である以上、改めて魔法を使わなければ彼等が自然に魔族化するなどという事は無い。


　だが……ＣＳＡが魔族化する場合、その魔族化の過程が普通の人間と同じかどうかを検証した例は無い。またその事について考こう察さつした学説もレイオットが知る限り無い。


　ルチエラの様な〈完全体パーフエクタント〉を恒常的コンスタントに生み出す方法をドルフが求めているのだとしたら、確かにＣＳＡの肉体は研究材料として興味を引かれるものだろう。


　普通の医者ならいざ知らず、この狂った男にカペルテータを診みさせるのにはレイオットも抵てい抗こうを覚えざるを得なかった。


　その一方でカペルテータの体調が優すぐれないのは事実である。応急手当位はレイオットにも可能だが……もし内ない臓ぞうの損傷や特とく殊しゆな部位の骨折なら専門的な医い療りよう知識の無い彼には手の施ほどこしようが無い。


「……どうする？」


　レイオットはカペルテータに尋たずねる。


　紅あかい髪かみの少女は無表情に──まるで他人事の様に淡たん々たんとした様子で首を振った。


「大丈夫です」


「……だそうだ」


　もっと食い下がるかとも思ったが、ドルフは意外にもあっさり頷うなずいた。


「そうか。もし診察が必要ならば遠えん慮りよ無く言ってくれたまえ」
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　ラルフ・クーベリックは執しつ務む室しつにこもって仕事を片付けていた。


　ただ『軍人』と言えば、どうしても狭せま苦くるしい軍舎で寝ね泊とまりしている様な印象を一般人は持ち易やすいが、当然、一般的な会社で言う処ところの重役級──つまりは佐官や将官級の人間ともなると司令官としての立場を持つ事が多く、専用の執務室と秘書を与あたえられる場合も珍めずらしくない。軍人と言っても常に軍事訓練ばかりをしている訳でもなし、他人を束たばね組織の運営そのものに携たずさわる部分では、民間企き業ぎようの重役と大差無いのだ。


　まして……ラルフは若くして准じゆん将しようの地位についた人間である。


　勤続年数によって自動的に出世してきた人間ではない。軍事的にも政治的にも自他共ともに認める実力を伴ともなった本物のエリートだ。


　当然ながら組織内でもやっかむ人間は少なくない。特に年ねん功こう序じよ列れつで将官や佐官の地位に居る老軍人達の嫉しつ妬とは激しい。彼かれ等らは事在ある毎ごとに彼の脚あしを引っ張ろうとする。故に、たとえ事務仕事であろうともおろそかには出来ず──むしろ老人達の倍はこなさなければ、他人を羨うらやむばかりの無能な奴やつ等らにつけいられる隙すきになってしまう。


　しかも……彼は現在、公に発表する事の出来ない計画を一つ抱かかえている。


　結果が出せれば彼は一気にマノン陸軍の──いや全軍の頂点にまで登り詰つめる事が出来るかもしれない重要な計画だ。場合によってはマノン共和国をユーフォニア大陸最強の国家にする事も夢ではない。そうなれば大統領の地位だって狙ねらえる。


　彼の人生において今は極きわめて重要な時期と言えるだろう。今後の立りつ身しん出しゆつ世せの為ための基き点てんとなり得る。だからこそラルフは積極的に仕事をこなすようにしていた。


　しかし──


「──ラルフ・クーベリック准将？」


　不意に掛かけられた声にラルフは身を強こわ張ばらせた。


　扉とびらの開く音はしなかった。まして執務室の出入口は彼の机の真正面だ。誰だれか入ってくれば気付かない筈はずが無い。


　だが──それでもその男はいつの間にか彼の前に立っていた。


　枯かれ葉は色のスーツを着た人物だ。年ねん齢れいは──どうもはっきりとしない。顔立ちからすれば恐おそらくは二十代半ばから三十前後といった雰ふん囲い気きではあるが、その立ち方や表情には何ど処こか老ろう獪かいなものが滲にじんでいる様にも見える。


　容よう姿しは端たん麗れい。繊せん細さいと言っても良いだろう。上品で爽さわやかな印象さえ在る。


　だが同時に何処かひどく驕きよう慢まんな──貴族じみたものを漂ただよわせるその容よう貌ぼうに、ラルフはまず拒きよ否ひ感を覚えた。


「貴様は何者だ？」


　落ち着きを取り繕つくろって鷹おう揚ように言いながらも、ラルフは爪つま先さきで警けい報ほう装そう置ちのスイッチを入れ、右手は机の天板にテープで固定されたコルス〈コマンダー〉自動拳銃オートマテイツクに手を伸のばした。元々敵の多い彼としては、護ご身しんの為の用意にも抜ぬかりは無い。一分とかからず警備兵達がこの部屋に殺さつ到とうしてくるだろう。


「ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくと申します」


　男は優ゆう雅がな──外け連れん味みが強いとも言える様な仕し草ぐさで一礼する。


　ラルフは男の名前に聞き覚えがあった。


「……プロフェット……〈影かげ法ぼう師し〉!?」


「よく御ご存ぞん知じですな」


　男──ロミリオは掌てのひらを広げ指先で鼻先に引っかけていた眼鏡めがねを押し上げる。気き障ざなその仕草は掌で口元の嘲ちよう笑しようを隠かくしているかの様にも見えた。


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが何の用だ!?」


「困るのですよ」


　ロミリオは気障な笑えみを浮うかべつつ上うわ目め遣づかいにラルフを眺ながめる。


　媚こびへつらう者の眼めではない。眼鏡の奥おくの瞳ひとみには嘲あざけりが露ろ骨こつに見える。それは目の前で踊おどる道化を一方的に哀あわれむ者の傲ごう慢まん極きわまりない眼だった。


「貴方あなたの様な俗ぞく物ぶつの浅あさ智ぢ恵えで資格の無い〈完全体パーフエクタント〉を量産などされては」


「貴様……!?」


〈完全体〉という単語。


　ラルフが陰かげで遂すい行こうしていた計画を──軍内部でも十人と未いまだ知らない計画の事をこのロミリオは知っているのだ。


「〈完全体〉は運命に選ばれた者だけがなるものです。元よりその資格の無い様な者まで〈完全体〉になる技術を確立されては困る。非常に困るのです。こちらがもう五十年以上前から組み立てていた計画に悪あく影えい響きようを及およぼしてしまう」


「…………計画？」


　聞き返しながらもラルフは時間を計はかっていた。


　警備兵達が到とう達たつするまで後十秒余り。それまで時間を稼かせげば彼の勝ちだ。


「ああそうそう」


　ふと想おもい出したかの様にロミリオは言った。


「警報装置の線は切ってありますから、警備兵は来ませんよ？」


「…………!!」


　愕がく然ぜんとしながらもラルフは〈コマンダー〉を握にぎり締しめた。


　警報装置の事を知られていたのは驚おどろいたが──それならば彼の手で制せい圧あつすれば良いだけの事である。幸いにもロミリオはモールドを着ている様子も無いし、その両手は何の武器も握っていない。どうあってもラルフが〈コマンダー〉の引き金を引く方が早いだろう。


〈コマンダー〉の使用する四五ＡＣＰ弾だんは口こう径けいが大きく貫かん通つう力りよくは低いが、その分、命中した際の衝しよう撃げきは小口径高速弾の比ではない。一撃必殺は望めないかもしれないが──たとえ机越ごしに撃うっても目の前のにやけた男を床ゆかに打ち倒たおす事が出来るだろう。


　ラルフは親指で撃げき鉄てつを起こし──


「───!?」


　引き金を引く事無く、彼は銃じゆうを握ったまま机の上に腕うでを引き出した。


　ラルフの意志ではない。まるでいきなり腕が他人のものになったかの様に、勝手に動いているのだ。必死に力を込めて動かそうとするものの、神経が切断されているかの如くまるで手て応ごたえが無い。感覚が綺き麗れいに途と切ぎれてしまっているのである。


「なんだこれは──!?」


　悲鳴じみた叫さけびを上げる間にも、彼の腕は拳けん銃じゆうを握ったまま動く。動いて──その銃口を自分のこめかみに向けていた。


「き……貴様の仕し業わざか!?」


「そうですよ」


　ロミリオはにこやかに肯こう定ていした。


「とりあえずＭ２計画の関係者には一通り死んで頂いただきます。止やめろと言っても止めそうにないですからね──特に貴方達の様な軍人は」
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「や……め……」


　左手で右手首を摑つかんで銃口を逸そらそうとするものの、右手の肩かたから先はまるで石像化したかの様にびくともしない。四五口径の銃口はラルフのこめかみを向いたままだ。


　これは一体どうした事か。まるで魔法でも使ったかの様に、ラルフは指一本動かしていない相手に己の右腕を操あやつられて──


「そうか──」


　ラルフは圧あつ倒とう的てきな恐きよう怖ふの中で悟さとった。


「き……貴様も〈完全体〉か！」


「そういう事ですね。我々は〈資格者クオリフアイア〉とも呼んでいますが」


　ロミリオは言った。


「ではクーベリック准じゆん将しよう。ごきげんよう」


　恐怖に見開かれたラルフの眼は、最後に気き障ざな仕草で一礼するロミリオの姿を映した。


　そして──
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　話を終えてアルフレッドの処ところに戻もどると──既すでに彼は無線機の調整を終えていた。


　テリサは即そく座ざに本社を呼び出しに掛かかった。幸いにも無線はさしたる問題も無く機能してヴェリズモ社へと繫つながり──テリサは事の詳しよう細さいを報告の後、指示を仰あおいだ。


　その結果──


「──状じよう況きようをきちんと説明したか？」


　レイオットは自分のモールド・キャリアの側面にもたれかかりながら言った。


　テリサが受けたヴェリズモ社からの指示は簡かん潔けつだった。


『レオンハルトと交こう渉しようせよ』


　救きゆう援えん要よう請せいについては『可か及きゆう的てき速すみやかに送る』と述べられたのみで、日時については一いつ切さい返答が無かった。


　要するに……ヴェリズモ社はレオンハルトの研究に金の匂においを感じ取ったのだろう。テリサが発想した様に、魔族メレヴエレントを組織し軍団として使し役えきする事が出来るのならば、世界を滅ほろぼす事さえも可能だ。魔族の軍事利用に関しては『魔族は制せい御ぎよできない』のが大だい前ぜん提ていであったからこそ問題にもならなかったのだ。制御する方法があるとすればこれ程ほどに強力で便利な軍事兵器も存在しない。


　まして……もしドルフの言う〈完全体パーフエクタント〉への『転生』技術が確立されれば、誰だれもが魔族の力と生命力を得る事が出来る。魔族の軍団は無論、強きよう力りよく無む比ひな破は壊かい力りよくを発揮するだろうが……〈完全体〉の部隊が組織出来れば更さらに強力な戦せん闘とう集団として機能する筈はずだった。人間としての理性と知性を保ったまま魔族の力を使える〈完全体〉は、複雑で高度な戦術を採とる事が出来るし、状じよう況きようにも対応し易やすい。こうした〈完全体〉を含ふくんで構成された魔族部隊は一個分隊で完全武装の一個師団を潰かい滅めつさせる事さえ可能だろう。


　世界の軍事的均きん衡こうが一気に崩くずれる。


　この技術を欲ほしがらない国は無かろう。


　ヴェリズモ社はまだ研究が基き礎その域を出ていない現段階からドルフに協力を申し出る事で、その技術が確立した際に発生する利り権けんの一部を得ようと考えているのである。極きよく言げんしてしまえば戦争も経済活動の一種として捉とらえる事が出来る以上──ヴェリズモ社の判断は営利団体としては理に適かなったものではあった。


　ただし──


「あの男は狂人だ。取引なんざ成り立つ筈が無い」


　レイオットは言った。


　そもそもドルフの目指しているのは『楽園』であって魔族軍団を造つくって戦争をさせる事ではない。ドルフ自身が『協力者』の思おも惑わくについてどう考えているのかは不明だが……いつか必ず両者の関係が破は綻たんする時が来る。


「さっさとこの島から出た方がいい」


「それでは契けい約やくが遵じゆん守しゆされていない事になります」


　頑かたくなな程にいつもの微び笑しようを浮うかべたままテリサは言った。


「なんだって？」


「契約はこの島における魔族の完全掃そう討とうもしくは我わが社の倉庫の安全が確保されているかどうかの確証を得る事です。どちらも未まだ終わっていません」


「……あのな」


　レイオットは呆あきれ果てた表情を浮かべて言った。


「源げん流りゆう魔ま法ほう使しだの、魔族の〈完全体〉だのが出てきた時点で、俺おれ達たちのどうこう出来る範はん囲いを超こえてるんだよ。普ふ通つうの魔族も他ほかに何体居るのか分からないし、武器も食料も乏とぼしい。この状態で何をしろってんだ？」


「こうした危険性については御ご了りよう解かい済ずみだと想おもっておりました」


　テリサは平然と言う。


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの仕事は危険なものです。それは大前提でしょう。当然ながら危機的状況に陥おちいったからといって追加報ほう酬しゆうを要求できるものではありません」


「誰が追加報酬なんか要求してるんだよ」


「つまりそれは当初の予定の通りで充じゆう分ぶんな報酬であるという事になりませんか？」


「…………」


　レイオットは顔をしかめて黙だまり込んだ。


　駄だ目めだ。ドルフとはまた方向性が違ちがうが──この娘むすめもレイオットとは根こん本ぽん的てきな処ところで価値観にずれがある。有能な会社員であろうとは思っていたが……ここまで会社に献けん身しん的てきだとは予想できなかった。


　この娘にとって第一に優先すべきは自分の感情でも世間の常識でも無く、会社の利益であるらしい。物事の価値観を一元化する事で精神の安定を得ようとする者は別に珍めずらしくないが──大なり小なり皆みながそうした傾けい向こうを備そなえているし、レイオット自身も自じ罰ばつ傾向に特化する事で思し考こうを停止していた時期が確かにある──ここまで極きよく端たんなのも珍しい。


　この娘は文字通りに人形であり記号だ。


　彼女には『有能な会社員』というレッテル以外の部分が無い。他人がそう把は握あくしているのではなく……自ら他の側面を切り捨てて、そういう生き物に特化しているのだ。とても真ま似ねをしたいとは思わないが──ある意味で、ひどく楽な生き方ではあるかもしれないとレイオットは思った。少なくとも細かい事であれこれ思い悩なやむ必要は無い。


「悪いが俺は承しよう諾だくできない」


　レイオットは言った。


「理由をお聞かせ願えますか？」


「理由も何も……連中は明らかに狂くるってると言っただろう。そんな連中と交こう渉しようするなど正気の沙さ汰たじゃない。魔族メレヴエレントの軍隊？　人間を理性的な魔族にする方法？　それが可能だとしてもこんな危険な話に首を突つっ込むなんて無茶苦茶だ」


「……くくっ」


　低い笑いが漏もれる。


　少し離はなれた場所で、自分のモールド・キャリアに背中を預あずけながら黙だまって立っていたアルフレッドは隻せき眼がんをレイオットに向けて言った。


「随ずい分ぶんと堅けん実じつになったものだな……レイオット・スタインバーグ？」


「……堅実ね」


　苦く笑しようを浮うかべてレイオットは呟つぶやく。ふと彼はネリンがこの評価を聞けばどんな顔をするだろうかと思った。レイオット・スタインバーグを評する言葉としては己おのれの事ながら違い和わ感かん満まん載さいと言わざるを得ない。


　それはともかく──


「どういう心しん境きようの変化かは知らないが……くくっ……怖こわいなら怖いとそう言って何ど処こかで震ふるえているがいい」


「じゃあそうさせてもらうさ。堅実にな」


　レイオットは肩かたを竦すくめる。


「ではスタインバーグさん」


　テリサがこの期ごに及およんでも微笑を浮かべたまま尋たずねてくる。


「貴方あなたは契約放ほう棄きという事で、よろしいですか？」


「好きにしろ」


　レイオットは肩を竦めて言った。
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「……どういう事だ？」


　報告を受けた初老の将官は眉まゆを顰ひそめた。


　マノン陸軍の将官及および佐官数名が自殺したという報告が入ってきたのだ。


　その事自体は別に驚おどろく程ほどの事ではない。軍は、百万人単位の人間が所しよ属ぞくする、ある種の閉へい鎖さ社会だ。一いつ般ぱん社会に比べれば多少低くなるものの、自殺者の発生率も一定の数値を記録している。一人や二人の軍人が自殺したという報告でいちいち驚いていては将官など務つとまらない。


　ただ……その自殺者がいずれも佐官以上の上級軍人であり、わずか数時間の間に全員が銃じゆうで自分の頭を撃うち抜ぬくという方法で死亡している事、そして何よりその者達全員がラルフ・クーベリック准じゆん将しようと繫つながりが在あった者達であるとなると……そこにある種の作さく為いが見えるのは当然だろう。


　だが──


「一体何が起こっている？」


「分かりませんが」


　報告を持ってきた士官は無表情に言った。


「歓かん迎げいすべき事態ではあります」


「…………」


　将官は黙だまり込んだ。


　確かにラルフ・クーベリックはわずか三十代前半で将官の地位に登り詰つめた人物で、その優ゆう秀しゆうさは疑い様が無かったが……軍内部でもその極きよく端たんな実利思想が危険視されていた人物でもある。軍人は必要とあれば死者の数を単なる数字として把は握あくできるだけの冷れい酷こくな割り切りが必要だが、より良い軍人はあくまでそれを『必要悪』として割り切るべきだった。


　だがクーベリック准将は人間の数を本当に単なる数字として把握した思考を、常つね日ひ頃ごろからする様な性格だった。彼は人の死に罪ざい悪あく感かんを感じない。割り切るのではなく切り換かえるのでもなく……最初からそういう価値観しか無いのだ。


　極きよく端たんに言えば──たとえ自国民が全ぜん滅めつし、無人の野に自分一人が生き残ったとしても、同じく相手国の国民を皆みな殺ごろしに出来れば、それを『勝利』であると何の疑問も無く宣言できる人間だという事だ。壱いちは零ゼロよりも確実に多い。


　だからこそ彼については必要以上の権力を握にぎる前に、何らかの手を打つべきだとしていた将官達も少なくない。


　とはいえ……


「誰だれかが手を打ったと？」


「それは分かりませんが」


　士官は言った。


「ここで犯人を捜さがし出す事に意味はありますまい。これは充じゆう分ぶん以上に軍内部への戒いましめとして──特にクーベリック准将麾き下かの士官達への威い嚇かくとしても機能します。彼かれ等らが愚おろかにもクーベリック准将の後を継つごうなどと考えない様に」


「……ふむ」


「まして……クーベリック准将はここしばらく任務の名目でアルマデウス帝てい国こくの魔法技術関係者を拉ら致ちしてきているとの噂うわさが在りました」


「確かにそんな噂が出ていたな」


　他の者ならば一笑に付す様な噂だが、その渦か中ちゆうに居るのがクーベリック准将となるとその噂は一気に真実味を帯おびてしまう。目的の為なら手段が正当化されると本気で信じている人間は意外に多いが、クーベリック准将は正当化の必要すら感じない人物だった。


「全すべてが事実とは思えませんが、迂う闊かつにクーベリック准将の近辺を調べてその事実が明るみに出た場合は、非常にまずい事になります。国民感情としても、我わが国の国際的な立場としても」


　将官の表情を充分に推おし量はかった上で士官は結論を述のべた。


「今回の連続自殺は、あくまで偶ぐう然ぜんのものとして処理し、形式的な捜そう査さ以上の事はしないのが得とく策さくかと」


「……分かった。憲兵隊にはその様に圧あつ力りよくを掛かけておく」


「はい」


　士官は無表情に一礼した。





　　　　●　　●　　●





　差し当たっての問題は水と食料だった。


　ドルフに分けて貰もらうのが最も簡単な方法ではあるのだが……どうにもあの男を信用する気にはなれない。食料や水に睡すい眠みん薬やくを混ぜる程度の事は、やりかねない様に見える。


　実のところ、三日分の携けい帯たい食料と水はレイオットもモールド・キャリアの中に積んでいる。軍用の携行食糧レーシヨンと同じもので、味や満まん腹ぷく感かんはお世せ辞じにも良いとは言えないものの、必要最低限の栄養は供きよう給きゆうしてくれる代しろ物ものだ。


　どうしてこんなものをレイオットがモールド・キャリアに積んでいるかというと、別に彼が用よう意い周しゆう到とうな訳ではなく、単にフィリシスと組んで仕事をしていた時の名残なごりである。実際の現場に投とう入にゆうされれば短期決戦が基本の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであるが、相手が人間の場合──例えば魔法士ソーサリストが強ごう盗とうに入って人ひと質じちを取った場合、船せん舶ぱくや航空機を魔法士が乗っ取った場合、など──は、基本的に警察がまず説得交こう渉しように当たり、その後戦術魔法士の投入時期を見み極きわめる為ため、時には丸一日以上現場で待たされる場合もある。


　こうした場合、警察は戦術魔法士の分まで食事を用意してくれない事も多いので──元々警官と戦術魔法士は折り合いが悪い事が多い──魔法士達は自前で食事を用意せねばならない。悠ゆう長ちように食事を楽しんでいる暇ひまは無いが、かといって食事を抜ぬいてしまう訳にもいかない。最高の体調と体力で現場に臨のぞむべき戦術魔法士達にとって、食事は義務でもあるからだ。そういう訳で場所を取らず調理の手間も要いらない携行食糧は戦術魔法士にとって常備品の一つである。


　とはいえ──


「……まずい」


　呻うめく様に呟つぶやきながら、レイオットはモールド・キャリアの運転席でパック入りのチキンヌードルを食べていた。暖めるのも面めん倒どう臭くさいと冷めたまま食べていたのだが、これは失敗だった様だ。同どう梱こんのクラッカーはそれでも問題ないのだが、冷めてスープが半分ゼラチン化しているチキンヌードルは、風味も食感も最悪である。元々細かい味にはこだわらないレイオットでもこれには少々閉へい口こうした。


　助手席ではカペルテータが黙もく々もくと同じものを口にしているが、この少女の横顔からは携行食糧の味に対する如い何かなる感想も窺うかがい得ない。家に居る時は香こう茶ちやの風味等に結構こだわる様子も見せているので、舌したが鈍どん感かんという訳でもないのだろうが、特に不満を覚えている様子も無く、機械的な動作でチキンヌードルを口に運んでいる。食事と言うよりも栄養補ほ給きゆうという言葉の方が相応ふさわしい。


「……美う味まいか？」


「携行食糧に関しては味は二の次だと思いますが」


「……まあ、その通りなんだがな」


　割り切ったカペルテータの言葉に溜ため息いきをつくレイオット。


　彼はドルフの屋や敷しきを振ふり返った。


　アルフレッドとテリサはドルフの屋敷に再び出向いて『交こう渉しよう』とやらを行っている筈はずだ。


　やはりレイオットは彼かれ等らの行動には賛さん同どうできない。


　今いま更さら正義がどうだの、社会倫りん理りがどうだのと言う積もりなど無いが……だからといって明らかに狂きよう気きの沙さ汰たと分かる事に首を突つっ込みたいとは思わない。その片棒を担かつがされるのもまっぴらだった。


　レイオットとしては早さつ急きゆうにこの島から出るのが望みではあるのだが──ヴェリズモ社の船は何い時つ来るかも分からないし、来ても契けい約やく破は棄きしたレイオット達を素す直なおに乗せてくれるとも限らない。


「さてどうするか……」


　レイオットは嘆たん息そくして空を見上げた。


　既すでに時刻は夕刻を越こえて夜の領域に入りつつある。蒼そう穹きゆうは暗色に侵しん食しよくされ、ちらほらと星の瞬またたきも見る事が出来た。


「船を手に入れて此こ処こを離はなれるのが一番だが──」


　そこまで言って──気付いた。


　船だ。恐おそらくドルフ達は船を持っている筈だ。あの桟さん橋ばしには見当たらなかったが、別の場所に隠かくしてある可能性が強い。もしそうでないにしても本土との連れん絡らく手段は確保しているだろう。


「あのドルフっておっさんはともかく……あの女の子の方はまだ話が通じそうだったが。どうにかして船を借り出す様に交渉出来れば……」


「…………」


　カペルテータが何かを問う様な視線をレイオットに向ける。


「御お前まえは気付かなかったか？」


　レイオットはそう言い──


「あのおっさんは……あのおっさんみたいな眼めは前に何度か見た事がある。悩なやんで憎にくんで恨うらんで嫉ねたんで妬ねたんで……『磨すり減った』者の眼だよ。あのおっさんが何をどう悩んでいたのかは分からないけどな。もう悩まなくなった分、ああいうおっさんは危ない」


「そういうものですか」


「まあ推すい測そくだけどな」


　とレイオット。


　あれは抱かかえきれない大きな傷を無理矢理に抱えている──抱えざるを得ない人間の眼だ。


　そうした人間は幾いくつかの方法でその痛みから逃のがれようとする。


　例えば──感情を殺して痛みを感じないようにする者。


　例えば──痛みを感じる主体そのものを消してしまおうとする者。


　ドルフの場合、ひどく単純な価か値ち観かんの中に逃にげ込んでそれで自分を覆おおう事で、痛みや苦しみを遮しや断だんしようとしている様に見える。一種の思し考こう停てい止しである。そういう人間ほど、ああいう断定的で自分に酔よった様な口調になるものだ。


「……カペルテータ」


「はい」


　少女はいつもと変わらぬ口調で応こたえてくる。


「結局御前は……どうして此こ処こに居るんだ？」


　どうして今わざわざこんな場所で──とは我われながら思いもしたが、レイオットは構かまわず以前から胸きよう中ちゆうにわだかまっていた疑問を口にした。今いま更さらレイオットとカペルテータの間に陳ちん腐ぷな儀ぎ式しきや特別な契けい機きは必要あるまい。よく考えれば何い時つ何ど処こで尋たずねても同じだ。ただ何となくカペルテータの淡たん々たんとした無表情を前にすると、改めて尋ねる気になれなかっただけの事である。暇ひまつぶしにするにはいささか重い話題ではあったが。


「…………」


　珍めずらしく──カペルテータが言い淀よどむ。


「俺の近くに居る事で御お前まえは何を得る？」


「…………私は」


　そこでまたカペルテータは言葉に詰つまる。


　しばし待ったがＣＳＡの少女はただ沈ちん黙もくするばかりで答えは出ない。


　言いたくないのか。あるいは自分でもよく分からないのか。その表情からは少女の思おも惑わくを正確に推おし量はかる事は出来ないが──レイオットは仕方なく代わりに台詞せりふを繫つないだ。


「正直……こんな場所までついてくる意味は無いだろう。最初は御前が復ふく讐しゆうの為ために俺の側そばに居るのかとも思ったが、御前は違ちがうという。ならば御前が望んでいるのは何だ？」


「…………」


　やはりカペルテータは沈黙を守っている。


「俺はな」


　レイオットは夜空を見上げながら言った。


「最初……御前に殺されるのならばそれはそれで悪い事じゃないと思っていた。俺は……魔族化しつつあったとはいえ、自分の育ての親を殺してしまったからな。自分に生きている価値や意味など無いと考えていた。誰だれかが『終わらせて』くれるのを──『罰ばつ』を与あたえてくれるのを待っていた様に思う」


「そうなのですか」


　とカペルテータ。


　口調はやはり淡々としているが、少し驚おどろいている様にも見える。思えば──四年も一いつ緒しよに暮らしてきて自分の話をするのはこれが初めてだった。ただ眼に見える範はん囲いで互たがいを理解していれば、それで特に不ふ都つ合ごうも無かったのだ──今までは。


「……自殺しようとは思わなかったのですか？」


　カペルテータが尋ねてくる。


　その口調に──何ど処こか普ふ段だんと違うものを感じてレイオットは傍かたわらの少女を振ふり返った。


　いつもの衣い装しようの上から毛布にくるまった状態で、半魔族ハーフ・ブルートの少女は首だけを回してレイオットを眺ながめている。そこには嘲あざけりも蔑さげすみも無い。痛い位に透とう明めいな視線が自分の父と母を殺した男を見み据すえているだけだ。


「それじゃ楽になってしまうからな」


　と苦く笑しようを浮うかべるレイオット。


「俺に必要だったのは『罰』であって逃にげる先ではなかったんだよ。だから……いつか自分が惨みじめに、惨むごたらしく死ぬのが当然だと思っていたし、その日が来るのを待っていたんだと思う──もっとも」


　レイオットは肩かたを竦すくめて見せた。


「それすらも『逃げ』ではあったんだろうけどな」


「……そうなのですか？」


「多分な、上う手まくは言えないが」


　レイオットは苦笑混じりの溜ため息いきをついた。


「シモンズ監かん督とく官かんならば、上手く言い表してくれそうな気もするけどな。まあ──何というか罰を待つのも、ある種の甘あまえだって事だな。悲劇を『終わらせて貰もらう』んじゃ駄だ目めって事だろう。自分で『終わらせ』ないとな」


「…………」


　カペルテータは静かな無表情を湛たたえたその瞳ひとみでレイオットを真まっ直すぐ見つめている。


　怒おこっているのか。哀かなしんでいるのか。憐あわれんでいるのか。嘲っているのか。覗のぞき返してみても、いつもの通りこの少女の眼からはやはり何一つ読み取る事は出来ない。まるである種の虚うつろの様に──他人の感情を反射する事も無く全すべて吸い込むかの様な瞳であった。


「結局、俺は絶望しきった振りをして、誰かに後始末を任まかせようとしていた餓が鬼きだったって事だ。まあ、自分で気付いていなければ、それはそれで良かったのかもしれないが──あの御お節せつ介かいな監督官がそれと気付かせてくれたもんだからな。そのままではやはりいられなくなった」


「……そうですか」


「罪人は裁さばかれても許されはしない」


　レイオットは呟つぶやくように言った。


「罪人が許されるのは──その過あやまちを償つぐなった時だけだ。それが取り返しの付かないものであるのならば……いつか誰かが心の底から『もういい。充じゆう分ぶんだ』と言ってくれるその時まで償い続けるだけだ。それしか解放される術すべは無い。きっとそれこそが罰なんだろうな」


「それが……」


　カペルテータは紅あかい眼を瞬しばたたかせながら言う。


「それがレイオット。貴方あなたの結論ですか」


「多分な。まあ今のところは」


「……分かりました」


　少女は自分の中にその言葉をしまい込む様に俯うつむいて呟く。


「償い続ける事──」


「──だがな」


　レイオットは紅い髪かみに覆おおわれた少女の頭にその掌てを載のせた。


「御前までそれに付き合う事は無いんだ。行き場が無いというのならば、俺が何とかしてやる。フィリシスやシモンズ監督官だって頼たのめばきちんとした後こう見けん人にんになってくれるだろう。御前の両親を殺した人間の側そばに居るよりも、もっと──」


「……駄目です」


　カペルテータはレイオットの台詞せりふを切り落とすかの様に首を振った。この感情の枯こ渇かつしたかの様な少女にしては珍めずらしく──その仕草は激しく鋭するどい。


「それではレイオット──私の『悲劇』が終わりません」


「…………」


　レイオットは束つかの間ま息を呑のみ──


「御前の悲劇はどうやったら終わる？　どうやったら終わらせてやれる？」


「…………それは」


　カペルテータは更さらに首を振る。


　首を振って──彼女はきっぱりと言い切った。


「レイオットの責任ではありません。それは──私のするべき事です」


「……そうか」


　分かったような分からないような──そんな言葉の交こう換かん。


　だがレイオットはそれ以上追つい及きゆうする気は失うせていた。


　立ち止まっていない。


　この少女は──この少女もあの日から抜ぬけ出ようともがいているのだ。自分なりのやり方で自分の悲劇に一つの決着をつけようとしている。それがどういう形になるのかはレイオットにも分からないが、それでも、この少女は彼が思っていた程ほどには愚おろかでもなければ脆もろくもないらしい。


　だから──


「俺に手伝える事は？」


「ありません。これは私の受けるべき『罰』です」


　実の祖そ父ふに監かん禁きんされて育った少女。


　ようやく得た父母の愛を奪うばわれた少女。


　半魔族ハーフ・ブルートと罵ののしられ出で来き損そこないと蔑さげすまれ……人間としてのごく当然の権利さえ望めず、平へい凡ぼんでささやかな幸せでさえ、恐おそらくは手に入れる事の出来ない少女。


　彼女に罪つみが有るとしたらそれは何なのか。


　罰を受けねばならないとすればそれは何な故ぜか。


　気にはなる。知りたいと思う。だがレイオットにはそこまで彼女の領りよう域いきに踏ふみ込む権利は無い。いつか──そんな時が来るのかどうかは分からないが──彼女が自らその許ゆるしを与あたえてくれる日を待つだけだ。


　だから──


「……そうか。すまん」


　レイオットは言って溜め息をついた。


「御前を見くびっていたな」


「……いいえ」


　カペルテータは小さく……しかしこれもまたはっきりと首を振った。
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　アルフレッドとテリサはとりあえず屋や敷しきの客間をあてがわれていた。


　個別に部屋を用意する事も出来るとはドルフが言ってきたのだが、テリサはそれを断った。同じ部屋に居た方がアルフレッドもテリサを警けい護ごしやすいからだ。


　だが──


「…………」


　アルフレッドは窓の外を眺ながめている。


　この部屋は二階である。窓の真下にはアルフレッドのモールド・キャリアが停車しており、何かあればすぐにそちらの屋根に飛び降りる事も出来る。そうした点は全くアルフレッドは抜かりがない。


　そして──アルフレッドのモールド・キャリアから十数メルトル離はなれた、屋敷の正門付近にはレイオットのモールド・キャリアも見える。ただしここから眺ながめる限りではレイオットとカペルテータの姿は見えない。恐らく運転席ではなく貨物室に移ったのだろう。


「スタインウェイさん」


　テリサが声を掛かけてきた。


　だがアルフレッドはまるで興味が無いといった風ふ情ぜいで振り返りもせず──その青い隻せき眼がんで静かにレイオット達の方を眺めている。


　そんな彼の背中に──


「スタインウェイさん」


　衣きぬ擦ずれの音と共ともに触ふれるものがあった。


　振り返らずとも分かる。服を脱ぬいだテリサがしなだれかかってきているのだ。


「…………」


　アルフレッドは黙だまって立ったままである。


　陰いん々いん滅めつ々めつとした死に神の如ごときその顔には、何の表情も浮うかんではいない。その長身にも何ら緊きん張ちようは無い。テリサの行こう為いを無視しているのではなく心しん底そこ興味が無いのだろう。


　そんな態度をどう思ったのか──テリサはその手でアルフレッドの身体からだを服の上からなで回す。


　男を誘いざなう為ための淫いん靡びな手つきである。丁てい寧ねいで執しつ拗ようで──そして強ごう引いんだ。何ど処こで覚えたのかと思える程ほどに、手て慣なれた娼しよう婦ふの動きでテリサはアルフレッドの身体を愛あい撫ぶする。普ふ通つうの男ならそれだけで我が慢まんの限界に達し──その場で振り返って彼女を押おし倒たおしていただろう。


　だがやはりアルフレッドはただ立って窓の外を眺めているだけだ。


　アルフレッドが何ら反応を示さないのに焦じれたのか、テリサは手を伸のばして窓のカーテンを閉めると、更さらにアルフレッドの前に回ってきて己おのれの裸ら体たいでその視界を埋うめた。


「……ふふ」


　テリサはいつもの微び笑しようにやや妖よう艶えんな色を加えてアルフレッドの頰ほおを撫なでる。


　それでもアルフレッドは冷れい然ぜんとした表情で目の前の女を眺めるのみだ。


　テリサの考えている事は傍はた目めにも明らかだった。


　レイオットが彼女と袂たもとを分かった今、彼女にとって使える『札』はアルフレッドしか無い。確実に彼を自分の側に繫つなぎ止めておく為に、思い通りに動かす為に、己の身体を使おうというのだろう。ひどく使い古された手て管くだではあるが──それだけに大たい概がいの場合には効果的ではある。


　だが──


「……私は……お気に召めしませんか？」


　計算ずくの媚こびを含ふくんだ女の微笑を冷たく見み据すえながらアルフレッドは言った。


「貴様に興味は無い」


「私には魅み力りよくが無いですか？……それとも女性には興味が無いと？」


　ある種の挑ちよう発はつ的てきな物言いだが、特にアルフレッドは動じる様子も無い。


　アルフレッドは薄うすく──本当に薄く笑った。


「ママ以外の女には興味が無い」


「…………」


　さすがにこれは予想外だったのか表情を引きつらせてテリサが黙だまり込む。


「貴様はママではない。だから貴様には興味が無い」


　相手の反応になどまるでお構いなしで──アルフレッドの答えはひどく簡かん潔けつだった。


　テリサは数秒間、逡しゆん巡じゆんするかの様に黙っていたが、淫靡な表情を一いつ層そう深めてアルフレッドに身をすり寄せる。


「私ならママの様に……貴方を喜ばせてあげられますよ」


「無理だ」


　アルフレッドはまるで自明の事の様に断言した。


「本当に？」


　言いながら頰を撫でていたテリサの指先がアルフレッドの眼帯に触ふれた。


　ぴくりと微かすかに──本当に微かにではあるが、文字通りの鉄てつ面めん皮ぴを保っていたアルフレッドの頰が動いた。


「ふふ……」


　テリサは笑みを深める。


　攻こう略りやく点てんを見つけたと思ったのだろう。異質な性せい癖へきを理解は出来なくても、そこを攻せめる事は出来る。彼女はまるで弄もてあそぶかの様に指の腹はらでアルフレッドの眼帯を何度かなぞり、爪つめの先でその紐ひもを引っかけた。


　そして──


「…………!?」


　テリサの表情が凍こおり付いた。


　アルフレッドにしなだれかかっていた彼女は、まるで電でん撃げきでも喰くらったかの様に身を震ふるわせて彼から離はなれた。微笑の仮面は剝はがれ落ち、驚きよう愕がくの表情がその下から浮かび上がる。


「貴方は──」


「……見たな」


　ずれた眼帯を直してその下に在あったものを再び隠かくしながら、アルフレッドは言った。


　咎とがめる口調ではない。その声にはむしろ……うっすらとではあるが愉ゆ悦えつめいた響ひびきさえ有った。


「貴方は…………貴方も……」


「見たな」


　アルフレッドは繰くり返しながら懐ふところに手を入れた。


「スタインウェイさん……貴方は」


「黙だまれ」


　アルフレッドはそう言うと懐ふところから細長い筒つつ状じようのものを取り出した。


　両りよう端たんに孔あなが空いており──一方には大きな切れ込みも入っている。更にアルフレッドは腰こしから機関拳銃マシン・ピストルを抜ぬくと、その銃じゆう身しんを切れ込みの在る方から筒に差し込んだ。切れ込みはどうやら銃身上に突つき出た照星フロントサイトを通す為ためのものであるらしい。


　銃声抑制器サウンド・サプレツサーだ。


　俗ぞくに『消音器サイレンサー』と呼ばれている類たぐいの装置である。実際には銃声を『消す』程ほどの機能は無いが、それでも十数メルトルも離れれば、それが銃声だと分からない程度には轟ごう音おんを押さえ込んでくれる。


「ス……スタインウェイさん……？」


　自分の方を向いた銃口をテリサは呆ぼう然ぜんと見つめた。


「くく……余よ計けいな真ま似ねをせねば……もう少し生かしておく積もりだったが……くくく……もういい。貴様は死んでいいぞ……」


「なにを……わ、私は、貴方あなたの雇やとい主ぬしの……私を殺せば、残りの半金は」


「……俺の雇い主は貴様の会社ではない……」


　アルフレッドは喉のどの奥おくで笑いながらそんな事を言った。


「──え？」


「くく……たまたま話が来たから便びん乗じようしただけの事だ……くくくっ……俺の本来の雇い主は別に居る……少し前から専せん属ぞく契けい約やくを結んでいてな……くくくく」


「あ……貴方は……一体……？」


「答える義務は無い……」


　そう言ってアルフレッドは機関拳銃の引き金を引く。


　冗じよう談だんの様に間の抜けた銃声と共に──銃じゆう弾だんがテリサの額ひたいにぽつんと小さな孔を穿うがった。
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　少し眠ねむっていたらしい。


「──すまん。寝ねてたか」


「十五分位でしたが」


　と──すぐ側そばでレイオットと同様に毛布にくるまっていたカペルテータが即そく答とうする。


　レイオット達は今モールド・キャリアの貨物室の中に居た。


　運転席の硝子ガラスが全すべて割れてしまっており、気温の下がってきた夜半には少々辛つらいものがあった為、二人して貨物室の中に移ったのだ。運転室と違ちがって電熱式空調機は無いものの、風に晒さらされないだけでも随ずい分ぶんと体感温度は違う。


　無論──魔族メレヴエレントの襲しゆう撃げきがあれば即座に逃にげ出せないと言う問題点はあるものの、カペルテータが居れば魔族の接近は比ひ較かく的てき早期に察さつ知ちできる為、むしろレイオットは体調と体力の維い持じを考えて貨物室に入る事を選せん択たくした。


　とはいえ──


「それでも冷えるな……」


「はい」


　寝ね袋ぶくろだのテントだのの用意もテリサが持ってきたコンテナの中には在ったのかもしれないが、〈グリーグ〉号の炎えん上じようと共に失われた。暖だんを取ろうにも貨物室の中で下へ手たに火など焚たこうものなら、あっという間に酸さん欠けつになってしまう。


「眠れるのなら眠っておいた方がいいぞ」


「はい」


　と頷うなずくものの、カペルテータは眼めを閉じようとする様子も無い。


「…………」


　レイオットはしばし黙もつ考こうし──


「こっちに来るか？」


　と尋たずねる。ついでに小さく自分がくるまっている毛布を持ち上げてみせる。


　カペルテータは不思議そうに──意味が分からない様子で何度か瞬まばたきをしてから、ようやく得心がいったのか、立ち上がるとレイオットの側に歩いてきた。


「…………どうぞ、御お嬢じよう様さま」


　レイオットが毛布を開いた位置にカペルテータが腰こしを下ろす。その上から毛布を再び閉じると、レイオットは言った。


「こんな事ならシャロンも連れてくるべきだったか」


「猫ねこ一いつ匹ぴき程度の熱量がそう足しになるとも思えませんが」


「……まあそうなんだけどな」


　苦く笑しようして言うレイオット。


　よく考えれば、年とし頃ごろの少年少女なら赤せき面めんせずにはおれない状態なのだが……彼女はいつも通りである。レイオットとしてもその方が妙みような気き兼がねをしなくて良い。


「……レイオット」


　カペルテータがぼんやりと床ゆかの隅すみに視線を注そそぎながら言った。


「──ん？」


「私の感覚はあまり当てにしないでください」


　カペルテータの言葉にレイオットは眉まゆを顰ひそめた。


「……どういう事だ？」
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「以前からあった事ですが……　魔法中毒患者ＳＡの感かん触しよくと似て異ことなるものを捉とらえる事があります。過去の例からいけばロン・コルグさん、カフェで一度会った事のある男性、そして今日のルチエラという人です」


「カフェ……？」


　眉を顰めるレイオット。


「眼鏡めがねを掛かけた、細身の男性です。ローゼンストック化学工場の事件の直後。レイオットに話し掛けていた──」


「……あいつか」


　レイオットはようやく想おもい出した。


　レイオットはその人物と二度出会っている。


　一度目はカフェで。二度目はアルフレッドとの対決の最中に。


　気になったレイオットはその後、少しその男の事を調べ──それが〈影かげ法ぼう師し〉の名を持つ非合法の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである事を知った。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやく。


　二度目の時は、既すでに使う者も居ない筈はずの特とく殊しゆ魔法〈スタグナント〉を使っていたので、普ふ通つうの魔法士ソーサリストではないと思っていたが──


「そうか……あいつもドルフの言う〈完全体パーフエクタント〉……いや源流魔法使ルート・ソーサリアンか？」


　それならば合が点てんがいく。


　もっともその源流魔法使という存在が一体何なのかはよく分からない。そもそもこの言葉自体が公的には何の検けん証しようもされていない、言ってみれば都市伝説の様な代しろ物ものである。本当に彼かれ等らがその源流魔法使だとしても、その正体は謎なぞのままだ。


　それがもし、レイオットの想像通りに〈完全体〉、即すなわち『意志在ある魔族化を果たした人間』なのだとしたら──


「連中は何を考えている？」


　ロミリオとロンが同じ目的をもって動いているとは思えない。源流魔法使とはいえ、彼等に共同体コミユニテイが成立しているとは限らないし、また──それが一枚岩で在るとも限らない。


　そもそも……彼等は何なに故ゆえに自分達の存在を隠かくす？


　無論、意志在る魔族であるという事は世間的には迫はく害がいの対象になるのかもしれないが、彼等にはその事をものともしないだけの力が在る筈だ。魔族が局きよく地ち災さい害がいとして駆く除じよ対たい象しようになるのは、意思の疎そ通つうが事実上出来ないからで──もし、意思の疎通が出来る魔族が居るとするのならば、政府は是ぜが非ひでも彼等と協調関係を結ぼうとするだろう。安全に魔法を使う事が出来る人間が居るとすれば、莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを払はらっても充じゆう分ぶんに引き合う。下手に魔族化の危険に脅おびえながら中ちゆう途と半はん端ぱで不自由な魔法士に頼たよる必要が無くなるのだ。


「俺達の知らない処ところで何かが動いている……か」


　レイオットは呟つぶやいた。


　余計な事に首を突つっ込むのは得とく策さくではないが……どうも源流魔法使達の影がこうも自分の周辺でちらつく事を想おもうと、むしろ無関心で居る方が危険だ。自分がどういう流れの中に身を置いているのか知っておかなければ、他の者達を巻き込んでしまう危険も有った。


　そんな事をレイオットが考えていると──


「…………」


　カペルテータがレイオットの胸に寄り掛かかってくる。


　レイオットは怪け訝げんの表情を浮かべてカペルテータを見る。まさかこの少女に限って甘あまえる為ための行こう為いなどではあるまい。しかも──その身体からだは小こ刻きざみに震ふるえていた。


「どうした？」


　レイオットが尋たずねるが……答えは無い。


　怪訝に想おもってカペルの両りよう肩かたを摑つかんで離はなすと……元々白いその顔が今は紙の様に血ちの気けを失っている。呼吸も荒あらく……震えているのとは別に、時折、まるで何かに耐たえているかの様に少女の身体は痙けい攣れんを示していた。


「この馬ば鹿か──やっぱり何ど処こか傷つけてたな？」


　呻うめく様に言うと、レイオットは少女の身体を抱だいて立ち上がった。


「仕方ない……」


　迷っている場合ではなかった。


　どうにも気は進まないが──此こ処こは専門家に診みせるしかなかろう。単なる外傷ならばレイオットも処置方法を心得ているが、内ない臓ぞうの問題となると門もん外がい漢かんには迂う闊かつに手を出せない。素人しろうとが下手に弄いじるとむしろ状態を悪化させる可能性の方が強かった。


「少し我が慢まんしろ」


　荒い呼吸をする少女にそう言うと──レイオットは彼女を抱いて駆かけ出した。
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　想い出すのはいつも白い病室の事だ。


　もう二度とあそこから出る事は無いと想っていた。大人達がどれほど優やさしい言葉で慰なぐさめようと、彼女自身がある種の直感として自分の身体を蝕むしばむ病やまいの種類を把は握あくしていたからだ。


　次し第だいに麻ま痺ひして行く身体。


　最初は脚あしの指先だった。それがゆっくりと這はい登る様にして足首まで来た時点で彼女は歩けなくなった。それが三年を掛けて膝ひざを通り過ぎ、太ふと股ももを通り過ぎ、下半身が丸ごと動かなくなる頃ころには、彼女の両親は病室に顔を見せなくなった。もう絶望的な未来しか残されていない長女よりも、健康な妹と弟の養育に専せん念ねんしようと思ったのだろう。


　腹は立たなかった。


　ただ無む性しように寂さびしかった。


　このまま自分はゆっくりとモノになってゆく。身動き一つとれない物体になっていってしまう。そうなったらもう路ろ傍ぼうの石と変わらない。ただそこに在あるだけのモノになってしまう。それで生きていたって嬉うれしくない。それならいっそ本当にモノに──骸むくろになった方がましだ。そうすれば両親も最後位はと顔を見せてくれるかもしれない。泣いてさえくれるかもしれない。


　そんな時だ──彼女がドルフと出会ったのは。


　ドルフはすっかり彼女の事を見放していた先の医者と交代で彼女の担当医となった。


　彼は優しかった。本当に優しかった。


　彼が本当の父親だったら──そんな風に思ったりもした。その感情はやがて彼女にとっての初はつ恋こいへと変化していったのだが、当時の彼女にはそんな自分の気持ちに気付く余よ裕ゆうなど微み塵じんも無かった。


　後に聞いた処ところによると──彼は娘むすめを亡なくしたばかりで、同じ年頃の彼女に大たい層そう同情をしていたらしい。熱心に誠せい実じつに彼女の治ち療りように当たり、よく彼女の望みも聞いてくれた。先の担当医はまるでモノの様に彼女を扱あつかったが、ドルフは彼女の気持ちをよく汲くんで色々な事をしてくれた。話を聞いてくれたし、許される範はん囲い内ないでは彼女の好きな食べ物を用意してもくれた。頼たのめば本や花を持ってきてもくれた。忙いそがしい仕事の合間を縫ぬって本を朗ろう読どくしてくれた事も在った。


　だから──彼女はワガママを言った。


『もう一度自分の脚で外を歩きたい』


　彼女はそう言ってドルフを困らせた。


　無論不可能である事は彼女自身がよく分かっていた。ワガママを言う事でドルフとの繫つながりを確かく認にんしたかった。もう他の医者や両親は彼女がワガママを言っても無視するか聞き流すだけだ。ドルフの困った顔が──彼女にとって他人と繫がる唯ゆい一いつの絆きずなだった。ただその為ためだけに彼女は不可能と分かっている望みを何度も何度もドルフにぶつけ、その度たびに彼は滑こつ稽けいな程ほどに悩なやんだ表情を見せてくれた。


　だが。


　ある晩。あの月がやけに白かった晩。


　皆みなが寝ね静しずまった時、ドルフは独ひとりやって来た。


　その時のドルフの顔をルチエラは今でも覚えている。いや忘れる事が出来ない。彼はいつもと同じく優やさしい笑え顔がおで──しかし何ど処こかルチエラではなく遥はるか彼方かなたを見ているかの様な突つき抜ぬけた瞳ひとみで彼女に言った。


「たった一つだけ君の希望を叶かなえられる方法がある」


　最初は意味もない噓うそで自分を慰なぐさめようとしているのかと疑いもしたが──彼の口調は至し極ごく真しん剣けんなものだった。何より彼は彼女に対して一度たりとも噓や誤ご魔ま化かしを言った事は無かった。彼だけだった。彼だけがルチエラにとってすがるべき他人だった。恐おそらく世界中が違ちがうと言ってもドルフがそうだと言えばルチエラはどんな事でも信じただろう。


　だから……


「どうしてももう一度歩きたいかね？」


　無論だった。


「君はそれが実現してもすぐに死んでしまうだろう。それでももう一度歩きたいかね？」


　そう言われても不思議と彼女の心は揺ゆらがなかった。


　間近に迫せまる死。逃のがれられない終しゆう焉えんの時。


　今日死ぬのか。明日死ぬのか。明後日か。明々後日か。


　毎日毎日じりじりと近付いてくる終わりの一いつ瞬しゆん。そんな時間を過ごすのはもう沢たく山さんだった。治なおる見込みも無いのならば、いっそすぐにでも殺して欲ほしいとさえ十三歳さいの少女は願っていた。


　故ゆえに彼女は躊躇ためらいも無く頷うなずいたのだ。


　──もう一度自分の脚で歩けるのなら死んだっていい。


　彼女がそれをドルフに伝えるとドルフは優しく微笑ほほえんで、そして一冊の本を彼女に手て渡わたしてくれた。そこには彼女をもう一度歩かせてくれる為の方法が書かれているという。殆ほとんど意味も分からないままに彼女はその本の指定ページを完全に暗記した。死を前にして高まった集中力はわずか三日でページの中に記しるされた複雑極きわまりない図形と文字を完全に記き憶おくさせた。必要とあれば瞬しゆん時じにそれらを脳のう裏りに再現できる様になっていた。


　そして彼女は──


「…………」


　感覚の端はしに引っ掛かかるものが追つい憶おくを中断させる。


　ルチエラは顔を上げると周囲を見回した。無論──異常を感じたのは視覚ではないのだが、これは癖くせの様なものだ。遥はるかに強大な力と多種で広こう範はんな知覚を得た今でも、以前の癖はなかなか抜けない。それがルチエラを形作っているものだからだ。


　ドルフは『最も早はや君は以前のルチエラ・サイモンではない。以前の君はもう居ない。君は新しい生命に転てん生せいしたのだ』と言うが──そんな事は無いと想おもう。こんなにも自分の記憶ははっきりと残っている。病室の冷たい匂においも。窓の外に広がる空の高さも。見み舞まい客きやく達のおざなりな慰なぐさめの言葉も。そして──ドルフのしてくれた諸もろ々もろの事も。こんなにもはっきりと自分は覚えている。


　あの時のルチエラがもう死んだのだとすれば……今ここに居る自分は一体何なのか。


「……先生」


　廊ろう下かの奥おくから……ドルフが歩いてくるのが見えた。


「アニタの『転生』準備が整った。いつもの用意を頼たのむ」


　ドルフは穏おだやかな微び笑しようを浮うかべて言う。


　それは一見、かつて懸けん命めいに一人の少女を世話していた医師のそれと同じものに見える。


　だが違う。眼めも。鼻も。口も。眉まゆも。全すべて同じだが違う。ルチエラがその姿を保ったまま、あの日別のものになったとするならば……ドルフももう以前のドルフではない。あの日から彼は変わった。始まりは些さ細さいな変化であったかもしれないが……もうあの時のドルフは何ど処こにも居ない。


　変えてしまったのはルチエラだ。


　彼はそもそもルチエラと共に死んでくれる積もりだったのだと今になって思う。当時のドルフは今の様に魔族に関しての詳しよう細さいな知識を持っていた訳ではない。ルチエラを魔族化させたのは本当にただ半はん身しん不ふ随ずいの彼女を死ぬ前にもう一度歩かせてやりたい──それだけの事だったのだろう。


　しかし……ルチエラは予想に反して〈完全体パーフエクタント〉となった。


　絶望の奈な落らくからの生せい還かん。予想だにしていなかった幸運と希望。


　それが……彼を狂くるわせたのだ。


「……どうしたね？」


　黙だまり込むルチエラを気き遣づかわしげにドルフが覗のぞき込む。


　──分かっている。


　ルチエラは胸を締しめ付ける想いと共に考える。


　この人にとって自分は救えなかった娘むすめの代わりでしかない。それ以上でもそれ以下でもない。自分の想いが彼の心に届く事は無い。まして彼が以前のドルフに戻もどる事など絶対に有り得ない。自分は馬ば鹿かだ。そんな事はあの病室に居た頃ころから分かっていた。分かっていた筈はずなのだ。なのに──わざわざ『転生』の際には以前見せてもらった彼の娘の姿に自分を変える事までして見せた。ただただ彼に愛されたいが為ために。


　しかし……


「先生。お願いです。もう──止やめましょう」


　ルチエラの言葉にドルフは眼を瞬しばたたかせた──まるで意味不明の事を言われたかの様に。


「もう限界です……所しよ詮せん、人間の手で魔族化を制せい御ぎよする事など出来る筈が……」


「ルチエラ」


　笑顔を浮かべながらドルフは近付いてきて彼女の頰ほおを撫なでた。


「どうしてそんな事を言うのだね？」


「私は──」


「私はね。もう見たくないのだよ。子供達が死んでいくのを……もう二度と見たくないのだよ。いや。子供達だけではない。皆みなが死なずに住む世界が欲ほしい。哀かなしみの無い世界が欲しい。私は──」


「それは私も同じ気持ちです。でも──」


「いいかい？」


　ドルフは夢見る様な眼で言った。


　その瞳ひとみはルチエラを映してはいるが──彼女を見てはいない。遥か彼方かなた、他人には決して見る事の出来ない何かを一いつ心しん不ふ乱らんに見ている者の眼だった。


「この研究が成功すれば誰だれも死ななくても済すむんだ。人間は死の恐きよう怖ふから解放され、全ての人々が真に平等な世界を得る事が出来る。そも──魔法技術の始し祖そたるグレコ教授が夢見た世界とは元々こういうものだった筈なのだ。その為には我々が礎いしずえとならねばならない。来きたるべき輝かがやかしい未来の為に」


「…………」


　ルチエラは全身が腐くさり落ちていくかの様な倦けん怠たい感かんを覚えていた。


　誰のせいでもない。


　自分がこの人を狂わせたのだ。あの優しかった医師を自分が殺したのだ。


　もう此こ処こには何も残っていない。可哀かわい想そうな患かん者じやルチエラ・サイモンも居ない。優しく誠せい実じつな医師ドルフ・レオンハルトも居ない。共にその形けい骸がいが残って狂きよう気きの舞ぶ台たいを演じているだけに過ぎない。


　ルチエラは最近よく思う。


　あの日の自分の選せん択たくは本当に正しかったのか？


　あのまま人間として死んでいた方が良かったのではないのか？


　そうすればドルフは狂わなかったかもしれない。そうすれば彼は優しい医師のまま彼女が死んだ後も色々な患者達を救っていったかもしれない。そんな日々の中で時折自分が救いきれなかった可哀想な少女を、娘の記き憶おくと共に想い出してくれたかもしれない。


　そうする事で自分の心は彼の胸に残ったかもしれない。


　けれど──


「そもそも……」


　そこでドルフは言葉を切った。


　気配を感じたのだろう──彼は頭を巡めぐらせて廊ろう下かの奥おくを見つめる。


「……おや」


　そこには……紅あかい髪かみの少女を抱だいたレイオットの姿が在った。


「どうしたね？」


「断ことわっておいて今いま更さらだが……診みてやってくれないか」


「ふむ……？」


　ドルフはレイオットの方に歩み寄ると、彼の腕うでの中で荒あらい呼吸を繰くり返しているカペルテータを眺ながめる。ルチエラの眼から見てもかなり危険な状態だと分かった。やはり無理をしていたのだろう。


「この奥に診しん療りよう台だいが在る。そこで診察しよう」


　ドルフの言葉にレイオットは頷うなずいた。
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　カペルテータ・フェルナンデス。


　魔族化した父に陵りよう辱じよくされた母親が産み落とした先天性魔法中毒患者ＣＳＡ──半魔族ハーフ・ブルート。


　ＣＳＡの多くは発生の最初期段階から魔族メレヴエレントの魔力圏ドメインの影えい響きようを受ける為に、肉体上に普ふ通つうの人間とは異ことなる部位を持つ事が多い。カペルテータの場合は額ひたいと鎖さ骨こつの辺りに埋うまった紅い球面がそれである。


　今──診察台の上に載のせられたカペルテータは鎮ちん痛つう剤ざいの効果で眠ねむっている。診断の為に普段着ている衣い装しようは脱ぬがされ、白い裸ら体たいの上にシーツが被かぶせられている状態だ。


「肋ろつ骨こつが折れているな」


　ドルフは壁かべ際ぎわに立っていたレイオットを振ふり返って言った。


「レントゲンを撮とってみないと断定的な事は言えないが──心タンポナーデを起こしている可能性が高い」


「心タンポナーデ？」


「心しん膜まく──まあ要するに心しん臓ぞうを取り巻く袋ふくろだな──ここに水分や血液が溜たまって心臓を圧あつ迫ぱくしている状態だよ。この場合は折れた肋骨が心臓を傷つけたのだろうな。むしろ肺はいまで傷つけた様子が無いのは幸運と言う他ほか無いが」


「治療は……？」


「無論、可能だよ。肋骨の方も含ふくめると大事になるが──開かい胸きよう手しゆ術じゆつやメディカル・モールドの用意をしている暇ひまは無いな。まずは小さく切せつ開かいしてドレナージ──血液を吸い出す方法を採とる。しかる後にメディカル・モールドの準備をしてから非開胸手術で肋骨の骨折を接着固定する。いいかね？」


「良いも悪いも無いだろう」


　溜ため息いきをつく様な口調でレイオットは言った。


「うむ。では部屋の外に出ていたまえ。小さいとはいえ切開するからね。雑ざつ菌きんだらけの君が居ては感かん染せん症しようを起こす可能性が高い」


「…………」


　レイオットは数秒逡しゆん巡じゆんしたが──黙だまって部屋の外に出た。
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　ルチエラは無表情に部屋の真ん中に転ころがる死体を眺ながめていた。


「…………」


　全ぜん裸らの女が、額ひたいにぽつんと孔あなを穿うがたれて仰あお向むけに転ころがっている。頭部から──恐おそらくは後頭部に開いているであろう射しや出しゆつ孔こうから──流れ落ちた血で床ゆかはべっとりと湿しめっていた。


　テリサである。


　同じ部屋に居た筈はずのアルフレッドの姿が見あたらない。


　ルチエラは窓の方に歩み寄って外を眺めたが──アルフレッドのモールド・キャリアの姿はもう無かった。


「……厄やつ介かいな……」


　一度あのアルフレッドという男の攻こう撃げきは受けているが──相当な場数を踏ふんだ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである事はルチエラにも分かった。ルチエラ自身には戦せん闘とうらしい戦闘の経験は無いが、何度か暴走した個体を処しよ理りしている内にある種の『勘かん』の様なものが働く様になっている。


　あのアルフレッドという男を甘あまく見ていると殺される。


　そんな実感がルチエラにはあった。


　無論──魔法を無制限に使えるルチエラの方が一見有利な様に見える。


　だがルチエラの魔法は戦闘に特化したものではない。そうした魔法をルチエラは知らない。無論、魔法を攻撃的に使う事は可能だが、彼女の魔法はあまりにも無む駄だが多い。ただ単に相手を破は壊かいするという意味では、戦術魔法士の魔法の方が強力だろう。


　まして……戦闘は必ずしも武器だけでその勝敗が決まる訳ではない。


　強力な武器を持っていても、扱あつかう者が戦闘に関する知識や経験が少なければ、ナイフ一本を持った相手に負ける場合が在る。それと同様に──アルフレッドの戦術魔法士としての経験と知識は、ルチエラにとっても充じゆう分ぶんに脅きよう威いだった。魔法能力に関して圧あつ倒とう的てきに有利な筈の魔族メレヴエレントが、大たい抵ていの場合あっさりと戦術魔法士に狩かられてしまうのはこの為ためだ。


「……探さないと」


　特に証しよう拠こは無いが──あの男はドルフに危き害がいを加える。そんな確信がルチエラにはあった。アルフレッドが具ぐ体たい的てきな行動に出る前に排はい除じよする必要が有った。


「……先生」


　後こう悔かいは有る。躊躇ためらいも有る。


　もう一度選せん択たくできたらと痛つう切せつに思う。


　だが今いま更さら後あと戻もどりは出来ない。あの日はもう帰ってこない。


　だからルチエラはこの狂った舞ぶ台たいでドルフと共に踊おどり続けるしかなかった。ドルフの邪じや魔まをする者も、彼に危害を加える者も、排除する。それがルチエラが自らに命じた役目であった。もうそれしか彼女にすがるべきものは残っていなかった。


「……私が……先生を護まもるから……」


　感覚の枝を伸のばして島のあちこちに散らばった『元患かん者じや』達に命じる。


　あの隻せき眼がんの戦術魔法士を捜さがすように。


　そして──殺すように。
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　まとめ上げた資料は興こう奮ふんを彼に与あたえた。


　時間としてはわずかなものであったが、検査の結果得られたものは数年分の研究成果にも匹ひつ敵てきしていた。今までの遅ち々ちたる研究の進み具ぐ合あいを顧かえりみて嘆なげくよりも、彼はこれから先に得られるであろう成果の莫ばく大だいさを思って喜びに震ふるえた。


　あのＣＳＡの少女。


　彼女を治ち療りようする際にレントゲンを始め、幾いくつかの検査を行った。接骨の魔法を行う際にも魔力計その他と脈みやく拍はく計、心電図、脳波計等などを同時に稼か働どうさせ、その数値を記録した。


　そうして分かった事は──彼女の肉体は魔力に対して非常に敏びん感かんな反応を示しているという事だった。


　直接的に魔力を感じ取っているのは、恐おそらく額ひたい、そして鎖さ骨こつ付近にそれぞれ一いつ対ついずつ備そなわっている紅あかい球面であろう。恐らくこれは賢けん者じや石いしに近い物理特性を持っていて、しかも神経に繫つながっているのだ。ここで感知した刺し激げきは彼女の脳に送られ──その体温や脈拍といった諸もろ々もろのものに影えい響きようを及およぼしているらしかった。


「興味深い。非常に興味深い──」


　ドルフは自ら作成した資料を何度も眺ながめ直しながら呟つぶやく。


「やはり発生段階から魔力圏ドメインの影響を受けていたせいか？」


　この少女がもし魔族化すれば。


　その事を想おもうとドルフは興奮を抑おさえきれない。この少女の魔族化の過程をつぶさに観察できれば、きっと彼の研究は一気に進むに違ちがいない。普ふ通つうの人間よりも遥はるかに魔族メレヴエレントに対する反応性が高い為ため、この少女の魔族化過程を調べれば、肉体のどういった要因が魔族化にどういう影響を及ぼすのかが分かる。


「素す晴ばらしい」


　ドルフは口に出して呟いた。


「楽園は近い──この少女さえ手に入れば」
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　処しよ置ちが早かった事も在あり、カペルテータの容よう態だいは比ひ較かく的てき安定していた。


　ちなみに肋ろつ骨こつの骨折は医療魔法による非ひ開かい胸きよう手術によって接着及および固定された。開胸手術をしていれば数日は動かせない処ところだが……こういう場合に魔法は非常に便利ではある。


　既すでに心しん臓ぞう外がい壁へきの傷も出血が止まっているらしいとの事で、後は時間が薬と言える様な状態ではあった。


「……いつもと立場が逆だな」


　苦く笑しようを浮うかべながらレイオットはカペルテータに言った。


　ドルフがレイオット達にあてがった部屋での事である。もっとも元々は使われていなかった部屋なので、ろくな家具も無い。簡単に殺さつ菌きんして予備のベッドを置いただけの、病室とも言えない様な場所ではあった。


「……レイオット」


　カペルテータは相あい変かわらず無表情にレイオットを呼ぶ。


「なんだ？」


「私に構わないでください」


　カペルテータは言った。


　その口調はいつもの彼女のものだ。拗すねている訳でも怒おこっている訳でもない。恐らくそうした感情とは別の処で彼女はレイオットに『自分に構うな』と要よう請せいしているのだ。


　しかし──


「…………」


　黙だまり込んだレイオットをどう思ったのか……カペルテータは念を押おす様に言った。


「私の事は気にしないでください」


「……余よ計けいなお世話だったか？」


「違います。私は──」


　言って──カペルテータは口をつぐむ。


　そのままＣＳＡの少女は口を開こうとしなかった。彼女には彼女なりの考えがあるのだろう。レイオットも殊こと更さらに追つい及きゆうする積もりは無い。


　だが──


「悪いが気にするなと言うのは無理な相談だ」


　レイオットは言った。


　言って──掌てをぽんと紅あかい頭の上に乗せる。


「俺おれは御お前まえの保護者だからな」


「…………」


　カペルテータは淡たん々たんとした瞳ひとみでレイオットを眺ながめていたが──


「そうですか」


　とだけ言った。


「まあゆっくり養よう生じようしろ」


　言ってレイオットは立ち上がり、部屋を出る。いつもは平気な筈はずなのだが──妙みようにカペルテータと同じ部屋に居るのは気まずかった。弱っているカペルテータの姿というものを初めて見たからかもしれない。


　そんな彼を──廊ろう下かで待っている者が居た。


「……スタインバーグさん」


　ルチエラである。


　黒衣の少女は物もの憂うげな表情を浮うかべてレイオットに歩み寄ると、真まっ直すぐに彼の顔を見上げて言った。


「お話が在ります」


「……アル坊ぼうや──もとい。もう一人の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの事か？」


「はい。他ほかにも幾いくつか」


　頷うなずいてルチエラは歩き出す。


　レイオットは彼女と並んで歩きながら、黙って次の言葉を待つ。


　彼女の用件については幾つか想像出来るものがあったが……しばしの沈ちん黙もくの後、最初にルチエラの口から出たのは、完全に予想外の台詞せりふだった。


「貴方あなたとあの子──カペルテータさんとはどういう関係なのですか？」


「……俺とカペル？」


　よく聞かれる事こと柄がらだが──まさかルチエラから尋たずねられるとは思わなかった。


「さてな。そう聞かれるのは珍めずらしくないが──実際、俺もよく分からないんだよな」


　レイオットは肩かたを竦すくめた。


「恋こい人びと？」


「まさか」


　レイオットは苦く笑しようした。


「あいつが幾つかは正確には知らないが、十ほど歳としは離はなれてるぞ」


「歳は問題にはなりません」


　まあ正論ではある。


　しかし──


「……俺はあいつの両親を殺したんだよ」


　レイオットは言った。


「あいつの芽め生ばえかけた感情と一いつ緒しよにな。俺を恨うらみこそしても──恋れん愛あい感情なんざ芽生える筈はずがないだろう。それに俺は俺で色々と壊こわれた人間なんでね。恋人なんて関係がまともに他人と結べるとは思えないんだよな」


　一時期フィリシス・ムーグ戦術魔法士と同どう棲せいしていたのは事実だが、あれも本当に恋愛関係であったのかと問われると、レイオットにははっきりと肯こう定ていする自信が無い。自分もフィリシスも何ど処こか普ふ通つう人じんと比べると感覚が狂くるっている自覚が在った。唇くちびるを重ねようと身体からだを重ねようと、何処か他人の芝しば居いを見ているかの様な疎そ外がい感かんがつきまとうのだ。


「ではどうして彼女は貴方と一緒に居るのですか？」


「さて。最初は復ふく讐しゆうでもする積もりかと思ったんだがね」


　それは違ちがうとカペルテータは言う。


「好きで居たいのに……好きになれないという事もあります。好きになる事を躊躇ためらわざるを得ないという事も。後になって自分の気持ちに気付く事も在ります。その為ために──」


　ルチエラは呟つぶやく様に言った。


　それは──一体誰だれの話か。


「…………」


「……大事にしてあげてください」


　その話はこれで締しめくくろうとでも言うかの様にルチエラは言った。


「それから。もう一人の戦術魔法士ですが」


「ああ……アル坊やな」


「あの人が一緒に居た女性を殺したのは何な故ぜだと思われますか？」


「さてな……あのマザコンの考える事はよく分からないが」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言った。


　過去に二度程ほど彼はアルフレッドと戦っている。レイオットが持っているアルフレッドの情報はその際に得られただけの限定的なものだ。妙に母親の事にこだわる男で、その為にレイオットはアルフレッドを『マザコン』だの『アル坊や』などと呼んでいるのだが、では彼がどうして母親にこだわるのか、彼が一体、いつ何処で生まれてどの様な親の下もとで育てられてきたのかまでは知らない。


「仕事仲間ではないのですか？」


「同業者ではあるがね」


　苦く笑しようするレイオット。


「今回はたまたま同じ依い頼らい主ぬしに雇やとわれていたが──敵として戦った事も二度程ある。快楽殺人者って訳でも無さそうだが、人間を一人殺すのにそうそう理由を必要としない奴やつだからな。どうしてと問われても困る。とはいえ依頼主を殺すってのは確かに普通じゃない」


「そういうものですか？」


「非ひ合ごう法ほうの仕事ってのは『売り』は実力そのものよりもむしろ信用だからな。依頼主を殺す戦術魔法士なんざ誰も相手にしなくなる。そんなものはただの殺さつ人じん鬼きだ。奴がフィデリオ女史を殺した以上は、たとえ些さ細さいな事でも理由が在るとは思うんだがね」


「……なるほど」


「想像はいくらでもつくが……それでは意味は無いだろう？」


「そうですね」


　ルチエラは頷うなずいた。


「もう一つってのは？」


「……出来るだけ早くこの島を出てください」


　ルチエラは言った。


　いきなりと言えばいきなりな言葉だ。無論出る事が可能であるのならば、すぐにでもこんな島からは出ていく積もりなのだが──


「先生が……カペルテータさんに興味を持っています」


「それは見てれば分かるが」


「先生は……」


　ルチエラは立ち止まって言った。


「以前、娘むすめさんを亡なくされたそうです。そのせいで……不ふ治じの病の子供にはとても優やさしい方で……私も親にまで見放されていましたが、先生に随ずい分ぶんとよくしていただきました」


「魔族化も含ふくめてか？」


「…………」


　ルチエラは曖あい昧まいに笑った。


「先生は……でも変わってしまわれました」


「変わった？」


「私が──魔族化してから」


　ルチエラが呟くように言う。


「先生の説明にもあった通り、魔族化したにも拘かかわらず、私は何な故ぜか理性を失わずに済すみました。今、人の姿をしていられるのもそのお陰かげです」


　言うと──ルチエラはすっとその右手を挙あげる。


　少女の白い繊せん手しゆは一いつ瞬しゆんその輪りん郭かくをぼやかせ──そして次の瞬間には蠟ろう細ざい工くの様に溶とけたかと思うと、次の瞬間には鉤かぎ爪づめの生えた猛もう獣じゆうのそれの様な手に変化していた。


「この姿は半ば無意識に私が私自身を描えがき出しているだけです。逆に言えば意識的に姿を変える事も出来ます」


　手を元のそれに──まるで奇き術じゆつの様に戻もどしながらルチエラは言った。


「この力さえ在あれば誰だれもが病気にもかかりませんし、怪け我がをしてもすぐに自分で治なおせます。まして──老化も在りません」


「……見た目通りの年ねん齢れいではない訳か」


　考えてみれば自分の思い描いた自分になれるのならば、外見的な年齢はさして意味が在るまい。まして魔族メレヴエレントの魔法はその肉体をいくらでも再構こう築ちく出来る。そこに経けい年ねん劣れつ化かは──老化は無い。


「この姿は私が魔族化した際さいのものです」


　ルチエラは言った。


「そして……先生の娘さんが亡くなったのもこの年とし頃ごろだと聞いています」


「…………」


「先生は──『誰もが死なない世界を造る』と」


　それを世よ迷まい事と笑う事は出来なかった。


　あの医者は本当にやる気なのだ。


　人間全部を魔族にしてしまう積もりなのだ。


　死の無い世界。


　病やまいも老いも無い世界。


　あらゆる不可能の無い世界。


　それは確かに一見素す晴ばらしい事の様にも思えるが──


「無理だ。そんな世界は成立しない。いや──したとしても」


　そうなれば『人類』は滅めつ亡ぼうしたも同然だ。


　死なない存在はもう生物ではない。もっと別の何かだ。人間全すべてがそうなったら……それはきっと何ど処こかに歪ゆがみを生む。


「私もそう思います」


　ルチエラは言った。


　文化。芸術。科学。


　人間が営々と積み上げてきた諸もろ々もろのものはその瞬間に意味を失うだろう。全ては人間が人間であるが故ゆえに──ままならぬ身の人間であるからこそに造り上げられたものだ。人間はいつか自分が死ぬと知っているから様々なものを積み上げようとするのだ。完全な不死と無限の魔法が手に入れば、恐おそらく人間は最も早はや人間である事に意味も価値も見いだせなくなるだろう。


　それらが失われたからといってどうなるのか──そう問われればレイオットにも即そく答とうは出来ない。だが急激な改革は様々な弊へい害がいを生む事位は彼にも分かる。


　まして──


「その為ために患かん者じや達を使い潰つぶしている訳か？　矛む盾じゆんしてる」


「……はい」


　ルチエラは頷うなずいた。


「私の存在が先生を狂わせてしまいました」


「いや──それは」


　レイオットは否定しようとして──黙だまり込こんだ。


　慰なぐさめの言葉の一つや二つでこの少女が背負っているものを取り除のぞいてはやれまい。無責任に甘あまい言葉を掛かけるのは簡単だが、それはむしろ相手を追い込む場合も多い。


（俺も随ずい分ぶんと御お節せつ介かいになった）


　とレイオットは内心苦く笑しようした。


　他人が何をどう思おうと彼には関係ない。関係なかった筈はずだ。昔の彼ならば慰めの言葉をかけるという発想自体が無かっただろう。


「先生はカペルテータさんを調べる事で研究が進むと考えています」


「…………馬ば鹿かな」


「そうとも言い切れません」


　ルチエラは言った。


「魔族は基本的に時間が経たてば経つ程ほどに等級が上がります」


「それは無論知ってるが」


「これはつまり、より魔法を使う生物に特化するという事です。魔法を使い続ける内に自分を魔法生物として最適化するという事になります」


「……その理論も前から言われてるな。実証は出来ていないが」


「ここからは私見ですが……魔法生物としての最適化が進めば進む程に魔力は上じよう昇しようし、より不死身に近くなるという事は、生物として単体での生存能力が上がるという事であり、協きよう調ちよう性せいを失います」


「協調性を失う？」


「つまりはガン細さい胞ぼうの様に、周囲とのバランスを無視した存在となってしまいます。欲望の赴おもむくままに周囲の全すべてを破は壊かいし、むさぼり食い、やがては環かん境きようそのものを破壊します」


「…………」


「そもそも生物として協調性を持つという事は、自じ己この生せい存ぞん確かく率りつを高めるための戦せん略りやくの一つに過ぎません。草食動物が群むれを成し、大型肉食動物は基本的に単たん独どく生活を送る傾けい向こうが強い様に……個体が充じゆう分ぶんに脅きよう威いを排はい除じよする力を持っているのならばそもそも『協調』の概がい念ねんが必要ありません。不ふ死じ身みであるのならば、繁はん殖しよく行動すら不要でしょう。あくまで性的快かい楽らくへの欲よつ求きゆうは残る様ですが」


「……ふむ」


「この島の『元患者』達も魔族化の進行程度が低い内は──まだ人間であった頃ころの協調性を何ど処こかに残している状態ならば、私の力である程度制せい御ぎよが出来ます。しかし時間が経たつにつれ、大たい抵ていの個体は魔法生物として進化し、協調性を喪うしなっていきます。そうなると私の制御を受け付けなくなります」


「結局……魔族化を一定段階で完全に止めるか、君の様な〈完全体パーフエクタント〉にならなければ、理性も無く制御も不可能な凶きよう暴ぼうな怪かい物ぶつになってしまうという事か？」


「はい。多分に個体差が在あるので暴ぼう走そうまでの時間は決まっていませんが──何にせよこれでは先生の望まれる『楽園』にはなりません。故ゆえに先生は全ての人間を『完全体』にする技術か、あるいは『不完全体』の成長を完全に止めて、『暴走』を抑よく制せいする技術の確かく立りつを目指しておられます」


「当然そうなるだろうな──しかしそんな事が本当に可能なのか？」


　魔族と何度も相あい対たいしてきたレイオットには、あれが人間の小こ賢ざかしい理り屈くつなので制しきれる存在にはとても見えなかった。


「現時点では研究は足あし踏ぶみ状態です」


　ルチエラは言った。


「しかしカペルテータさんの身体からだを使って魔族化の過程を観察すれば、より脳の何ど処この部位が魔族化に関かかわっているのか、どういう神経信号が魔族化を制御しているのか……そういった事がより明確に分かり、制御方法が確立すると先生は考えています」


「…………」


「既すでに患者の肉体的な資質に左右されず、ある程度までは魔族化を制御する方法を先生は御ご存ぞん知じです。これには様々な事前処理が必要ですが──」


「ひょっとして……此こ処この魔族が皆みな基本的に同じ姿をしているのは」


「はい。不完全ながらも魔族化制御の結果です」


　ルチエラは頷いた。


「このままではカペルテータさんも実験に使われてしまうでしょう」


「それを教えてくれるのは有り難がたいがね」


　レイオットは眉み間けんに皺しわを刻んでルチエラを眺ながめた。


「君はそれでいいのか？　君はあの先生の助手なんだろう？」


「……はい」


　ルチエラは薄うすく──本当に薄くだが自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべた。


「私は先生の助手です。ですが……」


　そこで言葉に詰つまるルチエラ。


　ドルフの考えに付いていけなくなったのか。それとももっと別の理由が在るのか。それはレイオットには分からないが──


「予備の桟さん橋ばしが島の北東部に設もうけてあります。そこに非常連れん絡らく用の船も。貴方あなたの車が何とか載のる程度の小さなものですが──本土まで戻もどる事は出来る筈はずです」


「……俺達を逃にがして君の立場は悪くならないのか？」


「大だい丈じよう夫ぶ」


　ルチエラは気け怠だるげに笑った。


「私は〈完全体パーフエクタント〉──魔族メレヴエレントですよ？　死をも恐おそれない怪かい物ぶつが──立場の悪化など恐れる筈がないじゃないですか」


「…………」


　噓うそだ。それは分かる。


　この少女は人間だ。魔族としての肉体を得てはいるが、人間としての感情を多分に残している。残して何かに苦しんでいる。


　怪物としての強大な力と不ふ死じ身み性を備そなえながらも──人間としての感情を持つ事がどういう事なのか、レイオットには分からない。だが、この少女を見ているとそれは決して幸せな事などではないのだろう。


　だから……


「……俺達と来るか？」


　レイオットは──そんな提てい案あんをする自分に驚おどろいた。


　御お節せつ介かいも甚はなはだしい。それこそアルフレッドが見ればまた嘲ちよう笑しようするだろう。


　どうしてかと問われればよく分からない。


　強しいて理由を探すならば……この少女は色々な意味でカペルテータに似ていたからかもしれない。似ていて──しかもより悲ひ壮そうな何かを漂ただよわせていたからかもしれない。


「……いえ」


　しかしルチエラは首を振ふった。


「私はずっと先生の側そばに居ます。それは──私が決めた事ですし」


「……そうか」


　レイオットは頷うなずき──そして溜ため息いきをついた。


「ありがとう」


「いいえ。もし少しでも私に感謝してくださるなら」


　ルチエラは後方を振り返って言った。


　彼女の視線の先には──カペルテータの居る病室が在った。


「友人であれ恋人であれ……あの子を大事にしてあげてください」


「……確かく約やくは出来ないが努力はするよ」


「はい」


　ルチエラは──優やさしい微び笑しようを浮かべた。





　　　　●　　●　　●





　アニタの『処しよ置ち』を終えるとドルフは彼女のベッドを屋や敷しきの正門へと運び出した。


　少女は今眠ねむっている。


　幾いくつかの催さい眠みん暗あん示じと薬物の併へい用ようにより、魔族化は比ひ較かく的てきゆっくりと、穏おだやかに進行する。この間にドルフは彼女に幾つかの手術を施ほどこして島に放つ準備を整えていた。


　急激な魔族化が感覚の暴走を引き起こし、自らの肉体への制せい御ぎよを失敗させるのならば、魔族化そのものを緩かん慢まんに進めれば良い。この考えでドルフは一定の成功を収めていた。


　島に放たれた魔族達は通常の魔族に比べて非常に魔族化の進行とその等級の上じよう昇しようが緩ゆるい。


　理性は比較的早期に消しよう失しつするものの、理性在る同種の命令は──具ぐ体たい的てきにはルチエラの指示には従したがう。恐らく理性によって肉体や神経系を支配されていた当時の痕こん跡せきが未いまだ彼かれ等らの脳のうに残っているのだろう。


　言ってみればルチエラは彼等の『外付けの理性』であるとも言える。


　だからこそ──一定の数の〈不完全体〉を統とう率そつするには必ず〈完全体〉が必要となる。さもないと魔族は完全に暴ぼう徒とと化した怪かい物ぶつになり──共食いすら始める可能性が在る。それでは彼の求める楽園には程ほど遠いのだ。


「さあアニタ」


　ドルフは眠る少女に囁ささやいた。


「起きたら君はもう病気や怪け我がに悩まされる事の無い身体からだを手に入れている筈だよ」


　そう言って彼は少女を屋敷の外の地面に横たえる。


　既すでに各種生命維い持じ装そう置ちを外されたアニタだが……緩やかな魔族化は始まっている為ために死の心配は無い。全身の筋肉が痙けい攣れんする様にぴくぴくと動いているが……それに反してアニタの表情は至し極ごく静かなものだった。


　ドルフは予あらかじめ用意してあったカメラと録音機のスイッチを入れて記録を開始する。カペルテータの身体を調べた際に思い付いた幾つかの新たな処置をアニタには施ほどこしてある。上う手まくいけば一気に〈完全体〉とはいかぬまでも、それに近い個体に彼女を『転生』させる事が出来るかもしれない。


　そんな事を考えていると──


「…………」


　ささやかな金属音に脚あしを停とめて振ふり返った。


「……君か」


　彼が振り返った先には──白いタクティカル・モールド〈ディアパルゾン〉を装そう着ちやくしたアルフレッドの姿が在った。


　アルフレッドはドルフの腹に向けて機関拳銃マシン・ピストルの銃じゆう口こうを真まっ直すぐ向けている。頭に向けないのは、ドルフが咄とつ嗟さに身をかわそうとした際に撃うち漏もらさない為だろう。末まつ端たん部分である頭部に比べ、どうしても身体の中心である腹は回かい避ひ行こう動どうをとっても動きが小さくなる。まずは腹に当てて動きを止めてから額ひたいに一発──人間を撃ち慣なれた者の狙ねらい方ではあった。


　だが──


「何の為に依い頼らい主ぬしを殺したのかね？」


　向けられた銃口をさして気にした様子も無く、ドルフは尋たずねる。


「……必要ない……からだ」


　アルフレッドは陰いん々いん滅めつ々めつとそう語った。


「元々……あの女の話に乗ったのは……『ついで』に過ぎない……」


「──ほう？」


　ドルフは興味をそそられた様子で尋ねる。


「それはどういう事かな？」


「…………」


　アルフレッドは無む言ごん。


　ドルフはしばし考える表情を見せ──


「言っておくが私の研究を奪うばおうというのならば、私を殺す事は出来ないぞ。資料は残るだろうが、肝かん心じんの魔族化制せい御ぎよに関する基き礎そ理論は私の頭の中だ」


「そうか」


　アルフレッドは頷うなずいた。


「……それは結構だ」


　言って──引き金を引く。


　銃声抑制器サウンド・サプレツサー付きの機関拳銃は押おし殺した銃声を二度発し、胸と腹を撃たれたドルフは大きくよろめいた。


「──君は一体……!?」


　地に膝ひざをつきながらドルフは呻うめく。


「俺は元々……貴様を殺し、貴様の研究を全すべて消す為に……雇やとわれた」


　アルフレッドは呟つぶやく様な口調で言った。


　言って──更さらにもう一発ドルフの腹に撃ち込む。今度こそドルフは血を吐はいて地面に倒たおれ伏ふした。


「な……に……？」


「貴様の研究が実っては……困る者達が居る。それだけの事だ……」


「馬ば鹿かな……私は……」


「『楽園』──」


　アルフレッドは薄うすく──そして暗い笑えみを示した。


「そこに行けるのは……選ばれた者達のみだ……資格の無い者にまで資格を与あたえる貴様の研究は……俺の雇やとい主ぬしにとって邪じや魔まなのだそうだ……」


「…………馬鹿……な……」


　ドルフは血を吐きながら言った。


「しかし……それでは君……達は……」


「淘とう汰たが必要なのだそうだ」


「…………くうっ……」


　ドルフは──血を吐きながら地面を這はいずる。少しでもアルフレッドから遠ざかろうと四し肢しで地面を搔かいて這い続ける。喜劇的な程ほどにその動きは遅おそかったが、ドルフは激げき痛つうの中で諦あきらめる事無く動き続けた。


「かはっ……はっ……はあっ……」


　彼は未まだ死ぬ訳にはいかなかった。


　死ぬのが怖こわい訳わけではない。


　楽園を造つくるのだ。誰だれもが死なないで済すむ世界を造るのだ。


　その為ために。その為に。その為に。


　自分はまだ死ねない。死んではいけない──


「……さよなら、だ」


　アルフレッドは地を這うドルフの後こう頭とう部ぶに銃口を向け──


「───!?」


　弾はじかれたかの様に向きを変えた。


　身をひねって彼が銃口を向けた先。


　そこには──


「………………ふふ…………ふふふ……」


　ゆらりと……身を起こす少女の姿が在あった。


　アニタ。ドルフが魔族化処しよ置ちを施ほどこした娘むすめ──


　瘦やせ衰おとろえた少女は、にたりと笑った。


　笑い──その笑顔がどろりと崩くずれる。いや、顔だけではない。全身がまるで熱せられた蠟ろう人にん形ぎようの様に溶とけ崩れ始め、しかし少女は歪ゆがみきった唇くちびるから楽しげな笑みを漏もらしながら前に踏ふみ出した。


　ぐにゃりと歩いた衝しよう撃げきで身体からだが更さらに歪む。


　そして──


「ふひ……ひひひ……ふひひひへへへへへ」


　少女が手を伸のばす。


　アルフレッドは後方に跳ちよう躍やくしたが──少女の手はそれ以上に伸びた。


　実に三メルトル以上も伸しん張ちようした少女の手は、アルフレッドの機関拳銃マシン・ピストルに絡からみ付き、ぐじぐじと奇き怪かいな体液を滲にじませながらも更にその上を這ってアルフレッドに迫せまった。


「…………」


　アルフレッドはさして未み練れんも示しめさず機関拳銃を手放すと、変形を繰くり返している──まるで自分の姿を模も索さくしているかの様に──少女にスタッフを向けた。


　素す早ばやい手つきで無音詠唱ダムキヤスト。


「──イグジスト！」


　ばじっ──胸むな元もとから拘束端子デユラビツトが一つ弾はじけ飛び、基き礎そ級攻こう撃げき魔法〈ブラスト〉が少女の上半身を吹ふっ飛ばす。ばしゃりと湿しめった音を立てながら巨きよ大だいな血肉の花を咲さかせると、アニタはゆっくりと仰あお向むけに倒たおれた。


　まだ『成り立て』の個体であれば脳のうの場所の移動までは行われていないだろう──そう判断したアルフレッドは、魔族の死を確かく認にんするよりも前にドルフの死を確認しようと振り返り──


「……む」


　ドルフの姿は既すでにそこに無かった。


　点々と血が屋や敷しきに向かって続いている。胸に一発、腹に二発のカービン弾だんを受けていながら動くとは──信じ難がたい程の精神力である。


「…………」


　アルフレッドは改めて先の魔族を振り返る。


　完全に死んでいる事を確認すると──ドルフを追って歩き出す。いくら必死に足あ搔がこうとも三発の銃じゆう弾だんを胸と腹に受けた人間が、短時間でそう遠くまで逃にげられる筈はずも無い。たとえ歩いても追い付くのには五分と掛かからないだろう。


　しかし──


「──む？」


　アルフレッドはその場に立ち止まった。


　振り返ったのは恐おそらく何度も何度も死線をくぐり抜ぬけてきた者の勘かん故ゆえだろう。


　森の中から──何体もの異い形ぎようが彼を目指して迫せまってくる。


　素す早ばやく眼めで追って数えると、それらは七体居た。いずれも上陸の際にも見た、あの人間の出で来き損そこないの様な姿すがた形かたちだ。一体一体はさして恐ろしい相手ではない。〈ブラスト〉や〈アサルト〉の一発で沈ちん黙もくさせられる。だが……同時に七体ともなるとさすがのアルフレッドにも荷が重い。まして島に居る魔族がこの七体だけとは限らなかった。


「……仕方ない」


　呟つぶやくと──アルフレッドはスタッフの呪文書式選択器スペルタグ・セレクターを操そう作さ。


〈アクセラレータ〉の魔法を選んで無音詠唱ダムキヤスト。


「──イグジスト」


　迫り来る魔族達を見み据すえながらアルフレッドはそう唱となえた。
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　腹はらが焼ける様に熱い。


　自分の身体からだがどうなっているかはよく分かっていた。


　撃うち込まれた銃弾は恐らく対人用の軟弾頭弾ソフト・ポイントだ。以前、同じもので撃たれた人間の開腹手術に立ち会った事が在る。運動エネルギーの全すべてを破は壊かい力りよくに変へん換かんする為ために、敢あえて体内に侵しん入にゆうしてから変形して停てい止しする様に造つくられた弾だん頭とう。その中でも特に凶きよう悪あくなものは、変形と同時に割れて体内で飛ひ散さんする様に造られている。体内に侵入した弾たまは、中で幾いくつもの破片に分ぶん裂れつ、内臓を引き裂さいて搔かき回す。狩しゆ猟りよう用ようとして民間ではよく使われているが、逆にあまりにも対たい人じん殺さつ傷しよう能のう力りよくが高いという事で軍用としては使用が禁止されている代しろ物ものだ。


　血が止まらない。


　少しでも流血量を抑おさえるべく腹を押おさえながら歩いてはいるが──処置室は無む限げんの彼方かなたの様に感じられた。辿たどり着いても処置できる気力は残っているかどうか怪あやしい。


　いや……そもそもこうまではっきりと内臓を破壊されては……助かるまい。


　ルチエラを呼ぼうにも血が気管にまで入ったのか、喉のどがひりつくばかりで掠かすれた声しか出ない。いや……ルチエラを呼んだ処ところで彼女は医学に関しては聞きかじり程度の知識しか無い。骨こつ折せつや外傷ならばともかく、内臓の修復は彼女には無理だろう。いくら魔族メレヴエレントでも他人の身体を構造も機能も把は握あくせぬまま治なおす事は出来ない。


　だが──


「楽園を…………私は……ヴィオラ……私は…………」


　誰だれもが死なない世界。


　老ろう衰すいも疾しつ病ぺいも無い世界。


　きっとそんな世界が在ればヴィオラは死なずに済すんだだろう。ドルフは愛まな娘むすめの憎ぞう悪おに満ちた遺ゆい言ごんを見せつけられる事も無かっただろう。差別に泣く者も貧ひん困こんに喘あえぐ者も減るだろう。誰もが幸せに笑っていられるだろう。


　その為に──


「私は……」


　未まだ死ぬ訳にはいかない。


　自分が死ねば今まで積み上げてきた研究が無に帰きする。


　それだけは。自分が今までしてきた事が無む駄だに散さん逸いつするなどという事は許せなかった。


　それはつまり──彼の娘ヴィオラの死さえもが無意味であったという事になる。


　それは許せない。そんな事は許すわけにはいかない。


　処置室に辿たどり着いたドルフは……薬やく剤ざい棚だなにもたれかかる様にして座すわり込んだ。


　痛い。苦しい。


　思考が千ち々ぢに乱れる。様々な記き憶おくの断だん片ぺんが苦痛に濁にごった脳のう裏りに乱れ飛ぶ。


　楽園。ヴィオラ。ＣＳＡ。〈完全体パーフエクタント〉。魔族メレヴエレント。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。敵。軍事利用。ルチエラ。病室。薬。未来。昨日。研究。金色の瞳ひとみ。春の日差し。苦痛。死。


　死にたくない。死ねない。


　助かる方法。


　死なずに済む方法。


　たとえどれだけ可能性が低くても──


「……私は……ヴィオラ……おお……私は……」


　震ふるえる手で薬棚を開くと──彼は幾いくつかの薬剤の瓶びんと注射器を取り出した。
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「…………!?」


　レイオット達を予備の船着き場へと案内していたルチエラは──ふと何かを感じて振ふり返った。


「どうした？」


　レイオットはモールド・キャリアを停とめて尋たずねる。ちなみにカペルテータは後部貨物室の内部に急拵ごしらえで設せつ置ちしたベッドの上に寝ねている。


「患かん者じや達が……あの男を見つけた様です」


「アルフレッドか？」


「はい」


　ルチエラは頷うなずいた。


「申し訳ありませんが……私はここまでです。船着き場へは貴方あなた達だけで行ってください。私は戻もどります」


「……しかし」


　言って……レイオットは口をつぐんだ。


　この少女を止める理由も権利も──力さえも彼には無い。


「……では」


　ルチエラはモールド・キャリアから降りると、地を蹴けった。


　獣けものさえも青ざめる程ほどの跳ちよう躍やく力りよくを発はつ揮きして、黒衣の少女は振り返る事も無く、森の奥おくへと消えていく。魔族の群むれに加えてあの少女と戦うとなれば、さすがのアルフレッドも勝ち目は無いだろう。


　レイオットはしばし少女の去っていった方角を眺ながめ──溜ため息いきを一つついて再びモールド・キャリアを発車させた。
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　感覚に異い物ぶつが引っ掛かかった。


　いや──異物ではない。


　ルチエラにとってそれは馴な染じみのものであった。


　魔力だ。それも──魔族メレヴエレントの発する。


　それだけならば別に珍めずらしい事ではない。ただ、ルチエラの感覚に引っ掛かった魔力の反応は、新しいものだった。


　生まれたての魔族。


　それも……恐おそろしい程に魔力が大きい。一いつ瞬しゆんアニタのものかとも思ったが、ドルフの制せい御ぎよ法ほうによって『転てん生せい』させられた患者は魔族化の進行が遅おそい分、ここまで強大な魔力を放散する事は無い。


「なに……これは!?」


　アルフレッドを追い詰つめるべく走っていたルチエラは愕がく然ぜんとしてその場に立ち止まり、感覚を総動員してその発生源げんを探さぐった。


　魔力は屋や敷しきの中から感じられる。


「先生……!?」


　もし何らかの理由でアニタが急速に魔族化したのならば、ドルフが危ない。


　魔族は本能的に人間を襲おそう。今までドルフが無事であったのは、ルチエラの『躾しつけ』が魔族達に行き届いていたからであり、躾を守らない暴走個体はルチエラが残らず処分してきたからである。


　だが──


「先生……!!」


　悲ひ痛つうな叫さけびを放ってルチエラは全力で駆かけた。
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　いや──


　ぞわりと彼女のブラウスが蠢うごめく。


　それは実のところブラウスなどではなかった。『完全なる』魔族であるルチエラにとって外見は自由自在に組み替かえが利きくものでしかない。あまり好き勝手に変えてしまうと自分の形を維い持じできなくなる恐れがある為ために、一応の『基本形態』は定まっているが──その衣服も彼女の身体からだの一部であって彼女の意志で自由に変形出来る。


　故ゆえに──


　ブラウスの背中が変形する。


　彼女の纏まとう喪も服ふくの如ごとき衣い装しようは全身のあちこちで自ら裂さけ、破やぶれ、白い肌はだが露ろ出しゆつする。同時に服の断片はざわざわと音を立てながら形を変えて彼女の背に集まっていった。


　やがてそれは数秒で黒い──そして巨きよ大だいな翼つばさへ成形された。脱だつ兎との速さで駆ける彼女の背で、その翼は大きく羽ばたき、風を孕はらんでルチエラの白い裸ら体たいを虚こ空くうに舞まい上がらせた。


　急がなければ。


　その一念だけを胸に黒い翼の少女は空を駆けた。


　だが──
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　桟さん橋ばしはすぐに見つかった。


　確かにルチエラの言う通り小型の貨物船が一隻せき停てい泊はくしている。御ご丁てい寧ねいにも折りたたみ式のスロープが備そなわっており、モールド・キャリアを載のせる事は可能な様だった。


　地図に載っていなかった事を想おもえばドルフ達が後で造つくり上げたものなのだろう。世間の眼めを盗ぬすむという意味では、公おおやけにも記録が残っている桟橋以外にも船の出入り出来る場所を設もうけておいた方がいいという理り屈くつは分かる。


「操そう船せんは……まあ何とかなるか」


　レイオットは操そう舵だ室を眺ながめながら呟つぶやく。


　貨物船とは言っても大型のモーターボートに簡単な屋根を付けた程度のものだ。エンジンさえかかれば後は何とかなるだろう。上う手まく入港したり、適当な上陸点を探す事までは出来ないかもしれないが……とにかく本土の近くまで行ければ、地元の船や沿岸警備隊が見つけてくれるのを待つという手も在ある。


「……カペル。大だい丈じよう夫ぶか？」


　レイオットはモールド・キャリアを船の上に載せてから、貨物室へ入ってカペルテータに声を掛かける。紅あかい髪かみの少女は、ベルトで緩ゆるくベッドの上に固定されたまま──車を運転中に落ちない様にとの配はい慮りよである──小さく頷うなずいて見せた。


「一応病やみ上がりだからな。つまらん意地は張るなよ」


「はい」


　素す直なおにカペルテータは頷く。もっともやはり何を考えているのかは解わからない無表情が、その愛らしい顔を覆おおってはいるのだが。


「とりあえず俺は操舵室を見てくる。大人しくしてろよ」


　言ってレイオットはモールド・キャリアから降りようとして──


「…………っ！」


　カペルテータが呻うめく様な声を発する。


「──どうした？」


　レイオットはベッドの側そばに戻もどって彼女の顔を覗のぞき込んだ。


「痛むのか？」


「違ちがいます──」


　カペルテータはすぐに常態を取り戻もどしてはいたが──今の声はただ事ではなかった。


「魔族メレヴエレント……」


「近くにいるのか？」


「違います……新しい……物もの凄すごく大きい……魔力の魔族が……」


「……なんだって？」


「こっちの方角に……」


　言ってカペルテータが指を指す。


　無論、彼女の指の先にはモールド・キャリアの壁かべが在るだけだが……


（屋や敷しきの方角か）


　レイオットは見当をつけた。


　モールド・キャリア内に置いてあった魔力計を手にとって調べてみる。


　そこには──


「……〈伯爵カウント〉級!?」


　簡易魔力計の針は『伯爵級』を顕あらわす『Ｃ』の文字で止まっている。


　しかし──


「馬ば鹿かな。この距きよ離りだぞ。ならば──」


　屋敷とは二キロメルトル以上離はなれている筈はずだ。


　二キロメルトルの距離で伯爵級魔族と同じ魔力量。それはつまり──本体は〈公爵デユーク〉級か〈侯爵マークウイス〉級という事になる。緩ゆるやかな魔族化をする筈のドルフの患かん者じやがいきなりこんな中級、あるいは上級魔族に変へん態たいする筈がない。


　では一体──


「……レイオット」


　カペルテータが声を掛けてくる。


「私の事は気にしないでくださいと言いました」


「…………」


　レイオットはベッドの上の少女を振ふり返った。


「貴方あなたは貴方の思うままに──望むままにしてください。私の事を気に掛ける必要はありません。それが私にとっても……必要な事です」


「……御お前まえは」


　レイオットは──適当な言葉が見つからずに絶ぜつ句くする。


　彼の中でカペルテータの言葉に頷く部分が在った。


　言葉にはならないが──それは確かにカペルテータの望む事でもあると分かった。彼女は自分の存在がレイオットに影えい響きようを与あたえる事を良く思っていないのだ。レイオットはレイオットとして存在する事を彼女は望のぞんでいる。自分の存在がレイオットの行動を制限する事や、歪わい曲きよくする事を彼女は望んでいない。


「……私が感じる限り……魔族は屋敷の方向に集まっています。近くには居ません」


「そうか」


　レイオットは苦く笑しようを浮うかべて頷いた。


『だから心配なぞせずにとっとと行ってこい』──そうカペルテータは言っているのである。十も年下の少女にこう言われてはレイオットとしても立たつ瀬せが無い。


「いつか全部聞かせてくれるんだろうな？」


「……いつかは。いつになるかは分かりませんけど」


「分かった。行ってくる」


　レイオットは言って──モールド移送用架か台だいに歩み寄った。
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　ルチエラは呆ぼう然ぜんとそれを見つめた。


「先生……？」


　屋や敷しきの奥おくから悠ゆう然ぜんと姿を現したもの。


　それは──確かにドルフの顔をしていた。


　ドルフの眼め。ドルフの口。ドルフの顎あご。ドルフの鼻。ドルフの眉まゆ。


　だが──最も早はやドルフらしい部分はその顔しか残っていなかった。


　どういう経けい緯いで魔族化したのかはルチエラには分からない。しかし恐おそらく相当に酷ひどい状態で魔族化したのだろう──その形状は狂きよう気きの産さん物ぶつ以外の何物でもなかった。


　黒い塊かたまり。


　一言で言い表せばそれはそれだけのものだった。


　漆しつ黒こくの色をした固体とも液体ともつかないものが不断に中心部の形状を変えながら蠢うごめいている。その周囲には血管か木の根かと見み紛まごう様な、複雑に枝分かれしたものが何本も生はえており、それらがざわざわと触ふれ合って音を立てている。


　そんな奇き怪かいな体たい軀くの真ん中でドルフの顔が笑っていた。


　晴れやかに晴れやかに笑っていた。


　しかも──


「…………！」


　ドルフの顔以外にも、幾いくつかルチエラの見知った顔がその体軀には備そなわっていた。


　陸に揚あげられた魚の様に、ぱくぱくと黒い体軀のあちこちで口を開閉しているのは、『転生』の『儀式』を待っていた他の患かん者じや達だ。彼かれ等らはドルフと異ことなり、苦しげに表情を歪ゆがめながらも何かを訴うつたえようとしているのか、単に呼吸困こん難なんなのか、無意味に口を開いたり閉じたりし続けている。


　ルチエラは瞬しゆん間かん的てきに悟さとった。


　喰くったのだ。


　魔族化したドルフが他の患者を融ゆう合ごう同どう化かしたのである。何な故ぜかは分からない。分からないがその結果生まれた怪かい物ぶつの持つ魔力量と禍まが々まがしさは、〈完全体パーフエクタント〉のルチエラですら目眩めまいを覚える程ほどだった。


「せ……先生……」


「そそそそうだそうだそうだそそそそうだったんだ」


　ドルフは──ドルフだったものは、晴れやかに笑いながら言った。


「みみみんなみんなみんな、いーいいい！　いっしょ！　いっしょににになれ、なれ、なれれれなれれれれれるうるるるば、なれば、よか、よかかか、よかったのだ、だだ」


　怪物は奇怪な触しよく手しゆをざわざわと動かしながらルチエラに近付いてくる。


「だだだだれも、だれも、しな、しなな、しなない、しなないいーいいいいッ！　イイイイ！　スバラすばらし、すばらしイ、せか、セカイ、セカイセカイ!!　ひとつ、ひとととととつつつ、ひとつに、なる、なるるる、わ、わたし、の、いち、いちぶ、にいい」


　げらげらとドルフが笑う。


　同時に──黒い胴どう体たいに浮うかび上がっていた他の顔がずぶりと内側に埋まい没ぼつしていく。声の無い悲鳴を上げながら──悲鳴の形に口を開きながら、沼ぬまの底に引きずり込まれるかの様にどぶりと体たい軀くの内側に沈しずんで消える。


「ルチ、ルチエラ、ラ、おまえも、おまえもわたし、わた、わたしの、なかに、はいれ」


「…………先生」


　ルチエラはよろめくようにして後こう退たいする。


　そこには彼女が愛した男はもう居なかった。


　ただの魔族メレヴエレントが居るだけだった。


「はいれ……はいれ……ハイレッ!!」


　爆ばく発はつ的てきに──そして放ほう射しや状じように黒い触手が伸のびる。


　咄とつ嗟さにルチエラは魔力圏ドメインを強化、その先せん端たんを弾はじくが、触手は軌き道どうを逸そらされながらも他の触手と共に伸びていき、屋敷のあちこちに突つき刺ささり、更さらにそれを貫かん通つうした。


「いっしょ、いっしょ、ぜんぶ、ぶぶぶいっしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」


　屋敷全体が軋きしむ。


　続いて低い轟ごう音おんが辺り一面に響ひびき渡わたり始めた。


「……!!」


　それは──ドルフが屋敷そのものと融ゆう合ごう同どう化かを始めた音だった。


　魔族の力は物質の在あり様ようさえも冒おかす。


　魔族の魔力圏はその効果範はん囲い内のありとあらゆる物質を自由自在に組み直す事が出来るのだ。つまるところ魔族の肉体の変化もこの力の結果である。通常は自分の肉体そのものを材料にするが──場合によっては無む機き物ぶつでさえ分解して肉体の一部として再構成する事も出来る。だからこそいくら肉体を破は壊かいされても魔族は自分を再構成出来るのだ。


「ルチエ、ルチエラ、ラ、らあ！　ハイれ！　いっしょ！　はいレレレレ」


　辛かろうじて残っていた屋敷の窓まど硝子ガラスが一いつ斉せいに砕くだけ散ちる。


　地じ鳴なりの様な音を立て、ドルフは触手で屋敷そのものを滋じ養ようとして吸収し始めた。


　構造材が割れ、弾け飛び、剝はく落らくする中で十数本の触手がルチエラにまとわりつこうと迫せまってくる。ルチエラの魔力圏がこれを弾いてはいるものの──力負けするのは時間の問題だった。


　そもそも人間の形態を──肉体も精神も──残しているルチエラは、つまり魔法生物として特化しきっていないという事でもある。単に魔法を使う力という意味ではドルフの方が明らかに上だった。


「先生──先生！」


　必死に呼び掛かけるルチエラ。


　魔族化の程度の低い個体ならば彼女の声に従したがう。


　だが──ドルフは全く彼女の意志には従おうとしなかった。げらげらと笑いながら周囲の物体を無差別に吸収している。たまたま近くに居た他の魔族でさえも、黒い触手に捕つかまって内側に巻き込まれていった。


（やっぱり──）


　元患かん者じやの暴ぼう走そうに関してルチエラは彼女なりの仮か説せつを一つ持っていた。


　より魔族化が進むという事は、より欲望充じゆう足そくの為ための機能が高まるという事である。


　等級の高い魔族は──より『欲望に正直』なのだ。いや──正確に言えば『より欲望に正直な存在として生きる機能を備えている』という事だ。これはつまり理性による制せい御ぎよを拒きよ絶ぜつする事も含ふくまれているのではないか。


　緩ゆるやかな魔族化によって感覚の暴走を抑よく制せいされていた個体も、魔族として成長していくにつれ、理性の──それはルチエラからの借り物ではあった訳だが──タガが外はずれやすくなってきたのではないだろうか。


　だが。


　ドルフに『才能』があったのか、あるいは他の要よう因いんが絡からんでいるのか、彼が変化した魔族は当初より強大な魔力を持ち、誕たん生じよう直後既すでに〈侯爵マークウイス〉級にも匹ひつ敵てきする状態になっていた。


　これはつまり──ルチエラの制御など最初から受け付けない状態という事でもある。


「……くっ」


　魔力圏ドメインが軋きしむ音を──むろんそれは実際に鼓こ膜まくに届く様な音ではないが──脳のう裏りに聞きながらルチエラは呻うめいた。元々魔力圏と魔力圏は親しん和わ性が高い。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの魔法が魔族に通用するのもこの為だ。


　故ゆえに──ルチエラの魔力圏も彼女が意識して『弾はじく』状態を維い持じしなければ、容易たやすくドルフの伸ばしてくる触しよく手しゆと──そこに付ふ随ずいする魔力圏と同化してしまう。そうなれば彼女も他の患者達や魔族同様に、彼の肉の中に取り込まれてしまうだろう。


「るちえらあああああああ……[image: ]ぃおらああああ……ああ……るうううああああ」


　魔族が吼ほえる。


　げらげらと笑いながらドルフの顔が咆ほう吼こうする。


　それを見たルチエラは──全身から気力が抜ぬけ落ちていくのを感じた。


　そうだ。


　もうとっくに終わっていた。


　彼女が魔族となった日に──あるいはそれより遥はるか前から、静かに、ゆっくりと、ドルフは狂くるっていたのだ。分かっていたのに自分はここまで来てしまった。ドルフに引きずられてこんな処ところにまで来てしまった。


　彼が好きだったから。愛していたから。


　助手でも良かった。娘むすめの代だい替たい物ぶつでも良かった。実験動物でも良かった。彼の側そばに居られたらもう何も要いらなかった。彼が自分を見てさえいてくれれば他に望のぞむものなど何も無かったのだ。


　そうだ。分かっていた。自分が無む駄だな事をしている事も。いつかこうなる事も。


　だからこそ、ルチエラはレイオットとカペルテータの関係を自分に重ねた。彼かれ等らの関係に自分が果たせなかった未来を託たくそうとしたのだ。


　しかし──


「……そうですね、ドルフ」


　ルチエラは哀かなしげに微び笑しようした。


「私と貴方あなたが一いつ緒しよになれるのは……所しよ詮せん、こんな方法しかなかったのですよね」


　無論、狂った魔族からまともな答えが返る筈はずもない。


　ルチエラは微笑したまま──魔力圏の防ぼう御ぎよを解かい除じよした。





　　　　●　　●　　●





「…………！」


　屋や敷しきの方から響ひびいてきた轟ごう音おんにアルフレッドは振ふり返る。


　森の中を移動しながら四体目の魔族を倒たおした──その直後の事である。


　屋敷が震ふるえている。


　比ひ喩ゆでも何でもない。屋敷の輪りん郭かくがぶれている。


　振しん動どうしているのだ──屋敷全体が。


「ドルフ・レオンハルトか……」


　アルフレッドは森の中を走り出しながら呟つぶやいた。


「くくっ──一気に〈侯爵マークウイス〉級か？　相当な『才能』が在った様だな？」


　屋敷だけではない。


　屋敷の周囲の樹じゆ木もくも音を立てて倒たおれていく。いや──倒れているのではない。屋敷の方へ引きずり込まれているのだ。植物であろうと動物であろうと、有機物であろうと無機物であろうと関係が無い。全すべてはあの黒い肉の中に引きずり込まれて滋じ養ようになるだけなのだ。


「…………!?」


　アルフレッドを追ってきていた魔族の一体が、不意に動きを止めた。


　びくりとその場に立ち止まり──そして痙けい攣れんを始める。その脚あしに黒い蔓つる草くさの様なものが巻き付いているのをアルフレッドは視し認にんしていた。蔓草は魔族の身体からだに潜もぐり込み、その皮ひ膚ふの下を這はい回り、そして──


「えげ。げ。げげ。げええええ」


　魔族は地に転ころがってのたうちながら、その黒い蔓草の様なものに引きずられていく。


　屋敷の方向へと──


「くくくっ──そうか」


　アルフレッドは笑いながら走り出す。


　本来の雇やとい主ぬしの遣つかわした迎むかえが島に来るまであと二時間余あまり。


　その間逃にげ回る事が出来ればアルフレッドの勝ちだ。


　しかし……


「全てを喰くうか……喰って一つになるか……喰って……自ら『楽園』となるか……？　くくくく……なるほど、それも良かろうよ」


　呟く彼の口調は──むしろ羨うらやましげですらあった。





　　　　●　　●　　●





　レイオットが見たそれは……既すでに見上げる程ほどの巨きよ体たいを獲かく得とくしていた。


　屋敷はおろか、周囲の樹木や他の魔族メレヴエレントまでも吸収したその体たい軀くは、全高十メルトルにも達する奇き怪かいな物体と化していた。全体的に見れば球体に近いが、その表面は不ふ断だんに波打っており、そこから無数の枝分かれした触しよく手しゆが生はえている。それらは近くに在るものを手当たり次し第だいに取り込んでおり、その真ん中でドルフの顔がげらげらと笑っていた。


「わわわわたしと、わたしと、ひとつ、ひひひ、ひひ、ひひひひひひとおおおおつ、ひとつに、なる、なるるる、るるるうううう」


　笑いながら叫さけぶドルフ。


「……『楽園』か」


　レイオットは呟く。


　彼は今──フル装そう備びの〈ホイール・マニアII〉に乗って屋敷から数百メルトルの距きよ離りにまで戻もどってきていた。


「随ずい分ぶんと生なま臭ぐさい楽園もあったもんだな」


　高速で〈ホイール・マニアII〉を移動させ、伸のびてきた触手から身をかわす。


　屋敷は──屋敷の在った場所は、魔族が周囲の全てを取り込んでしまい、直径三百メルトル程の空き地となっていた。


　そして魔族は──その胴どう体たいは空き地の真ん中から全く動いていない。


「まさか……」


　次々と襲おそい掛かかってくる触しよく手しゆから逃のがれながら、レイオットは円を描えがくようにして魔族の周囲を移動、その姿を観察する。


　触手の動きはいずれも単調だった。


　レイオットの反はん射しや神しん経けいと〈ホイール・マニアII〉の機動力が在れば、気を付けてさえいる限り捕つかまる事は無い。


　だが──


「『楽園』──文字通りの意味か」


　レイオットは戦せん慄りつを込めて呟く。


　ドルフは……『世界』になる積もりなのだ。


　無限に自分の身体を巨大化させていく。周囲の物質を取り込んで自分の肉体へと再編成していく。それが即すなわち彼の夢見た『楽園』だった。誰だれも死なない世界。病やまいも老いも無い世界。全てが彼の一部として永遠に生き続ける世界。


　動かないのではない。動く必要が無いのだ。


　ドルフは文字通りここで『世界の中心』となり、無限に自分の身体を広げていく積もりなのだ。その巨きよ体たいでは動く事など到とう底てい出来まいが──その事自体は何ら問題ではない。代かわりに恐おそろしく彼方かなたまで伸のびる無数の触手が彼の意志を実行するからだ。


　無論──現実的に考えればドルフがこの世界全体に広がるのは不可能だ。


　どれだけ身体を巨大化させても、それを制せい御ぎよする脳のうには限界が在る。場合によっては取り込んだ生物の脳をも自分のそれに繫つなぐ事で、ある程度はそれを補おぎなう事が出来るかもしれないが、そこまで今のドルフに頭が回るかどうかは怪あやしいし──それにした処ところで、所しよ詮せん、人間のそれに毛の生えた程度の脳組織で何百キロ、何千キロメルトルと広がる領りよう域いきを自じ己この肉体として制御は出来まい。それは神ならぬ身にはどう考えても不可能な事だった。


　触手の動きが単調なのも、自分の身体が広がりすぎて制御が行き届かず、複雑な操そう作さができないのだ。


　だが……


（この島とその周辺程度は広がりそうな勢いだな）


　追いすがってくる触手を〈ホイール・マニア〉に搭とう載さいした〈ライトニング・ボルト〉で撃うち飛ばしながらレイオットは考える。


　文字通り世界全体にまでは広がれなくても、この小さな島程度であれば覆おおい尽つくさんとする程の勢いである。そうなれば──レイオットは無論の事、船で待っているカペルテータも無事には済すむまい。


　今から船に戻っている暇ひまは無い。


　今此こ処こでこの魔族を殲せん滅めつしなければレイオットにもカペルテータにも未来は無いだろう。


　しかし──どうやって？


　魔族は脳を半分以上破は壊かいしなければ死なない。しかもその脳の位置は決まっていない。


　故ゆえに魔族を殲滅する場合は肉体の完全破壊が基本となる。


　だがさすがのレイオットにも、この巨大な魔族を完全破壊出来る様な魔法は無い。以前同様の巨大な魔族を相手に闘たたかった際は──カペルテータの父親を相手に闘った際は、フィリシスの助けを得てまずその魔力圏ドメインを妨ぼう害がいし、自じ重じゆうを支えきれなくなった処ところを倒たおした。


　だが──今回に関しては他の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの助けは期待できず、また元より不定形な魔族ともなれば自重による圧あつ潰かいも望のぞみ薄うすだろう。


　基本は脳細さい胞ぼうの破壊。


　実際に魔力圏の制御がおろそかになっている事を想おもえば、恐らく脳が増量されたり分ぶん散さんされたりはしていないだろう。脳の位置さえ分かれば倒す事は出来る筈はずだ。


　しかし──ではどうやって脳の位置を探さぐる？


　問題はそれだけではない。もし脳の位置が分かったとしても、もしそれがあの巨体の奥おく深くに埋まい没ぼつしている場合、分厚い肉の装そう甲こうを突とつ破ぱしてそこに到とう達たつ出来るか。突破するまで魔法が保もつのか。さすがのレイオットにも自信は無かった。


　とはいえ──


「──さて」


　小刻みに〈ホイール・マニアII〉を操そう作さして森の中を逃げ回りながら、レイオットは呟つぶやいた。


「どうするか……だな。いっそアル坊ぼうやを捜さがして協力でも頼たのむか？」


　とりあえず一気に巨きよ大だい化かした体の掌しよう握あくに手て間ま取どっているのか、触手の動きが眼めに見えて鈍にぶくなる。だがいつまた爆ばく発はつ的てきに触手を伸ばして周囲の物体を融ゆう合ごう同どう化かし始めるか分からない。そして──次は何ど処こまでこの巨体が広がるのかも。


　その時──


『──スタインバーグさん』


　響ひびき渡わたる声にレイオットはモールドの下で顔をしかめた。


「──なんだ？」


『私です。ルチエラです』


「……！」


　見れば──触手の先せん端たんに小さな口が形けい成せいされてそれが喋しやべっている。


　無数の口が、さざめくように、しかし異い口く同どう音おんに同じ言葉を喋っている──


『脳は本体中央に在あります。ドルフ先生の頭の真後ろ──距きよ離りにして六メルトルです。これを破壊してください』


「……ちょっと待て、君は」


　経けい緯いの想像はついた。


　だが──尋たずねずにはおれなかった。出来れば否定の言葉を聞きたかった。だが小さな口の群むれは涼すずやかな少女の声で残ざん酷こくな現実を語った。


『私は取り込まれてしまいました。もう分ぶん離りは出来ません。お手伝いするのもこれが限度でしょう。もうすぐ意識も消しよう失しつします』


「…………」


『躊躇ためらう必要は在りません。この人を狂くるわせてしまったのは私です。この人を止められなかったのは私の咎とがです。だからこれは私が受けるべき裁さばき。私の罪つみです。もうこうする事でしか私には償つぐなえません……』


「──馬ば鹿かな」


　レイオットは呻うめくように言った。


「馬鹿な事を……」


　だが──


　自みずからを死地に追い込む事。過か酷こくな死に向かって自ら進む事。


　それが唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいの道であり自分に許された生き方なのだと思い込んで、レイオットは何年も生きてきた。そんな彼が、ルチエラの行こう為いを愚おろかと責せめる資格は無かろう。


　しかし……


『それに……これは私が望んだ事です。この人と共に滅ほろびる事。それがこの世界で唯一私がこの人と共ともに在る方法なのだから──』


「おい──」


『お願いします。お願い……』


　触手の先せん端たんの口が一いつ斉せいに溶とける。


　そして──黒い触手は再び活発に動きを再開した。


「…………くそ」


　レイオットは顔をしかめて言った。


「くそっ……くそっ……！　なるほど……こういう事か……！」


　何となくネリンの気持ちが分かった様な気がした。


　死を選ぶ事。


　自分が自分で勝手に絶望して死を選せん択たくしてしまう事。


　誰だれもそんな事は望んでいないのに自分一人で死に向かって落ち込んでいく事。生きるという考えを放ほう棄きして甘あまやかな絶望に浸ひたり込む事。


　確かに……端はたで見ていてこれほど腹はら立だたしい事は無い。


「くそっ！」


　レイオットにルチエラを救い出す手は無い。


　彼女の『遺ゆい言ごん』通りドルフの変化した怪かい物ぶつごと全すべてを無に帰するしかあるまい。


　だが──


「よく学ばせて貰もらったよ。せめてその礼に君の思う通りにしてやるさ」


　レイオットは獰どう猛もうな笑えみを浮うかべながら〈ホイール・マニアII〉のＮＯＳスイッチを押おした。ナイトロス・オキサイド・システム。過か酸さん化か窒ちつ素その供きよう給きゆうによるエンジンに爆発的な推すい力りよくを一時的に付ふ与よするシステムである。


「ぐっ──！」


　レイオットは弾だん丸がんの様に飛び出した。


　猛もう烈れつな速度で〈ホイール・マニアII〉が魔族メレヴエレントの胴どう体たいに向けて突つっ込んでいく。


　ぞわぞわと触しよく手しゆの群むれが襲おそい掛かかってくるものの、レイオットは構かまわず直進した。


　案あんの定じよう、普ふ通つうの生体と違ちがって無機物の塊かたまりである〈ホイール・マニアII〉やモールドに融ゆう合ごう同どう化かするには若じやつ干かん手て間ま取どるらしい。その間を許さず、強制的な力押しで〈ホイール・マニアII〉は触手を跳はね飛ばし、あるいは引きちぎりながら突っ走った。


「う……ううううううううおおおおおおおおおおッ！」


　吼ほえる。


　腹立たしかった。


　かつての自分と同様に──甘やかな絶望に浸りきって狂ってしまったドルフが。それに殉じゆんじる事で思考を放ほう棄きしてしまったルチエラが腹立たしかった。


　世界はくだらない。


　不公平で不ふ条じよう理りで無意味だ。


　そんな事はレイオットも分かっている。


　だが──それでも絶望しきれなかったから彼かれ等らは足あ搔がいていたのではないのか。


　その足搔き方が正しかったとは思わない。恐おそらくは間違っていただろう。


　だがそれでも……


「──イグジスト！」


　無音詠唱ダムキヤストと同時に撃発音声トリガーヴオイス詠えい唱しよう。


〈第一の劫ごう火か〉──基き礎そ級攻こう撃げき魔法〈ブラスト〉。


　発生した魔力の爆発は、網あみの様に組み合ってレイオットの行く手を阻はばんでいた触手を吹ふっ飛ばした。血ち飛沫しぶきと黒い肉片を振ふりまきながら触手の草原に大きな欠けつ落らくが穿うがたれる。


　モールドから剝はく離りした拘こう束そく度ど端たん子しが後方に吹っ飛んでいった。


　残り拘束度デユラビツト数十二。


「──イグジスト！」


　更さらに〈ブラスト〉。


　火か球きゆうが弾はじけ、レイオットに絡からみ付こうと伸のびてきた触手が吹っ飛んだ。諸もろ々もろのものが焼け焦こげる異い臭しゆうを突き破ってレイオットは更に本体へと肉にく薄はくする。


「──イグジスト！　イグジスト！」


　更に二連撃。


　進路の確保と引き替かえに二つの拘束度端子が剝落する。


　残り拘束度数九。


　魔族までの距きよ離り──百メルトル。


　だがそれは〈ホイール・マニアII〉の速度をもってしても絶望的な距離ではあった。鋼こう鉄てつの車輪が広がる触手を踏ふみつけ、引きちぎり、舞まい上げ──進んでいく。興こう奮ふんと焦しよう燥そうに引き延のばされた時間感覚の中でじりじりと魔族に近付いていく。


「イグジスト！　イグジスト！　イグジスト!!」


〈ブラスト〉の連打。


　更に〈ライトニング・ボルト〉の連射。


　持てる攻撃力の全すべてを前方に集中しての突撃。躊ちゆう躇ちよも無く、逡しゆん巡じゆんも無く、怒いかりに駆かられるまま、ただ一本の矢の如ごとく真まっ直すぐに見み据すえた目標へと突き進んでいく。


「イグジスト！　イグジスト！」


　悲劇を終わらせる為ために。


　狂うしかなかった哀あわれな医者と、それに殉じゆんじるしかなかった哀れな少女の為に。


（くそ──足りないか!?）


　残り拘束度数四。


　確実に魔族の身体に孔あなを開けるにはもう拘束度を消しよう費ひする事は出来ない。


〈ライトニング・ボルト〉の銃じゆう弾だんとＮＯＳの強ごう引いんな推進力で、何ど処こまで触手の草原を蹴け散ちらして突き進めるか。レイオットにも分からない。


「───！」


　触手が次々に網あみを編あんで立ち塞ふさがる。


　しかも本体に近付けば近付く程ほどにその数は密みつになっていった。巨きよ体たいの制せい御ぎよの為に、魔力圏ドメインとしての防ぼう御ぎよ力りよくは無いに等ひとしい様だが──融合同化しようとする動きは既すでに止まっていた──単純物理的な障しよう害がいとしてそれはレイオットの前に立ちはだかる。


〈ライトニング・ボルト〉で掃そう射しや。弾だん倉そうがたちまち空からになる。


　だが『面』に対して、『点』での攻撃──銃撃は殆ほとんど意味を成さない。黒い触手の網はレイオットを捕つかまえようと大きく持ち上がり──


「くそっ……！」


　──駄だ目めか？


　一か八か。レイオットは無理矢理切り札ふだの呪じゆ文もん詠えい唱しようを決意した。魔族の脳には届かない可能性が強いが、それならば空いた孔に潜もぐり込んで手で肉を搔かき出しながらでも進んでやる。やれるだけの事をやらなければルチエラ達を非ひ難なんする資格もレイオットには無かった。


「我・法を破り・理を越こえ・破軍の力・ここに得んとする者なり──」


　補ほ助じよ呪文詠唱。


　その瞬しゆん間かん──


「───!?」


　レイオットの進路上に在あった触手が残らず吹っ飛んだ。


　爆ばく音おんがモールドの装そう甲こう越ごしにレイオットを叩たたく。


（──榴弾砲グレネード・ランチヤー？）


　咄とつ嗟さにその武器の見当をつけるも──無論、レイオットの攻撃ではない。


　しかもその爆発は連続した。


　続けざまに、レイオットの進路を確保するかの様に一直線に爆発が連れん鎖さしていく。何発もの射グ出レ型ネ榴ー弾ドが爆ばく炎えんと衝しよう撃げきでレイオットの前に立ち塞ふさがっていた触しよく手しゆを駆く逐ちくしていく。


　一体──誰だれが？


（──まさか）


　脳のう裏りに隻せき眼がんの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの姿が瞬またたいたが、振ふり返って確かく認にんしている余よ裕ゆうは無い。


　レイオットは構わず呪文を詠唱した。


「──我われの戦意を以もつて・敵に等ひとしく滅ほろびを与あたえよ！　我求めるは完かん璧ぺきなる殲せん滅めつ！」


〈ホイール・マニアII〉に固定されたスタッフの先で紅あかい四重魔ま法ほう陣じんが展開。ゆっくりと回転しながら解放の瞬間を待って明めい滅めつする。


　そして──


「──〈マキシ・ブラスト〉……イグジスト!!」


　顕けん現げんする〈第三の劫ごう火か〉。


　追加された補助呪文により何倍にも増ぞう幅ふくされた上、力場によって強制的に方向性を収しゆう束そくされた爆発の熱量と衝撃が巨大な大たい砲ほうの如ごとく突っ走る。


　残り四の拘束度デユラビツト数全すべてが消費され、拘束度端たん子しが音を立ててモールドから落ちた。


　だがその成果として生み出された巨大な一撃は、天地の色を塗ぬり替かえる程の光を放ちながら魔族の肉体に孔を穿うがった。ドルフの顔は瞬時に蒸発し、その黒い胴どう体たいに直径二メルトル余りの孔が空あく。


　レイオットは躊躇ためらいもせずにその孔に突とつ入にゆうした。


　そして──





　　　　●　　●　　●





　アルフレッドは構かまえていたアーケロンＭ三七回転弾倉式迫撃砲リヴオルヴイング・ランチヤーを降ろした。


　対魔族戦では殆ほとんど意味の無い兵器だが、装そう塡てんする弾だん頭とうを変へん更こうすれば爆ばく裂れつ榴りゆう弾だんでも発はつ煙えん筒とうでも撃うち出せる為ために、色々と応用の利きく兵器である。特に警察と事を構える可能性も在るアルフレッドとしては、常にモールドと共に車に積んでいる装備の一つだった。


「……せいぜい足あ搔がくがいい」


　小高い丘おかの上から魔族の方を──そしてその中に突っ込んだレイオットの方を眺ながめながらアルフレッドは呟つぶやく。


「貴様には此こ処こで死んで貰もらっては困る。そんな死に方は許さないぞ……レイオット・スタインバーグ？　貴様は……貴様のしがみついている世界が、砕くだけ散るのを見てもう一度絶望してから、死ぬんだ……くくっ……くくくく……」


　アルフレッドは押おし殺した笑いをひとしきりたてると──停とめてあったモールド・キャリアに乗り込んだ。
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　噎むせ返る様な強きよう烈れつな血けつ臭しゆうと焼け焦こげた肉の異臭。


　その真ん中で──魔族メレヴエレントの急所は微かすかに息づいていた。


「…………」


　レイオットは〈ホイール・マニアII〉との結けつ合ごうを解といて肉のトンネルの中に立つ。


　そこには……ドルフの生首が生はえていた。


　表面に出ていたのは恐おそらく飾かざりの様なものであったのだろう。


　この肉の空くう洞どうの中に生えていたドルフの首は、〈マキシ・ブラスト〉の破は壊かい力りよくを受けて、その額ひたいから上が削けずり取られていた。そしてその傷口には剝むき出しの脳組織が見える。


「せかい……を……くつうも……かなしみ……もない……らくえん……を……」


　ドルフの生首は譫うわ言ごとの様に呟つぶやいている。


　その眼めは既すでに目の前のレイオットすらも捉とらえてはいなかった。


　虚うつろな瞳ひとみは右へ左へと動いては意味もなく虚こ空くうに視線を注そそいでいる。あるいは……その眼は彼がずっと夢に見てきた理想の世界の情景を、何ど処こかに見ているのかもしれなかった。


　しかし……


「そんなものは」


　レイオットは呟くように言った。


「楽園じゃない」


「…………らくえん……おいも……やまいも……ない……えいえんの……」


「人形を並べて『楽園』と看かん板ばんを掲かかげた処ところで意味は無いだろ。人間が居ない楽園を造つくってあんたはどうしようって思ったんだ？」
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「…………」


　肉の洞どう窟くつがゆるゆると収しゆう縮しゆくを始める。


　再生を開始したのだろう。時間はかかるだろうが放ほうっておけばこの孔あなは閉じ、レイオットはこの魔族の一部として同化されてしまう。


「楽園は無い」


　レイオットは言った。


「そんな都つ合ごうの良いものが──あってたまるか」


「…………」


　魔族からの返事は無い。


　ただ空洞の内ない壁へきから生えた触手がレイオットのモールドに絡からみ付いていく。


　レイオットはモールドの拳こぶしを握にぎり締しめ──


「さよなら先生。ここから先は本当の天国でやるんだな」


　呟いてレイオットは拳を──剝むき出しになっていた魔族の脳へと叩たたき付けた。
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　いつもの様に呼よび鈴りんを押おして──待つ。


　やはり即そく座ざには反応は返ってこないが、ネリン・シモンズ監かん督とく官かんは静かに待った。今日は居なくて元々──と思ってきているので、そう苛いら々いらもしない。この家の家や主ぬしは出て行ったら何い時つ帰ってくるのかもよく分からない人間である。五分ほど待って誰だれも出てこなければ帰ろうと決めていた。


　だが──


「……はい」


　後こう頭とう部ぶを搔かきつつ家主──レイオット・スタインバーグは扉とびらを開けて現れた。


「こんにちは」


「…………」


　レイオットはしばし無む言ごんでネリンの顔を眺ながめ──


「すまん」


　とだけ言った。


「何が『すまん』ですか」


「いや。何か怒おこってる様に見えたんでな。とりあえず謝あやまっておこうかと」


「……訳わけも分からず謝られても嬉うれしくないです」


「で──何を怒ってるんだ？」


「怒ってるように見えますか？」


「見えるな。何となく」


「じゃあ御自分で考えてください」


「…………」


　レイオットは少しの間首を傾かしげて考えていたが──諦あきらめたのか、踵きびすを返して家の奥おくに戻もどり始めた。慌あわてて扉を閉めてネリンも後を追う。


「ちょっと──」


「いや。やっぱりよくわからん」


「…………」


　溜ため息いきをつくネリン。


　だが彼女は居間に入って驚おどろきに目を瞬しばたたかせた。


「カペルちゃん？」


　居間では──カペルテータが寝ね間ま着きの様なものを着て座すわっていたのである。普ふ段だん着ぎの彼女しか見た事の無いネリンは、何か妙みような違い和わ感かんを覚える。まるで見てはいけない舞ぶ台たい裏うらを見た様な気分だった。


「どうしたの？」


「抜ばつ糸しするまではお風ふ呂ろに入れないので、着き替がえやすい格かつ好こうをしています」


　カペルテータは膝ひざに黒くろ猫ねこのシャロンを抱だきながらそう答えた。


「抜糸？」


「ちとな。小規き模ぼだが手術したもんでな」


　とレイオット。


「手術って……」


「出先で……ちょっと肋ろつ骨こつをな」


「……スタインバーグさん！」


　今度ははっきりと顔を怒りの形ぎよう相そうに変えてネリンは言った。


「貴方あなた保護者でしょう!?　前々から思ってましたけど、もうちょっとカペルちゃんの身の回りの事にも気を配ってあげてください！　肋骨？　手術？　きちんとした場所で手術したんでしょうね？　術後の処しよ置ちが悪いと身体からだに傷が残るんですよ!?」


「いや。あのな──」


「カペルちゃんも！　大だい丈じよう夫ぶなの？」


「はい」


「だったら遠えん慮りよせずに言うけど！　貴女あなたも考え無さ過ぎ！　どこにでもついていかない！　いくら助手は直接現場に立たないからって、安心してちゃ駄だ目め！　元々この人はこういう人なんだから、安全とかは自分で判断しないと命が保もたないわよ!?」


「…………」


　さすがのカペルテータも目を瞬かせて言葉に詰つまった様子を見せている。


「なんかえらく絡からむな。シモンズ監督官」


「絡んでません！」


　言って──レイオットに詰め寄るネリン。


「一体何だったんですか。何ど処こ行ってたんですか？」


「あ。いやまあ……海の方にな」


「何処か行くときはきちんと申しん請せいしてください！」


「俺は無資格だから申請義務は──」


「ちょっと目を離はなすとこういう事になるから心配なんですよ！」


　とカペルテータを指差すネリン。


　続いて彼女はレイオットの襟えり首くびを摑つかんで怒ど鳴なった。


「分かってるんですか？　私の言う事本当に分かってますか──レイオット・スタインバーグ!?」


「いや……あの……シモンズ監督官？」


　鼻先が触ふれ合う程ほどの距きよ離りで怒鳴られたレイオットは、何処か狼ろう狽ばいする様な表情を浮うかべて絶ぜつ句くしている。ネリンは溜ため息いきをついて手を離すと、勧すすめられもしないのにソファに座ってふて腐くされたような表情を浮かべた。


「本当にもう……」


「…………」「…………」


　そんな彼女を見て──顔を見合わせるレイオットとカペルテータ。


　レイオットはとりあえず何かを宣せん誓せいするかの様に片手を挙あげて言った。


「ええと……すまん」


「分かればいいんです、分かれば」


　とネリン。


　レイオットは苦く笑しようを浮かべて彼女を眺ながめていたが──ふと何か思い付いた様子で言った。


「なあ。シモンズ監督官」


「……なんです？」


　じろりとレイオットを睨にらみ据すえるネリン。


　若じやつ干かん気け圧おされた様に身を引きながらもレイオットは言葉を続けた。


「『楽園』って言われたら何を想像する？」


「……はあ？」


「『楽園』だよ楽園。この世の楽園」


　レイオットの言葉にしばしネリンは首を傾かしげ──


「南の島のリゾート地でしょうか」


「……そうきたか」


　苦く笑しようして頰ほおを搔かくレイオット。


「もっと俗ぞくっぽくなくて具ぐ体たい的てきというか、理想というか、そういうのは無いのか？」


「楽園ですか？　うーん」


　既すでに自分が怒っていた事など忘れてネリンは真しん剣けんに思し考こうを巡めぐらせる。人に何か尋たずねられればどんなに些さ細さいな事でも真ま面じ目めに考えて答えを出す。こういう処ところが彼女の美点でもあり欠点でもあるのだが──本人はあまり気付いていない。


　それはともかく。


「自分が住みたいのはどんな世界、とか」


「ああ──そういう意味ですか」


　納なつ得とくした様子でネリンは頷うなずいた。


「無いです」


「──うん？」


「そーゆーものは無いです、私」


「南の島も？」


「それは行ってみたい場所であって住みたい場所じゃないですね。だってそんな処にずっと居たら、だらけてだらけて何もしなくなっちゃうじゃないですか。特にスタインバーグさんとかは」


「……いや……俺の事はまあ、どうでもいいから」


「スタインバーグさんはどう思ってるか知りませんけど、私だって一いつ緒しよですよ。人間は、適てき度どに仕事して、適度に苦労して、適度に癒いやされてればいいんであって。なーんの苦労も無い世界に居たら、きっと喜びも悲しみも分からなくなりますよ」


「なったらまずいか？」


「つまらないじゃないですか、そんなの」


　ネリンは胸を張って言った。


「お仕事終わって帰って、ちょっと一いつ杯ぱいだけ飲むお酒っていうのが美お味いしいんですよ？」


「……なるほど。実に君らしい意見だな」


　レイオットは満足げに頷いた。


「なんですか、一体？」


　顔をしかめてネリンが言う。


「いや。まあ確かにその通りだな」


　だがネリンの問いには答えず、レイオットは一人納なつ得とくした風ふ情ぜいで頷いている。


「誰だれもが君みたいに考えられればいいんだけどな」


「…………」


　ネリンは瞬まばたきしてレイオットを眺め──


「何かあったんですか？」


「さてね」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言うと──欠伸あくびを嚙かみ殺しながら付け加える。


「カペルの傷が完全に治なおったら南の島でも出で掛かけてみるか？　一週間ほど、監かん督とく官かん様にきちんと申しん請せいしてから。シモンズ監督官。おみやげは何がいい？」


「……嫌いや味みですか」


　顔をしかめて言うネリン。


　彼女が最後に旅行だの何だのに出たのはもう二年以上前である。最近は仕事が忙いそがしくて三日以上の長期休きゆう暇かは取れないで居るのだ。


「いやいや。そんな事は」


　レイオットは芝しば居いがかった仕し草ぐさで肩を竦め首を振ふって見せた。こういう相手を小こ馬ば鹿かにした様な、白々しい真ま似ねをさせると、実にこの無資格戦術魔法士はよく似合う。


「……皆みんなで一いつ緒しよに行けばどうですか」


　そんなカペルテータの言葉にレイオットとネリンは顔を見合わせ──


「そうね。それだと楽しいかもね」


　とネリンは笑う。


「旅費がスタインバーグさん持ちだともっと楽しいですけど」


「嘆なげかわしい。こうして賄わい賂ろは横行する事になるんだな」


　などと──くだらない会話を続けるレイオットとネリン。


　それを無言で見つめるカペルテータ。


　そして──


　──みあう。


　此こ処ここそが我わが楽園、とばかりにカペルテータの膝ひざの上でシャロンが大きな欠伸を一つして丸くなった。






[image: ]





魔法士【ソーサリスト／sorcerist】





　俗ぞく称しよう『ストレイト・ジャケット』。魔法を使う事を生なり業わいとする者。魔法技術者。その奇跡に等しい力は社会になくてはならないものだが、その一方で、何らかの事故でいつ魔族化するか分からず、恐怖と嫌けん悪おの対象ともなり易やすい。


　かつては単なる魔法技術者の総称であったが、現在は国家資格として労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくに管理されており（アルマデウスの場合）、当然ながら、違法な無資格の魔法士もいる。


　一般的に魔法士の報ほう酬しゆうは法定されており、一定以上の値上げは勿もち論ろん、値下げも違法となる。これはダンピング合戦の末に法定された安全基準を越こえた回数頻ひん度どの魔法行使を行う魔法士の存在や、そもそも存在が違法な無資格魔法士を取り締しまるためである。


　ちなみに公的組織内に彼等はいないという事になっている。これは魔族化の危険のある彼等を「公務員」として抱え込む事が政治的に危険であり、万一の場合の補償問題を回かい避ひするためである（魔族事件に関する補償額は通常の事件に比べて桁けたが違う）。


　軍、警察にしても、表向き、いるのは必ず要よう請せいを受けて出向している「傭よう兵へい」扱いの戦術魔法士であり、魔族化すれば公的機関はいつでも彼等を「切り捨て」られるようになっている。


　各種の危険と引き替えに高い報酬を法定されている彼等だが、幾つかの制約や義務もある。管理局の定める身体検査への出頭義務、モールドおよびスタッフの定期検査義務、助手の登録義務、ＣＳＡの後見人（里親？）義務、業務過密状態以外での請負拒否の禁止など。





モールド【mold】





　魔法士が使う特殊な『鎧よろい』。元々は魔法を使う際に、魔族になってしまわないための拘こう束そく具ぐであり、必ずしも戦闘用というわけではない。


　物理的な拘束により肉体の変形を抑おさえ、同時に魔力の反動として生じる呪じゆ素そ汚お染せんを一次プライマリ・拘束術式レストクリト・図版パターンに代表される魔力回路によってアースし、封呪素筒に封じ込めるための装備。


　その拘束度デユラビツトにより魔法の撃てる回数は決まってくるが、これはモールドの作りによって異なる。





魔族【メレヴェレント／The malevolent】





　魔法を使いすぎた人間のなれの果て。


　魔法の行使は呪素と呼ばれる不ふ可か視しの汚お染せんを発生させ、これが人間の中に存在するある種のタガを外はずしてしまう。このため、人間としての生命形態が固定されず、次第に精神も肉体も変質して行く。その結果として大抵の人間は残ざん虐ぎやくな化け物へと変化し、人間を襲うようになる。これが魔族化である。


　まだ魔法がごくごく一部の人間達の間の限られた秘ひ技ぎであった時代には、当然ながら滅多に出現しなかったため、その存在は疑問視されていたが、現在では公的に認められている。


　その魔族化の程度によって、魔族は


「男爵／バロネージ」級、「子爵／ヴィスコント」級、「伯爵／カウント」級、「侯爵／マークウィス」級、「公爵／デューク」級、「魔王／ルシフェル」級に分類される（アルマデウス労務省魔法管理局基準）。


　伯爵級以上の魔族は基本的に恒常魔力圏コンスタント・ドメインを維い持じするために本来の顔とは別に撃発音声トリガ・ーヴオイス詠えい唱しよう用ようの副ふく顔がん・通称〈謡シうンもガのー〉を備えており、この副顔の発しつづける『歌』が継続的に魔力圏を魔法の形で顕けん現げんさせ続ける。


　基本的に魔族はその等級に関らず、全て人権を剝はく奪だつされ、ある種の「災害」として扱われる。


　魔族はその身体の周囲に自分の意志を物理法則に優先して顕現させ得る魔力圏ドメインを発生させる。


　この魔力圏内においては魔族は神のごとくありとあらゆる物質、現象を操あやつれるが、当然ながら魔族の認識力によって限界はあり、それは同じ等級の魔族によっても多少の差がある。


　一般的にこの魔力圏は等級が大きくなるほどその半径が広がり、また展性（変形性）も高まる。


　他に、魔族はその不死性が特徴とされるが、これも実のところは魔力圏の効果である。魔力圏はその中心たる魔族にも影響を及ぼす。自分の形を認識し、それを維持しようとする魔族の意志は、強力な復元力となって魔族の肉体を一定の形に保つ。故に破壊された肉体を修復する場合も、細さい胞ぼう増ぞう殖しよくなどによる『再生』ではなく、あくまで分子レベルでの再配列、即ち『復元』である。






　あとがき







『完全体パーフエクタント』──それは文字通り完全な身体である。


　人類の見み果はてぬ夢と言っても良い。欠ける所の無い全き肉体。完かん全ぜん無む欠けつ、絶ぜつ対たい無む敵てき、不ふ老ろう不ふ死し、健けん康こう優ゆう良りよう、頭ず脳のう明めい晰せき、眉び目もく秀しゆう麗れい、頑がん強きよう壮そう健けん、空くう前ぜん絶ぜつ後ご、滋じ養よう強きよう壮そう、天てん真しん爛らん漫まん──





　……すいません、噓うそです（つーか何書いてるのか自分でも分からなくなってきた）。





　という訳で、どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。


「ストレイトジャケット６　ラクエンのサダメ」をお届け致いたしまする。


　本書は二〇〇四年の二月刊行が予定されていた代しろ物ものですが、実際に出たのは三月。言うまでもない事ですが私が落としました。すんません。ごめんなさい。特に月間予定表とか立てて小遣いのやりくりをしながら、私の分厚くコストパフォーマンスの悪い本を購入してくれたりなんかしている中高生の皆様（が居られると仮定して）には何とお詫わびを言って良いやら。


　一応弁解しておくと、別にさぼってて落としたんじゃなくてですね。


　実は二〇〇三年の末に倒れまして。年内の作業が全て終わって、年末年始三日程は気楽に休養──と宮崎のシーガイアに行ったその日に倒れて病院に担かつぎ込まれました。汚きたない話ですが、下げ痢りはするは嘔おう吐とはするは……更さらには熱まで出たんですが、前記の通りで出すもの出しまくってる為、脱だつ水すい症しよう状じようの一歩手前で、汗かけないから熱下がらないわ。


　お陰様で病院で点てん滴てき受けながら年を越す羽は目めに。過か呼こ吸きゆう（苦しいので必要以上に呼吸して酸素を摂とりすぎる状態）で手足が痺しびれてくるなんて状態、初めて経験しましたですよ。


　お陰かげで体調取り戻して仕事始めるまで一週間程かかりまして。


　今はすっかり完全体パーフエクタント、もとい健康体ですが、担ぎ込まれた当時は「いっそ殺せえええええっ!?」ってな感じでありました。とはいえ鎮ちん痛つう剤ざい打ってもらうと一時間程で楽になりましたが。凄すごいぞ現代医学。





　まあ自己管理が出来てないと言われればその通りなのですが、まさか仕事中ならともかく、バカンスに行った先で倒れるとは思いませんでしたよ。ええもう。遊びに行った筈なのにホテルと病院の光景しか覚えてません。シーガイア？　全天候型プール？　なにそれ。





　そういう訳で「うーん、もう若くはないのだなあ」とかしみじみしたりする私（三十代半ば）が居るのでした。昔はもうちょい無理が利きいたんだけどなあ。


　まあとにかく、すいませんでした、でも不ふ可か抗こう力りよくっぽいのでどうか許してください、という感じです。以上、謝しや罪ざい＆言いい訳わけ終わり。





　で──「ストジャ」ですが。


　前回もそうでしたが、今回辺りから主人公レイオツト達たちの周まわりが終しゆう盤ばんに向かってはっきりと動き始めます。まだまだ数巻は続くとは思われますが、割とこれも節目の巻になるかと。


　まあ内容的にはここで事細かに書き連ねるよりは読んで頂くのが早いかと思いまする。


　個人的にはルチエラが出せただけで満足でする。ごすろり～ごすろり～♪





　それと。


　この「ストレイト・ジャケット」……まだ正式発表の段階ではないようですが、夏から秋にかけてちと面おも白しろい事がありそうです。実はしばらく前から話はあったのですが、具体化したのはつい最近。公式発表出来る様になれば、うちの個人サイト（うごうご[image: ]くん）とかでも告知致しますんで、よろしくお願いします。


　……ってこれだけじゃ何のことだか分かりませんな（苦笑）。まあアニメみたいに大掛かりなもんではありませんが、なんか一つ水面下で企画が動いている、という事で。





　では恒例の感謝（＆謝罪）シリーズ。





　担当のたなぽん。色々と出版スケジュール調整をさせてしまいすいませんでした。今年はもうちょっと仕事絞しぼりつつ体調維い持じに努つとめまする。──と言いつつ既すでに四月で既に三冊本（原案協力も含めれば四冊）が出ていたりするのはきっと気のせい。多分気のせい。





　絵師の藤ふじ城しろ先生。お会いする度たびにタイトになっていくスケジュールをこっちの都合で狂わせてしまい、慚ざん愧きの念にたえません。必ず何か埋うめ合わせはするのでどうか御ご容よう赦しやくださいませ。





　小説家の高たか殿どの円まどか先生。ルチエラのゴスロリ衣装設定に御指導、御協力有り難う御ご座ざいました。何となくイメージはあったりするんだけど、やっぱりいざ文章に起こそうと思うと『通つう』の助言がどうしても必要ですな。とても助かりましたです。





　医者──の卵のＣａｉｎ氏。某社の新刊に引き続き医学関係の知識に関して御教授有り難う御座いました。まあ本職から見れば細かい所で言語道断な事してるかもしれませんが……まあそこはフィクションという事で御容赦を。





　という訳で。


　次は来月（二〇〇四年四月）にもう一本のシリーズでお会い……できればいいなあ（ちと弱気）。





　二〇〇四／二／二五


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ＣＰＵ：ペンティアム４　２．４Ｇhz　メモリ１ＧＢ）


　ＢＧＭ：なし




ストレイト・ジャケット６


ラクエンのサダメ


～THE MIRAGE～
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